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１. 部局等の目的・目標                                      
 

佐賀大学総合分析実験センターは本学における教育研究の総合的支援を目的とした全学共同施設である。

本庄地区と鍋島地区それぞれに「生物資源開発部門」、「機器分析部門」、「放射性同位元素利用部門」および

「環境安全部門」の 4 部門を設置しており、これらの 4 部門が機能的に連携して学内の研究教育を総合的に支援

することで、本学における生命、環境、材料等の研究およびこれらの複合領域研究に対応できる人材の育成を目

指している。 

 

総合分析実験センターの目標は、本学の第３期中期目標・中期計画として、以下の項目が定められている。 

 

■教育環境の整備に関する目標 

中期目標：学内共同利用施設として、学部教育ならびに大学院教育に対する支援を行う 

中期計画：センター専任教員が学部・研究科および全学教養機構での講義の一部を支援ができるようにす

る、または、これまで行ってきた講義に加えて、新たに講義を受け持つ	

	

■研究成果の地域・社会への還元に関する目標 

中期目標：地域・社会に対する機器･設備開放と技術支援 

中期計画：学部、産学・地域連携との共同作業による研究技術拠点化。共同研究提案の核となる 

 

■研究の質の向上にシステムに関する目標 

中期目標：部門再編と人員再配置（新規配置ならびに職位見直しを含む）によるセンター研究体制の増強	

中期計画:具体的な部門再編と人員再配置を検討する。検討項目の中には、①支援内容とその分担の見直

し、②専任教員が配置されていないため業務に支障を来している環境安全部門業務への対応、③本学の

教育・研究レベル強化・上昇へこれまで以上に積極的な形で貢献できる新たなプロジェクト部門の設置、

④前項と関連して、トップジャーナルに論文が発表でき、大型予算が確保できる可能性の高い人材の確

保（例えば特任教員の採用など）、などが含まれる。検討の後、現在の部門体制を時代にマッチしたもの

に再編し、それに見合う教職員配置（担当）を見直す。特に技術系職員の再配置により、教員と職員の

職務分担の見直しを行い、教員はより研究に、職員はより支援に特化して業務を行うことにより、セン

ターの研究能力を強化する。また、新たな教職員配置ならびに職位見直しを行い、より一層の研究能力

増強を行う 

 

■研究環境の整備に関する目標 

中期目標：より高度かつ先進的な研究支援体制の構築 

中期計画：老朽化・陳腐化機器の更新ならびに新規機器の獲得等による研究支援環境の整備。新規研究手

法の獲得と発信による研究支援能力向上。必要性が高いサービスへの集中と必要性が低いサービスの廃

止による支援業務の効率化（外部委託との調和を含む）。本学に必須の研究環境の維持・改善（RI 実験）。

RI 実験施設利用者減少への対応（老朽化した機器・設備の更新、新規機器導入による利用の呼び起こし、

新たな RI 実験手法の紹介・提案と、共同・受託研究の実施によるサービス向上など）	

	

■地域を志向した教育・研究に関する目標 

中期目標：地域・社会への機器･設備開放と技術支援による地域の学術拠点としての、また技術習得拠点

としての確立 

中期計画：研究技術拠点としての産学官包括連携協定への参画、協力。地域（企業、NPO、他大学等を含

む）向け公開技術講座の開催	

 

■教育研究組織編成の見直しに関する目標 

中期目標：部門再編と人員再配置（新規配置ならびに職位見直しを含む）によるセンター研究体制の増強 

中期計画：現在の部門体制を時代にマッチしたものに再編し、それに見合う教職員配置（担当）を見直す。

特に技術系職員の再配置により、教員と職員の職務分担の見直しを行い、教員はより研究に、職員はよ
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り支援に特化して業務を行うことにより、センターの研究能力を強化する。また、新たな教職員配置な

らびに職位見直しを行い、より一層の研究能力増強を行う	

	

■財務内容の改善に関する目標 

中期目標：大型研究機器設備のセンター集中管理の推進による財務改善（予算最適化） 

中期計画：業務運営の改善及び効率化（１．組織運営改善）：施設整備関連経費の重点的集中による学内

資産（研究機器･設備関連）の重複・冗長化見直しによる財務改善（予算最適化）。具体的には、大型研

究機器設備予算申請のセンター集中化、既存学部等管理機器･設備の情報収集と、センターへの管理運営

権限委譲	

 

■情報公開や情報発信等の推進に関する目標 

中期目標：国民への説明責任を果たす情報公開 

中期計画：情報公開の必要な項目について調査を行う。学内の関連委員会等と連携し、情報公開項目の項

目・内容等について見直し、多様な手段で学外への情報発信を行う。また、特に動物実験については、

第三者による検証を受ける	

 

■法令遵守に関する目標 

中期目標：法令を遵守した遺伝子組換え実験、動物実験、RI 実験、化学実験等に対する適切な支援の実施 

中期計画：法令遵守の推進。教育訓練体制の充実。教職員への啓蒙活動。関連業務への専任教職員の配置

ならびにセンター業務体制の見直し	

 

 

 

２. 部局等の概要                                          
 

  佐賀大学総合分析実験センターは、社会的な要請度の高い生命、環境、材料等の研究やこれらの複合領域

研究に対応できる人材の育成を総合的かつ効果的に支援する体制を構築するために、平成 14 年 4 月 1 日に、

「機器分析センター」、「放射性同位元素実験室」を、それぞれ「機器分析分野」、「放射性同位元素利用分野」に

改組し、さらに、新設の「ライフサイエンス分野」を加えて学内共同教育研究支援施設として設立された。平成 15

年 10 月 1 日の佐賀医科大学との統合にあたり、同医科大学の動物実験施設、実験実習機器センター、RI 実験

施設を加え、「生物資源開発部門」、「機器分析部門」および「放射性同位元素利用部門」の 3 部門からなる全学

的な研究教育支援施設となった。さらに、平成 18 年度に「環境安全部門」を新設し、これらの 4 部門が連携して

学内の理工、農、医、文化教育学分野の研究教育を総合的に支援している。各部門は，佐賀大学の本庄地区と

鍋島地区にそれぞれに配置されており、平成 28 年度はセンター長（併任）、副センター長（併任）、准教授 4 名、

助教 2 名、教務員 2 名、技術専門職員 2 名、技術員 5 名（うち 1 名は再雇用）、非常勤職員 4 名、研究支援推進

員 1 名から構成されている（次ページ図：平成 28 年度総合分析実験センターの構成および人員配置を参照）。 
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総合分析実験センター4 部門が担当する支援業務を以下に列挙した。また、各部門において最も深く関与する

学部について示した 

 

生物資源開発部門 
遺伝子組換え実験と動物実験に関する教育、研究、講習、教育訓練および安全管理ならびに動物福

祉に配慮した実験動物の飼育管理 

本庄地区：農学部、 鍋島地区：医学部 

 

機器分析部門 
大型高性能分析機器類の維持管理、総合的な分析・測定に関する教育と研究、分析機器の使用講習

会および教育訓練 

本庄地区：理工学部、 鍋島地区：医学部 

 

放射性同位元素利用部門 
放射性同位元素等の利用に関する教育と研究、放射性同位元素等安全取扱講習会および安全管理 

本庄地区：農学部、 鍋島地区：医学部 

 

環境安全部門 
環境分析機器の安全管理と教育講習、環境整備および環境分析に関する研究の支援、環境問題に関

する共同研究の受入れおよび相談窓口、環境問題についての教育および情報提供、および学内環境

安全業務 

本庄・鍋島地区（両地区）：全学部（リサイクルファシリティー、作業環境測定（有機溶剤）） 

 

 
 

         

図：平成 28 年度総合分析実験センターの構成および人員配置 
  



 5 

３. 領域別の自己点検評価                                    
	

（１）教育支援の領域 
 

ア	 教育支援環境に関する事項	

総合分析実験センターを基盤として、実験機器類および生物資源の維持・開発と放射性同位元素利

用に関する設備の整備拡充と全学的有効利用システムの構築を図り、学生教育並びに社会的ニーズに

応じた教育訓練環境を整備するため、以下の事項を中心に取り組んだ。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１）	 共同利用可能機器に関する情報をウェブページに公開し、共同利用機器の予約申込み、予約状況

ならびに運用状況の確認をオンラインでできる体制を整えている。また、機器分析部門鍋島地区にお

いては利用者メーリングリストを構築し、機器運用に関して迅速な情報提供を行う体制を整えている。

機器分析部門本庄地区においても、平成 28 年度から利用者メーリングリストを構築し運用を開始して

いる。 

２）	 学外研究機関に所属する教職員等が総合分析実験センターを利用できるよう、平成 19 年度より本庄

地区において「受託試験」（http://www.iac.saga-u.ac.jp/jutaku/）を開始している。また、平成 22 年

度からは鍋島地区の機器分析ならびに放射性同位元素利用両部門においても「受託試験」を開始し

た。今後も情報の周知と、受託可能な機器の拡充を図っていく予定である。 

３）	 機器利用システムのさらなる改善および共同利用機器数の増加を図るため、共同利用可能機器の調

査依頼を全学に対して行い、共同利用可能機器の増加に努めるとともに、老朽化等により利用できな

くなった機器については整理を行っている。平成 28 年度末現在の共同利用可能機器は全 141 台で

あり、そのうち本庄地区に 46 台、鍋島地区（鍋島機器部門と鍋島放射性同位元素利用部門）に 95 台

が設置されている（http://www.iac.saga-u.ac.jp/）。 

４）	 センター機器および施設を利用する教員、学生等の研究成果、外部資金獲得状況に関する情報収

集を毎年度行っている（8 センター利用実績を参照）。 

５）	 センター利用状況を毎年度集計し、その集計結果をもとにセンターにおける教育訓練環境の整備、

改善を図っている。 

 

 

イ	 センターが行う教育に関する事項（使用法、安全、規則等に関する教育） 

総合分析実験センターが関わる施設・機器の使用法や法令・規則等の教育に関して、教職員や学生

及び関係者に対して必要な教育活動を行い、その教育訓練体制の整備・改善を図るため、以下の事項に

取り組んだ。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１）	 放射線および放射性同位元素の取扱に必要な放射線業務従事者講習会は、本庄地区と鍋島地区

でそれぞれ行っている。受講者への便宜を図るため、どちらの地区でも受講できるようにしている。 

２）	 放射線業務従事者登録の便宜を図るため、本庄地区では、新規登録申込者に対する教育訓練は年

2 回行っており、さらに 5 名以上の希望者がいる場合には随時教育訓練を実施している。更新者用の

教育訓練は、12 月から 3 月にかけて年 4 回開催している。鍋島地区では 4、5、8、9 月にそれぞれ新

規および更新教育訓練を行うことに加え、要請に応じて随時、教育訓練を実施している。 

３）	 動物実験に関する教育訓練を学内の「動物実験委員会」と連携し、年 2 回、本庄地区と鍋島地区で

実施している。これ以外にも、希望者に対しては随時、教育訓練を実施している。また、動物実験の

実験計画書の作成の相談、指導、事前審査、受付業務を行っている。 

４）	 本庄地区および鍋島地区における遺伝子組換え実験に関する教育訓練を主導している。平成 21 年

度からは新たに、英語による教育訓練も開始している。また、遺伝子組換え実験申請書の提出前の

内容確認を行い、申請者への便宜を図っている。 

５）	 センターが直接または間接的に関与して行われる教育訓練の際、アンケート調査を行い、利用者の

ニーズの把握に努めている。 
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６）	 機器分析部門鍋島地区では、適宜、利用者ミーティングを開催し、利用者からのニーズを把握すると

ともに円滑な共同利用環境の醸成を図っている。 

７）	 環境安全部門を統括する本庄地区機器分析部門の専任教員は、本庄地区環境安全衛生委員会メ

ンバーとして安全巡視や簡易作業環境測定業務を実施しており、理工学部循環物質化学科安全衛

生委員会メンバーとして同学科の安全衛生管理に貢献している。同部門鍋島地区を担当する教務員

は医学部安全衛生委員会メンバーとして鍋島キャンパスの安全衛生管理に貢献している。 

８）	 既に作成済みのマニュアル・手引きについて、更新が必要なものは随時更新を行なっている。 

９）	 機器分析部門鍋島地区では、機器導入機器の説明会や最新研究動向を知るための説明会および

デモンストレーションを 8 回、設置機器利用の習熟度向上のための機器利用講習会を 1 回行ってい

る。 

（本年度事項） 

１０）	動物実験に関する教育訓練について、定期に実施される教育訓練に加え、利用者の希望に応じて

教育訓練を計 19 回実施し、利用者の便宜を図るとともに、動物実験計画書 89 件の作成指導・事前

審査を実施した。 

１１）	生物資源開発部門本庄地区の教員１名が、今後の教育訓練に活かすために、「第８回遺伝子組換え

実験安全研修会」に参加して、遺伝子組換え実験の安全管理に関する情報を収集した。 

１２）	生物資源開発部門本庄地区の教員１名が、今後の教育訓練に活かすため九州大学で開催された

「第７回有体物管理センターシンポジウム」に参加して、名古屋議定書の国内措置等の遺伝資源の

移動に関する情報を収集した。 

 

 

ウ	 センター教職員が行う、学部等における教育活動に関する事項 

専任教員および技術職員は、センター利用者に対する教育訓練などの支援だけでなく、教養教育運

営機構及び関連学部に協力し学部および研究科の教育にあたっている。以下に専任教員が担当する講

義名を示す。 

 

機器分析部門（本庄） 

専任教員 1 名 

全学「佐賀環境フォーラム(インターフェース)」「佐賀環境フォーラム I（インタ

ーフェース）」」「教員のための環境教育」「地域の環境（前期・後期）」、「環境

保全(概)論 II」、「作業環境測定概論」「環境教育 II（インターフェース）」「学内

活動実習 I」、「学内活動実習 II」、「実験化学 I（分担）」 

理工学部「分離化学」「環境化学」「循環物質化学」「大学入門科目（分担）」

「機能物質化学実験 I（分担）」「循環物質化学特別実習・演習（前後期）」 

文化教育学部「環境科学特別講義」 

大学院工学系研究科博士前期課程「物質環境化学特論」「融合循環物質化

学特論」「基礎反応化学特論（分担）」「循環物質化学セミナー（分担）」「循環

物 質 化 学 特 別 演 習 （ 分 担 ） 」 「 基 礎 反 応 特 論 （ 分 担 ） 」 「 Advanced 

Environment Chemistry of Material」 

生物資源開発部門（本庄） 

専任教員 1 名 

基本教養科目「生命科学の世界 B」 

農学部「分子細胞生物学」「生化学実験（分担）」「専門外書講読（分担）」「演

習（分担）」 

大学院農学研究科「分子細胞生物学特論」「細胞情報学特論」「先端分析科

学特論 II（分担）」「生命機能科学特論（分担）」「生命化学演習（分担）」「農

学総合講義（分担）」 

放射性同位元素利用部門 

（本庄） 

専任教員 1 名 

農学部「生化学実験（分担）」「専門外書講読（分担）」「演習（分担）」「生命化

学概説（分担）」「基礎放射線科学」 

大学院農学研究科「先端分析科学特論 II（分担）」 

機器分析部門（鍋島） 

専任教員 1 名 

基本教養科目「インターフェース〜現代社会と医療 IV」 

大学院医学研究科修士課程「生体傷害分析法」「実験検査・機器特論」 

大学院医学研究科博士課程「機器分析法」「アイソトープ実験法」 

環境キャリア教育プログラム「環境科学Ⅰ」、「環境科学Ⅲ」、「環境対話

Ⅱ」、「環境教育Ⅱ」 
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生物資源開発部門（鍋島） 

専任教員 2 名 

基本教養科目「生命科学の基礎Ｂ（実験動物学）」 

医学部「基礎科系実習（分担）」、「基礎系選択科目（発生工学手法を用いた

疾患モデル動物の作製）」 

大学院医学研究科修士課程「実験動物学特論」、「基礎生命科学研究法」、

「基礎生命科学研究実習」 

大学院医学研究科博士課程「動物実験法」 

 

 

（２）研究支援の領域 
 

ア	 学術・研究活動に関する事項 

センターの活動を通じて本学における学術・研究の推進を図るため、学内外との共同研究の推進、学

外研究プロジェクトへの参画、シンポジウム等の開催を中心に取り組んでいる。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１）	 生物資源開発部門鍋島地区では、医学部、および農・理工・文教学部とも連携できる研究テーマの

一つとして、生活習慣病の病態モデルとなる遺伝子改変ウサギの開発とそれを用いた分子病理学的

研究を行っている。これに関して、総合分析実験センターにおいて開発・維持されている遺伝子改変

ウサギを他の研究機関に分与するとともに共同研究を推進している。 

２）	 機器分析部門鍋島地区では、教員 1 名が放射線医学総合研究所（平成 20 年度～）、ならびに京都

大学原子炉実験所（平成 21 年度～）で共同利用研究員として活動し、放射線がん治療の基礎研究

をテーマに共同研究を行っている。また、学外では広島大学大学院医歯薬学研究科教員ならびに

近畿大学工学部教員と、学内では理工学部教員と共同研究を行い、論文発表１件、学会発表 5 件を

報告した。また、今年度より、放射線災害・医科学研究拠点事業の共同研究に採択されている（受入

機関、広島大学）。 

３）	 生物資源開発部門本庄地区では、開発したプラスミド DNA の分与を行っている。 

４）	 センター各部門共同でセミナーを開催し、センター専任教員を中心とした部門間連携を強めるととも

に、センターを中心として学内外との連携が可能な研究プロジェクトの検討を行っている。 

５）	 機器分析部門本庄地区専任教員 1 名が長崎県商工連携ファンド事業助成金を受け、長崎大学、京

都工芸繊維大学、および一般企業とともに藻場再生に関する共同研究を行なっている。㈶法人電力

中央研究所との共同研究「地下水および表層水に存在する有機物の採取法検討と特性評価」の研

究を実施した。 

（本年度事項） 

６）	 生物資源開発部門鍋島地区で開発・維持している遺伝子改変ウサギを分与した（国内 1 機関、計 10

匹）。 

７）	 生物資源開発部門本庄地区で開発したプラスミドを国内の研究者（１件）に分与した。なお、これらプ

ラスミドは研究成果有体物として佐賀大学に知的財産登録しており、分与を希望する研究者との交渉

は産学・地域連携機構の知財戦略・技術移転部門（TLO）が行った。 

８）	 総合分析実験センターセミナーとして、外部講師を招き 4 回のセミナーを開催した（７.業務等集計デ

ータを参照）。 

  

イ	 研究支援環境に関する事項 

本学全体およびセンターにおける研究環境の改善、また、大学間の連携を高めて情報共有や機器の

相互利用を推進のため、次のことに取り組んでいる。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１）	 ３．（１）ア－４）に示すように、共同利用可能機器に関する調査結果に基づいて、共同利用可能機器

の増加を図っている。また、機器の運用状況がインターネットを通じて確認できるようにするなど、ホー

ムページの改善も図っている。 

２）	 低利用頻度機器および譲渡希望機器の収納スペースを整備し（リサイクルファシリティー）、譲渡を希

望する機器について情報を収集しホームページで情報開示するシステムの運用を開始している。ま
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た、HP やメールを利用してリサイクルファシリティーの周知を図り、年度末などに向けてファシリティー

の活用を案内している。運用開始から平成 28 年 3 月 31 日までに 53 物品の譲渡を完了している。 

３）	 大学連携研究設備ネットワークに 3 台の機器を登録しネットワーク利用機器の充実を図り、共同利用

機器の利用活性化に協力している。 

４）	 動物実験に関して、研究テーマに即した飼育室・実験室の改善を図っている。特に、遺伝子組換え

マウスの飼育スペースの不足に対して、設備や飼育器材の充実に向けて可能な限り対応している。 

５）	 生物資源開発部門鍋島地区では、学内研究者への研究支援としてマウス胚の凍結保存、遺伝子改

変動物の作成、動物実験手技の技術指導を行っている。 

６）	 学外研究機関等による総合分析実験センター利用のために、本庄・鍋島両地区機器分析部門にお

いて「受託試験」を行なっている（http://www.iac.saga-u.ac.jp/jutaku/）。 

７）	 他大学の共同利用可能機器に関する情報を大学内に発信している。 

８）	 他大学へ総合分析実験センター内の共同利用可能機器に関する情報を発信している。 

９）	 国立大学法人生命科学研究機器施設協議会に参画し、設備の大学間相互利用をはじめとした活動

に協力している。 

１０）	全国大学等遺伝子研究支援施設連絡協議会に参画し、「遺伝子組換え生物等の使用等の規制によ

る生物の多様性の確保に関する法律」へ対応するための活動に協力した。 

１１）	「国立大学法人動物実験施設協議会」に参加し、動物実験および実験動物に関連する情報収集、

意見交換を行なった。また、協議会の調査等に協力した。 

１２）	平成 21 年度から研究支援推進員１名を継続して採用している。 

（本年度事項） 

１３）	総合分析実験センターQ&A を改訂し、センターユーザーだけでなく学内に広くセンター業務を周知

するとともに、教職員ならびに学生に対する研究情報支援を行った。さらに、Q&A 英語版を作成、発

行し(http://www.iac.saga-u.ac.jp/)、留学生に対するセンター業務の周知および支援を行っている。

本 Q&A については、毎年改訂を行い、アップデートな情報提供を行なっている。 

１４）	環境安全部門鍋島地区では、前項２）に関連して、鍋島地区ユーザーの利便性を高めるため、平成

23 年度より鍋島地区リサイクルファシリティーを運用している。平成 28 年度の譲渡実績は 5 物品であ

った（施設利用実績を参照）。 

１５）	生物資源開発部門鍋島地区で実施している学内研究者向けの研究支援のうち、これまで希望の多

かったマウスの生殖工学技術支援サービスを充実させ、H28 年度より有償でのサービスとして開始し

た。 

１６）	生物資源開発部門鍋島地区の技術員 1 名が、「第 7 回実験動物管理者等研修会」（主催：日本実験

動物学会、後援：文部科学省、環境省、厚生労働省、農林水産省）に参加し、実験動物管理者として

の研修を受講した。 

 

ウ	 センター職員による研究活動に関する事項 

センターでは、研究支援活動と並行して、教職員がそれぞれ独自の研究テーマを持ち研究を行ってい

る。個々の専門分野で高いレベルの研究に携わり、その研究活動や研究交流を通じて最新の研究成果

や情報を入手することにより、センターの教育研究支援の向上と、本学の研究教育の推進に貢献してい

る。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１）	 生物資源開発部門本庄地区では、様々な生物のオミックスをテーマに研究を行っている。鹿児島大

学農学部、鹿児島大学理学部、琉球大学農学部、京都大学生態学研究センター、Renewable 

Natural Resources Research Centre Wengkhar (ブータン)、雲南農業大学（中国）、お茶の水女子大

学、佐賀県果樹試験場、佐賀大学農学部などと共同研究を行っている。 

２）	 生物資源開発部門鍋島地区では、部門の研究テーマとして、１）ヒト疾患モデルとしての遺伝子改変

ウサギの開発と医学研究への応用、２）ウサギ精子および胚の凍結保存に関する研究に取組んでい

る。共同研究先：山梨大学、神戸大学、秋田大学、ミシガン大学（アメリカ）、西安交通大学（中国）。 

３）	 機器分析部門本庄地区では、自然界の土壌や水中に存在する腐植物質の構造特性、機能特性に

関する研究を地球科学分野、原子力開発分野、農業分野等の研究者と共同して行っている。 

４）	 佐賀県医療法人「好生館」、佐賀大学、佐賀県、リサイクラー等との協働プロジェクト「医療機器リサイ
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クル処理標準化プロジェクト」を立ち上げ、地域創生への取り組みをサポートしている。 

５）	 機器分析部門鍋島地区では、放射線や環境因子による DNA 傷害とその修復機構を生化学的、分子

遺伝学的に検討し、生物の遺伝情報維持機構を明らかにするべく、准教授 1 名、教務員 2 名、技術

員 1 名が協力して研究を行っている。また同准教授 1 名は、放射線医学総合研究所ならびに京都大

学原子炉実験所の共同研究員として、放射線がん治療に関する基礎研究をテーマに共同研究を行

うとともに、学内外の教員と共同研究を行っている（佐賀大学理工学部、広島大学、近畿大学）。また、

今年度より、放射線災害・医科学研究拠点事業の共同研究に採択されている（受入機関、広島大

学）。 

６）	 放射性同位元素利用部門本庄地区では、昆虫の味覚・嗅覚機能の解明および摂食行動調節メカニ

ズムに関する研究を行っている。 

７）	 各部門に配置されている技術系職員（含教務員）の研究への参画を促進しており、一部の技術系職

員は独自の研究テーマに取り組んでいる。さらに、共同研究員として分析、調査を担当している。 

８）	 生物資源開発部門の教員が責任著者となった論文が、2010 から 2016 年の 7 年間に佐賀大学の論

文（責任著者が佐賀大学教員）の中で、最も引用された。 

(https://scholar.google.co.jp/scholar?q=%22Saga+University%22&hl=ja&as_sdt=1%2C5&a
s_vis=1&as_ylo=2010&as_yhi=)。。 

（本年度事項） 

９）	 平成 28 年度の研究成果は、原著論文 5 報、総説・資料・解説・論説・研究報告・総合雑誌の論文 0

報、学会発表・招待講演など 30 件、外部資金獲得は 7 件であった。研究成果の詳細は「８．センター

利用実績」に記す。 

１０）	継続事項（３）において、本年度は新たに状態解析技術を薬物の移動動態に応用した共同研究を実

施している。 

１１）	継続事項（４）において、現在医療機器循環システム協議会の立ち上げ作業を実施している。 

 

 

（３）国際交流・社会頁献の領域 
 

ア	 教育における社会連携・貢献に関する事項 

 センターでは各センター教員の専門研究分野および各部門の特色を活かした社会貢献、地域社会と

の連携、他大学との教育における連携および地域に貢献する教育活動として以下の事項に取り組んで

いる。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１）	 センター教員が担当する講義インターフェース課目「佐賀環境フォーラム I,II の一環として、学内に整

備運営したビオトープを用い鈴虫のイベントを実施し、保育園スタッフを含む地域市民と連携して、佐

賀環境フォーラムワークショップ“環境教育”グループによる紙芝居を通じた地域の幼稚園児や小学

生への環境教育を行い、同時に市民への憩いの時間を提供した。学生運営スタッフを指導しながら

年 2 回（春と秋）の大学構内および近隣を流れるクリークの河川清掃を近隣自治会と協力して実施、

運営しており毎回 60～100 名程度の参加者とともに社会へ貢献している。 

２）	 センター職員が理事を務めるＮＰＯ主催で佐賀の伝統的な農業イベント「ごみくい」を企画し、学生約

40 名とともに参加した。 

３）	 本庄地区環境安全部門専任職員は学内を流れる河川清掃を近隣自治会（佐賀大学前自治会）とと

もに、年 2 回企画実施している。 

４）	 学生活動「チャリさがさいせい（チャリさ）」の顧問として、学内、および周辺アパートの放置自転車の

回収・修理・販売・譲渡を行い、学内や近隣地域の放置自転車撲滅運動に貢献している。また同グ

ループは地域のイベント「佐賀城下ひな祭り」「さがバルーンフェスタ」の期間中に再生自転車を用い

たレンタサイクルを実施し、一般市民に①放置自転車の撲滅、②循環型社会の推進、③自動車を使

わない省資源・健康な観光を提案し環境に関する啓蒙活動に貢献している。 

５）	 平成 22 年度より、本学文化教育学部附属中学校育友会が行なっている「佐賀大学の先生の授業を

受けてみよう」に協力し、センター教員が講義を行なっている。 

６）	 産業環境管理協会が実施する「公害防止管理者等資格認定講習」において「大規模水質特論」を２
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回行った。 

（本年度事項） 

７）	 センター教員は、他大学・研究教育機関などでの講義・実習も担当している。広島大学大学院理学

研究科における講義「遺伝子化学Ⅱ」、大川看護福祉専門学校における講義「生化学」、武雄看護リ

ハビリテーション学校における講義「解剖生理学」を担当した。群馬大、実験動物学 非常勤講師 

８）	本学文化教育学部附属中学校育友会が行っている「佐賀大学の先生の授業を受けてみよう」では、

「分析機器の世界をのぞいてみませんか」を開講した。 

９）	 佐賀県教育センターの講座「高校生物Ⅰ講座」に協力して、高校理科教員を対象にして、DNA 配列

決定を指導した。 

１０）	「ものづくり技術者育成講座」の講義を担当した。 

１１）	科学研究費における研究成果の社会還元・普及事業「ひらめきときめきサイエンス」に採択され、講

義および実験を行った。 

１２）	センター教員が共同で公開講座「一緒に研究しませんか～佐賀大学総合分析実験センターの紹介

～」を実施した。 

１３）	センター教員が佐賀市立鍋島小学校で出前講義を行った。 

 

イ	 研究における社会連携・貢献に関する事項 

学外の研究者が総合分析実験センター等の分析機器類を活用できるシステムの構築を図るため、また

学外の研究者との連携を深めるとともに、地域社会の研究推進や学会活動に貢献するため、以下のこと

に取り組んだ。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１）	 平成 19 年度から「受託試験」を開始している（http://www.iac.saga-u.ac.jp/jutaku/）。 

２）	 地域に貢献する研究支援活動を行うために、佐賀大学産学連携推進機構を活用し、同機構のホー

ムページからの情報発信に協力している。 

３）	 佐賀県バイオマスエネルギー計画、佐賀市バイオマスタウン構想に協力し、民間の研究への相談に

対応し、共同研究計画を策定中である。 

４）	 「佐賀環境フォーラム」の活動において、佐賀市と協力し、佐賀市内公立小中学校のシックスクール

調査を行っている。 

５）	 産学官連携機構「徐福ラボ」との連携により、地域の民間会社からの技術的相談に対応している。 

（本年度事項） 

６）	 センター教員（生物資源開発部門鍋島地区の教員）が大会長となり、第 4 回ウサギバイオサイエンス

研究会を開催した。 

 

ウ	 その他国際交流・社会貢献に関する事項 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１）	 ホ ー ム ペ ー ジ を 通 じ て 、 開 発 し た ベ ク タ ー DNA を 国 内 外 に 分 与 す る 活 動 を 行 っ て い る

（http://www.iac.saga-u.ac.jp/lifescience/pSU0/）。 

２）	 日本腐植物質学会評議委員として、学会の運営に貢献している。 

３）	 環境関連の二つの NPO の理事として活動に協力している。 

４）	 毎年開催される韓国・大邱大学校とのジョイントセミナーに協力している。 

５）	 佐賀市環境審議会のメンバーとして佐賀市の環境行政に助言を行っている。 

（本年度事項） 

６）	 センター教員 1 名が佐賀市の委託を受け、佐賀市空き家等審議会委員として活動した。 

７）	 センター教員 1 名が佐賀市の委託を受け、佐賀市環境マネジメントシステムにおける内部環境監査

委員として活動した。 

８）	 教員 1 名が The 3rd International Workshop for Conservation Genetics of Mangroves（18-19 Oct 

2016, Taketomi-cho, Okinawa, Japan）に参加し、研究発表を行うとともに同学会に参加した研究者と

意見交換を行った。Organizer でもあった。 

９）	 センター教員 1 名、および大学院生 1 名が 18th International Conference of International Humic 
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Substances Society (2016 September 11-16, Kanazawa, Japan) に参加し、研究発表を行なうと伴に参

加研究者との意見交換を行なった。 

１０）	教員 1 名が The Third Myanmar-Japan Symposium  (3-5 Dec 2016 Pathein, Myanmar,)に参加し、

研究発表を行うとともに同学会に参加した研究者と意見交換を行った。 

１１）	センター教員（生物資源開発部門鍋島地区の教員）が大会長となり、The 3rd Japan China Joint 

Rabbit Biotechnology Forum を開催した（参加国：日本、中国）。 

１２）	センター教員１名が佐賀県立図書館協議会委員として佐賀県立図書館の運営に対し助言を行って

いる。 

 

（４）組織運営の領域 
 

ア	 教育研究組織の編成 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１）	 本庄地区と鍋島地区のテレビ会議システムを活用して会議を行っている。 

２）	 年間数回のスタッフ会議を開催し（本年度は２回開催）、研究支援、財務、組織運営などに関する方

針や問題について討論している。 

 

イ	 管理運営に関する事項 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１）	 自己収入の増加を図ることも一つの目標として、学外研究機関による総合分析実験センター利用の

ために、「受託試験」を行っている（http://www.iac.saga-u.ac.jp/jutaku/）。 

２）	 平成 19 年度からセンター教員が本庄地区 RI 実験施設の作業環境測定を行っている。 

３）	 環境安全部門本庄地区は理工学部の実験実習、および大学入門課目において安全教育を担当し、

安全教育に対する啓蒙をはかっている。 

４）	 環境安全部門鍋島地区は業務委託費の節約を図るため、必要箇所における作業環境測定（有機溶

剤）を自ら実施している。 

 

ウ	 その他組織運営に関する事項 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１）	 センター教員 2 名が「佐賀大学版環境教育」の実行委員として活動している。 

２）	 環境安全管理に関して、機器分析部門鍋島地区准教授１名が危険物取扱者資格取得および特別

管理産業廃棄物主任の資格を取得し、鍋島地区のこれら業務を担当している。 

３）	 化学物質管理システム（CRIS）の全学運用に関して、鍋島地区機器分析部門准教授１名が管理主担

当となり、環境安全衛生管理室と協力している。 

４）	 機器分析部門鍋島地区准教授１名は鍋島地区の国際規制物資管理者として関連業務を担当してい

る。 

５）	 鍋島地区 RI 実験施設の作業環境測定を自ら行うため、同施設放射線取扱主任者である機器分析部

門鍋島地区教員が資格を取得した。鍋島地区では、教務員１名が同資格（有機溶剤）を取得し、作

業環境測定に協力するとともに、衛生工学衛生管理者を取得し、同資格が要求される附属病院衛生

管理者を複数名確保することに協力し、同衛生管理者として選任されている。 

６）	 その他、大学運営に関わる事項として、センター各教員が、動物実験委員会、遺伝子組換え実験安

全委員会、放射性同位元素等安全管理委員会、鍋島キャンパスエネルギー管理協議会、環境安全

衛生室会議、医学部安全衛生委員会、エコアクション全学委員会、同医学部委員会委員、医学部エ

ネルギー対策委員会などに参画し、また、様々なワーキンググループに参画するなどして、その専門

知識を活かして大学運営に貢献している。 
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（５）施設の領域 
 

ア	 施設、設備等に関する事項 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１）	 総合分析実験センターとしての「災害対策マニュアル」を全学的なマニュアルと整合性をとりながら作

成し、ホームページ上で公開している(http://www.iac.saga-u.ac.jp/)。なお、放射線施設に関しては、

放射線障害予防規程に「地震等の災害時における措置」について定めている。また、動物実験施設

においても動物実験における「緊急時対応マニュアル」を作成している。 

２）	 近年の研究方法の進歩により、動物実験施設の利用形態も多様化してきている。また、法令遵守、動

物福祉の観点から実験動物の飼育環境の整備・改善も重要な課題となってきている。利用者からの

ニーズに合わせ先端的研究の効率な推進、法令遵守、動物福祉への対応等を考慮し施設設備の整

備・更新等の予算措置を申請している。 

３）	 平成 24 年度鍋島地区放射性同位元素利用部門の改修を行い、管理区域を 2/3 に縮小し、管理区

域解除部分を鍋島地区共用スペースとして整備した。 

４）	 放射性同位元素利用部門（本庄地区）では、実験施設の有効活用のため、故障等によって使用でき

なくなった大型機器を順次廃棄処分している。 

（本年度事項） 

５）	 放射性同位元素利用部門（鍋島地区）では、8 月に定期検査・定期確認を実施した。 
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４. 外部評価                                             
 

  本報告書の外部評価を、運営委員会で承認された学外の委員に依頼した。委嘱した委員を以下に示す（順

不同、敬称略）。 

 

１. 森本 正敏 （教授） 福岡女学院看護大学 

２. 大坪 文隆 （准教授）  九州工業大学 機器分析センター 

３. 柳 由貴子 （助教）  山口大学大学院創成科学研究科 

 

 本報告書の評価手法、評価基準、評価の妥当性の３項目について、各委員から評価をいただいた。その結果、

森本委員から適切および妥当であるとの評価をいただいた。柳委員からは、その他の項目についてご意見をい

ただいた。また、大坪委員からは全項目において、意見・具体的改善点についてご指摘をいただいた（８：外部評

価委員による評価・意見を参照）。 

 外部評価委員の本報告書に対するご意見および改善すべき点を以下に列挙した（項目１〜５は大坪委員、項

目６は柳委員のご意見）。 

 

１．	各部門において、どの学部が強く係っているかを示した方が各地区各部門の学部に対する支援体制

が分かりやすい 
２．	研究業績においては、各論文がどの機器等を利用して成果が出されたかを、明示した方が各部門の

寄与が分かりやすい 
３．	研究業績においては、トップジャーナルに掲載された論文は、別に枠を設けて記載すると、その部

門が権威ある研究に係ったかがわかりやすい 
４．	外部資金の獲得件数において、H24、27と 28を見ると、H27と H28は業績に大きく反映されてい

ることがわかる。一方、H24は著しく突出しているが、H27、H28と比して業績への反映が小さい
ところが不明瞭である 

５．	各機関において、資金面で苦慮している機関は少なくないが、予算の収支から、各部門の果たした

役割を評価、今後のセンター内の整備・予算配分を評価検討することを試みてはどうか 
６．	センター教職員の教育活動に関する事項において、実際の担当時間数などが不明ではあるので判断

しかねるが、教員間における担当講義数の偏りが推察された。これについては各教員の担当分野・

職階にも依存すると考えられるが、負担の公平性という観点から、可能ならば何らかの配慮が必要

ではないか 
 

 これらのご指摘について、本年度報告書にて対応可能な項目については修正を行った（項目１）。研究業績に

関するご指摘（項目 2, 3）については、どちらのご意見も部局ごとの正当な評価を行う上で非常に重要であるが、

現在の業績データ収集方法では各業績に関与した機器を把握することは難しい。全ユーザーに確認を取るなど

の対策はあるものの、ユーザー負担が増加すると情報収集率の低下が懸念される。また、トップジャーナルに掲

載された論文について別セクションを設けることに関しても、現状の報告書作成手順では困難である。その理由と

しては、本センターは医学・農学・理工学と幅広い分野の研究を支援しているため、ユーザー業績の研究分野も

多岐にわたっており、研究分野を超えて正当に評価することは困難だからである。これらのご意見に対応するに

は、報告書の作成方法・様式の再検討、ユーザー業績を正確に評価できる全センター教員の関与が必須である。

項目 3 について、H24 年度の外部資金獲得件数が業績にあまり反映していない理由については不明であり、

H27,H28 年度においては各ユーザーが盛んに研究成果をアウトプットしたものと推察される。また、H24 と H27, 

H28 ではユーザーデータの取得方法および報告書への掲載基準を変更しており、それらが各年度に数値に影

響している。本報告書における各データの年次変動の推移を正確に評価するには、後 2,3 年は必要と考える。項

目５、６については、センター職員間で検討を重ね、次年度以降のセンター運営ならびに本報告書に反映させる

べく今後も継続的に努力していくことが重要である。なお、各委員からの評価・検証の詳細を末尾に添付した（８：

外部評価委員による評価・意見を参照）。評価委員の方々には、本報告書およびセンター運営に関して、様々な

視点から検討を加えていただいた。この場をかりて感謝の意を表する。 
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５. 明らかとなった課題および課題に対する改善の状況・方策               

 

平成 27 年度の自己点検・評価書において「新たな改善すべき点」として記載した項目、およびその改善状況（部

局内で対応するべき課題のみを抜粋） 

 

機器分析部門（本庄地区） 

課題：機器分析部門（本庄地区）では紫外可視近赤外分光光度計や核磁気共鳴装置等の共同利用汎用機器の

老朽化・陳腐化が進んでいる。設備更新の努力を重ねるとともに、実験設備の機能を維持できるようにメンテナン

スに配慮が必要である。 

改善の状況および対策：共同利用機器の機能維持へのメンテナンスの必要性について、ユーザーへの負担、相

互扶助への理解を求めるとともに、概算要求等での機器の更新を図る。 

 

改善状況：理工学部の職員学生の協力の元の管理からセンター事務職員による NMR 管理に移行した。概算要

求での機器更新申請を行った。ユーザーミーティングを開催し、ユーザーの理解を求めた。 

 

生物資源開発部門（本庄地区） 

課題：DNAシーケンサー（サンガー法によるもの）による研究支援を行っている。この研究手法が陳腐化した。 

改善の状況および対策： 新技術・次世代シーケンサーに関する講習会を行った。また、 平成２７年度連合農学

研究科先進的研究推進事業（2,000千円）（代表者：永野）を獲得し、学内研究者の新研究手法への参入を促進

した。（2015年6月20-21日 第一回総合分析実験センター実習コース「次世代シーケンサーで得られたデータの

解析の実践」を開催。農学系四名、基礎医学二名、臨床一名の参加者。90分×10回。） 

（2015 年 7 月 12 日および 26 日 第二回総合分析実験センター実習コース「次世代シーケンサーで得られたデー

タの解析の実践」を開催。農学系七名、臨床一名の参加者。90 分×10 回。） 

 

改善状況：次世代シーケンサーを活用する研究は拡がりを見せている。新学術領域「先進ゲノム支援」から支援

を受ける者も現れた。 

 

環境安全部門（本庄地区） 

課題：再活用室を含むリサイクルファシリティの稼働率が悪いこと。自前作業環境測定対応が遅れていること。 

改善の状況及び対策：部門運営を鍋島地区と統合し、課題解決に務める。担当職員に資格取得を行わせるため

に環境安全衛生室と検討を行う。 

 

改善状況：自前作業環境測定については、担当職員に資格取得を行わせ、実施できる態勢を整えた 

 

放射性同位元素利用部門（本庄地区） 

課題：実験施設および設備機器の老朽化・陳腐化が顕著であり一部の機器は故障により利用不可能であるため、

設備更新を図りユーザーが利用しやすい実験環境を整備する必要がある。特に放射線環境モニタリング装置

（水、ガスモニタ）、液体シンチレーションカウンタ、X 線照射装置などの機器の更新が必要と考えられる。これらの

設備は、施設の管理運営、作業環境測定、並びに放射性同位元素を利用した研究において必須な機器である。 

改善の状況および対策：放射線を利用した研究に必要な機器について、概算要求を行っている。また施設の老

朽化についても、学内営繕により改修を行う予定である。 

 

改善状況：資金獲得はできていないため、機器の更新は出来ていない。しかし、故障等により利用不可となった

大型機器（インキュベーター等）を処分し、施設スペースの有効活用を促進させた。なお課題の一部は「その他：

法人の支援が必要な部分」に変更したため省略 

 

機器分析部門（鍋島地区） 

課題：研究設備の更新が滞っているため、老朽化・陳腐化、または故障して利用不能なものがあり、それらの更新

が必要である。また、研究手段の進化により、新たな研究設備の導入も必要である。 
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改善の状況及び対策：利用料金の見直しによる受益者負担原則の実施と予算要求による設備の更新整備の実

現。教職員のトレーニングを行い、自前メンテナンス、自前修理を実施することによる経費節減。利用状況ならび

に利用者の要望を把握することによる必要な研究設備への資源投入の集中とその結果としての経費節減。 

 

改善状況：修理費用の軽減については、学外検収への参加ならびに学外講師招聘等により教職員のトレーニン

グを行い、自前メンテナンス、自前修理を実施できる研究設備を増やすことにより対応することができた 

 

 

 

平成 28 年度の自己点検・評価書に「改善すべき点」として記載、および平成 29 年 12 月までの改善状況を暫定と

して記載（平成 30 年 3 月までの状況は平成 29 年度の自己点検・評価書に記載する） 

 

機器分析部門（本庄地区） 

課題：紫外可視近赤外分光光度計や核磁気共鳴装置等化・陳腐化した共同利用汎用機器老朽について、引き続

き更新の努力が必要である。 

改善の状況および対策：学内措置として、NMR 装置の修理を実施する予定 

 

生物資源開発部門（本庄地区） 

課題：これまで生物多様性条約の下のカルタヘナ議定書、及び、それを担保するカルタヘナ法に関する安全管

理に携わってきた。来年度中に、日本は、同じく、生物多様性条約の下の名古屋議定書の締結国になる。この問

題に対する体制を整えることが課題である。 

改善の状況および対策：国内の多くの大学に先駆けて、名古屋議定書およびよれに対応する国内指針に対応

する体制を整えた。 

 

環境安全部門（本庄地区） 

課題：自前作業環境測定については、担当職員に資格取得を行わせ、実施できる態勢を整えたが、キャンパス

全部署を実施するには人員が足りない状況である。 

改善の状況及び対策：部門運営を鍋島地区と統合し、鍋島地区担当職員と本庄地区担当職員の 2 名体制で課

題解決に務める。尚、前年度の課題であった再活用室を含むリサイクルファシリティ運用については鍋島地区と

統合し、鍋島地区担当職員が統括することにより改善された。 

 

放射性同位元素利用部門（本庄地区） 

課題：設備更新によるユーザーが利用しやすい実験環境を引き続き整備する必要がある。また、原子力規制委

員会が準備している法改正（検討中の内容）に含まれる、近年の多様化した放射線利用に対応可能な教育訓練

を行う必要がある。 

改善の状況および対策：放射線を利用した研究に必要な機器について、概算要求等の資金獲得を目指す、また

汎用的な実験機器の整備を行い、研究環境の整備を引き続き行う。放射線管理に関する会議等に参加し情報

の収集を行う。 

 

機器分析部門（鍋島地区） 

課題：研究設備の更新が滞っているため、老朽化・陳腐化、または故障して利用不能なものがあり、それらの更新

が必要である。また、研究手段の進化により、新たな研究設備の導入も必要である。 

改善の状況及び対策：修理費用の軽減については引き続き教職員のトレーニングを行い，自前メンテナンス，自

前修理を実施することによる問題回避を推進する。老朽化設備の更新については、利用料金の見直し、学外利

用を可能とするシステムの構築、学内余剰設備の調査と共同利用化、大学連携研究設備ネットワークの効率的

利用、競争的外部資金等の獲得により目的を果たす。 

 

生物資源開発部門（鍋島地区） 

課題（継続）：平成 25年度に受けた動物実験に関する外部評価において、「ウサギの飼養保管状況において、ケ

ージサイズが小さいため、一部のウサギが日常的な動作を行うための空間が十分に確保できていない懸念があ

る。」との指摘があり、国際基準に対応した大型ケージへの更新が課題となっている。 



 16 

改善の状況および対策：既存の設備も老朽化しており、大型ケージへの改修転用は不可であり、器材の更新の

ための予算措置が必要である。しかし、高額な費用が必要なため、センターの運営費からの支出は困難。更新の

ための費用獲得に向けて予算申請に努めたが、予算獲得に至っていない。引き続き予算獲得に努める。 

 

課題（新規）：外部からの動物搬入増加、生殖工学支援サービスの開始に伴い動物の検疫隔離室が不足してお

り、動物搬入の遅延、支援サービスの順番待ちなどから利用者の研究の速やかな遂行に支障が生じてきている。 

改善の現状および対策：効率よく検疫隔離が実施できるよう、部屋単位の検疫隔離飼育からビニールアイソレー

タを使用した器材単位での飼育に変更することを検討している。そのためには，器材の更新が必要となる。設備

マスタープランにあげてある導入年度の前倒し、必要器材の再検討等の見直しを行っている。 

 

環境安全部門（鍋島地区） 

課題：自前作業環境測定対応が遅れていること。 

改善の状況及び対策：前年度の課題であった自前作業環境測定対応については、医学部・附属病院安全衛生

委員会と検討を行い、順次導入実施を行った。 

 

放射性同位元素利用部門（鍋島地区） 

課題：施設の老朽化、ならびに研究設備の更新が滞っているため、老朽化・陳腐化、または故障して利用不能な

ものがあり、それらの改修ならびに更新が必要である。 

改善の状況及び対策：施設改修については毎年予算要求を行っているが実施されていない。今年度も引き続き

予算要求を行う。	
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６. 総括                                                 
 

平成 28 年度は教員の一般運営費が大幅に削減された初年であり、ユーザーによるセンター利用動向が大きく

変動することが予想されたが、各部門により差はあるものの利用数の減少が確認できた。運営費の削減は継続さ

れており、今後も利用者の動向を注意深く確認して行く必要がある。しかし、鍋島地区機器分析部門の機器利用

数は昨年から 10,000 件増加している。このことは、業務の見直しや改善等により、利用数や利用率を向上させ、

さらなる支援の強化が可能であることを示唆している。また、利用数が減少しているものの、依然としてセンターに

よる支援が学内の研究活動に恒常的に寄与していることは明らかである。また、センター利用によって得られた業

績数は依然として多く、本センターが教育・研究支援組織としての役割を十分に果たしていることがわかる。 

本センターに所属する教員はそれぞれ独自の研究テーマを持ち、各教員がそれぞれ研究成果を挙げている。

さらに、こうした研究活動や研究交流を通じて、センターの教育研究支援レベルの向上に寄与するとともに、その

専門知識・技能・資格あるいは保有設備を活かして講義・実習を担当することにより、教育に直接関わるほか、委

員会活動を通じて本学の運営にも貢献している。また、センターでは、学会活動や地域社会の研究推進や環境

保全活動などに積極的に参加・協力しており、これらの活動が、地域社会あるいは国内外における本学に対する

評価を高めている。 

しかしながら、センターの保有機器、あるいは施設の老朽化が顕著であり、教育・研究の支援に支障を来して

いることは大きな問題となっている。本問題は、概算要求による大型機器の更新および施設の改修によって徐々

に改善されているものの、まだ充分とは言えない。従って、施設の改修や新しい機器の導入のための概算要求な

どを継続して行い、それに加えて、現有の機器の保守・施設の維持管理に関わる学内の予算措置の要求を行っ

ていく必要がある。さらに、機器の保守管理に必要な技術職員が不足しており、施設の大きさおよび保有機器数

に見合った人員の確保が重要と考えられるが、昨今の大学環境の状況を鑑みれば、人員増はかなり困難なこと

であることが予想されることから、業務ならびに設備の現状を的確に把握し、その改善、見直しを図ることにより、

人的資源を投入する業務ならびに設備の取捨選択と集中化が必要であり、そのことについて重点的に取り組む

事が重要である。また、センターの予算的自立による設備更新費用や修理費用の確保については、利用者数増

加の取り組みや学外利用、受託試験の増加計画等により取り組む必要があると考えられる。以上の自助努力を

行った上で、佐賀大学における教育・研究支援組織の中核として位置づけられている総合分析実験センターの

支援環境整備に、大学全体のご理解とご協力をお願いしたい。  
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７. 業務等集計データ（センター教職員が実施・開催したもの）                                                 
 

（１）	 研修・作業環境測定の集計データ 

 
実施した研修等	 	 	

研修名	 開催日	 参加人数	

動物実験に関する教育訓練（定期）	 H28.7.14、7.15	 27	

動物実験に関する教育訓練（不定期）	 H28.4.7、4.13、

7.6、7.13、

7.14、7.19、

7.22、7.26、

7.29、7.30、

8.2、8.10、

H29.3.23	

18	

動物実験に関する教育訓練（学部実習）	 H28.10.17、

10.18	

107	

動物実験に関する教育訓練(大学院講義等）	 H28.8.1、

H29.2.21	

8	

第 1 回衛生管理担当者説明会	 H28.7.25	 51	

第 2 回衛生管理担当者説明会	 H29.2.13	 55	

第 1 回 CRIS 利用講習会	 H28.5.19	 21	

第 2 回 CRIS 利用講習会	 H28.6.27	 13	

第 3 回 CRIS 利用講習会	 H29.2.13	 33	

化学物質リスクアセスメント講習会	 H28.5.19	 21	

化学物質リスクアセスメント講習会	 H28.6.9	 15	

化学物質リスクアセスメント講習会	 H28.7.19	 11	

放射線障害防止法に基づく教育訓練（鍋島地区）	 H28.4.12、13	 40	

放射線障害防止法に基づく教育訓練（不定期）（鍋

島地区）	

H28.5.13、

8.24、9.4、9.22	

10	

放射線障害防止法に基づく教育訓練（定期）（本庄

地区）	

H28.6.17,	

6.24,	12.15,	

12.20	

H29.	1.19,	

1.27,	3.6,	

3.13,	3.14	

80	
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作業環境測定	 	 	

単位作業場所	 回数	 対象物質	

理工学部９号館 5 階	 機能物質化学科	 有機合成

実験室(3)512	

1	 クロロホルム	

理工学部９号館 5 階	 機能物質化学科	 有機合成

実験室(4)513	

1	 ジクロロメタン		 ノ

ルマルヘキサン	

農学部 1 号館 3 階	 環境分析化学	 環境分析化学

実験室(1)302	

1	 ノルマルヘキサン	

理工学部１号館 1 階	 物理科学科	 研究実験室 A	

107	

1	 ノルマルヘキサン	

理工学部９号館 4 階	 機能物質化学科	 共同実験

室（8）406	

1	 アセトン	 ノルマル

ヘキサン	 ジクロロ

メタン	 クロロホル

ム	 ２－プロパノー

ル	

理工学部９号館 4 階	 機能物質化学科	 共同実験

室(9)407	

1	 クロロホルム	

理工学部９号館 5 階	 機能物質化学科	 有機合成

実験室(3)512	

1	 クロロホルム	

理工学部９号館 5 階	 機能物質化学科	 合成化学

実験室(4)513	

1	 アセトン	 ノルマル

ヘキサン	 ジクロロ

メタン	 酢酸エチル	

理工学部９号館 6 階	 機能物質化学科	 合成化学

実験室(2)611	

1	 アセトン	 ノルマル

ヘキサン	 ジクロロ

メタン	 酢酸エチル	 	

クロロホルム	 	 テ

トラヒドロフラン	

理工学部９号館 6 階	 機能物質化学科	 合成化学

実験室(2)611	

1	 メタノール	 	

理工学部９号館 6 階	 機能物質化学科	 合成化学

実験室(2)611	

1	 N,N-ジメチルホルム

アミド	 	

理工学部９号館 7 階	 機能物質化学科	 無機化学

実験室(1)710	

1	 アセトン	 ジクロロ

メタン	 	

理工学部９号館 7 階	 機能物質化学科	 無機化学

実験室(1)710	

1	 メタノール	

理工学部９号館 7 階	 機能物質化学科	 分析化学

実験室(1)711	

1	 アセトン	

理工学部９号館 7 階	 機能物質化学科	 分析化学

実験室(2)712	

1	 メタノール	

理工学部９号館 8 階	 機能物質化学科	 無機化学

実験室(2)810	

1	 メタノール	

理工学部９号館 8 階	 機能物質化学科	 無機化学

実験室(3)811	

1	 アセトン	 ノルマル

ヘキサン	 	

理工学部９号館 8 階	 機能物質化学科	 無機化学

実験室(3)811	

1	 N,N-ジメチルホルム

アミド	

農学部 1 号館 2 階	 機能高分子化学	 機能高分子

化学実験室	 1S-219	

1	 ジエチルエーテル	

農学部 1 号館 3 階	 環境分析科学	 環境分析化学

実験室	 1P-302	

1	 アセトン	 ノルマル

ヘキサン	 ジクロロ

メタン	

本庄地区合計	 20	 	 	

	 	 	 	 	 	

附属病院	 中央診療棟 1 階	 材料部	 オートクレ

ーブ室	

2	 エチレンオキシド	

附属病院	 中央診療棟 2 階	 検査部血液生化学検

査室	

2	 キシレン	
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附属病院	 中央診療棟 2 階	 検査部血液生化学検

査室	

2	 ホルムアルデヒド	

附属病院	 中央診療棟 2 階	 検査部血液生化学検

査室	

1	 メタノール	

附属病院	 中央診療棟 3 階	 病理検査室内（検体

処置室）	

2	 キシレン	

附属病院	 中央診療棟 3 階	 病理検査室内（検体

処置室）	

2	 ホルムアルデヒド	

附属病院	 中央診療棟 3 階	 病理検査室内（迅

速・手術臓器処置室）	

2	 キシレン	

附属病院	 中央診療棟 3 階	 病理検査室内（迅

速・手術臓器処置室）	

2	 ホルムアルデヒド	

附属病院	 中央診療棟 3 階	 病理検査室内（迅

速・手術臓器処置室）（再）	

1	 ホルムアルデヒド	

附属病院	 中央診療棟 3 階	 病理検査室内（固定

臓器切出し室）	

2	 ホルムアルデヒド	

附属病院	 中央診療棟 3 階	 病理検査室内（特定

化学物質廃液類保管庫）	

1	 キシレン	

附属病院	 中央診療棟 3 階	 病理検査室内（特定

化学物質廃液類保管庫）	

1	 ホルムアルデヒド	

附属病院	 東病棟 1 階病理解剖部	 解剖室	 2	 ホルムアルデヒド	

附属病院	 東病棟 1 階病理解剖部	 固定室	 2	 ホルムアルデヒド	

附属病院	 東病棟 1 階病理解剖部	 切出し室	 2	 ホルムアルデヒド	

附属病院	 東病棟 1 階病理解剖部	 材料保存室 3	 2	 ホルムアルデヒド	

医学部基礎研究棟 1 階	 病因病態科学病理学	 標

本作製室 2126	

2	 ホルムアルデヒド	

医学部基礎研究棟１階	 病因病態科学病理学	 標

本作製室 2126	

2	 キシレン	

医学部院生研究棟 4 階	 内科学	 内科共同第 2 研

究室 2454	

2	 ホルムアルデヒド	

医学部基礎実習棟 1 階	 生態構造機能学（解剖

学・人類学）処置室		

2	 ホルムアルデヒド	

医学部基礎実習棟 1 階	 生態構造機能学（解剖

学・人類学）処置室	（再）	

1	 ホルムアルデヒド	

基礎実習棟 1 階	 生態構造機能学（解剖学・人類

学）系統解剖実習室	

1	 ホルムアルデヒド	

医学部院生研究棟 1 階	 内科学	 循環器内科	 第

1 実験室 2153	

1	 ホルムアルデヒド	

医学部院生研究棟 1 階	 内科学	 循環器内科	 第

1 実験室 2153	

1	 メタノール	

医学部基礎研究棟 1 階	 神経解剖学 2124	2125	 1	 キシレン	

医学部基礎研究棟 3 階	 分子医化学	 大実験室	

2335	

1	 メタノール	

医学部基礎研究棟 3 階	 分子医化学	 小実験室	

2351	

1	 キシレン	

医学部基礎研究棟 2 階	 環境医学	質量分析室 1

総合分析実験センター機器分析部門 2235	

1	 メタノール	

鍋島地区合計	 44	 	 	
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（２）開催セミナー・機器利用説明会・取扱説明会・デモ機設置の実績 
 

総合分析実験センター開催セミナー	
開催番号	 演者	 演題	 場所	 日時	

第 1 回	 大阪大学大学院生命機能研究科	

小川英和	特任教授	

メルク株式会社ライフサイエンス

バイオサイエンス営業部	

シグマアルドリッチ	

メルク	 技術セミナー	 siRNA の

基礎と応用／Mission	siRNA のご

紹介	

医学部院生研究

棟 2 階 2287 室	

セミナー室	

H28.6.7	

第 2 回	 トミーデジタルバイオロジー㈱パ

シフィックバイオサイエンス事業

部	 橋本和明	

ロングリード一分子リアルタイム

シークエンサー「第三世代シーク

エンサーが霧飛躍新時代のバイオ

ロジー」	

医学部院生研究

棟 2 階 2287 室	

セミナー室	

H28.6.21	

第 3 回	 Lee	ChangWoo	Department	of	

Biomedical	Science,	Daegu	

University,	Korea	

The	Role	of	a	Conserved	Active	

Site	Wall	Tryptophan	or	Tyrosine	

Residue	in	Temperature	

Adaptation	of	Enzymes	

佐賀大学農学部

1 号館 1 階第二

講義室	

H28.11.1	

第 4 回	 渡邊高志	 熊本大学薬学部附属薬

用資源エコフロンティアセンター	

世界の伝承・伝統医学の礎・役割

を果たして来た植物資源戦略	

農学部大学院多

目的講義室	

H29.1.30	

	

機器利用講習会（学内限定）	
題目	 品名	 場所	 日時	

共焦点レーザー蛍光顕微鏡	利

用講習会	

共焦点走査型レーザー蛍光顕微

鏡	 LSM	5	PASCAL	G/B	

医学部基礎研究棟 2 階 2234 室	 H28.4.26	

H28.5.12	

	 	

デモ機設置（学内限定）	
機器名	 メーカー	 場所	 日時	

クライオスタット	 サクラファインテック	 医学部院生研究棟 2 階 2282

室	

H28.5.10～

5.27	

クライオスタット	 サーモフィッシャーサイ

エンティフィック	

医学部院生研究棟 2 階 2282

室	

H28.6.1～

6.16	

共焦点イメージサイトメーター	CQ1	 横河電機	 医学部臨床研究棟 4 階 2432

室	

H28.7.4～

7.15	

オールインワン蛍光顕微鏡	 キーエンス	 医学部基礎研究棟 2 階 2234

室	

H28.9.1～

9.14	

光学セクショニングシステム	ApoTome.2	 カールツァイス	 医学部基礎研究棟 2 階 2234

室	

H28.9.26～

9.30	

1 細胞・組織ピッキング装置	UnipicK	 ネッパジーン	 医学部基礎研究棟 2 階 2287

室	

H28.12.15	

共焦点レーザー走査型顕微鏡	NEW	FV3000	 オリンパス	 医学部基礎研究棟 2 階 2234

室	

H29.2.22～

2.24	

共焦点レーザー走査型顕微鏡	SP8	 ライカマイクロシステム

ズ	

医学部基礎研究棟 2 階 2234

室	

H.29.3.7～

3.10	
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８. センター利用実績                                        
 

（１）平成２８年度利用実績の概要 

  平成 28年度のセンター施設利用者は、延人数 55,362名であり、センターに設置している設備・機器利用回数

は、延 36,359 回であった。また、センター利用者の業績は、著書 30 報、原著論文 315 報、総説、解説、資料など

63 報、受賞 8 件、症例報告 43 報、学会発表、招待講演など 1,209 件、外部資金獲得は、116 件で総額

201,966,000 円である（知的財産等の出願は 0 件）。センター専任の教職員の業績は、原著論文 5 報、総説・資

料・解説・論説・研究報告・総合雑誌の論文 0 報、学会発表・招待講演など 30 件、外部資金獲得は 7 件で総額

9,100,000 円であった。 

 
（２）センター利用実績の動向 
   

 センター利用実績およびユーザー業績の集計値および年次変動を表および図にまとめた。 

 まず、センターの利用実績について、今年度の施設利用数（のべ人数）は、55,362 人であり多くのユーザーに

利用されていることがわかる（表 1）。平成 25 年度から鍋島地区機器分析部門ののべ人数を集計値に加えたため、

当年度以降に大幅にユーザー数が増加した（表１、図１）。本庄地区機器分析部門および本庄地区生物資源利

用部門においては出入管理システムを所有していないため、のべ人数を把握することは困難であるが、本庄地区

の機器利用数は 5,317 件（のべ使用回数）であることから、多数のユーザーによって利用されていることは明らか

である（表１）。本庄地区の機器利用数（のべ回数）は例年と比較し大きく減少しているが、これは平成27年度から

生物資源開発部門における DNA シークエンサーの利用回数の算出方法を総シークエンス数からのべ利用回数

に変更したためである。しかし、平成 27 年度と比較し、機器利用数（のべ回数）および生物資源開発部門におけ

る総シークエンス数は減少傾向（約 2000 サンプルほど減少）にあるといえる。RI 実験施設は本庄・鍋島の両地区

とも他部門と比較しユーザーのべ利用回数は少ないが、年次変動を見る限り、常に一定の研究活動を支援して

いることがわかる（表１、図２）。近年、学外の放射線施設を利用するユーザーが増加し、それらユーザーの放射

線業務従事者登録に必要な教育訓練を両地区 RI 施設ともに実施している。よって、数字としては表示されにくい

ものの、本学の放射線利用研究に貢献していると言える。学内で唯一の実験動物飼育施設を有する鍋島地区生

物資源開発部門における飼育頭数は、ウサギを除き減少しているものの、昨年同様に多数の実験動物の使用保

管がなされており、本学の研究教育に大きく貢献していることがわかる（図７、８）。鍋島地区機器分析部門は大幅

にユーザー数を増加させている。業務の見直しや改善等により、利用数や利用率を向上させ、さらなる支援の強

化が進んでいるといえる。ユーザー利用実績の年次変動は大きいものの、常に一定の業績が維持されていること

から、センターが本学の教育・研究において恒常的に支援センターとしての役割を果たしていると考えられる（表

１、図１、図２、図３）。 

 昨年度から新たに鍋島地区環境安全部門が担当するリサイクルファシリティー、再活用室の集計値を加えた

（表１）。リサイクルファシリティーおよび再活用室が利用されることで、各教員・研究室が所有する設備・機器の有

効利用が促進されており、学内の資産運用に大きく貢献している。 

 次に、ユーザー業績について、外部資金の総額を除きユーザー業績は昨年度から大きく増加している（表２、

図４、図５、図６）。このことについて、センター利用実績は例年とほぼ変動がないため、その理由の詳細について

は把握が困難である。主として各ユーザーの努力の賜物と考えられるが（表１、表２、図１、図４、図５、図６）、セン

ターはそれらユーザーの研究・教育を支援していることから、学内の研究活動に貢献し、ユーザーの研究資金獲

得に間接的に寄与していると言える。また、学会発表などの研究業績に多くの学生（博士・修士課程、および学

部学生）が関与しているため、センターの支援業務は本学の研究教育に貢献していることが分かる（データ未記

載）。しかしながら、平成 28 年度は教員の一般運営費（研究費）が大きく削減された初年であり、一部のユーザー

利用においては明らかな減少が確認できる。現在も運営費削減が継続されているため、今後も注意深くユーザ

ー利用状況を確認し、支援センターとして本学の研究教育に貢献する方策を検討することが最重要課題といえ

る。 

 

  



 23 

 

表 1.	センター利用実績の集計値	

 
 

 

表 2 ユーザー業績の集計値 
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図１ 施設利用者数の年次変化  図２ 施設利用者数の年次変化（RI のみ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図３ 機器利用数（のべ回数）の年次変化 
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図４ ユーザー業績の年次変化 
 

 

図５ ユーザー業績の年次変化（外部資金の件数） 
図６ ユーザー業績の年次変化（外部資金の総額） 

 

 

 

 

  

0  
200  
400  
600  
800  

1,000  
1,200  
1,400  

21 22 23 24 25 26 27 28 

著書	 学術論文	

総説・解説・その他	 学会発表など	

受賞	 症例報告	

0  

20  

40  

60  

80  

100  

120  

140  

160  

21 22 23 24 25 26 27 28 

外部資金（件数）	

0  
50,000  

100,000  
150,000  
200,000  
250,000  
300,000  
350,000  
400,000  
450,000  

21 22 23 24 25 26 27 28 

外部資金（総額）	



 26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 飼育頭数の年次変化（マウスのみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 飼育頭数の年次変化（ラット・ハムスター・ウサギ） 
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（３）センター施設、設備・機器利用数および利用機器 
 

施設利用実績 

施設 のべ利用者数 備考 

動物実験施設 10,949  登録者数 教職員 116、学生 62 

鍋島地区 RI 実験施設 538  登録者数 教職員 34、学生 11 

鍋島地区機器分析部門 43,045  登録者数 教職員 161、学生 58 

本庄地区 RI 実験室 830 登録者数 教職員 35、学生 41 

      

機器利用数 

鍋島地区 機器分析部門 

機器 のべ利用回数 備考 

院 1F 低温室 - H27 年 8 月～利用簿なし 

基 2F 製氷機・低温室 1,294  入室回数 

院 2F 製氷機・低温室 4,407  入室回数 

基 3F 製氷機・低温室 2,064  入室回数 

基 4F 製氷機・低温室 219  
入室回数 

H28 年 9 月製氷機廃棄 

GeneChip 0  アレイ数 

PCR GeneAmp 9700 0  利用回数 

MassArray 0  チップ数 

透過型電子顕微鏡 JEM-1400 42  利用回数 

透過型電子顕微鏡 JEM-2100 53  
利用回数 

H28 年 12 月～鍋島へ移設・運用 

走査型電子顕微鏡 JSM-6510 55  利用回数 

薄切室 461  入室回数 

パラフィン溶融器 65  利用回数 

真空恒温器 DP-41 19  
利用回数 

H28 年 7 月使用簿設置 

培養室 1,301  入室回数 

オートクレーブ MLS-3751 20  利用回数 

細胞自動解析装置 Z1S 38  利用回数 

低温貯蔵室 1,641  入室回数 

エレクトロマシンショップ 166  入室回数 

セミナー室 331  入室回数 

細胞自動解析装置 FACSVerse 425  利用時間 

細胞自動解析装置 FACSCalibur 410  利用時間 

細胞自動解析装置 MACSQuant 182  利用時間 

4800 Plus MALDI TOF/TOF Analyzer 18  
利用回数 

H28 年 5 月～9 月故障・停止 

オートインジェクタースポッターシステ

ム 

DiNa 

12  利用回数 

ProteinPilot 0  利用回数 

共同利用実験室 2,707  入室回数 

自記分光光度計 UV-2100PC 1  利用回数 

ｐH メーター F-55S 50  利用回数 

超音波洗浄機 16  利用回数 

超音波破砕機 UD200 8  利用回数 

電子天秤 TXB6201L 25  利用回数 

電子天秤 R200D 52  利用回数 

ブロックインキュベーター BI-516H 21 
利用回数 

H28 年 11 月から使用簿を設置 
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微量高速遠心機 MX-305 14  利用回数 

液体クロマトグラフ質量分析計 

LCMS-8030 
46  利用回数 

高速液体クロマトグラフ Prominence 21  利用回数 

共焦点レーザー蛍光顕微鏡 

LSM PASCAL 5 
164  利用回数 

一体型蛍光顕微鏡 FSX-100 117  利用回数 

デジタル蛍光顕微鏡 AxioPlan2 3  利用回数 

自動現像機 CEPROS Q 174  利用枚数 

トランスイルミネーター 11  利用回数 

ゲル撮影装置 AE-6933FXCF 15  利用回数 

オートクレーブ LSX-500 ①②③ 159  

利用回数（3 台合計） 

H28 年 1 月～11 月改修工事の為

一部利用停止 

H28 年 11 月 3 台稼働開始 

乾熱滅菌機 SG-62 ①② 61  

利用回数（2 台合計） 

H28 年 1 月～11 月改修工事の為

一部利用停止 

H28 年 11 月 2 台稼働開始 

蒸留水製造装置 GlassStill8 6,542  採水量(リットル) 

超純水製造装置 NANOpure 

DIamond 
1,500  採水量(リットル) 

ゲル乾燥処理装置 AE-3750 0  

利用回数 

H28 年 1 月～11 月改修工事の為

利用停止 

DNA シーケンサー3130 ①② 1,152  RUN 数(2 台合計) 

リアルタイム PCR StepOnePlus ①② 889  利用回数(2 台合計） 

リアルタイム PCR LightCycler 480 8 

利用回数 

H29 年 1 月から共同利用機器に

登録 

デジタル PCR システム 294  ウェル数 

PyroMarkQ24 120  利用回数 

ナノ・ドロップ 637  利用回数 

ゲル撮影装置 STAGE1000 167  利用回数 

サーモサイクラー T-GRADIENT 21  利用回数 

紫外線架橋機 ストラータリンカー 6  利用回数 

恒温振盪器 G-25 6  利用回数 

振盪培養器 E25R 28  利用回数 

遠心式濃縮機 VC-36R 52  利用回数 

高速冷却遠心機 HP-25 39  利用回数 

卓上破砕機 シェイクマスター ネオ 7  利用回数 

多本架冷却遠心機  LX-141 227  利用回数 

卓上型分離用超遠心機 Optima-TLX 2  利用回数 

分離用超遠心機 Optima L-70 0  利用回数 

凍結乾燥機 FDU-2100 15  利用回数 

ルミノ・イメージアナライザー LAS3000 875  利用回数 

フルオロ・イメージアナライザー 

FLA7000 
41  利用回数 

紫外可視分光解析システム DU-650 1  利用回数 

マルチラベルプレートカウンター 

ARVO 
517  利用回数 
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サーマルサイクラー PCR 2720 6  利用回数 

バイオアナライザー 36  利用回数 

炭酸ガス細胞培養装置  9100E 365 

利用回数 

H28 年 4 月～RI より貸与 H29 年

RI に返却 

全自動アミノ酸分析システム 

Pico-Tag 
- 

利用回数 

H27 年 1 月より休止・H28 年廃棄 

エレクトロポレーションシステム 

GenePulser 
0  利用回数 

ガスクロマトグラフ GC-2014AF 27  利用回数 

ガスクロマトグラフ質量分析計 

QP2010 
6  利用回数 

原子吸光分光光度計 AA-7000 0  利用回数 

IVIS LuminaⅢ 18  利用回数 

解析用 PC 7  利用回数  

FlowJo 265  利用回数 

遺伝情報処理ソフト GENETYX 135  利用回数 

ロータリーエバポレーター 休止中 
利用回数 

H27 年 7 月～休止中 

精製クロマトグラフィー ÄKTA purifier 休止中 
利用回数 

H27 年 1 月より休止中 

二次元電気泳動装置 MultiphorⅡ 休止中 
利用回数 

H27 年 4 月～休止 

二次元電気泳動装置 

ブロティアンⅡスラブセル 
休止中 

利用回数 

H27 年 4 月～休止 

BIAcore T100 休止中 
利用回数 

H27 年 1 月～休止 

自動パルスフィールド電気泳動 休止中 
利用回数 

H27 年 7 月～休止 

鍋島地区 RI 部門 

機器 のべ利用回数 備考 

ガンマセル４０ 50  利用回数 

液体シンチレーションカウンタ 11  利用回数 

ベータプレート 22  利用回数 

オートガンマカウンタ 3  利用回数 

バイオイメージアナライザー 5  利用回数 

X 線照射装置 53  利用回数 

遺伝子増幅装置  T1 0  利用回数 

本庄地区機器分析部門・生物資源開

発部門 

    

紫外可視近赤外分光光度計(Lambda 

19) 

50 利用時間 

紫外可視近赤外分光光度計(Lambda 

900) 

8 利用時間 

電子スピン共鳴装置 52 利用時間 

フーリエ変換赤外分光光度計

(VERTEX70-S) 

138 利用時間 

フーリエ変換赤外分光光度計

(FT/IR-4200) 

15 利用時間 

ガスクロマトグラフ質量分析計

(7890/5975C) 

363 利用日数 

ガスクロマトグラフ質量分析計

(JMS-GCmateII) 

4 利用時間 
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ガスクロマトグラフ(GC-2014) 88 利用時間 

ガスクロマトグラフ質量分析計

(GC-17A,GCMS QP5050A) 

0 利用時間 

超伝導高分解能フーリエ変換核磁気

共鳴装置(JNM-AL300) 

283 利用時間 

円偏光二色性分散計(J-820) 291 利用時間 

燐光蛍光光度計 0 利用時間 

蛍光光度計(FP-750) 10 利用時間 

蛍光光度計(FP-6200) 182 利用時間 

旋光計 13 利用時間 

ゼータ電位・粒径測定システム 273 利用時間 

フーリエ変換核磁気共鳴装置（Agilent 

400MHz NMR system） 

918 利用時間 

CCD 単結晶自動 X 線構造解析装置   17 利用日数 

水平型 X 線構造解説装置 497 利用時間 

エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置 277 利用時間 

走査型電子顕微鏡 249 利用時間 

透過電子顕微鏡 17 利用日数 

パッチクランプイオンチャンネル計 455 利用時間 

蛍光寿命測定装置 17 利用時間 

紫外可視分光光度計 45 利用時間 

発光量子収率測定装置 0 利用時間 

キャピラリー電気泳動装置 0 利用時間 

DSC 熱量計  248 利用時間 

振動式デジタル密度音速計 16 利用時間 

原子間力顕微鏡 17 利用時間 

ＳＱＵＩＤ磁束計 28 利用日数 

ＤＮＡシーケンサー（Type3130） 1,472 のべ利用回数（5888 ｻﾝﾌﾟﾙ） 

ルミノイメージアナライザー 5 のべ利用回数（5 サンプル） 

DNA・RNA 定量装置 553 のべ利用回数（553 ｻﾝﾌﾟﾙ） 

本庄地区 RI 部門     

液体シンチレーションカウンタ 26 利用回数 (利用時間：30 h） 

バイオイメージングアナライザ 0 利用回数 

焼却炉 0 利用回数 

分光光度計 0 利用回数 (利用時間：0 h） 

ガンマカウンタ 0 利用回数 

空気捕集装置 12 利用回数 

H/C サンプラー 12 利用回数 

高温振とう器 0 利用回数 (利用時間：0 h） 

NaI シンチレーションカウンター 24 利用回数 (利用時間：24 h） 

GM 計数管 24 利用回数 (利用時間：24 h） 

イオン交換水製造機 18 利用回数 

人工気象器 - 利用回数(利用時間: 2160 h) 

   

リサイクルファシリティ 

機器名 台数 年月日 

遠心機 1 H28.4.28 

SCANNING MICROSCOPE 1 H28.5.27 

電子描画装置 1 H28.5.27 

HPLC・アミノ酸分析装置 1 H28.9.15 
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机、椅子、実験台、ファイリングキャビ

ネット、マガジンラック、テーブル、食器

棚 

1 H28.9.22 

   再活用室 

物品名 台数 利用期間 

機器、書籍、アングルパーツ等 1 H28.4.1～H29.3.31 

大型トランス、真空容器、実験器具（段

ボール入り）他、多数 
1 H28.8.1～H29.3.31 

NEDO 受託研究に関する資料・書籍等 1 H28.4.1～H29.3.31 

乾燥機（DO-450） 1 H28.4.1～H29.3.31 

Hitachi（PO-0.4L，Bebicon） 1 H28.4.1～H29.3.31 

フラクションコレクター（DC-1200) 1 H28.4.1～H29.3.31 

フッ素回収用作成装置（一式） 1 H28.4.1～H29.3.31 
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（４）平成２８年度利用者の業績及び外部資金 
 

著書	 	
 

著者名	 題目	 著書名，巻，号，頁	

Hiura	A,	Nakagawa	H,	Kumamoto	

E,	Liu	T,	Fujita	T,	Jiang	C-Y	

Peripheral	and	central	inflammation	caused	by	

neurogenic	and	immune	systems	and	

anti-inflammatory	drugs.	

Frontiers	in	Clinical	Drug	Research	–	Anti	

Allergy	Agents:Atta-ur-Rahman,	2:	149-206,	DOI:	

10.2174/97816810815951160201	

Izuhara	K,	Matsumoto	H,	

Nagasaki	T,	Ohta	S,	Ono	J	

Serum	periostin	is	a	biomarker	reflecting	

tissue	remodeling	in	bronichial	asthma		

Allergies:	Current	challenges	and	solutions,	

133-136	

Ohgidani	M,	Kato	TA,	Mizoguchi	

Y,	Horikawa	H,	Monji	A,	Kanba	

S	

Antidepressants	Modulate	Microglia	Beyond	the	

Neurotransmitters	Doctrine	of	Mood	Disorders.		

Melatonin,	Neuroprotective	Agents	and	

Antidepressant	Therapy	611-620	

相島慎一、山地康大郎	 総論	転移性肝腫瘍の病理	 臨床外科	2016 年 11 月号	特集	転移性肝腫瘍のい

ま－なぜ・どこが原発臓器ごとに違うのか,	

1331-1337	

安西一正、石原晋、石原武司、

一柳保、井上潤一、大友康裕、

大貫隆広、小澤和弘、加藤宏、

加藤正哉、金子直之、金丸勝弘、

清住哲郎、小林國男、今明秀、

坂本哲也、阪本雄一郎、篠崎正

博、清水彰一郎、管谷由紀夫、

須田志優、関根和弘、髙山隼人、

瀧野昌也、竹内秀夫、田尻浩明、

田勢長一郎、田中秀治、鶴岡信、

徳永尊彦、根本学、畑中哲生、

早川達也、張替喜世一、本間正

人、松岡哲也、松田潔、松田繁、

松本尚、間渕則文、六車崇、森

保彦、森出智晴、森村尚登、山

崎元靖、横田順一朗、横山正巳

(50 音順)	

第 7 章	JPTEC を取り巻く環境	第 1 節	ドクター

ヘリ・ドクターカー	解説	

改訂第２版	JPTEC ガイドブック	p.p.214-215	

井上	 聡	 5 部	診断治療技術	17 章外傷における超音波検

査	

DSTC 外傷外科手術マニュアル	[Web 動画付]	

小野	 伸之	 4 章	難治性病態へのアプローチ	6.膠原病に合

併した TMA の病態と治療	

リウマチ・膠原病診療ハイグレード	リウマチ・膠

原病の合併症や諸問題を解く	

中尾佳史	 D．婦人科腫瘍	7）外陰の腫瘍	 産婦人科研修の必修知識 2016-2018,	617-623	

中尾佳史	 卵巣がん	Q48	治療が終わってから、どのくらい

病院に通わないといけませんか？また、治療後に

はどのような検査がありますか？	

患者さんとご家族のための子宮頸がん子宮体がん

卵巣がん治療ガイドライン第 2 版	189-191	

中尾佳史、横山正俊	 第 II 章	性成熟期	2.Office	Gynecology におけ

る婦人科腫瘍・類腫瘍・その他	1.外陰、膣の良

性腫瘍・類腫瘍	外陰や腟でよく遭遇する腫瘍・

類腫瘍とその対処法は？	

女性医学ガイドブック	思春期・性成熟期編	2016

年度版	120-124	

伊藤	 学，古川浩二郎	 Ⅱ.血管治療医が行う	2 章	バイパス治療の役割	 WOC	Nursing	16 年 7 月号	57-63	

浦上	 宗治	 31.ボリコナゾール中毒を疑い TDM を実施した症

例	

臨床現場で役立つ！実例から学ぶ TDM のエッセン

ス,143-150	

浦上	 宗治	 44.ボリコナゾール開始後に肝胆道系酵素の上昇

を認めた症例	

臨床現場で役立つ！実例から学ぶ TDM のエッセン

ス,200-203	

浦上	 宗治，青木	 洋介	 Ⅵ	もう一歩踏み込んで知っておきたい抗菌薬の

知識	3.薬剤熱への対応	

調剤と情報 2016 年 8 月増刊号(Vol.22	No.11)	薬

局・薬剤師のための抗菌薬攻略ガイド	

垣内俊彦	 特集ピロリ菌について	 すくらむ佐賀	vol.7	2016 夏号	

垣内俊彦	 未来の胃がんを予防するために知っておきたい

5 つのこと	

未来の胃がんを予防するために知っておきたい 5

つのこと	
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垣内俊彦、岩根紳治、江口有一

郎、吉原大介	

B 型肝炎の認知とワクチン接種行動の向上の取

り組み	

佐賀県肝がん死亡率全国ワースト 1 の打開をめざ

して	

垣内俊彦、江口有一郎、松尾宗

明	

B 型肝炎母子感染予防処置引き継ぎ紹介状/B 型

肝炎母子感染予防について	〜家族説明用紙〜/C

型肝炎母子感染について	〜家族説明用紙〜/母

親の肝臓内科への紹介状ほか	

小児 B 型・C 型肝炎診療マニュアル（第１版）	

柿原奈保子、内橋和芳、山本美

保子、青木茂久、杉原甫、戸田

修二	

3 章	マウスモデルおよび細胞培養と実験的粥状

動脈硬化症	II.細胞培養	2.メタボリックシンド

ロームを理解するための脂肪組織の基礎，血管周

囲脂肪組織の特性と病態解析モデル	

粥状動脈硬化症	

錦戸利幸,	野出孝一	 9.合併症	(4)大血管症		血圧	 「別冊プラクティス」糖尿病を診る	ポケット検査

事典	121	

祖川	 倫太郎，藤戸	 博	 1.精神・神経系の病気とくすり	B 中枢系疾患	う

つ病、躁うつ病（双極性障害）治療薬の薬理と薬

学管理上の注意点	

薬局	2016 年増刊号	病気とくすり 2016	特集	病気

とくすり 2016	基礎と実践	Expert's	Guide		

草場	 耕二	 2.シークエンス解析	 16S	rRNA シークエンス解

析による微生物の同定	

臨床と微生物	43 巻	2016 年 10 月増刊号	微生物検

査における技術革新	109-113	

田中敦史、野出孝一	 	 I	糖尿病の病態をどう捉える	Q13 高インスリン

血症は心血管事故のリスクであるといわれてい

ます。その機序を教えてください。	

心血管事故を予防するための糖尿病治療戦略	 実

践のための Q&A	45-48	

K.	Inoue,	M.	Gurung,	H.	

Kawakita,	K.	Ohto,	D.	

Parajuli,	B.	Pangeni,	S.	Alam	

Chapter	5	Development	of	Novel	Biosorbents	for	

Gold	and	Their	Application	for	the	Recovery	of	

Gold	from	Spent	Mobile	Phones	

The	recovery	of	gold	from	secondary	sources,	

143-171,	201610	

K.	Ohto,	Y.	Ueda,	R.	R.	

Sathuluri,	H.	Kawakita,	S.	

Morisada,	K.	Inoue	

Silver	Extraction	and	Recovery	with	

Macrocyclic	and	Tripodal	Compounds	

Silver	Recovery	from	Assorted	Spent	Sources:	

Toxicology	of	Silver	Ion,	,	201803	

高椋利幸	 材料表面の親水・親油の評価と制御設計	 ,	,	201607	

Mitsunori	Yada	 Syntheses	and	Applications	of	Titanium	

Compound	Nanofiber	Thin	Films	

Nanofiber	Research	-	Reaching	New	Heights,	,	

201610	

穴井豊昭	 有用作物の作成	 植物の知恵とわたしたち	 大学教育出版	224-236	

永尾晃治，柳田晃良	 食環境を利用したメタボリックシンドロームの

予防・改善の可能性	

粥状動脈硬化症,戸田隆義編	134-142	

徳田	 誠	 植物をたくみに操る虫たち	 虫こぶ形成昆虫の

魅力	

植物をたくみに操る虫たち	 虫こぶ形成昆虫の魅

力	1-277	

 

受賞	 	

受賞者氏名	 学術（学会）賞名	 受賞課題	

上野雅也	 第 30 回独創性を拓く	 先端技術大賞	 抗菌性人工股関節の開発	

野田岩男	 平成 28 年度	 日本人工臓器学会	 技術賞	 抗菌性人工関節の開発	

松本明子	 日本衛生学会奨励賞	 疾病予防に資するバイオマーカーの研究	

三宅靖延	 第 81 回日本インターフェロン・サイトカイ

ン学会奨励賞	

結核菌に対する宿主免疫応答を担う 2 つの

レクチン受容体の協調的相互作用の解明	

宮本比呂志	 平成 28 年度	 日本人工臓器学会	 技術賞	 抗菌性人工関節の開発	

西田有毅	 福岡県すこやか健康事業団	

がん研究助成金奨励賞	

患者由来白血病マウスモデルにおける新規

BMI-1 阻害剤 PTC596 の AML 幹細胞抑制効果

の検討	

田代宏樹	 第 77 回日本呼吸器学会九州支部学術奨励

賞	

IL-33	from	inflammatory	monocytes	

recruited	to	lung	contributes	to	

HDM-Induced	airway	inflammation	

脇山幸大	 優秀ポスター発表賞	

第 4 回がんと代謝研究会 in 鹿児島	

P-1223	 HIF-1α阻害剤 YC-1＋GI 併用療法

は、ワールブルグ効果をターゲットとした

胃癌の新規薬物療法となりうる	 プログラ

ム・発表抄録収集	 73	
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症例報告	

著者名	 題目	 雑誌名，巻，号，頁	

D	Matsumura,	A	Tanaka,	T	

Nakamura,	E	Sato,	K	Node.	

Coexistence	of	atypical	hemolytic	uremic	

syndrome	and	crescentic	IgA	nephropathy	

treated	with	eculizumab:	a	case	report	

Clinical	Nephrology_	Case	Studies.	4:24-28,	

doi:10.5414/CNCS108889	

Furukawa	K，Ohtsubo	S，Itoh	T.	 Aortic	root	endoscopy	for	aortic	

valve-sparing	operations.	

The	Journal	of	Thoracic	and	Cardiovascular	Surgery.	

152(2):638-9.	doi:	10.1016/j.jtcvs.2016.03.033	

Ito	H,	Nakahara	Y,	Kawashima	M,	

Masuoka	J,	Abe	T,	Matsushima	T	

Typical	Symptoms	of	Normal-Pressure	

Hydrocephalus	Caused	by	Choroid	Plexus	

Papilloma	in	the	Cerebellopontine	Angle.		

World	Neurosurg.	98:875.e13-875.e17.	doi:	

10.1016/j.wneu.2016.11.106	

Kawano	H,	Inoue	K,	Matsumoto	Y,	

Sato	O,	Arakawa	S,	Nakatomi	D,	

Yamasa	T,	Aoki	S,	Maemura	K.	

Calcification	around	the	Struts	of	a	

Sirolimus-eluting	Stent	Approximately	16	

Months	after	Implantation	in	an	Autopsy	

Case.	

Intern	Med.	55(4):353-8.	doi:	

10.2169/internalmedicine.55.4799	

Kitamura	H,	Kubota	Y,	Fukushima	

N,	Ichinohe	T,	Hayasaka	D,	

Kamachi	K,	Yoshihara	M,	Itamura	

H,	Hisatomi	T,	Wakayama	K,	

Sueoka	E,	Kimura	S.	

Famotidine-induced	reactive	

plasmacytosis	and	generalized	

lymphadenopathy:	a	case	report	and	review	

of	the	literature.	

Int	J	Clin	Exp	Pathol	9(7):7680-7685		

Kitamura	H,	Shindo	T,	Yakushiji	

Y,	Yoshihara	M,	Eriguchi	M,	

Kubota	Y,	Noguchi	T,	Kimura	S.	

Domino-style	cerebral	bleeding	in	immune	

thrombocytopenic	purpura.		

JAMA	Neurol.	73(4):474-5.	doi:	

10.1001/jamaneurol.2015.4508	

Kubota	Y,	Ichinohe	T,	Yoshimura	

M,	Itamura	H,	Hisatomi	T,	

Fukushima	N,	Sueoka	E,	Kimura	S.	

Acute	myeloid	leukemia	with	

t(3;8)(q26;q24)	complicated	by	diabetes	

insipidus.	

Ann	Hematol.	95(4):653-5.	doi:	

10.1007/s00277-016-2595-0	

Kusaba	K,	Kojima	K,	Naito	S,	

Taba	M,	Kai	K,	Ureshino	H,	

Nishida	Y,	Kimura	S	

Paraneoplastic	sarcoidosis	in	multiple	

myeloma	

Intern	Med,,	in	press	

Nagai	K,	Suyama	Y,	Koga	D,	Nishi	

M,	Iida	C,	Tashiro	K,	Danjo	A,	

Kai	K,	Matsuo	M	

Anaplastic	Lymphoma	Kinase-Positive	

Anaplastic	Large	Cell	Lymphoma	with	

Cardiac	Metastasis	and	Arterial	Tumor	

Embolisms	during	First-Course	

Chemotherapy.	

Case	Rep	Oncol.	9(2):440-446,		doi:		

10.1159/000447999	

Nagai	K,	Suyama	Y,	Koga	D,	Nishi	

M,	Iida	C,	Tashiro	K,	Danjo	A,	

Kai	K,	Matsuo	M	

Anaplsatic	lymphoma	Kinase-Positive	

Anaplastic	Large	Cell	Lymphoma	with	

Cardiac	Metastasis	and	Arterial	Tumor	

Embolisms	during	First-Course	

Chemotherapy	

Case	Rep	Oncol.	9(2):	440–446,		doi:		

10.1159/000447999	

Nakamura	J,	Okuyama	K,	Sato	H,	

Yoda	Y,	Kai	K,	Noshiro	H.	

Repeated	changes	of	the	molecular	subtype	

in	gastric	metastasis	from	breast	cancer:	

A	case	report.	

Mol	Clin	Oncol.	4(5):695-698.	

Nishioka	A,	Kubota	Y,	Sueoka	E,	

Kimura	S.	

Reversible	Liver	Steatosis	Induced	by	

Chemotherapy	of	Mixed-phenotype	Acute	

Leukemia	

Intern	Med	55:	1025-1026,	DOI:	

10.2169/internalmedicine.55.5685	

Omura	T,	Watanabe	E,	Otsuka	Y,	

Yoshida	Y,	Kato	H,	Nangaku	M,	

Miyata	T,	Oda	S.			

Complete	remission	of	thrombotic	

microangiopathy	after	treatment	with	

eculizumab	in	a	patient	with	non-Shiga	

toxin-associated	bacterial	enteritis:	A	

case	report.	

Medicine	(Baltimore).	95(27):e4104.	doi:	

10.1097/MD.0000000000004104	

Sadamatsu	H,	Takahashi	K,	

Tashiro	H,	Komiya	K,	Nakamura	T,	

Sueoka-Aragane	N,		

Successful	treatment	of	pulmonary	

nocardiosis	with	Fluoroquinolone	in	

bronchial	asthma	and	bronchiectasis	

Respirol	Case	Rep.	5(3):e00229.	doi:	

10.1002/rcr2.229	

Sato	H，Yoshikai	M，Ikeda	K，

Mukae	Y．	

Surgical	treatment	of	valvular	and	

supravalvular	aortic	stenosis	in	

homozygous	familial	

hypercholesterolemia.	

General	Thoracic	and	Cardiovascular	Surgery.	

64(2):98-100.	doi:	10.1007/s11748-014-0378-x	

Suematsu	R,	Tashiro	S,	Ono	N,	

Koarada	S,	Ohta	A	and	Tada	Y.	

Successful	golimumab	therapy	in	four	

patients	with	refractory	Takayasu's	

arteritis	

Mod	Rheumatol,	

http://dx.doi.org/10.3109/14397595.2015.1134393	
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Tanaka	A,	Nakamura	T,	Sato	E,	

Node	K.		

Aquaporin-2	is	a	potential	biomarker	for	

tolvaptan	efficacy	in	decompensated	

heart	failure	complicated	by	diabetic	

nephrotic	syndrome.		

Int	J	Cardiol.	210:1-3.	doi:	

10.1016/j.ijcard.2016.02.106	

Tanaka	A,	Nakamura	T,	Sato	E,	

Node	K.		

Impact	of	low-density	lipoprotein	

apheresis	for	nephrotic	syndrome	in	a	

patient	with	immunoglobulin	M	

nephropathy.		

Nephrology	(Carlton).	21(12):1073-1074.	doi:	

10.1111/nep.12711	

Tanaka	A,	Nakamura	T,	Sato	E,	

Ueda	Y,	Node	K.	
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により,	培養皿上で病的表現型の再現が

可能に】	

日本医事新報	No.4833:50	

東武昇平	 学会印象記「第 104 回日本泌尿器科学会

総会」印象記	

臨床泌尿器科	70（8）pp.	634–635	

東武昇平,有働和馬,野口満	 特集90分で習得できる！先天性水腎症と

膀胱尿管逆流のすべて	〈先天性水腎症〉

高度水腎症に対する診断アプローチと手

術適応		

臨床泌尿器科	70（12）913-917,	DOI:	

http://dx.doi.org/10.11477/mf.1413205810	

藤本一眞、坂田資尚、岩切龍一	 抗血栓薬服用者に対する消化器内視鏡診

療ガイドライン	(診療ガイドライン	at	a	

glance)	

日本内科学会雑誌	105(11)	2206-2209	

布村聡	 3.多様なヘルパーT 細胞サブセット,	

MULTIPLE	SUBSETS	OF	T	HELPER	CELLS	

アレルギー	 65（2）：91-95	

布村聡、岡山吉道、羅智靖	 解説	ＬＸＲを介したマスト細胞活性化

の制御	

臨床免疫・アレルギー科	65（4）：394-399	

末岡榮三朗	 専門医向け臨床血液学	:	基礎と最近の

動向(貧血と凝固)	(第 62 回学術集会)	--	

(臨床検査医学 Catch	up セミナー	:	今・

そしてこれからの臨床検査医学・各論)	

日本臨床検査医学会誌	64(8)965-971	

野出孝一、尾山純一、琴岡憲彦、浅香

真知子	 	

循環器病の終末医療の緩和ケアに向けて

の研究	

三井住友海上福祉財団 2014 年度研究結果報告書	

20:119-120	
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有働和馬,草野脩平,藏田彩,東武昇平,

野口満	

小児泌尿器科領域におけるロボット支援

手術の応用と展望	

西日本泌尿器科	78(4):	178	-184	

穴井	 豊昭	 ダイズ突然変異体リソースの開発とその

活用	

作物研究,	201611,	61,	,	67-72	

光武	 進	 細胞膜スフィンゴミエリンの代謝制御に

よる新規細胞膜ダイナミズム	

生化学,	201702,	89,	1,	86	

辻田	忠志	 Nrf1(NFE2L1)の転写抑制能による細胞内

チオール量および脂肪酸代謝制御	

生化学,	201612,	88,	6,	776-781	

石渡洋一	 V2O3 ナノ結晶の不純物誘起金属絶縁体転

移	

九州大学低温センターだより,	201703,	11,	,	2-8	

Katsutoshi	Inoue,	Manju	Gurung^D,	

Hidetaka	Kawakita,	Keisuke	Ohto,	

Durga	Parajuli^D,	Bimala	Pangeni^D,	

Shafiq	Alam	

Development	of	novel	biosorbents	for	

gold	and	their	application	for	the	

recovery	of	gold	from	spent	mobile	

phones	

The	Recovery	of	Gold	from	Secondary	Sources,	

2016,	,	,	143-171	

冨永昌人	 泥の電池」による先進的環境プロセス	 ケミカルエンジニアリング,	201606,	61,	6,	

418-422	

冨永昌人	 微生物燃料電池による先進的資源循環シ

ステムの構築	

化学工業,	201705,	68,	5,	358-362	

Makoto	Maki,	Emi	Koga,	Sho-ichi	

Takakura,	Isamu	Yamamoto,	Junpei	

Azuma	

Time-resolved	photoemission	study	of	

charge-density	wave	in	K0.3MoO3	

Activity	Report,	Synchrotron	Light	Application	

Center	Saga	University	2014-2015,	201609,	,	,		

Makoto	Maki,	Sho-ichi	Takakura,	Emi	

Koga,	Isamu	Yamamoto,	Junpei	Azuma	

Pseudo-gap	formation	in	

misfit-cobaltites	studied	by	

photoemission	spectroscopy	

Activity	Report,	Synchrotron	Light	Application	

Center	Saga	University	2014-2015,	201609,	,	,		

真木一、高倉将一	 層状ミスフィット型コバルト酸化物の結

晶構造解析	

九州大学ナノマテリアル開発のための超顕微解析

共有拠点	 平成 27 年度成果報告書,	201610,	,	,		

真木一、高倉将一	 層状ミスフィット型コバルト酸化物の不

整合性解析	

九州大学ナノマテリアル開発のための超顕微解析

共有拠点	 平成 27 年度成果報告書,	201610,	,	,		

尾形剛志，森貞真太郎	 吸着等温線の測定テクニック	-液相吸着

-	

Adsorption	News,	201610,	30,	3,	22-26	

森貞真太郎	 温度応答型界面活性マイクロゲルの開発	 ホソカワ粉体工学振興財団年報,	201706,	24,	,	119	

大渡啓介、川喜田英孝	 事例２７	 貴金属回収を目指したバイオ

マス（微細藻類など）の有効利用	

地域生物資源産業化事例集,	201611,	,	,	85-87	

大渡啓介・武富昭人・川喜田英孝・森

貞真太郎・井上勝利	

トリメチロール型三脚状分子によるホウ

素の抽出挙動	

佐賀大学理工学部集報,	201706,	46(),,	1,	1-6	

藤澤知績、海野雅司	 ラマン光学活性分光法	 分光研究,	201608,	65,	1,	218-231	

海野雅司	 ラマン分光法の有田焼評価への活用	 セラミックス,	201609,	51,	1,	550-552	

阪本真由子、酒谷真以、Jannatul	

Ferdouse、浜島浩史、松永陽香、柘植

圭介、西向めぐみ、柳田晃良、永尾晃

治、光武進、北垣浩志	

麹で造られる醸造食品のグリコシルセラ

ミド含量定量手法の検討とそれを用いた

定量	

日本醸造協会誌,201709,112,9,655-662	

Yoko	Ishibashi	and	Toyoshi	Yoshiga	 Detection	of	Meloidogyne	species	from	

wild	herbaceous	plants	in	non-crop	

fields	in	northwest	Kyushu,	Japan	

Nematological	Research,201607,,,	

Michinori	Fuchi,	Masaya	Ono,	Eizo	

Kondo	and	Toyoshi	Yoshiga	

Axenic	liquid	static	culture	of	

entomopathogenic	nematode	Steinernema	

carpocapsae	that	was	supplemented	with	

a	nematode-infected	insect	cadaver	

Nematological	Research,201606,,,	
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一般講演・招待講演・特別講演 

発表者	 題目	 学会（会議等）名	

Abe	T,	Nakahara	Y,	Koguchi	M,	Ito	

H,	Wakamiya	T,	Morisaki	I,	Momii	Y,	

Fudaba	H	,	Fujiki	M	

Expression	of	drug	resistance	genes	associated	with	

hypoxia.	

21ST	ANNUAL	SCIENTIFIC	MEETING	

AND	EDUCATION	DAY	OF	THE	SOCIETY	

FOR	NEURO-ONCOLOGY.	

Aoki	S,	Higashimoto	K,	Hidaka	H,	

Watanabe	H,	Ohtsuka	Y,	Mishima	H,	

Yoshiura	KI,	Yatsuki	H,	Nishioka	

K,	Joh	K,	Ohba	T,	Katabuchi	H,	

Soejima	H.	

Aberrant	methylation	at	imprinted	DMRs	is	associated	

with	placental	mesenchymal	dysplasia.	

ICHG2016,	The	13th	International	

Congress	of	Human	Genetics.	

Aoki	S,	Kimura	H,	Takezawa	T,	

Yamamoto	M,	Tod	S.	

THE	CULTURED	SKIN	SHEET	UTILIZING	NOVEL	COLLAGEN	

SCAFFOLD	

28TH	ANNUAL	MEETING	OF	THE	WOUND	

HEALING	SOCIETY	SAWC	SPRING/WHS	

JOINT	MEETING	

Aoki	S,	Makino	J,	Noguchi	M,	Toda	

S	

Peritoneal	cellular	kinetics	is	regulated	by	nitric	

oxide	activity	under	peritoneal	dialysis	

ISBP2016	33rd	Congress	of	the	

International	Society	of	Blood	

Purification	

Aoki	 Shigehisa		 Unique	cell	culture	techniques	for	in	vitro	research	 Asian	Congress	2016	on	

Alternatives	and	Animal	Use	in	the	

Life	Science	

Asano	T,	Kanemitsu	Y,	Takemura	M,	

Yokota	M,	Fukumitsu	K,	Takeda	N,	

Ichikawa	H,	Ohta	S,	Nakamura	Y,	

Izuhara	K,	Suzuki	M,	Niimi	A	

Serum	periostin	as	a	valuable	biomarker	of	comorbid	

chronic	rhinosinusitis	in	patients	with	asthma	

ERS	International	Congress	2016	

Chiho	Nakashima,	Akemi	Sato,	

Shinya	Kimura,	Naoko	Aragane	

Investigation	of	mechanism	of	lymphogenous	metastasis	

using	human	lung	cancer	metastatic	animal	model	

The	75th	Annual	Meeting	of	the	

Japanese	Cancer	Association	

Ebashi	R,	Ogata	A,	Kawashima	M,	

Wakamiya	T,	Nishihara	M,	Masuoka	

J,	Nakahara	Y,	Inoue	K,	Takase	Y,	

Irie	H,	Abe	T	

Carotid	artery	stenosis	with	a	high-intensity	signal	

plaque	on	time-of-	flight	magnetic	resonance	

angiography	and	association	with	evidence	of	

intraplaque	hypoxia.	

The	14th	Young-Honam	and	Kyushu	

Neurosurgical	Joint	Meeting.		

Fujita	T,	Jiang	C-Y,	Wang	C,	Suzuki	

R,	Magori	N,	Hirao	R,	Kumamoto	E	

Synaptic	modulation	by	oxytocin	in	rat	spinal	dorsal	

horn	neurons	exhibits	a	sexual	difference	and	

developmental	alteration.	

The	13th	Japan-Korea	Joint	

Symposium	on	Brain	Science,	and	

Cardiac	and	Smooth	Muscles	

Fujita	T,	Wang	C,	Jiang	C-Y,	Yu	T,	

Hirao	R,	Suzuki	R,	Kumamoto	E	

TRP	channel	activation	by	stereoisomers	of	

plant-derived	chemicals	in	the	rat	spinal	substantia	

gelatinosa	-	actions	of	carvacrol,	thymol,	carvone	and	

cineole.	

16th	World	Congress	on	Pain	

Fuku	N,	Zempo	H,	Nishida	Y,	Higaki	

Y,	Naito	H,	Hara	M,	Tanaka	K	

Physical	activity	reduces	the	risk	of	type	2	diabetes	

associated	with	m.1382A>C	polymorphism	encoding	12S	

rRNA	and	mitochondria	derived	MOTS-c	

APS	Intersociety	Meeting	

Integrative	Biology	of	Exercise	

VII	

Fukuda	M	,	Awanami	Y	,	Nonaka	N	,	

Sanematsu	M,	Takashima	T,	Miyazono	

M,	Anzai	K,	Ikeda	Y	

The	changes	in	the	initiation	of	dialysis	due	to	

diabetic	nephropathy	over	30	years	in	our	hospital	

15th	Asian	Pacific	Conference	of	

Nephrology	(APCN)	&	52nd	ANZSN	ASM	

2016	

Guo	Jing,	尾崎	岩太,	夏	京合,	桑

代	卓也,	小島	基靖,	江口	有一郎,	

安西	慶三,	松橋	幸子	

腫瘍抑制遺伝子 PDCD４による肝細胞癌の細胞周期と

apoptosis の調整	

第 52 回日本肝臓学会総会	

H.	Sadamatsu,	K.	Takahashi,	H.	

Tashiro,	N.	Sueoka-Aragane	

An	analysis	of	pulmonary	manifestations	of	IgG4-Related	

Disease	

ATS	International	Conference	2016	

H.	Tashiro,	K.	Takahashi,	G.	Kato,	

S.	Hayashi,	S.	Kimura,	N.	

Sueoka-Aragane		

IL-33	from	inflammatory	monocytes	recruited	to	lung	

contributes	to	HDM-Induced	airway	inflammation	

ATS	International	Conference	2016	

H.	Tashiro,	K.	Takahashi,	G.	Kato,	

S.	Hayashi,	S.	Kimura,	N.	

Sueoka-Aragane		

IL-33	from	inflammatory	monocytes	recruited	to	lung	

contributes	to	HDM-Induced	airway	inflammation	

第 26 回国際喘息学会日本・北アジ

ア部会	

Hidaka	H,	Higashimoto	K,	Aoki	S,	

Watanabe	H,	Yatsuki	H,	Nishioka	K,	

Joh	K,	Maeda	T,	Koga	Y,	Iwakiri	R,	

Comprehensive	methylation	analysis	of	

imprinting-associated	differentially	methylated	

regions	in	colorectal	cancer.	

ICHG2016,	The	13th	International	

Congress	of	Human	Genetics.	
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Noshiro	H,	Fujimoto	K,	Soejima	H.	

Hidaka	H,	Higashimoto	K,	Takara	Y,	

Takedomi	H,	Okamoto	N,	Kawachi	K,	

Kawakubo	H,	Yamamoto	K,	Yamanouchi	

K,	Koga	Y,	Iwakiri	R,	Noshiro	H,	

Fujimoto	K,	Soejima	H.	

Comprehensive	methylation	analysis	of	

imprinting-associated	differentially	methylated	

regions	in	colorectal	cancer.		

UEG	Week	Vienna	2016,	24th	United	

European	Gastroenterology	Week.	

Hideaki	Nakamura,	Eisaburo	

Sueoka,	Lorenz	Poellinger	

Notch3	is	regulated	by	Hypoxia-inducible	factor-1a	in	

hypoxia	

The	13th	Korea-Japan	Joint	

Symposium	on	Helicobacter	

infection	/	The22nd	Annual	

Meeting	of	the	Japanese	Society	

for	Helicobacter	Research	

(JSHR2016)	

Hideaki	Nakamura,	Hiroki	Sekine,	

Hiroyuki	Kato,	Katarina	Gradin,	

Eisaburo	Sueoka,	Lorenz	

Poellinger	

Non-canonical	HIF-1a	transcriptional	regulatory	

mechanism	of	Notch3	in	hypoxia	

第 14 回がんとハイポキシア研究会	

Hikichi	Y、Miura	Y、Iwasaki	K、Node	

K	

Visualization	of	Unobservable	Bioresorbable	Scaffolds	

Using	Angiography	

第 80 回日本循環器学会学術集会

/The	80th	Annual	Scientific	

Meeting	of	the	Japanese	

Circulation	Society	(JCS2016)	

Hirabaru	K,	Matsuo	M	 Neurological	co-morbidity	in	children	with	

neurofibromatosis	type	1.	

ICNC2016	

Hirakawa	H,	Komiya	K,	Kurihara	Y,	

Sadamatsu	H,	Nakashima	C,	Nakamura	

T,	Takahashi	K,	Kimura	K,	and	

Aragane	N	

A	case	of	rapidly	progressive	primary	mixed-type	germ	

cell	tumor	of	the	mediastinum	after	induction	

chemotherapy	

2016	the	Japanese	Society	of	

Medical	Oncology	Annual	Meeting	

Hirao	R,	Fujita	T,	Sakai	A,	Wang	C,	

Suzuki	R,	Magori	N,	Ishimatsu	M,	

Kumamoto	E	

Compound	action	potential	inhibition	by	various	

antidepressants	in	the	frog	sciatic	nerve.	

Society	for	Neuroscience	the	46th	

Annual	Meeting,	Neuroscience	2016	

Hiroki	Tashiro,	Koichiro	

Takahashi,	Go	Kato,	Shinichiro	

Hayashi,	Shinya	Kimura,	Naoko	

Sueoka-Aragane	

IL-33	from	inflammatory	monocytes	recruited	to	lung	

contributes	to	HDM-Induced	airway	inflammation	

The	65th	Annual	Meeting	of	

Japanese	Society	of	Allergology	

(English	oral	session)	

Ishikawa	A,	Sasaguri	T,	Hirakawa	N	 Essential	roles	of	the	C‐type	lectin	

receptor,Mincle,in	induction	of	neuropathic	pain	in	

mice.	

Pain	Society	of	Busan・Ulsan・

Kyungnam	

Ishikawa	A,	Yasaka	T,	Miyake	Y,	

Murata	Y,	Sasaguri	T,	Yamasaki	S,	

Hara	H,	Yoshida	H,	Hirakawa	H	

Possible	contribution	of	the	C-type	lectin	receptor,	

Mincle,	to	induction	of	neuropathic	pain	after	

peripheral	nerve	injury	in	mice	

第 16 回世界疼痛学会(16th	World	

Congress	on	Pain)	

Ishikawa	S,	Yoshinaga	Y,	Nakamura	

D,	Okuda.T,	Ishibashi.T,	Enaida	H	

Development	and	evaluationof	the	novel	fundus	oximetry.		 ARVO	2016	Annual	Meeting	

Ito	R,	Nunomura	S,	Katano	I,	

Takahashi	T,	Ito	M	

Generation	of	human	asthmatic	airway	inflammation	model	

by	administration	of	IL-33	into	novel	humanized	

IL-3/GM-CSF/IL-5	transgenic	NOG	mice	

IWHM5	-	5th	International	

Workshop	on	Humanized	Mice	-	

Ito	Y,	Sakata	Y,	Ogata	S,	Tsuruoka	

N,	Yamamoto	K,	Tanaka	Y,	Shimoda	R,	

Sakata	H,	Iwakiri	R,	Fujimoto	K.		

Risk	factors	of	delayed	bleeding	after	endoscopic	

submucosal	dissection	(ESD)	for	colorectal	tumors.		

Asia	Pacific	Digestive	Week	

(APDW2016)	

Izuhara	K,	Suzuki	S,	Ogawa	M,	Ohta	

S,	Nanri	Y	

The	potential	for	repositioning	anti-thyroid	agents	as	

anti-asthma	drugs	

31st	Symposium	of	the	Collegium	

Internationale	Allergologicum	

James	A,	Janson	C,	Malinovschi	A,	

Alving	K,	Ono	J,	Ohta	S,	Forsberg	

B,	Izuhara	K,	Dahlen	SE	

Serum	periostin	in	healthy	controls	and	patients	with	

asthma	and	chronic	rthinosinusitis;	data	from	the	

Swedish	GA(2)LEN	population	study	

ERS	International	Congress	2016	

Jing-Qi	Zhang,	Reiko	Yoshimoto,	

Reona	Aijima,	Tomoko	Kitsuki,	

Yasuyoshi	Ohsaki,	Cao	Ailin,	

Mizuho	A.	Kido.	

Hypomaturation	of	dental	enamel	in	thermosensitive	TRP	

channel	deleted	mice.	

12th	International	Conference	on	

Tooth	Morphogenesis	and	

Differentiation	(TMD	2016),	

Porvoo,Finland	
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Kai	K,	Nakamura	M,	Aishima	S	 Cytological	difference	of	nuclei	between	

hepatocellular	carcinoma	and	cholangiocellular	

carcinoma	

ICC2016	-19th	International	

Congress	of	Cytology-	

Kawakubo	H,	Tanaka	Y,	Hara	M,	Ito	

Y,	Takeshita	E,	Tsuruoka	N,	

Shimoda	R,	Kusano	M,	Iwakiri	R,	

Fujimoto	K.	

Dysmotility	symptoms	examined	by	questionnaire	are	more	

exaggerated	in	females	than	males	in	young	Japanese	

volunteers	without	endoscopic	findings	and	

Helicobacter	pylori	infection	

Asia	Pacific	Digestive	Week:	

Inovative	approaches	to	

gastroenterology	

Kawasaki-Nanri	M，Aoki	S，Yamamoto	

M，	Udo	K，	Noguchi	M，Toda	S	

Differential	effects	of	adipose	tissue	stromal	cells	on	

the	apoptosis,	growth	and	invasion	of	bladder	

urothelial	carcinoma	between	the	superficial	and	

invasive	types．	

第 20 回日本内分泌病理学会学術総

会	

Kimura	D,	Miyakoda	M,	Akbari	M,	

Kimura	K,	Hara	H,	Yoshida	H,	Yui	K	

Interleukin-27	inhibits	the	generation	of	memory	CD4+	

T	cells	against	malaria	infection	

The	45th	Annual	Meeting	of	the	

Japanese	Society	for	Immunology	

Kito	Y	 Properties	of	waxing	and	waning	in	the	mouse	small	

intestine.	

The	68th	Annual	Meeting	of	The	

Korean	Physiological	Society	

(Gwangju)	

Koami	H,	Sakamoto	Y,	Inoue	S.	 FIBTEM	promptly	determines	massive	transfusion	of	FFP	

in	severe	trauma	patient.	

39th	Annual	Conference	on	Shock	

Koami	H,	Sakamoto	Y,	Inoue	S.	 Higher	concentration	of	antithrombin	administration	

improve	clinical	outcome	in	patients	with	septic	

disseminated	intravascular	coagulation.	

Critical	Care	Canada	Forum	2016	

Koami	H,	Sakamoto	Y,	Yamada	KC,	

Inoue	S.	

Thromboelastometric	analysis	on	the	risk	factors	of	

return	of	spontaneous	circulation	in	adult	patients	

with	out-of-hospital	cardiac	arrest.	

The	8th	Congress	of	the	

International	Federation	of	Shock	

Societies	(IFSS2016)	/	The	31st	

Annual	Meeting	of	Japan	Shock	

Society	

Koarada	S.		Ohta	A.	Tada	Y.	 The	clinical	significance	of	autoantibody-producing	

CD180-lacking	plasmablasts	in	systemic	autoimmune	and	

immune-based	inflammatory	disorders	

The	13th	International	Workshop	

on	Autoantibodies	and	

Autoimmunity	(IWAA	2016)	

Komiya	K,	Nakamura	T,	Kurihara	Y,	

Hirakawa	H,		Sadamatsu	H,	

Nakashima	C,	Umeguchi	H,	Takeda	Y,	

Kimura	S,	Sueoka-Aragane	N	

A	retrospective	analysis	of	the	efficacy	and	safety	of	

ALK	inhibitors	in	ALK-positive	lung	cancer	patients	

IASLC	17th	WORLD	CONFERENCE	ON	LUNG	

CANCER	

Kubotsu	Y,	Takahashi	H,	Kitajima	

Y	,	Oeda	S,	Anzai	K,	Eguchi	Y	

Progression	of	liver	fibrosis	in	NAFLD	relates	to	

arteriosclerosis	and	chronic	kidney	disease	

American	Association	for	The	

study	of	Liver	Diseases	(AASLD)	-	

The	Liver	Meeting	2016	

Kumamoto	E,	Fujita	T,	Ohtsubo	S,	

Hirao	R,	Wang	C,	Yu	T,	Suzuki	R	

Inhibition	of	action	potential	conduction	in	the	frog	

sciatic	nerve	by	various	plant-derived	chemicals	

involved	in	antinociception.	

16th	World	Congress	on	Pain	

Kumamoto	E,	Fujita	T,	Wang	C,	Jiang	

C-Y,	Suzuki	R,	Magori	N,	Hirao	R	

Presynaptic	TRPA1	activation	by	various	plant-derived	

chemicals	in	the	adult	rat	spinal	substantia	

gelatinosa.	

The	13th	Japan-Korea	Joint	

Symposium	on	Brain	Science,	and	

Cardiac	and	Smooth	Muscles	

Kuroki	T,	Takashima	T,	Sakata	Y,	

Tsuruoka	N,	Ohta	A,	Fujimoto	K,	

Iwakiri	R.		

Stress	maladjustment	of	inflammatory	bowel	disease	

patients	assessed	by	psychological	and	physical	

indexes.				

Asia	Pacific	Digestive	Week	

(APDW2016)	

Kuwashiro	T,	Ozaki	I,	Iwane	

S,Matsuhashi	S,		Isoda	H,	Koga	F,	

Otsuka	T,	Eguchi	Y,	Anzai	K	

Extracellular	matrices	impair	the	IFN-signaling	via	the	

1-integrin-mediated	signaling.	

APSL2016	in	Tokyo	

Maeda	T,	Hirabaru	K,	Ono	N,	Tajima	

D,	Matsuo	M	

Dextromethorphan	and	cyclosporine	A	for	acute	

encephalopathy	with	biphasic	seizures	and	late	reduced	

diffusion.	

The	18th	Annual	Meeting	of	

Infantile	Seizure	Society,	

International	Symposium	on	Acute	

Encephalopathy	in	Infancy	and	Its	

Related	Disorders	2016	

Magori	N,	Mizuta	K,	Fujita	T,	

Yamagata	H,	Suzuki	R,	Wang	C,	Hirao	

R,	Kumamoto	E	

Nerve	conduction	inhibition	by	bisphenol	A	and	local	

anesthetics	in	the	frog	sciatic	nerve.	

The	13th	Japan-Korea	Joint	

Symposium	on	Brain	Science,	and	

Cardiac	and	Smooth	Muscles	
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Magori	N,	Mizuta	K,	Fujita	T,	

Yamagata	H,	Wang	C,	Hirao	R,	Suzuki	

R,	Kumamoto	E	

Bisphenol	A	inhibits	nerve	conduction	in	the	frog	

sciatic	nerve	with	an	efficacy	comparable	to	those	of	

local	anesthetics.	

Society	for	Neuroscience	the	46th	

Annual	Meeting,	Neuroscience	2016	

Malinovschi	A,	Janson	C,	James	A,	

Mogensen	I,	Forsberg	B,	Ono	J,	Ohta	

S,	Alving	K,	Izuhara	K,	Dahlen	SE	

Simultaneously	increased	serum	periostin	and	urinary	

EDN	relates	to	reduced	lung	function	in	adults	with	

asthma	from	the	Swedish	GA2LEN	study	

ERS	International	Congress	2016	

Matsuhashi	S,	Md.	

Manirujjaman,Jinghe	Xia,Jing	Guo,	

Kojima	M,		Tanaka	K,	Takahashi	H,		

Nishioka	K,	Anzai	K	,	Ozaki	I	

Control	mechanisms	of	a	tumor	suppressor	PDCD4;	

Degradation	of	the	protein	is	controlled	in	both	systems	

of	proteasome	and	autophagy	

第 39 回日本分子生物学会年会	

Matsumoto	A	 Significance	of	defective	polymorphism	of	aldehyde	

dehydrogenase	2	gene	(ALDH2)	in	prenatal	toxicology	

5th	Conference	on	Prenatal	

Programming	and	Toxicity	(pptoxV)	

Maya	Ishiguma,	Toshiharu	Umeki,	

Ichirou	Tanabe,	Taemi	Akiyoshi,	

Takanori	Higashitani,	Eisaburo	

Sueoka	

Detection	of	left	ventricular	hypertrophy	using	

electrocardiography	in	cases	preidentified	by	

echocardiography	

The	32nd	World	Congress	of	

Biomedical	Laboratory	Science	

(IFBLS	2016)	

Megumi	Oho,	Chinatsu	Komatsu,	

Yusuke	Hashimoto,	Koji	Kusaba,	

Takanori	Higashitani,	Zenzo	

Nagasawa,	Hiroshi	Miyamoto,	

Eisaburo	Sueoka	

Comparison	of	phage	open	reading	flame	typing	and	

rep-PCR	method	for	genetic	typing	of	multi-drug	

resistant	Pseudomonas	aeruginosa	strains	

The	32nd	World	Congress	of	

Biomedical	Laboratory	Science	

(IFBLS	2016)	

Mitamura	Y,	Nanri	Y,	Ogawa	M,	Ohta	

S,	Furue	M,	Izuhara	K	

Analysis	of	transcriptional	regulation	for	periostin	 31st	Symposium	of	the	Collegium	

Internationale	Allergologicum	

Miyahara	K,	Shirai	S,	Yamamoto	K,	

Tominaga	N,	Tsuruoka	N,	Sakata	Y,	

Ogata	S,	Noda	T,	Iwakiri	R,	

Fujimoto	K.		

Clinical	characteristics	of	patients	with	acute	

esophageal	mucosal	lesion	in	Japan.		

The	International	Society	for	

Diseases	of	the	Esophagus	2016	

(ISDE	2016)			

Miyake	Y	 Adjuvant	activity	of	Mycobacterium	

tuberculosis-derived	mycolic	acid	through	activation	

of	the	TREM2/CARD9-mediated	innate	immunity	

The	4th	ITAM	Workshop	

Miyake	Y	 結核菌に対する宿主免疫応答を担う	2	つのレクチン受容

体の協調的相互作用の解明	

第 81 回日本インターフェロン・サ

イトカイン学会学術集会	

Mori	K,	Aijima	R,		Danjo	A,	

Yamashita	Y,		Teramoto	N	

ZD0947,	a	novel	and	potent	ATP-sensitive	K+	channel	

opener,	for	smooth	muscle-type	ATP-sensitive	K+	

channels	

第 58 回歯科基礎医学会学術大会	

Mukae	Y，Itoh	M，Furukawa	K，Kitsuka	

T，Arai	K，Oyama	J，Nakayama	K，

Node	K，Morita	S．	

Addition	of	human	iPS-derived	neural	progenitors	

influences	the	 contractile	function	of	cardiac	

spheroids.	

The	International	Conference	on	

Biofabrication	2016	

Nagase	K,	Kimura	H,	Ogawa	S,	

Hashimoto	A,	Koba	S,	Inoue	T,	

Narisawa	Y.	

Merkel	cell	carcinoma	associated	with	stable	chronic	

hemodialysis:	A	report	of	two	cases	

The	4th	Eastern	Asia	Dermatology	

Congress	

Nagatomo	D,	Kotooka	N、Nishikido	T、

Hikichi	H、Oyama	JI、Node	K	

The	Ratio	of	the	Bilateral-filling	Pressure	(RAP/PCWP)	

is	an	Important	Prognostic	Factor	in	Congestive	Heart	

Fialure	

第 80 回日本循環器学会学術集会

/The	80th	Annual	Scientific	

Meeting	of	the	Japanese	

Circulation	Society	(JCS2016)	

Nagatomo	D,	Oyama	JI,	Node	K	 Endothelia	dysfunction	in	the	obstructive	sleep	apnea	

syndorome	and	effectiveness	of	continuous	positive	

airway	pressue	therapy	

The	9th	International	Conference	

on	the	Biology,	Chemistry,	and	

Therapeutic	Applications	of	

Nitric	Oxide	/	The	16th	Annual	

Scientific	Meeting	of	the	Nitric	

Oxide	Society	of	Japan	

Nakano	R,	Ono	R,	Aijima	R,	Tashiro	

K,	Hagiwara	H,	Hayashi	N	

Mechanism	of	growth	enhancement	of	plants	irradiated	by	

active	oxgen	species	in	O2	plasma.	

6th	International	Conference	on	

Plasma	Medicine	(ICPM-6)	

Nakashima	C,	Sato	A,	Sueoka	E,	

Okada	S,	Kimura	K,	Aragane	N	

Investigation	of	mechanism	of	lymphogenous	metastasis	

using	human	lung	cancer	metastatic	animal	model	

The	13th	Korea-Japan	Joint	

Symposium	on	Cancer	and	Ageing	

Research	2016	
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Naoko	Sueoka-Aragane,	Naomi	

Watanabe,	Akemi	Sato,	Tatsuro	

Watanabe,	Eisaburo	Sueoka,	Shinya	

Kimura	

Functional	analysis	of	Discoidin	domain	receptor	2	

mutation	and	expression	in	squamous	cell	lung	cancer	

The	75th	Annual	Meeting	of	the	

Japanese	Cancer	Association	

Naomi	Kobayashi-Watanabe,	Akemi	

Sato,	Tatsuro	Watanabe,	Eisaburo	

Sueoka,	Shinya	Kimura,	Naoko	

Sueoka-Aragane		

Functional	analysis	of	Discoidin	Domain	Receptor	

2(DDR2)	mutation	and	expression	in	squamous	cell	lung	

cancer	

107th	Annial	Meeting	of	

theAmerican	Association	of	Cancer	

Research	(AACR	Annual	Meeting	

2016)	

Nishida	Y,	Nishijima	K,	Mi-ichi	F,	

Yamada	Y,	Tanaka	H,	Fan	J,	Kitajima	

S,	Tanaka	K	

Muscle	metabolites	potentially	involved	in	enhanced	

insulin	action	in	lipoprotein	lipase	transgenic	

rabbits.	

第 4回ウサギバイオサイエンス研究

会/第 3 回日中合同ウサギバイオサ

イエンスフォーラム	

Nishida	Y,	Nishijima	K,	Mi-ichi	F,	

Yamada	Y,	Tanaka	H,	Fan	J,	Kitajima	

S,	Tanaka	K	

Skeletal	muscle	metabolites	potentially	involved	in	

favorable	energy	metabolism	in	anti-obesity	

lipoprotein	lipase	transgenic	rabbits.	

International	Conference	on	

Obesity	and	Chronic	Diseases	

(ICOCD-2016)	

Nishikido	T,	Nagatomo	D、Kotooka	N、

Hikichi	Y、Oyama	JI、	Node	K	

Decreasing	of	Body	Mass	Indes	is	Associated	wit	Repeated	

Hospitalizations	of	Patients	with	Heart	Failure	

第 80 回日本循環器学会学術集会

/The	80th	Annual	Scientific	

Meeting	of	the	Japanese	

Circulation	Society	(JCS2016)	

Nishikido	T,	Oyama	J,	Shiraki	A,	

Komoda	H,	Node	K	

「The	effects	of	the	vildagliptin	for	cardiac	

dysfunction	after	the	acute	myocardial	infarction」	

「Apoptosis	inhibitor	of	macrophage	activates	

inflammatory	response	after	acute	myocardial	

infarction」	「EGCG,	a	green	tea	catechin,	attenuates	

the	progression	of	heart	failure	induced	by	the	

heart/muscle-specific	deletion	of	MnSOD	in	mice」		

Hypertension	Seoul,	the	26th	

Scientific	Meeting	of	the	

International	Society	of	

Hypertension	

Noda	I,	Miyamoto	H,	Ueno	M,	Eto	S,	

Tsukamoto	M,	Kawano	S,	Sonohata	M,	

Mawatari	M	

Sustainability	Evaluation	of	antibacterial	efficacy	of	

Silver-containing	Hydroxyapatite	Coating	

ORS	2016	Annual	Meeting	

Oeda	S,	Takahashi	H,		Kubotsu	Y,	

Eguchi	Y,	Anzai	K	

Male	and	hepatitis	B	infection	are	independent	factors	

affecting	patient’s	compliance	with	surveillance	of	

hepatocellular	carcinoma	

American	Association	for	The	

study	of	Liver	Diseases	(AASLD)	-	

The	Liver	Meeting	2016	

Ogawa	M,	Suzuki	S,	Ohta	S,	Izuhara	

K,		

Activation	of	peroxidases	causes	airway	inflammation	

via	production	of	hypothiocyanite	

31st	Symposium	of	the	Collegium	

Internationale	Allergologicum	

Ogawa	M,	Suzuki	S,	Ohta	S,	Mitamura	

Y,	Yoshihara	T,	Nakamura	Y,	

Yamauchi	K,	Izuhara	K,		

Lactoperoxidase	in	airway	epithelial	cells	controls	

airway	allergic	inflammation	

第 65 回日本アレルギー学会学術大

会/The	65th	Annual	Meeting	of	

Japanese	Society	of	Allergology		

Ohtsuka	Y,	Oka	M,	Jinnouchi	K,	

Ohgushi	H,	Sato	T,	Matsuo	M	

An	analysis	of	thrombotic	microangiopathy	associated	

with	complement	factor	H	antibody	in	Japanese．	

XXVIth	International	complement	

workshop	

Okamoto	N,	Miya	F,	Nishioka	K,	

Soejima	H,	Tsunoda	T,	Kato	M,	

Saitoh	S,	Yamasaki	M,	Kanemura	Y,	

Kosaki	K.		

Novel	MCA/ID	syndrome	with	ASH1L	mutation.		 ICHG2016,	The	13th	International	

Congress	of	Human	Genetics.	

Okamoto	N,	Sakata	Y,	Matsuura	S,	

Miyahara	K,	Tsuruoka	N,	Noda	T,	

Yamamoto	K,	Kawakubo	H,	Yamanouchi	

K,	Iwakiri	R,	Fujimoto	K.		

Prognosis	of	endoscopic	hemostasis	for	the	

gastrointestinal	bleeding	ulcer	was	dependent	on	the	

characteristics	of	the	patients,	but	not	on	

correspondence	of	the	medical	staffs	in	Japan.		

24th	UEG	Week	2016	

Ono	R,	Mine	K,	Miyamaru	Y,	Ohtsubo	

T,	Hayashi	N,	Aijima	R,	Yamashita	

Y,	Goto	M	

Inactivation	effect	of	DBD	on	oral	cancer	cells	inside	

culture	medium	film.	

6th	International	Conference	on	

Plasma	Medicine	(ICPM-6)	

Oyama	JI,	Nagatomo	D,	Yoshioka	G,	

Yamasaki	A,	Komoda	H,	Node	K.	

Continuous	positive	airway	pressure	therapy	improves	

endothelial	function	and	neutrophil-lymphocyte	ratio	

in	patients	with	obstructive	sleep	apnea	syndrome	

ACC2016	 第 65 回米国心臓病学会

/American	College	of	Cardiology	

(ACC.16)	
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Reiko	U.	Yoshimoto,	Reona	Aijima,	

Yasuyoshi	Ohsaki,	Jing-Qi	Zhang,	

Ailin	Cao,	Tamotsu	Kiyoshima,	

Mizuho	A.	Kido	

Temperature	changes	affect	intercellular	adhesion	of	

oral	epithelial	cells.	

The	15th	International	Symposium	

on	Molecular	and	Neural	

Mechanisms	of	Taste	and	Olfactory	

Perception	(ISMNTOP2016fall:	in	

conjunction	with	

YR	Umami	Forum	2016,	AISCRIB	2016)	

第 15 回国際シンポジウム”味覚嗅

覚の分子神経機構”（うま味若手フ

ォーラム 2016、アジア国際シンポジ

ウム”化学受容と摂食行動”2016 併

催）	

Reiko	Yoshimoto,	Reona	Aijima,	

Yukiko	Ohyama,	Junko	Yoshizumi,	

Tomoko	Kitsuki,	Atsushi	Danjo,	

Yoshio	Yamashita,	Tamotsu	

Kiyoshima,	Mizuho	A.	Kido.		

Disorganization	of	adherens	junction	of	labial	

epithelia	in	xerostomia	patients.	

9th	Korea-Japan	Conference	on	

Cellular	Signaling	for	Young	

Scientist	Seoul	

Ryu	K,	Ebashi	R,	Wakamiya	T,	

Yoshioka	F,	Ogata	A,	Nakahara	Y,	

Takase	Y,	Shimokawa	S,	Masuoka	J,	

Kawashima	M,	Abe	T	

Brain	metastasis	of	primary	peritoneal	carcinoma．The	

14th	Young-Honam	and	Kyushu	Neurosurgical	Joint	

Meeting.		

The	14th	Young-Honam	and	Kyushu	

Neurosurgical	Joint	Meeting.	

Sakata	Y,	Shirai	S,	Tominaga	N,	

Tsuruoka	N,	Miyahara	K,	Morisaki	

T,	Iwakiri	R,	Fujimoto	K.			

Esophageal	lesions	of	Crohn’s	disease	in	Japan.	 The	International	Society	for	

Diseases	of	the	Esophagus	2016	

(ISDE	2016)			

Sasaguri	T,	Yasaka	T,	Ishikawa	A,	

Murata	Y,	Hara	H,	Yoshida	H,	

Hirakawa		

Constitutive	control	of	pain	sensitivity	in	physical	

and	pathological	condition	by	interleukin-27-in	mice.	

第 16	回世界疼痛学会,	16th	World	

Congress	on	Pain	

Shioya	T	 A	simple	laborator	class	on	cardiac	physiology.	 第 93 回日本生理学会大会/The	93th	

Annual	Meeting	of	the	

Physiological	Society	of	Japan	

Shioya	T	 Calcium	holes:	a	novel	PMCA-mediated	mechanism	for	

calcium	signaling	.	

The	13th	Japan-Korea	Joint	

Symposium	on	Brain	Science,	and	

Cardiac	and	Smooth	Muscles	

Shioya	T	 The	optical	kymographion:	a	novel	optical	device	for	

non-contact	recording	of	muscle	contraction.	

第 93 回日本生理学会大会/The	93th	

Annual	Meeting	of	the	

Physiological	Society	of	Japan	

Shirai	S,	Takeshita	E,	Kawakubo	H,	

Tominaga	N,	Miyahara	K,	Morisaki	

T,	Sakata	Y,	Iwakiri	R,	Kusano	M,	

Fujimoto	K.	

Medical	health	checkups	indicated	high	frequency	of	

reflux	and	dyspeptic	symptoms	in	females	than	males	

regardless	of	endoscopic	esophagitis.		

The	International	Society	for	

Diseases	of	the	Esophagus	2016	

(ISDE	2016)			

Sunadome	H.	Matsumoto	H,	Petrova	

G,	Kanemitsu	Y,	Izuhara	Y,	Tohda	Y,	

Horiguchi	T,	Kita	H,	Kuwabara	K,	

Tomii	K,	Otsuka	K,	Fujimura	M,	

Ohkura	N,	Tomita	K,	Yokoyama	A,.	

Ohnishi	H,	Nakano	Y,	Oguma	T,	

Hozawa	S,	Nagasaki	T,	Ito	I,	Inoue	

H,	Tajiri	T,	Iwata	T,	Ono	J,	Ohta	

S,	Tamari	M,	Hirota	T,	Yokoyama	T,	

Niimi	A,	Izuhara	K,	Mishima	M	

Polymorphisms	of	IL4RA	and	ADAM33,	Risk	Variants	in	

Patients	with	Asthma	Exacerbations	with	Type	

2-Predominant	Condition	

ATS	2016	International	Conference	

Suzuki	R,	Mizuta	K,	Fujita	T,	

Iwasaki	T,	Magori	N,	Hirao	R,	Wang	

C,	Kumamoto	E	

Effects	of	nonsteroidal	anti-inflammatory	drugs	on	

nerve	conduction	in	the	frog	sciatic	nerve.	

The	13th	Japan-Korea	Joint	

Symposium	on	Brain	Science,	and	

Cardiac	and	Smooth	Muscles	

Tajiri	T,	Matsumoto	H,	Gon	Y,	Ito	

R,	Hashimoto	S,	Izuhara	K,	Ono	J,	

Ohta	S,	Ito	I,	Oguma	T,	Inoue	H,	

Iwata	T,	Nagasaki	T,	Kanemitsu	Y,	

Niimi	A,	Mishima	M	

Free	serum	IL-18	levels	and	responsiveness	to	

omalizumab	in	patients	with	severe	asthma	

ERS	International	Congress	2016	

Takahashi	H	,	Kitajima	Y	,		

Kubotsu	Y	,	Oeda	S	,Anzai	K	,	Eguchi	

Y	

Exercise	training	mediates	lipid	infiltration	of	

skeletal	muscle	and	contributes	to	improve	pathogenesis	

of	NAFLD	

American	Association	for	The	

study	of	Liver	Diseases	(AASLD)	-	

The	Liver	Meeting	2016	

Takai	M,	Ono	J,	Kamei	A,	Matsumoto	

H,	Ohta	S,	Izuhara	K	

A	novel,	automated	periostin	assay;	correlation	with	a	

commercial	ELISA	method	and	usability	as	an	asthma	

biomarker	

ERS	International	Congress	2016	
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Takashima	T,	Hirata	S,	Yoshizaki	

M,	Matsumoto	K,	Ohtsuka	T,	Fukuda	

M,	Miyazono	M,	Ikeda	Y	

A	case	of	hemodialysis-related	portal-systemic	

encephalopathy	with	a	portal-iliac	shunt:	A	literature	

review	and	proposal	of	the	concise	diagnostic	criteria	

15th	Asian	Pacific	Conference	of	

Nephrology	(APCN)	&	52nd	ANZSN	ASM	

2016	

Takeshita	E,	Sakata	Y,	Hara	M,	

Tsuruoka	N,	Sakata	N,	Akutagawa	K,	

Matsunaga	K,	Kusano	M,	Iwakiri	R,	

Fujimoto	K.	

Reflux	symptoms	and	acid-related	dyspepsia	are	more	

commone	in	females	than	males	with	or	without	endoscopic	

esophagitis:	Analysis	of	3,505	Japanese	healthy	

subjects	undergoing	medical	health	checkups.	

Asia	Pacific	Digestive	Week:	

Inovative	approaches	to	

gastroenterology	

Tanaka	A、	Node	K	 Are	there	vascular	protective	effects	in	newer	

anti-daiabetic	agents?	

The	24th	Annual	Meeting	of	the	

Japanese	Vascular	Biology	and	

Medicine	Organization	/	The	14th	

Korea-Japan	Joint	Symposium	on	

Vascular	Biology	

Tanaka	R,	Kitajima	M,	Ueno	M,	

Tsukamoto	M,	Eto	S,	Kawano	S,	

Sonohata	M,	Mawatari	M	

Gait	recovery	after	periacetabular	osteotomy	in	

patients	with	symptomatic	adult	hip	dysplasia	

ORS	2016	Annual	Meeting	

Tominaga	T,	Sakata	Y,	Shirai	S,	

Miyahara	K,	Morisaki	T,	Tsunada	S,	

Tsuruoka	N,	Ogata	S,	Iwakiri	R,	

Fujimoto	K.		

The	endoscopic	submucosal	dissection	with	the	pocket	

creation	method	for	esophageal	squamous	cell	carcinoma:	

a	pilot	trial	in	Saga,	Japan.		

The	International	Society	for	

Diseases	of	the	Esophagus	2016	

(ISDE	2016)			

Tsuruoka	N,	Matsuura	S,	Yamaguchi	

D,	Sakata	Y,	Iwakiri	R,	Fujimoto	K.		

Antithrombotic	therapy	was	not	a	risk	factor	for	

recurrence	in	patients	with	diverticular	bleeding.		

ACG	2016	Annual	Scientific	

Meeting		

Uematsu	T,	Iizasa	E,	Kobayashi,	

Yoshida	H,	Hara	H	

Regulation	of	innate	immunity	through	ITAM-coupled	

reeptors	ininfluenza	virus	infection	

The	45th	Annual	Meeting	of	the	

Japanese	Society	for	Immunology	

Uemura	Y,	Hirakawa	N,	Ishikawa	A,	

Sasaguri	T	

Neurography	of	ultrasound	guided	continuous	

interscalene	brachial	plexus	block.	 	

Pain	Society	of	Busan・Ulsan・

Kyungnam	

Verissimo	A．R，Nakamura	A，

Matsubayashi	K，Itoh	M，Nakayama	K．	

Bio	3D	printing	scaffold-free	blood	vessels.	 2016	Joint	Annual	Scientific	

Meeting	of	The	Australian	

Atherosclerosis	Society	

(AAS)/High	Blood	Pressure	

Research	Council	of	Australia	

(HBPRCA)	and	Australian	Vascular	

Biology	Society	(AVBC)	

Wang	C,	Fujita	T,	Yu	T,	Hirao	R,	

Magori	N,	Suzuki	R,	Kumamoto	E	

Inward	current	and	spontaneous	excitatory	transmission	

enhancement	produced	by	orexin	B	in	adult	rat	spinal	

substantia	gelatinosa	neurons.	

Society	for	Neuroscience	the	46th	

Annual	Meeting,	Neuroscience	2016	

Watanabe-Kobayashi	N,	Sato	A,	

Watanabe	T,	Sueoka	E,	Kimura	S,	

Sueoka-Aragane	N	

Functional	analysis	of	Discoidin	domain	receptor	2	

mutation	and	expression	in	squamous	cell	lung	cancer	

AACR	Annual	Meeting	2016	

Wenzel	S,	Swanson	B,	Ariel	Teper,	

Hamilton	J,	Izuhara	K,	Ohta	S,	Ono	

J,	Zhu	H,	Zhang	B,	Staudinger	H,	

Graham	NMH,	Pirozzi	G	

Dupilumab	suppresses	severe	exacerbation	in	

periostin-high	and	periostin-low	asthma	patients	

ERS	International	Congress	2016	

Yamada	 KC,SakamotoY,	Fujii	S	 Impact	of	diabetes	mellitus	on	hospitalization	charges	

of	patientswith	sepsis:	a	single-center	retrospective	

study	in	Japan	

41st	ANZICS/ACCCN	Intensive	Care	

ASM	and	the	22nd	Neonatal	

Intensive	Care	Conference	

Yamada	M,	Yamada	N,	Nakao	M,	

Higashitani	T,	Kubota	Y,	Kimura	S,	

Sueoka	E	

Immunological	responses	after	massive	blood	

transfusions	after	cardiovascular	surgeries.	

The	32nd	World	Congress	of	

Biomedical	Laboratory	Science	

(IFBLS	2016)	

Yamada,k	C、

Nakamura-Taira,Nanako、

Izawa,Syuhei	

Association	between	stress	under	estimation	and	

information	about	mental	health	among	Japanese	works	

ICP2016／日本心理学会第 80回大会	

(ポスター2)	

Yamaguchi	D,	Matsuura	S,	Tsuruoka	

N,	Sakata	Y,	Kusano	M,	Iwakiri	R,	

Fujimoto	K.	

Efficacy	of	endoscopic	hemostasis	with	soft	coagulation	

using	hemostatic	forceps	for	the	upper	gastrointestinal	

bleeding	over	a	12-year	period.	

ACG	2016	Annual	Scientific	

Meeting		

Yamamoto	T,	Teramoto	N	 Molecular	analysis	of	ATP-sensitive	K+	channel	subunits	

expressed	in	mouse	portal	vein	

第 89 回	日本薬理学会年会	
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山﨑真希子、中尾嘉修、山地康大郎、

橋口真理子、増田正憲、高瀬ゆかり、

甲斐敬太、多田芳史、相島慎一	

血栓性微小血管症に肺胞出血を合併し急死した１剖検例	 第１３回日本病理学会カンファレ

ンス	

Yoshida	H,	Kimura	D,	Hara	H,	Yui	K	 Regulation	of	Immune	Responses	by	IL-27-producing	CD4+	

T	cells	Induced	during	Marlaria	Infection	

4th	Annual	Meeting	of	the	

International	Cytokine	and	

Interferon	Scoedty	(ICIS)	

Yoshioka	F,	Shimokawa	S	,Ebashi	R,	

Ryu	K,	Ogata	A,	Takase	Y,Nakahara	

Y,	Masuoka	J,	Kawashima	M,	Abe	T,	

Uemura	T	

Superior	posterior	distraction	osteogenesis	(SuPDO)	

for	craniosynostosis	induced	the	expansion	of	the	

infra-tentorial	cranial	volume.		

The	14th	Young-Honam	and	Kyushu	

Neurosurgical	Joint	Meeting.	

Zempo	H，Fuku	N,	Nishida	Y,	Higaki	

Y，Naito	H，Hara	M，Tanaka	K	

Relation	between	type	2	diabetes	and	m.1382	A>C	

polymorphism	which	occurs	amino	acid	replacement	(K14Q)	

of	mitochondria-derived	MOTS-c	

Experimental	Biology	2016	

Zhu	L,	Fujita	T,	Jiang	C-Y,	Wang	C,	

Yu	T,	Hirao	R,	Suzuki	R,	Magori	N,	

Kumamoto	E	

Citral	enhances	spontaneous	excitatory	transmission	in	

adult	rat	spinal	substantia	gelatinosa	neurons	by	

activating	TRPA1	channels.	

Society	for	Neuroscience	the	46th	

Annual	Meeting,	Neuroscience	2016	

青木茂久	 細胞間相互作用と物理的微小環境を再現する	in	vitro	病

態モデル	

第 46 回日本創傷治癒学会	

青木茂久	 早期から併用療法を施行した長期 PD	患者の 1 例	 第 22 回日本腹膜透析医学会学術集

会・総会	

青木茂久	 腹膜透析下の微少環境と組織恒常性破綻：腹膜モデルを用

いた基礎的検討	

第 42 回関東腎研究会	

青木茂久	 腹膜透析患者の微少環境を再現する簡便な培養モデル		 第 29 回日本動物実験代替法学会	

青木茂久、竹澤俊明、山本美保子、

杉原甫、戸田修二	

腹腔内の液体貯留は腹膜線維症の誘因か	 第 105 回日本病理学会総会	

浅野貴光、金光禎寛、武村昌也、市

川博也、福光研介、武田典久、土方

寿聡、太田昭一郎、小野純也、出原

賢治、中村善久、鈴木元彦、新実彰

男	

鼻副鼻腔炎合併喘息における血清ペリオスチンの測定意義	 第 65 回日本アレルギー学会学術大

会	

合島怜央奈，	山下佳雄，靏岡祥子，

下平大治，檀上	敦，後藤昌昭	

プラズマ照射によるヒト口腔癌細胞株に対する抗腫瘍効果

の検討	

第 70 回 NPO 法人日本口腔科学会学

術集会	

飯笹英一、植松崇之、久保田未央、

清原秀泰、中馬康志、松崎吾朗、山

崎晶、吉田裕樹、原博満	

結核菌のミコール酸含有脂質を認識する 2 つの受容体

IgSFR2 と Mincle による免疫制御	

第 81 回日本インターフェロン・サ

イトカイン学会学術集会	

池田貯、松藤祥平、堀田千恵子、奥

山佳一郎、古賀浩木、姉川剛、三好

篤、隅健次、田中聡也、北原賢二、

佐藤清治	

腹腔鏡下胃全摘術における食道空腸機能的端々吻合の工夫

～自動縫合器を用いた安全で確実な共通孔閉鎖術	

第 88 回日本胃癌学会総会	

伊崎聡志、布村聡、藤澤大輔、畠田

優子、葉山惟大、藤田英樹、羅智靖、

照井正、岡山吉道	

慢性蕁麻疹（CSU)患者における FcεRI	α鎖.（α鎖）自己

抗体の臨床的意義	

第 65 回日本アレルギー学会学術大

会	

石川亜佐子、八坂敏一、笹栗智子、

平川奈緒美、村田祐造、三宅靖延、

山崎晶、原博満、吉田裕樹	

脊髄の疼痛誘導性サイトカインには C 型レクチン受容体が

必要である。	

第 81 回日本インターフェロン・サ

イトカイン学会学術集会	

市場正良	 徳永剛	 石竹達也	 高倉

敏行	 濱	 英海	 彌冨	 美奈子	

佐賀県内事業場における化学物質リスクアセスメントの現

状と課題	

平成 28 年日本産業衛生学会九州地

方会学会	

伊藤亮治、片野いくみ、高橋武司、

伊藤守、丸岡秀一郎、曽田香織、権

寧博、橋本修、太田昭一郎、出原賢

治、布村聡	

ヒト免疫系マウスを用いた IL-33 誘導型ヒト喘息モデルの

開発	

アレルギー・好酸球研究会 2016	

井上	 聡	 instructor	 Advanced	Surgical	Skills	for	

Exposure	in	Trauma	American	

College	of	Surgeons	

井上	 聡	 インストラクター	 外傷外科手術コース	 ATOM	

井上	 聡	 インストラクター、コースコディネーター	 外傷外科手術戦略コース	 SSTT	

井上	 聡	 外傷救急医療最前線	 福岡市救急病院協会	

井上	 聡	 国際ファカルティー、インストラクター	 Defenitive	Surgical	Trauma	Care	
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井上	 聡	 委員	 日本外傷学会国際委員会	

井上	 聡	 座長	 第 8 回日本 Acute	Care	Sugery 学会

学術集会	

井上	 聡	 佐賀大学病院における外傷外科診療の立ち上げ〜チームビ

ルディングの重要性〜	

第 26 回佐賀大学医学部麻酔蘇生学

教室同門会総会	特別講演(演者）	

井上	 聡、永嶋	 太、岩村高志	 当院における自己完結型外傷外科チームの発足による新た

な重症外傷診療体制	

第 8 回日本	Acute	Care	Surgery	学

会学術集会（シンポジウム 1)	

井上聡、永嶋太、小網博之、岩村高

志、阪本雄一郎	

当院における外傷外科チームの発足と治療成績	 第 116回日本外科学会定期学術集会	

（ポスターセッション	187	救急	

外傷）	

井上聡、永嶋太、櫻井良太、太田美

穂、小網博之、岩村高志、阪本雄一

郎	

当院における重症外傷患者診療の改革	 第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(ポスター27：外傷診療体)	

井上隆志、赤司賢一、渡辺雅子、池

田勇一、芦塚修一、本木隆則、鈴木

亮平、相良長俊、柳田紀之、佐藤さ

くら、海老澤元宏、小野純也、太田

昭一郎、出原賢治	

小児喘息バイオマーカーとしてのペリオスチンの有用性	 第 65 回日本アレルギー学会学術大

会	

今長谷尚史、松尾照美、阪本雄一郎、

阪本典子、片岡典子、太田美穂、小

網博之、三池徹、櫻井良太、八幡真

由子、梅香満、岩村高志、永嶋太、

井上聡、山田クリス孝介	

当院救急 IC 開設におけるチーム医療推進についての紹介	 第 26 回日本集中治療医学会九州地

方会	(一般演題「患者管理・その他」

B-46)	

岩﨑寛智、與田幸恵、松藤祥平、伊

藤孝太朗、江川紀幸、江戸都、田中

智和、三宅修輔、中村淳、井手貴雄、

古賀靖大、池田貯、野村明成、上田

純二、能城浩和	

腹腔鏡手術後食道裂孔ヘルニアに対する腹腔鏡下修復術	 第 26 回九州内視鏡下外科手術研究

会	

岩村高志、櫻井良太、太田美穂、小

網博之、永嶋太、井上聡、阪本雄一

郎	

enteroatmosperie	fistula の管理に難渋した多発外傷 1 例	 第 30 回日本外傷学会総会・学術集

会	(一般演題 28	 O-28-4)	

梅木	 駿、小野行秀、小野伸之、中

尾嘉修、徳田悠希子、田代知子、丸

山暁人、小荒田秀一、多田芳史、大

田明英	

再発性脳梗塞を契機に発症した顕微鏡的多発血管炎の１例	 第５１回九州リウマチ学会	

上田純二、藤井昌志、江川紀幸、河

野博、井手貴雄、能城浩和	

要望演題（ポスター）01 膵頭十二指腸切除術における術前

抗凝固療法の影響	

第 28 回日本肝胆膵外科学会・学術

集会	

上野雅也、田中里紀、江頭秀一、河

野俊介、北島将、園畑素樹、堀川悦

夫、馬渡正明	

両側変形性子関節症患者の人工股関節置換術前後の歩行変

化	

第 89 回日本整形外科学会学術総会	

上野雅也、田中里紀、古畑友基、河

野俊介、北島将、園畑素樹、堀川悦

夫、馬渡正明	

両側変形性股関節症患者の人工股関節置換術前後での歩行

時下肢動態	

第 43 回日本股関節学会学術集会	

梅香満、櫻井良太、太田美穂、今長

谷尚史、八幡真由子、三池徹、小網

博之、永嶋太、岩村高志、井上聡、

阪本雄一郎	

受傷前における胸水の存在が早期診断を困難にした外傷性

血胸の 1	例	

第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(ポスター69：胸部外傷 2)	

浦上	 宗治	 チーム医療で実践する，Antibiotic	Stewardship（抗菌薬

適正使用支援）	

第 21 回いわき感染対策フォーラム	

浦上	 宗治	 感染制御部薬剤師は感染症診療のどこまでコミットできる

か	

第 86 回日本感染症学会西日本地方

会学術集会/第 59回日本感染症学会

中日本地方会学術集会/第 64回日本

化学療法学会西日本支部総会		

浦上	 宗治	 大学病院では AMS にどう取り組むべきかー感染制御部専従

薬剤師としての活動ー	

第 90 回日本感染症学会総会・学術

講演会	

江川紀幸	 TAPP 術後の再発鼠径ヘルニアに対する TAPP のポイント	 第 10 回九州ヘルニア研究会学術集

会	

江川紀幸、河野博、平木将紹、與田

幸恵、上田純二、能城浩和	

高齢者胃癌症例に対する腹腔下幽門側胃切除における

Billroth	Ⅱ法再建についての検討	

第 41 回九州代謝・栄養研究会	

枝川亜希子、木村明生、足立伸一、

宮本比呂志	

アメーバ共培養-LAMP 法を用いた水景施設レジオネラ属菌

生息調査	

日本防菌防黴学会第 43 回年次大会	
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太田昭一郎	 ペリオスチンのアレルギー疾患における役割	 第 81 回日本インターフェロン・サ

イトカイン学会学術集会	

太田昭一郎	 ペリオスチンリオスチン-アレルギー疾患における新しい

バイオマーカー-	

第 34 回日本耳鼻咽喉科免疫アレル

ギー学会	

緒方健二、木村早希子、古野龍也、

祖川倫太郎、田崎正信、與田幸恵、

柏田知美、荒金尚子、上田純二、木

村晋也、成澤寛	

パロノセトロンの便秘への影響	 第 26 回日本医療薬学会年会	

奥山佳一郎、北島吉彦、志田雅明、

中村淳、脇山幸大、	

P-3007	 低酸素環境下でマイトファジーは胃癌細胞の細胞

増殖と浸潤能に寄与する	

第 75 回日本癌学会学術総会	

小野	 伸之	 RAに対するBio治療について	 〜当院における治療経験を

含めて〜	

第５回佐賀ﾘｳﾏﾁ治療ｾﾐﾅｰ	

小野大帝，大坪哲哉，		林	信哉，	合

島怜央奈，山下佳雄，後藤昌昭	

誘導体バリア放電によって生成された活性種による口腔が

ん細胞の不活化効果	

第 63 回応用物理学会春季学術講演

会	

小野伸之、押領司健介、上田尚靖、

大田俊一郎、木本泰孝、宮村知也、

井上靖、澤部琢哉、多田芳史	

ANCA 関連血管炎に対するリツキシマブ治療の有効性およ

び安全性の検討	

第６０回日本リウマチ学会総会・学

術集会	

小野伸之、中尾嘉修、徳田悠希子、

小野行秀、田代知子、丸山暁人、小

荒田秀一、大田明英、多田芳史	

呼吸器疾患合併リウマチ患者に対するアバタセプトの有効

性についての検討	

第５１回九州リウマチ学会	

小野伸之、井上靖、上田尚靖、押領

司健介、大田俊一郎、木本泰孝、永

野修司、澤部琢哉、三宅勝久、宮村

知也、吉澤誠司、多田芳史	

高齢者 ANCA 関連血管炎患者に対する治療及び転帰につい

ての検討	

第５２回九州リウマチ学会	

小野行秀、小野伸之、中尾嘉修、徳

田悠希子、田代知子、丸山暁人、小

荒田秀一、大田明英、多田芳史、貞

永裕梨	

好酸球性多発血管炎性肉芽腫症の合併が疑われた

Mikulicz 病の一例	

第６０回日本リウマチ学会総会・学

術集会	

柿原奈保子	 創傷治癒回復過程における精油の効果の検討	 第 4 回看護理工学会学術集会	

柿原奈保子	 熱傷皮膚モデルに対する上皮再生過程に影響する因子の検

討	

第 19回	日本アロマセラピー学会学

術総会	

金井亨輔、朴昌美、角田郁生、吉田

裕樹、義江修	

IL-35 は気道における好酸球浸潤を抑制する	 第 81 回日本インターフェロン・サ

イトカイン学会学術集会	

上條清嗣、布村聡、羅智靖、金口康

彦、鈴木祐介、小川秀興、奥村康、

高井俊朗	

アレルゲン、LPS およびサイトカイン刺激による好塩基球

の IL-4 産生は Fc 受容体γ鎖に依存する	

第 65 回日本アレルギー学会学術大

会	

北島将、田中里紀、上野雅也、河野

俊介、園畑素樹、馬渡正明	

片側強直股関節患者の単脚指示期の 3 次元歩行解析	 第 131 回西日本整形・災害外科学会

学術集会	

木村孔一、今野哲、中丸勇爾、牧田

比呂仁、田口奈津子、清水薫子、木

村裕樹、鈴木雅、小野純也、太田昭

一郎、出原賢治、西村正治	

喘息患者における副鼻腔 CT 所見とバイオマーカーの検討-

喫煙が及ぼす影響-	

第 65 回日本アレルギー学会学術大

会	

木村大輔、都田真奈、Masoud	Akbari、

木村一美、原博満、吉田裕樹、由井

克之	

マラリア原虫治癒後における IL-27 依存的免疫記憶の消失	 第 69 回日本寄生虫学会南日本支部

大会	第 66回日本衛生動物学会南日

本支部大会合同大会(2016)	

木村大輔、都田真奈、Akbari	Masoud、

井出宏二、木村一美、原博満、吉田

裕樹、由井克之	

マラリア原虫感染後における IL-27 依存的な免疫記憶の抑

制	

第 81 回日本インターフェロン・サ

イトカイン学会学術集会	

桐野洋平、川口鎮司、多田芳史、塚

本浩、岩本雅弘、大田俊行、長澤浩

平、武井修治、堀内孝彦、市田久恵、

高橋裕樹、蓑田清次、上田敦久、大

田明英、石ケ坪良明	

成人スティル病における血清フェリチンとヘムオキシゲナ

ーゼ１の診断への有効性：多施設共同の第２報	

第６０回日本リウマチ学会総会・学

術集会	

國武	 裕、今村	 義臣、溝口	 義人、

鍋田	 紘美、松島	 淳、小島	 直樹、

山田	 茂人、門司	 晃	

女性の経度認知機能障害とアルツハイマー型認知症では健

常高齢者に比べて末梢オキシトシン濃度が低い	

第 112回日本精神神経学会学術総会	

黒川允、小屋俊之、吉澤和孝、上野

浩志、竹内寛之、青木亜美、木村夕

夏、林正周、渡辺伸、坂上拓郎、長

谷川隆志、鈴木栄一、奥村仁、石岡

孝二郎、堀井新、太田昭一郎、出原

賢治、権寧博、菊池利明	

気管支喘息患者におけるオマリズマブ使用前後での上・下

気道炎症の影響	

第 56 回日本呼吸器学会学術講演会	
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久本由香里、上原範久、久木田明子、

山座孝義、久木田敏夫	

Galectin-9 による破骨細胞分化抑制と転写因子 MafB の発

現制御	

第 58 回歯科基礎医学会学術大会	

小網博之,	阪本雄一郎	 Over	3-year	clinical	experience	of	thromboelastometry	

in	emergency	department.	

TEM 社製 ROTEM 製品情報交換会(演

者)	

小網博之、阪本雄一郎、伊佐勉	 門脈ガス血症を伴う腸管壊死症例を予測する診断基準の作

成ならびに有効性の検証	

第 9回日本臨床外科学会佐賀県支部

学術集会(一般演題 8)	

小網博之、阪本雄一郎、井上聡	 Impact	of	haptoglobin	on	the	association	between	

inflammation	and	coagulation	in	a	rat	burn	model.	

第 38 回日本血栓止血学会学術集会	

(SPC シンポジウム)	

小網博之、阪本雄一郎、今長谷尚史、

八幡真由子、梅香満、三池徹、永嶋

太、岩村高志、山田クリス孝介、井

上聡	

Thoromboelastometry(ROTEM)を用いた院外心停止症例の来

院後自己心拍再開を規定する因子の検討	

第 43 回日本集中治療医学会学術集

会	(シンポジウム 15	 心肺蘇生・体

温管理)	

小網博之、阪本雄一郎、櫻井良太、

太田美穂、今長谷尚史、八幡真由子、

梅香満、三池徹、永嶋太、岩村高志、

山田クリス孝介、井上聡	

腹腔内感染源別における凝固障害の機能解析	 第 52 回日本腹部救急医学会総会	

(一般演題 5-02)	

小網博之、阪本雄一郎、櫻井良太、

太田美穂、今長谷尚史、八幡真由子、

梅香満、三池徹、永嶋太、岩村高志、

井上聡	

線溶亢進は院外心停止症例の蘇生と関連する可能性がある	 第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(口演 13：心肺蘇生	 )	

小網博之、阪本雄一郎、山田クリス

孝介、宮庄拓、井上聡	

塩酸誤嚥ラットモデルにおけるリコモジュリンの抗炎症効

果について	

第 23 回外科侵襲とサイトカイン研

究会	

小荒田秀一	 エコー寛解時の Bio フリーの可能性について	 佐賀 RA	Expert	Meeting	

小荒田秀一	 関節エコーを使った関節リウマチの実診療	 明日の関節リウマチ治療を考える

会	

小荒田秀一、堺真梨子、貞永裕梨、

丸山暁人、小野伸之、多田芳史	

IgG4 関連疾患および近縁疾患における形質芽細胞を標的

とした新規治療の開発	

第４４回日本臨床免疫学会総会	

小荒田秀一、坪井雅彦、小峯光徳、

尾形善康、中尾嘉修、徳田悠希子、

小野行秀、田代知子、丸山暁人、小

野伸之、大田明英、多田芳史	

関節リウマチにおける生物製剤投与後の残存単・小関節炎

に対するセルトリズマブ・ペゴルの治療効果	

第６０回日本リウマチ学会総会・学

術集会	

古賀浩木、甲斐敬太、相島慎一、山

地康大郎、井手貴雄、上田純二、能

城浩和	

一般演題（67）肝臓	 肝細胞癌-3	 喫煙は非 B 非 C 肝細胞

癌の独立した術後予後不良因子である：オカルト HBV 感染

を含めた発癌リスクファクターの分析	

第 116回日本外科学会定期学術集会	

古賀浩木、三好篤、北原賢二	 発熱を契機に発見された肝未分化癌の一例	 第 28 回日本肝胆膵外科学会・学術

集会	

小嶋	 亮平、藤田	 知哲、溝口	 義

人、川島	 敏郎、門司	 晃	

双極Ⅱ型障害が疑われたレビー小体病の一例	 第 69 回九州精神神経学会	第 62 回

九州精神医療学会	

小部	 亜紗美、祖川	 倫太郎、山口	

美紗子、古賀	 大介、西	 眞範、松

尾	 宗明、成澤	 寛	

乳児血管腫に対する長期的なプロプラノロール使用の安全

性	

第 26 回日本医療薬学会年会	

小屋松純司、大島まゆみ、梅木俊晴、

秋吉妙美、秋吉重康、坂本佳子、小

松愛子、野上英次郎、東谷孝徳、森

田茂樹、野出孝一、末岡榮三朗	

感染性心内膜炎による AR に僧帽弁瘤および弁穿孔を伴う

MR を合併した１症例	

平成 28 年度日臨技九州支部医学検

査学会（第 51 回）	

坂井	 絢,久米	 修二,中村	 光男,

楢﨑	 さやか,次富	 久之,東谷	 孝

徳,末岡	 榮三朗	

病理検査室移転に伴う作業環境の改善	 平成 28 年度日臨技九州支部医学検

査学会（第 51 回）	

坂口理菜、西順也、竹森幸子、木村

早希子、田﨑正信、成澤寛	

入院を契機としたベンゾジアゼピン系薬剤長期処方の実態

調査	

第 26 回日本医療薬学会年会	

櫻井良太、岩村高志、中山賢人、西

純平、松田知也、太田美穂、今長谷

尚史、八幡真由子、三池徹、小網博

之、永嶋太、井上聡、阪本雄一郎	

高度肥満患者の呼吸不全に対し V-V	ECMO を導入し、救命し

た一例	

第 31 回日本救命医療学会・学術集

会（一般演題 06-4）	

笹栗智子、八坂敏一、石川亜佐子、

村田祐造、原博満、平川奈緒美、吉

田裕樹	

痛み行動における IL-27 の役割	 第 81 回日本インターフェロン・サ

イトカイン学会学術集会	

貞永裕梨、堺真梨子、丸山暁人、小

野伸之、徳田悠希子、小野行秀、中

尾嘉修、小荒田秀一、多田芳史	

原発性シェーグレン症候群における胸部病変合併例の検討	 第５２回九州リウマチ学会	
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佐藤博文,中村淳、前田佐知子、江戸

都、山本美保子、山口健、内橋和芳、

甲斐敬太、能城浩和	

高度の腋窩リンパ節転移を認めた Paget 病の経験	 第 13 回日本乳癌学会九州地方会	

佐藤博文、中村淳、前田佐知子、江

戸都、山口建、内橋和芳、能城浩和	

高度の腋窩リンパ節転移を認めた Paget 病の経験	 第 24 回日本乳癌学会学術総会	

佐藤博文、平木将紹、馬塲耕一、能

城浩和	

P-2057	 小分子化合物による Heat	Shock	protein	70 を介

した変異型 p53 タンパク分解の可能性	

第 75 回日本癌学会学術総会	

佐藤博文、平木将紹、馬塲耕一、能

城浩和	

ポスターセッション（109）基礎	 癌・その他	 変異型 p53

タンパクを制御する薬剤の探索とメカニズムの解明	

第 116回日本外科学会定期学術集会	

志田雅明、北島吉彦、中村淳、馬塲

耕一、脇山幸大	

Young	Investigator's	Award	&Travel	Grant(7)	低酸素誘

導性マイトファジーの破綻介したスキルス胃癌細胞の高悪

性性度獲得機序についての新知見	

第 116回日本外科学会定期学術集会	

島津倫太郎	 胃酸逆流と気道・食道アレルギー	 第 23 回佐賀県アレルギ-講習会	

下西智徳、江川紀幸、浅井雅子、川

嶋裕資、田中雅之、桧垣賢作、廣橋

喜美	

デジタルポスター48	 膵臓 1	 当院における腹腔鏡下（補

助下）膵体尾部切除術の検討	

第 29 回日本内視鏡外科学会総会	

下平大治、合島怜央奈、森啓輔、靏

岡祥子、檀上敦、山下佳雄	

佐賀大学医学部歯科外科における 25 年間のインプラント

症例の臨床統計	

第 20 回公益社団法人日本顎顔面イ

ンプラント学会総会・学術大会	

陣内	 唯、徳田悠希子、中尾嘉修、

小野行秀、丸山暁人、小野伸之、小

荒田秀一、大田明英、須山ゆかり、

尾形善康、多田芳史	

Henoch-Schonlein 紫斑病による腸炎との鑑別を要したル

ープス腸間膜血管炎の一例	

第５１回九州リウマチ学会	

新納宏昭、塚本浩、有信洋二郎、赤

星光輝、三苫弘喜、押領司健介、井

上靖、澤部琢哉、永野修司、西坂浩

明、吉澤誠司、多田芳史、吉澤滋、

大塚	 毅、上田章、中島衡、堀内孝

彦、赤司浩一	

トリシズマブ治療による関節リウマチ患者の酸化ストレス

マーカーの変化ー52 週解析ー	

第６０回日本リウマチ学会総会・学

術集会	

末永敦彦、丸山暁人、大場陽介、陣

内唯、内藤優香、大石透、堺真梨子、

徳田悠希子、貞永裕梨、小野伸之、

小荒田秀一、多田芳史	

高齢発症の成人 Still 病（AOSD）の２例	 第５２回九州リウマチ学会	

末次宏晃、上野雅也、園畑素樹、馬

渡正明	

滑車溝に一過性の成長障害をきたした骨折の１例	 第 132 回西日本整形・災害外科学会

学術集会	

鈴木智惠子	 看護学生によるアトピー性皮膚炎予防のためのスキンケア

教育	

第 63 回佐賀小児保健協会学術集会	

多田芳史	 Second	Biologics としてのゴリムマブの検討	 RA	セミナー	in	広島	

多田芳史	 関節リウマチにおける生物学的製剤投与後の残存関節炎に

対するセルトリズマブペゴルの効果	

関節エコーセミナー	in	Fukuoka	

多田芳史	 血管ベーチェット病と抗 TNFα製剤療法について	 第 10 回福岡膠原病研究会	

多田芳史	 膠原病・リウマチ性疾患の発見及び診断のポイント	 福岡市博多区内科医会	

多田	 芳史	 最新の関節リウマチにおける診断と治療について	 諫早東部地区セミナー	

多田	 芳史	 小児シェーグレン症候群は成人シェーグレン症候群とどう

違うのか	

第 20 回ワイル研集談会	

多田	 芳史	 成人 Still 病の病態と治療について	 第 17 回 TAKI 研究会	

多田	 芳史	 トシリズマブの新たな作用機序 T 細胞分化誘導による炎症

制御	

佐賀県 IL-6 研究会	

多田芳史、長澤浩平	 SLE 患者におけるワルファリンとスタチンによるステロイ

ド性大腿骨頭壊死症の予防の試み	

第 43 回日本股関節学会学術集会	

多田芳史	 小児および成人におけるシェーグレン症候群の臨床像	 第２５回日本シェーグレン症候群

学会学術集会	

多田芳史、末松梨絵、小野伸之、澤

部琢哉、丸山暁人、田代知子、貞永

裕梨、徳田悠希子、小野行秀、中尾

嘉修、小荒田秀一、大田明英	

活動期成人発症スティル病患者末梢血における Toll-like	

receptor の発現	

第６０回日本リウマチ学会総会・学

術集会	
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立石	 洋、平地	 徹、藤田知哲、松

島	 淳、丸尾	 譲二、稻葉	 隆繕、

西原	 正志、大塚	 貴輝、今村	 義

臣、鍋田	 紘美、前川	 敏彦、溝口	

義人、浅見	 豊子、川島	 敏郎、門

司	 晃	

ｒTMS によるうつ病性障害治療中のバイオマーカー群の変

化について	

第 112回日本精神神経学会学術総会	

田中里紀、北島将、上野雅也、河野

俊介、園畑素樹、馬渡正明	

片側転子下骨切り併用人工股関節全置換術後の歩行状態の

経時的変化	

第 46 回日本人工関節学会	

田中里紀、北島将、上野雅也、塚本

正紹、河野俊介、園畑素樹、馬渡正

明	

三次元歩行解析を用いた寛骨臼移動術前後の歩行状態の評

価	

第 89 回日本整形外科学会学術総会	

田中里紀、北島将、上野雅也、古畑

友基、河野俊介、園畑素樹、堀川悦

夫、馬渡正明	

片側転子下骨切り併用人工股関節全置換術後の歩行状態の

経時的変化	

第 43 回日本股関節学会学術集会	

田中淳、小熊剛、原田一樹、友松克

允、松坂雅子、加畑宏樹、福永興壱、

別役智子、小野純也、太田昭一郎、

出原賢治、浅野浩一郎	

アレルギー性気管支肺アスペルギルス症症例における血清

ペリオスチン濃度の検討	

第 65 回日本アレルギー学会学術大

会	

田中淳、子熊剛、原田一樹、友松克

允、松坂雅子、加畑宏樹、福永興壱、

別役智子、小野純也、蛇澤晶、太田

昭一郎、出原賢治、浅野浩一郎	

アレルギー性気管支肺アスペルギルス症症例における血清

ペリオスチン濃度の検討	

アレルギー・好酸球研究会 2016	

檀上	 敦，合島怜央奈，森	 啓輔，

靏岡祥子，下平大治，山下佳雄	

超音波骨切削器具を用いて切削したラット頭蓋骨の X 線学

的評価	

第 61 回	公益社団法人	日本口腔外

科学会総会・学術大会	

檀上	 敦，山下佳雄，後藤昌昭	 口蓋形成術後に抜管困難と判断し人工呼吸管理を要した 2

例	

第 40 回日本口蓋裂学会総会・学術

集会	

檀上敦、合島怜央奈、森啓輔、靏岡

祥子、下平大治、山下佳雄	

超音波骨切削器具を用いて切削したラット頭蓋骨のエック

ス線学的評価		

第 61 回公益社団法人日本口腔外科

学会総会・学術大会	

靏岡祥子,	合島怜央奈,	森	啓輔,	

下平大治,	檀上	敦,	山下佳雄	

口腔粘膜病変に対する臨床的診断の妥当性についての検討	 第 61 回	公益社団法人	日本口腔外

科学会総会・学術大会	

靏岡祥子,	森	啓輔,	 合島怜央奈,	

下平大治,	檀上	敦,	山下佳雄	

当科における口腔顔面痛患者に対する治療法の検討	 第 84 回公益社団法人日本口腔外科

学会九州支部学術集会	

靏岡祥子、森啓輔、合島怜央奈、下

平大治、檀上敦、山下佳雄	

口腔粘膜病変に対する臨床的診断の妥当性についての検討	 第 61 回公益社団法人日本口腔外科

学会総会・学術大会	

徳田悠希子、小野伸之、中尾嘉修、

小野行秀、貞永裕梨、田代知子、丸

山暁人、末松梨絵、小荒田秀一、大

田明英、多田芳史	

初診時に関節症状を呈した ANCA 関連血管炎の検討	 第５１回九州リウマチ学会	

徳田悠希子、小野伸之、中尾嘉修、

小野行秀、貞永裕梨、田代知子、丸

山暁人、末松梨絵、小荒田秀一、大

田明英、多田芳史	

初診時に関節症状を呈した ANCA 関連血管炎に関する検討	 第６０回日本リウマチ学会総会・学

術集会	

中尾嘉修、丸山暁人、小野伸之、小

荒田秀一、田代知子、徳田悠希子、

小野行秀、大田明英、多田芳史	

四肢末梢に急性の黒色壊死を呈した膠原病症例	 第１２回佐賀循環障害研究会	

中尾嘉修、徳田悠希子、小野行秀、

田代知子、丸山暁人、小野伸之、小

荒田秀一、大田明英、多田芳史	

血栓性微小血管障害症と肺胞出血を併発し急速な経過をと

った多発性筋炎・筋膜炎の 1 例	

第６０回日本リウマチ学会総会・学

術集会	

夏目貴子、大田明英、服部めぐみ、

岡本栄美子、小荒田秀一、小野伸之、

末松梨絵、田代知子、貞永裕梨、小

野行秀、徳田悠希子、丸山暁人、中

尾嘉修、多田芳史	

膠原病患者の QOL の向上を目指した社会支援について（第

２報）	

第５１回九州リウマチ学会	

中尾真実，山田麻里江，山田尚友，

東谷孝徳，久保田寧，太田昭一郎，

末岡榮三朗	

当院で経験した抗 Cob を保有する症例	 第 61 回日本臨床検査医学会九州地

方会（第 27 回日本臨床化学会九州

支部総会	合同学会）	

中尾真実，山田尚友，山田麻里江，

東谷孝徳，久保田寧，木村晋也，末

岡榮三朗	

血液製剤搬送用保冷バックにおける赤血球製剤の温度変化

についての検討	

日本輸血・細胞治療学会九州支部会	

第 63 回総会・第 84 回例会	

中尾真実、山田麻里江、山田尚友、

東谷孝徳、久保田寧、太田昭一郎、

末岡榮三朗	

当院で経験した抗 Cobを保有する症例	 第 61 回日本臨床検査医学会九州地

方会（第 27 回日本臨床化学会九州

支部総会	合同学会）	
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永嶋太、井上聡、岩村高志、阪本雄

一郎、小網博之	

DSI 後腹壁閉鎖困難症例に対する OAM：チュラロンコン大学

での方法を学んで	

第 30 回日本外傷学会総会・学術集

会	(一般演題 28	 O-28-1)	

永嶋太、小網博之、岩村高志、阪本

雄一郎、井上聡	

重症外傷診療における off	the	job	ｔｒａｉｎｉｎｇ	

courese 受講とシミュレーション教育の重要性	

第 9回日本臨床外科学会佐賀県支部

学術集会(一般演題 7)	

永嶋太、小網博之、岩村高志、阪本

雄一郎、井上聡	

当院におけるフレイルチェストに対する治療戦略	 第 8回日本臨床外科学会佐賀県支部

学術集会(一般演題 6)	

永嶋太、阪本雄一郎、井上聡、小網

博之	

当施設における外傷に特化した Acute	care	surgeon 育成プ

ログラム	

第 52 回日本腹部救急医学会総会	

(パネルディスカッション 1-06)	

長友大輔、琴岡憲彦、尾山純一、野

出孝一	

CRT 早期の左室収縮末期径の縮小率は、1 年後の左室収縮率

改善率と関連する	

第 64 回日本心臓病学会学術集会	

中村淳、前田佐知子、江戸都、佐藤

博文、上田純二、能城浩和	

ポスター討議 20	 局所制御と整容性を両立するための内

視鏡補助下乳房部分切除術における工夫	

第 24 回日本乳癌学会学術総会	

中村浩章、赤司賢一、渡辺雅子、太

田昭一郎、小野純也、東義則、関根

孝司、出原賢治、勝沼俊雄	

乳幼児 RS ウイルス下気道感染時における periostin,	SCCA

の動態	

第 65 回日本アレルギー学会学術大

会	

中山紫季、小網博之、太田美穂、、

今長谷尚史、八幡真由子、三池徹、

永嶋太、岩村高志、井上聡、阪本雄

一郎、小野南月	

血栓予防としてのヘパリンの濃度調整に

Thrombelastograph（TEG）6s を使用した 2	症例	

第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(ポスター104：集中治療 2)	

鍋田	 紘美、今村	 義臣、溝口	 義

人、原口	 祥典、松島	 淳、小島	 直

樹、山田	 茂人、門司	 晃	

高齢者のうつ症状と生理学的指標との関連についての検討	 第 31 回日本老年精神医学会	

奈良﨑小百合、堺真梨子、小野伸之、

貞永裕梨、丸山暁人、小荒田秀一、

多田芳史	

重篤な心・腎・神経病変を伴った好酸球性多発血管炎性肉

芽腫症の一例	

第５２回九州リウマチ学会	

西岡憲一	 ポリコームサイレンシングを制御する新規メカニズムの発

見	

さきがけ第 1 回終了領域会議	

西田裕一郎	 運動効果と炎症，核内受容体遺伝子の遺伝子型，肝臓の脂

肪蓄積，そして運動誘発性未知 RNA	

第 68 回健康とスポーツを科学する

談話会	

布村聡、羅智靖、照井正、岡山吉道	 FcℇRI を介したマスト細胞活性化における FcRy鎖 S-S結合

の役割	

アレルギー・好酸球研究会 2016	

野上	 耕二郎、國武	 裕、溝口	 義

人、川島	 敏郎、門司	 晃	

出産に伴う甲状腺機能亢進症により増悪した非定型うつ病

の症例	

第 69 回九州精神神経学会	第 62 回

九州精神医療学会	

野田岩男、宮本比呂志、上野雅也、

江頭秀一、塚本正紹、河野俊介、園

畑素樹、馬渡正明	

銀含有 HA コーティングによる血行性感染の予防効果に対

する予備的検討	

第 31 回日本整形外科学会基礎学術

集会	

畠山純子、木附智子、合島怜央奈、

村田直久、畠山雄次、城戸瑞穂、阿

南壽	

口腔粘膜上皮における機械刺激センサーPiezo の発現解析	 第 23 回日本歯科医学会総会	

馬塲耕一、北島吉彦、三宅修輔、平

木将紹、柳原五吉、能城浩和	

J-3048	 スキルス胃癌細胞における低酸素誘導性アンギオ

ポチエン様タンパク 4 の役割	

第 75 回日本癌学会学術総会	

馬塲耕一、北島吉彦、三宅修輔、柳

原五吉、平木将紹、池田貯、能城浩

和	

一般演題（45）胃-基礎-3	 ANGPTL4 はスキルス胃癌におけ

る腹膜播種転移にかかわる遺伝子の可能性がある	

第 116回日本外科学会定期学術集会	

濵田洋平、山口浩樹、浦上宗治、曲

渕裕樹、於保恵、永田正喜、草場耕

二、福岡麻美、永沢善三、青木洋介	

感染症と教育卒後初期研修における感染症教育が病院全体

の感染症診療の質に与える良い影響	

第 90 回日本感染症学会総会・学術

講演会	

福田	亜紗子,	橋口	真理子,	甲斐	

敬太,	西山	哲,	大隈	恵美,	野口	

光代,	内山	倫子,	中尾	佳史,	相島	

慎一,	横山	正俊	

捺印細胞診を行った	Atypical	polypoid	adenomyoma	

(APAM)の 1 例	

第 32 回日本臨床細胞学会九州連合

会学会	

藤田	 知哲、野上	 耕二郎、村川	

徹、松島	 淳、稻葉	 隆繕、立石	 洋、

石井	 博修、堤	 あき子、國武	 裕、

溝口	 義人、川島	 敏郎、門司	 晃	

佐賀大学医学部附属病院において自殺企図後入院となった

患者の統計及び考察	

第 69 回九州精神神経学会	第 62 回

九州精神医療学会	

藤田	 知哲、諸隈	 暢、平地	 徹、

稻葉	 隆繕、松島	 淳、丸尾	 譲二、

立石	 洋、堤	 あき子、國武	 裕、

溝口	 義人、川島	 敏郎、門司	 晃	

クエチアピン使用により食後髙インスリン血症を起こし低

血糖を来たした双極性障害の一例	

第 21回向精神薬フォーラム in	SAGA	
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藤田亮、阪本雄一郎、後藤明子、今

長谷尚史、八幡真由子、小網博之、

三池徹、永嶋太、岩村高志、井上聡	

Septic	shock	を契機に発見された急性骨髄性白血病の一

例	

第 43 回日本集中治療医学会学術集

会（一般演題	 ポスターＦＰ)	

古畑勝則、井上浩章、枝川亜希子、

曽川一幸、懸	 邦雄、宮本比呂志	

都内の温泉水から分離されたレジオネラ属菌の新種	

Legionella	thermalis	

日本防菌防黴学会第 43 回年次大会	

古畑友基、田中里紀、上野雅也、河

野俊介、北島将、園畑素樹、堀川悦

夫、馬渡正明	

片側 THA 後の脚長差と歩行との相関の検討（三次元歩行解

析を用いて）	

第 43 回日本股関節学会学術集会	

前田佐知子、中村淳、江戸都、森川

綾、菊池守、佐藤博文、能城浩和	

豊胸術後乳癌に対する根治性と整容性の両立を追求した治

療戦略	

第 24 回日本乳癌学会学術総会	

松田知也、梅香満、今長谷尚史、八

幡真由子、三池徹、小網博之、永嶋

太、岩村高志、井上聡、阪本雄一郎	

バイ貝の摂取によりテトロドキシン中毒を発症し、経時的

なテトロドキシンの血中濃度の測定を行うことができた一

例	

第 38 回	日本中毒学会総会・学術集

会	 (一般演題 4)	

松藤祥平、堀田	 千恵子、久保	 洋、

古賀	 浩木、姉川	 剛、池田	 貯、

三好	 篤、隅	 健次、田中	 聡也、

北原	 賢二、佐藤	 清治	

示唆に富んだ穿孔性腹膜炎の一例	 第 6回日本臨床外科学会佐賀県支部

学術集会	

松本明子、島ノ江千里、原俊哉、吉

森智香子、武藤岳夫、遠藤光一、原

めぐみ、市場正良、杠岳文	

欠損型 ALDH2	遺伝子の新規表現型：飲酒誘導性の皮膚色素

沈着	

第 27 回日本色素細胞学会学術大会	

松本丈雄、井上聡、吉田研一	 挿管チューブのカフ過注入によって気管損傷をきたした症

例	

第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会(学生・研修医セッション	 ポ

スター4:外傷)	

丸山暁人、小野伸之、中尾嘉修、小

野行秀、徳田悠希子、貞永裕梨、田

代知子、小荒田秀一、河野徳明、大

田明英、多田芳史	

膠原病・リウマチ内科で経験した血管内リンパ腫（IVL）の

３例	

第５１回九州リウマチ学会	

丸山暁人、中尾嘉修、小野行秀、徳

田悠希子、貞永裕梨、田代知子、小

野伸之、小荒田秀一、大田明英、多

田芳史	

抗セントロメア抗体陽性関節炎患者の臨床的特徴	 第６０回日本リウマチ学会総会・学

術集会	

三嶋耕司、新納宏昭、大田俊一郎、

井上靖、吉澤誠司、吉澤滋、永野修

司、西坂浩明、澤部琢哉、押領司健

介、多田芳史、小山芳伸、三苫弘喜、

赤星光輝、有信洋二郎、大塚毅、上

田章、大田俊行、中島衡、塚本浩、

堀内孝彦、赤司浩一	

関節リウマチの免疫学的異常に対するアバタセプトの経時

的効果	

第６０回日本リウマチ学会総会・学

術集会	

溝口	 義人、鍋田	 紘美、今村	 義

臣、原口	 祥典、門司	 晃	

ドネペジルのミクログリアに対する作用について	 第 38 回日本生物学的精神医学会・

第 59回日本神経化学会大会	合同年

会	

溝口	 義人、鍋田	 紘美、今村	 義

臣、原口	 祥典、門司	 晃	

ドネベジルのミクログリアへの作用から認知症治療を考え

る	

第 3回サイゴグリア研究会～グリア

と炎症から精神疾患を考える～	

溝口義人	 精神科の立場からみた認知症の診療について	 県民公開講座	みんなで知ろう認知

症	

三田村康貴、吉原智仁、南里康弘、

小川雅弘、布村聡、太田昭一郎、古

江増隆、出原賢治	

IL-13 によるペリオスチン転写調節機能の解析	 第 65 回日本アレルギー学会学術大

会	

皆川和輝、時田郷、押野沙紀、村瀬

裕子、山田クリス孝介、吉武良治	

バーチャルミュージアムプロジェクトのプロセスと手法	 日本人間工学会第 57 回大会（シン

ポジウム 2S5-2）	

三好篤、古賀浩木、北原賢二、堀田

千恵子、松藤祥平、奥山佳一郎、姉

川剛、池田貯、隅健次、田中聡也、

能城浩和	

ポスターセッション（177）肝臓	 鏡視下手術	 合併症ゼロ

を目指した腹腔鏡下肝切除術	

第 116回日本外科学会定期学術集会	

三好篤、古賀浩木、松藤祥平、堀田

千恵子、久保洋、池田貯、田中聡也、

北原賢二	

一般ポスター演題 43	 膵広範囲切除後の脂肪肝症例の検

討	

第 28 回日本肝胆膵外科学会・学術

集会	

門司	 晃、溝口義人	 炎症仮説よりみた精神神経疾患と生活習慣病の関連	 第 112回日本精神神経学会学術総会	

山元美季、中尾嘉修、徳田悠希子、

小野行秀、田代知子、丸山暁人、小

野伸之、小荒田秀一、大田明英、多

田芳史	

急性発症の結節性多発動脈炎によって四肢末梢に広範な黒

色壊死を呈した１例	

第５１回九州リウマチ学会	
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八幡真由子、櫻井良太、太田美穂、

今長谷尚史、三池徹、小網博之、永

嶋太、岩村高志、井上聡、阪本雄一

郎	

熊本地震での佐賀 SCU を活用した佐賀県の広域搬送受け入

れ体制の工夫と活動報告	

第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(特別セッション「平成 28 年

熊本地震」ポスター6)	

山口	 美紗子、祖川	 倫太郎、小部	

亜紗美、高橋	 浩一郎、成澤	 寛	

肝機能障害が出現したニンテタニブを再投与した 1 例	 第 26 回日本医療薬学会年会	

山地	康大郎,	甲斐	敬太	 乳腺腫瘍	 第 349 回日本病理学会九州・沖縄支

部スライドコンファレンス	

山下	 佳雄	 インプラントの基礎知識・過誤事例の紹介	 佐賀地方裁判所民事部主催勉強会	

山下	 佳雄	 インプラント手術における合併症対策	 Nobel	Guide コンセプト	 ベーシッ

クコース	

山下	 佳雄	 がん患者の口腔ケア	 第 4回佐賀がんリハビリテーション

研修会	

山下	 佳雄	 口腔がんに対するチーム医療	 －再建後の咀嚼機能回復－	 第 40 回日本頭頸部癌学会	

山下	 佳雄	 口腔癌の診断と治療	 －上顎歯肉癌を中心に－	 第45回教育研修会(2016年口腔四学

会合同研修会)	

山下	 佳雄	 口腔癌の診断と治療	 －上顎歯肉癌を中心に－	 第46回教育研修会(2016年口腔四学

会合同研修会)	

山下	 佳雄	 骨吸収抑制薬関連顎骨壊死の病態と管理	 ポジショナルペ

ーパー2016 を中心に	

佐賀市歯科医師会学術講演会	

山田尚友,	山田麻里江,	中尾真実,	

久保田寧,	末岡榮三朗	

輸血と HLA 検査について	 第 17 回日本検査血液学会学術集会	

山田クリス孝介	 看護における医美工連携プロジェクト	 第 39 回佐賀救急医学会	（ワークシ

ョップ⑧）	

山田クリス孝介	 座長	 日本人間工学会第 57 回大会（一般

演題	2D3	高齢者・福祉）	

山田クリス孝介、藤井	 進	 佐賀 MIRCA サービス	 第 39 回佐賀救急医学会	(パネルデ

ィスカッション)	

山田クリス孝介、吉武良治、松田文

子、大内啓子、齋藤佑太、泉博之、

八木佳子、松岡敏生、榎原毅	

日本人間工学会バーチャルミュージアム構想と学生プロジ

ェクトの概要	

日本人間工学会第 57 回大会（シン

ポジウム 2S5-1）	

湯川	 潤輝、祖川	 倫太郎、山口	 美

紗子、角	 真太郎、谷川	 義則、成

澤	 寛	

持続的腎代替療法における遺伝子組換え型トロンボモジュ

リン製剤の投与量設定の検討	

第 26 回日本医療薬学会年会	

吉岡優里,	細矢和久,	中村淳,	中山

広美,	竹内耕治,	木村早希子,	田﨑

正信,	成澤寛	

乳癌術後 FEC 療法におけるペグフィルグラスチムの費用対

効果の検討	

第 26 回日本医療薬学会年会	

吉武憲子，檀上	 敦，西村賢二，隅	

康二，後藤昌昭，山下佳雄	

両側臼歯部咬合支持を喪失した骨格性下顎前突症に対して

外科矯正とインプラント補綴で咬合改善を行った 1 例	

第 26 回特定非営利活動法人日本顎

変形症学会総会・学術大会	

吉田裕樹	 IL-27 受容体シグナルを欠損する活性化樹状細胞による腫

瘍免疫増強	

第 26 回日本サイトメトリー学会	

吉田裕樹	 感染における IL-27 の 2 つの役割;Th1 誘導と免疫制御	 第 89 回日本細菌学会総会	

善本隆之、古澤純一、千葉祐規乃、

大橋美緒、長谷川英哲、徐明利、中

江進、小林富美恵、吉田裕樹、溝口

出	

IL-27 による造血幹細胞の分化増殖の誘導と感染防御にお

ける役割	

第 81 回日本インターフェロン・サ

イトカイン学会学術集会	

脇山幸大、北島吉彦、田中智和、柳

原五吉、平木将紹、上田純二、能城

浩和	

一般演題（16）胃	 基礎-2	 YC-1+GI 療法は低酸素環境下

の胃癌に対する理想的薬物療法となりうる	

第 116回日本外科学会定期学術集会	

阿部幸一郎、布村聡、三木智代、羅

智靖、	堀家慎一、田嶋敦	

自己炎症性症候群モデルマウスにおけるマスト細胞	活性

化経路の包括的遺伝子発現解析	

第 63 回日本実験動物学会総会	

安部友範、中島千穂、渡邉直美、佐

藤明美、木村晋也、荒金尚子	

肺扁平上皮癌における Discoidin	Domain	Receptor	2 の機

能解析	

第 57 回日本肺癌学会学術集会	

伊東陽一郎、鶴岡ななえ、坂田資尚、

岩切龍一、藤本一眞	

緊急上部消化管内視鏡検査においても抗血栓薬の休薬期間

は短縮されている：抗血栓薬服用者における消化器内視鏡

診療のガイドライン前後の比較検討	

第 108回日本消化器病学会九州支部

例会/第 102 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	
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伊藤	 学，迎	 洋輔，古川浩二郎，

松林久美香，高岡勇輝，上	 大介，

五條理志，中山功一，野出孝一，森

田茂樹	

血管外科領域におけるバイオ３D プリンタで造形した血管

組織の有用性	

第 15 回日本再生医療学会総会	

伊藤亮治、布村聡、片野いくみ、川

井健司、	高橋武司、後藤元人、小倉

智幸、高橋利一、	伊藤守	

NOG	hIL-3/GM-CSF/IL-5	Tg マウスを用いたヒト喘息モデル

の開発	

第 63 回日本実験動物学会総会	

井上卓也、木村裕美、永瀬浩太郎、

成澤寛	

下腹部皮下の Extrapleural	solitary	fibrous	tumor と右

前腕の Schwannoma を同時に合併した 1 例	

第 43 回皮膚かたち研究学会学術大

会	

一ノ瀬文男、松尾宗明、小杉雅史、

樋口理、奥野達矢、大野欽司	

先天性ミオパチーとして長期フォローされていた先天性筋

無力症候群の兄弟例.		

第 58 回日本小児神経学会学術集会	

一ノ瀬文男、川口淳、松尾宗明	 P2X7 受容体遺伝子多型と熱性けいれんおよび IL-1β産生

能との関連について.	 	

第 50回	日本てんかん学会学術集会

（静岡）	

一ノ瀬文男、平原恵子、前田寿幸、

松尾宗明	

先天性ミオパチーとして長期間フォローされていた先天性

筋無力症候群.	 	

第 81 回日本小児神経学会九州地方

会	

一番ヶ瀬優佳,柿木寛明,有働和馬,

東武昇平,野口満	

異時性両側性精巣腫瘍の 1 例．	 第 54 回日本癌治療学会学術集会	

一番ヶ瀬優佳,柿木寛明,藏田彩,有

働和馬,東武昇平,野口満	

緊急尿路ドレナージに至らなかった結石性腎盂腎炎の臨床

的検討．	

第 68 回西日本泌尿器科学会総会	

一番ヶ瀬優佳,有働和馬,東武昇平,

野口満,魚住二郎	

当院で手術を施行した後腹膜脂肪肉腫についての検討．	 第 104 回日本泌尿器科学会総会	

一番ヶ瀬優佳,藏田彩,柿木寛明,有

働和馬,東武昇平,野口満	

鏡視下腎部分切除後の患側腎機能低下に関与する因子の検

討．	

第 30 回日本泌尿器内視鏡学会総会	

浦上	 宗治	 HIV/AIDS における服薬支援	 平成 28 年度 HIV 検査相談支援研修

会	

浦上	 宗治	 HIV 治療中に労作時の息切れと下腿浮腫を認めた 51 歳・男

性	

第 13 回九州抗 HIV 薬勉強会	

浦上	 宗治	 薬剤学的特徴からみたダプトマイシンの適応と実際	 佐賀院内感染症研究会．	

浦上	宗治	 薬剤師による感染症コンサルテーションの進め方	 明治薬科大学	病院薬学コース特別

講演会	

浦上	 宗治，青木	 洋介（司会）	 わが国の MRSA 感染症の治療ガイドライン（抗 MRSA 薬の使

い分け）を再考する	

第 64 回日本化学療法学会総会	

浦上	 宗治、濵田	 洋平、曲渕	裕

樹、青木	洋介	

ミノサイクリンによる広範囲な色素沈着を呈した 2 例	 第 64 回日本化学療法学会総会	

浦上宗治、濵田洋平、於保恵、草場

耕二、青木洋介	

MALDI-TOF	MS を用いたコアグラーゼ陰性ブドウ球菌の血液

培養検出症例に対する薬剤師の介入効果	

第 86 回日本感染症学会西日本地方

会学術集会/第 59回日本感染症学会

中日本地方会学術集会/第 64回日本

化学療法学会西日本支部総会		

永瀬圭,一番ヶ瀬優佳,藏田彩,柿木

寛明,有働和馬,東武昇平,野口満	

腎動脈瘤に対し自家腎移植を行った 2 例．	 第 74 回佐賀県泌尿器科懇話会	

永瀬圭,高原光平,一番ヶ瀬優佳,藏

田彩,柿木寛明,南里麻己,有働和馬,

東武昇平,野口満	

佐賀大学医学部泌尿器科 2015 年の臨床統計．	 日本泌尿器科学会第 81 回佐賀地方

会	

永瀬圭,東武昇平,一番ヶ瀬優佳,藏

田彩,柿木寛明,南里麻己,有働和馬,

野口満	

進行性腎癌に対する分子標的薬を用いた術前補助療法の試

み．	

第 73 回佐賀県泌尿器科懇話会	

永瀬圭,東武昇平,高原光平,藏田彩,

南里麻己,有働和馬,吉岡史隆,下川

尚子,野口満	

二分脊椎患者における膀胱変形と secondary	VUR の検討．	 第 68 回西日本泌尿器科学会総会	

永瀬浩太郎、木村裕美、古場慎一、

井上卓也、成澤寛	

上眼瞼部の皮下腫瘤	 第	33 回日本皮膚病理組織学会総

会・学術大会	

永嶋太、井上聡、阪本雄一郎、岩村

高志、太田美穂、櫻井良太、松田知

也	

外科的固定術を施行したフレイルチェスト 6	例の検討	 第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(口演 39：胸部外傷)	

永嶋太、阪本雄一郎、岩村高志、小

網博之、三池徹、梅香満、八幡真由

子、今長谷尚史、太田美穂、櫻井良

太	

二次性血小板増多症患者に対する Point	of	care	testing	

の可能性	

第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(口演 69：血液凝固異常線溶異

常)	

遠藤広貴	 高良吉廸	 田中賢一	 中

野	 良	 柳田公彦、千布	 裕	

当院でのボノプラザンを用いた Helicobacter	 Pylori 除

菌治療の成績	

第 107回日本消化器病学会九州支部

例会/第 101 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	
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塩谷	孝夫	 RaspberryPi マイコンを用いた生理学実習支援システムの

開発	

第 67 回西日本生理学会	

塩谷孝夫	 遺伝子改変マウスのための 3 分インスタント gDNA 標本	 2016 年筋生理の集い	

王翀、藤田亜美、馬郡信弥、鈴木里

佳、平尾崚、熊本栄一	

オレキシンBによるオレキシン-2受容体の活性化を介した

成熟ラット脊髄膠様質ニューロンのシナプス伝達の修飾.	

第 53 回ペプチド討論会	

王翀、藤田亜美、平尾崚、鈴木里佳、

馬郡信弥、熊本栄一	

ラット脊髄膠様質ニューロンの自発性興奮性シナプス伝達

に及ぼすオレキシン B の作用.	

第 67 回西日本生理学会	

王翀、藤田亜美、余婷、平尾崚、鈴

木里佳、熊本栄一	

オレキシン B により誘起される成熟ラット脊髄膠様質ニュ

ーロンの自発性興奮性シナプス伝達の促進と内向き膜電

流.	

第 39 回日本神経科学大会	

王翀、藤田亜美、余婷、平尾崚、鈴

木里佳、熊本栄一	

成熟ラット脊髄膠様質ニューロンにおけるグルタミン酸作

動性の自発性興奮性シナプス伝達に及ぼすオレキシン B の

作用.	

第 93 回日本生理学会大会	

岡	祐介,	劉	軒,江橋	諒,	若宮	富

浩,	吉岡	史隆,	緒方	敦之,	高瀬	

幸徳,	中原	由紀子,	増岡	淳,	下川	

尚子,	河島	雅到,	阿部	竜也	

後大脳動脈P２部紡錘状動脈瘤に対しOA-PCAバイパス術を

施行し、	血管内治療を行った１例．	

第 123回一般社団法人日本脳神経外

科学会九州支部会．	

岡	祐介,河島	雅到，若宮	富浩，江

橋	諒，劉	軒，吉岡	史隆，緒方	敦

之，高瀬	幸徳，中原	由紀子，下川	尚

子，増岡	淳，阿部	竜也	

Suction-decompression 法で治療した NFI 合併巨大内頚動

脈瘤の一例．	

第 47 回佐賀脳神経外科懇話会	

岡	祐介,河島	雅到,若宮	富浩,江橋	

諒,劉	軒,吉岡	史隆,緒方	敦之,高

瀬	幸徳,中原	由紀子,下川	尚子,増

岡	淳,阿部	竜也	

Suction-decompression 法を用いて治療した NF1 合併内頸

動脈瘤の 1 例．	

第 122回一般社団法人日本脳神経外

科学会九州支部会	

岡村誠司、山内康平、松浦聡子、川

久保洋晴、鶴岡ななえ、坂田資尚、

下田	 良、岩切龍一、藤本一眞	

動脈塞栓術および超音波内視鏡下経胃的ドレナージ術が奏

功した仮性動脈瘤の膵仮性膿疱内破裂の 1 例	

第 107回日本消化器病学会九州支部

例会/第 101 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

岡祐介、濵田洋平、浦上宗治、於保

恵、草場耕二、青木洋介	

髄膜刺激症状と錐体路障害を伴った肺炎の 1 例	 第 86 回日本感染症学会西日本地方

会学術集会/第 59回日本感染症学会

中日本地方会学術集会/第 64回日本

化学療法学会西日本支部総会		

下川	尚子,	阿部	竜也,	河島	雅到,	

増岡	淳,	中原	由紀子,	高瀬	幸徳,	

緒方	敦之,吉岡	史隆,	若宮	富浩,	

劉	軒,	江橋	諒,	上村	哲司	

二分脊椎患者の足を守る～フットリスクスコアの有用性と

足底圧検査の重要性について．	

一般社団法人	日本脳神経外科学会	

第 75 回学術総会	

下川	 尚子，阿部	 竜也，河島	 雅

到，増岡	 淳，中原	 由紀子，高瀬	

幸徳，緒方	 敦之，吉岡	 史隆，若

宮	 富浩，劉	 軒，江橋	 諒，上村	

哲司、上口	 茂徳	

二分脊椎における足底圧検査．	 第 34 回日本こども病院神経外科医

会	

下川	尚子,吉岡	史隆,中原	由紀子,

増岡	淳,河島	雅到,阿部	竜也,松尾	

宗明,前田	寿幸,田島	大輔,平原	恵

子	

痙性麻痺に対する ITB	療法の経験．	 第 58 回日本小児神経学会学術集会	

下平大治、合島怜央奈、森	 啓輔、

靏岡祥子、檀上	 敦、山下佳雄	

佐賀大学医学部歯科口腔外科における２５年間のインプラ

ント症例の臨床経過	

第 20 回公益社団法人日本顎顔面イ

ンプラント学会総会・学術大会	

下平大治、靏岡祥子、森	 啓輔、合

島怜央奈、檀上	 敦、山下佳雄	

歯ブラシによって口腔内裂傷を引き起こした小児の一例	 第 84 回公益社団法人日本口腔外科

学会九州支部学術集会	

夏京合	 尾崎岩太	 Jing	Guo	

Md.manirujjaman		 田中賢一	 小島

基靖	 桑代卓也	 江口有一郎	 安西

慶三	 松橋幸子	

肝癌細胞において BCAA は PKCｓを介して YAP を抑制する	 第 39 回日本分子生物学会年会	

河田望美	 井上瑛	 中尾仁美	 	 松

尾有菜	 森仁恵	 小島基靖	 井上佳

奈子	 山内寛子	 松田やよい	 岩根

紳治	 江口有一郎	 安西慶三	

NASH から肝がんを発症したと考えられる７例についての

検討	

第 54 回日本糖尿病学会九州地方会	
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河田望美	 中村紗耶嘉	 松尾有菜	

山崎孝太	 小島基靖	 寺坂喜子	 松

田やよい	 山口美幸	 岩根紳治	 江

口有一郎	 安西慶三	

非アルコール性脂肪肝炎診断システムの構築と現状	 第 59 回日本糖尿病学会年次学術集

会	

河島	雅到,吉岡	史隆,中原	由紀子,

江橋	諒,劉	軒,若宮	富浩,緒方	敦

之,高瀬	幸徳,下川	尚子,増岡	淳,

阿部	竜也,松島	俊夫	

後頭蓋窩延髄外側病変に対する手術アプローチと微小外科

解剖．	

第 21 回日本脳腫瘍の外科学会	

河野俊介,	馬渡正明,	宮本比呂志,	

佛淵孝夫,	野田岩男		

抗菌性人工股関節の開発	 第 54 回日本人工臓器学会大会	

花島克幸、西山	 哲、福田亜紗子、

大隈恵美、橋口真理子、相原聡美、

中尾佳史、横山正俊	

原発不明のがん性腹膜炎として試験開腹し,	結核性腹膜炎

が判明した一例	

第 58 回日本婦人科腫瘍学会学術講

演会	

花島克幸、西山	 哲、福田亜紗子、

大隈恵美、中尾佳史、横山正俊	

子宮頸部絨毛腺管状粘液性腺癌の一例	 第 55 回日本臨床細胞学会秋期大会	

花島克幸、福田亜紗子、西山	哲、大

隈恵美、中尾佳史、横山正俊	

ＨＰＶワクチン接種後 3 年で多彩な神経症状や腹痛を呈し

た１症例	

佐賀産婦第 215 回学術研修会	

垣内俊彦、遠藤広貴	 佐賀県下全中学３年生 H.pylori 検診「未来へ向けた胃がん

対策推進事業」の立ち上げ-佐賀モデルの確立-	

第 43 回日本小児栄養消化器肝臓学

会	

垣内俊彦、遠藤広貴、吉原大介、江

口有一郎、藤本一眞、古川次男、後

藤田卓志、浅香正博、松尾宗明	

佐賀県下中学３年生ピロリ菌検診「未来へ向けた胃がん対

策推進事業」の概要	

第 74 回佐賀小児科地方会	

垣内俊彦、江口有一郎、松尾宗明	 佐賀県小児科勤務医における小児B型/C型肝炎に対する意

識・診療実態調査	

第 52 回日本肝臓学会総会	

垣内俊彦、荒木薫、松尾宗明、江口

有一郎、岩根紳治、大枝敏、上通一

泰、谷口一登	

B 型肝炎ワクチン接種全額助成地区における B 型肝炎ワク

チンに関する意識調査	

第 119 回日本小児科学会学術集会	

垣内俊彦、小林育子、久保和泰、戸

川貴夫、杉浦時雄、松尾宗明	

成人発症Ⅱ型シトルリン血症にみる日本の肝移植医療の問

題点	

第 13 回九州先天代謝異常研究会	

垣内俊彦、大枝敏、岩根紳治、江口

有一郎	

B 型肝炎ワクチン接種全額助成地区における B 型肝炎ワク

チンに関する意識調査	

第 102 回日本消化器病学会総会	

柿木寛明,草野脩平，永瀬圭，高原光

平，一番ケ瀬優佳，藏田彩，有働和

馬，東武昇平，野口満	

PNL における穿刺腎杯と合併症についての検討	 第 30 回日本泌尿器内視鏡学会総会	

角	 真太郎、山口	 	美紗子、湯川	 	

潤輝、祖川	 	倫太郎、田崎	 	正信、

成澤	 	寛	

アンチトロンビン活性値別における遺伝子組換えヒトアン

チトロンビン製剤の有効性と安全性に関する検討	

第 26 回日本医療薬学会年会	

関	 	 顯，杉山	 浩貴，森	 浩司，

市場	 正良	

生物学的モニタリングに関する検査の現状と課題	 第 44 回産業中毒・生物学的モニタ

リング研究会	

岸知哉，，淡浪由希，泉枝理子，岸

智恵，山口彩絵，松本圭一郎，実松

麻衣，福田誠，宮園素明，池田裕次	

腎疾患における腎周囲腔 CT 値上昇の意義	 第 59 回日本腎臓学会学術総会	

岩永学、森田駿、中山愛子、松尾宗

明	

先天性乳び胸の早産児に合併していた硬膜動静脈瘻の１例	 第 75 回佐賀小児科地方会・第 199

回日本小児科学会長崎地方会合同

地方会	 	

岩下	英紀,	吉岡	史隆,	上床	希久,	

鈴山	耕平,	中原	由紀子,	増岡	淳,	

下川	尚子,	河島	雅到,	青木	洋介,	

阿部	竜也,	原	英夫	

cART 療法中に HIV 関連 CD8+脳炎をきたした 1 例	 第 124回一般社団法人日本脳神経外

科学会九州支部会	

嬉野	博志,	木塚	遥菜,	佐野	晴彦,	

西岡	敦二郎,	進藤	岳郎,	久保田	

寧,	安藤	寿彦,	尾崎	司,	惣宇利	

正善,	片山	義雄,	小島	研介,	一瀬	

白帝,	木村	晋也	

広範な皮下血腫と高度の貧血を呈した真性多血症と第

XIII/13 因子(F13)欠乏症の合併症例	

第 78 回日本血液学会学術集会	

鬼頭	 佳彦	 マウス小腸における waxing	and	waning	の発生機序	 第 18回	 日本神経消化器病学会（札

幌）	

吉岡	航，大枝	敏，窪津	祥仁，高橋	

宏和，小野	尚文，江口	有一郎，末

岡	榮三郎，安西	慶三	

FibroScan	測定困難例における SWE（Share	Wave	

Elastography）の有用性	

日本超音波医学会第 26 回九州地方

会学術集会	
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吉岡	史隆,	下川	尚子,	江橋	諒,	

劉	軒,	若宮	富浩,	緒方	敦之,	高

瀬	幸徳,中原	由紀子,	増岡	淳,	河

島	雅到,	阿部	竜也,	松尾	宗明	

当院における重度痙性麻痺に対する ITB 療法の経験	 一般社団法人	日本脳神経外科学会	

第 75 回学術総会	

吉岡	史隆,下川	尚子,江橋	諒,高瀬	

幸徳,中原	由紀子,増岡	淳,河島	雅

到,阿部竜也,上村	哲司,松尾	宗明	

頭蓋骨早期癒合症に対する後頭延長拡大術は，テント下

bone	remodeling	を誘導する―volumetric	analysis	によ

る評価―	

第 58 回日本小児神経学会学術集会	

吉岡	史隆,下川	尚子,江橋	諒,劉	

軒,若宮	富浩,緒方	敦之,高瀬	幸

徳,中原	由紀子,増岡	 淳,河島	雅

到,阿部	竜也,上村	哲司	

頭蓋縫合早期癒合症に対して、テント上後頭延長拡大術

（	SuPDO:	Supratentorial	Posterior	Distraction	

Osteogenesis）はテント下も拡大する	

第 34 回日本こども病院神経外科医

会	

吉住茉莉子、白井慎平、伊東陽一郎、

田中雄一郎、山本甲二、鶴岡ななえ、

坂田資尚、下田	 良、岩切龍一、藤

本一眞	

原発不明の AA アミロイドーシスにおいて DMSO が著効した

1 例	

第 108回日本消化器病学会九州支部

例会/第 102 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

吉本怜子、合島怜央奈、大崎康吉、

曹愛琳、張旌旗、清島保、城戸瑞穂	

TRPV4 チャネルを介した温度変化による口腔上皮細胞調節	 第 58 回歯科基礎医学会学術大会	

久本由香里、上原範久、久木田明子、

久木田敏夫	

Galectin-9 による破骨細胞分化抑制と転写因子 MafB の発

現制御メカニズムの解明	 	

第 34回日本骨代謝学会学術集会	第

3 回アジア太平洋骨代謝学会議	

宮崎	俊一,	斎藤	真貴子,	鈴木	久

美子,	門司	幹男,	佐藤	慎太郎,	島

津	倫太郎,	倉富	勇一郎	

当科における上咽頭癌症例の検討	 第 117回日本耳鼻咽喉科学会通常総

会・学術講演会	

宮崎博喜，味志綾子、松本明子，市

場正良	

ストレスチェク制度における医師面接指導の自験例につい

て	

平成 28 年日本産業衛生学会九州地

方会学会	

魚住二郎,野口満,東武昇平,藏田彩	 NPO 法人みんなの排泄ケアネット設立のお知らせ	 第 73 回佐賀県泌尿器科懇話会	

橋口真理子、西山哲、福田亜紗子、

大隈恵美、野口光代、内山倫子、甲

斐敬太、中尾佳史、相島慎一、横山

正俊	

粘膜下腫瘍の形態を示した子宮頸部の明細胞腺癌の 1 例	 第 57 回日本臨床細胞学会総会（春

期大会）第 19 回国際細胞学会議	

橋本康平,淡浪由希,山崎政虎,野中

康徳,實松麻衣,東部昇平,野口満,宮

園素明,池田裕次	

クレアチニンとシスタチン C の乖離から示唆された膀胱破

裂の一例	

第 46 回日本腎臓学会西部学術大会	

錦戸	利幸、	尾山	純一、	白木	綾、	

薦田	洋、	野出	孝一	

Apoptosis	inhibitor	of	macrophage(AIM)の欠損は急性心

筋梗塞における炎症反応と梗塞サイズを減少する	

第 39 回日本高血圧学会総会	

錦戸利幸、尾山純一、慶田毅彦、大

平洋、野出孝一	

心筋梗塞後の心機能障害に対するビルダグリプチンの効果

と安全性		

第 39 回日本高血圧学会総会	

錦戸利幸、尾山純一、慶田毅彦、大

平洋、野出孝一	

大動脈解離における慢性期血圧管理についての検討	 	 第 39 回日本高血圧学会総会	

錦戸利幸、尾山純一、長友大輔、琴

岡憲彦、挽地裕、野出	孝一	

BMI の減少は心不全増悪による再入院の頻度と予後に関連

する	

第 64 回日本心臓病学会学術集会	

錦戸利幸、尾山純一、白木綾、薦田

洋、野出孝一	

緑茶カテキンの MsSOD 欠損マウスにおける心不全振興の抑

制効果	

第 39 回日本高血圧学会総会	

窪津	 祥仁	 高橋宏和	 北島陽一郎	

江口有一郎	 安西慶三	

ＮＡＦＬＤの線維化進展と糖尿病合併による慢性腎臓病へ

の影響	

第 3 回肝臓と糖尿病・代謝研究会	

窪津	祥仁,	高橋	宏和,	北島	陽一

郎,	田中	賢一,	江口	有一郎,	安西	

慶三.	

NAFLD の病態進展、糖・脂質代謝の動脈硬化、慢性腎臓病

への影響	

第 24 回日本消化器関連学会週間

（JDDW）2016	

窪津祥仁	 安西慶三	 高橋宏和	 濱

岡和宏	 北島陽一郎	 小野尚文	 江

口尚久	 江口有一郎	

NAFLD における線維化伸展と動脈硬化、慢性腎臓病の関連	 第 24 回肝病態生理研究会	

窪津祥仁	 高橋宏和	 江口有一郎	 ＧＬＰ-１アナログ製剤リラグルチドは非アルコール性脂

肪性肝疾患の病態改善に寄与する	

第 102 回日本消化器病学会総会	

窪津祥仁	 高橋宏和	 江口有一郎	 ＮＡＦＬＤ・NASH の進展は動脈硬化、慢性腎臓病の進展と

関連する	

第 52 回日本肝臓学会総会	

熊本	 崇、田代克弥、江口敬意、飯

田千晶、前田寿幸、松尾宗明	

二度の冠動脈攣縮により心筋虚血を呈した Becker 型筋ジ

ストロフィーの一例	

第 25 回日本小児心筋疾患学会	

熊本	 崇、田代克弥、松尾宗明、平

川奈緒美、中村公秀	

手掌多汗症状に対し胸腔鏡下両側胸部交感神経遮断術を施

行した先天性 QT 延長症候群の一齢.		

第 21 回日本小児心電学会学術集会	
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熊本愛子、松尾宗明、石井清久	 四肢の痛みにより発症した片頭痛の１例	 第 76 回佐賀小児科地方会	

熊本栄一、朱蘭、藤田亜美、王翀、

余婷、平尾崚、鈴木里佳	

シトラールによる TRPA1 活性化を介したラット脊髄膠様質

ニューロンのグルタミン酸作動性の自発性興奮性シナプス

伝達の促進.	

第 38 回日本疼痛学会	

熊本栄一、蒋昌宇、王翀、余婷、平

尾崚、鈴木里佳、藤田亜美	

オキシトシンを介したラット脊髄膠様質ニューロンのシナ

プス伝達の修飾は生後発達と性差により変わる.	

第 39 回日本神経科学大会	

栗原有紀、高橋浩一郎、辻百々子、

平川治樹、田代宏樹、安部友範、中

島千穂、小宮一利、中村朝美、田中

将英、木村晋也、荒金尚子	

骨形成を伴った原発性肺がんの１例	 第 77 回日本呼吸器学会・日本結核

病学会/日本サルコイドーシス／肉

芽腫性疾患学会	九州支部	夏季学

術講演会	

桑野彰人，七條正英，木塚貴浩，野

上英次郎，古舘	 晃，髙松正憲，柚

木純二，田中厚寿，古川浩二郎，森

田茂樹	

交連部断裂による急性大動脈弁閉鎖不全症の１例	 第 49 回日本胸部外科学会九州地方

会総会	

見市文香、野澤彰、吉田裕樹、戸澤

譲、野崎智義．	

赤痢アメーバ“マイトソーム”の PAPS 輸送体の同定	 第 85 回日本寄生虫学会大会	

見市文香、濱野真二郎、吉田裕樹	 赤痢アメーバ“シスト形成”分子機構の解明	 第 69 回日本寄生虫学会南日本支部

大会	第 66回日本衛生動物学会南日

本支部大会合同大会(2016)	

原めぐみ、西田裕一郎、島ノ江千里、

堀田美加子、田中恵太郎	

加齢と hOGG1 遺伝子プロモーター領域のメチル化の関連	 第 26 回日本疫学会学術総会	

古賀	ちひろ,	西岡	敦二郎,	嬉野	

博志,	佐野	晴彦,	木塚	遥菜,	進藤	

岳郎,	久保田	寧,	安藤	寿彦,	小島	

研介,	木村	晋也	

ダサチニブ内服およびメソトレキサート髄注施行後硬膜下

血腫を来たしたフィラデルフィア染色体陽性急性リンパ球

性白血病(Ph 陽性 ALL)	

第 6 回日本血液学会九州地方会	

古賀	浩木,	甲斐	敬太,	相島	慎一,	

山地	康大郎,	井手	貴雄,	上田	純

二,	能城	浩和	

喫煙は非 B 非 C 肝細胞癌の独立した術後予後不良因子であ

る	 オカルト HBV 感染を含めた発癌リスクファクターの解

析		

第 116回日本外科学会定期学術集会	

古賀浩木、三好篤、堀田千恵子、松

藤祥平、久保洋、姉川剛、池田貯、

隅健次、田中聡也、北原賢二、佐藤

清治	

一般演題	 膵 3	 長期生存が得られている腹膜播種の進行

膵癌の一例	

第 107回日本消化器病学会九州支部

例会第 101回日本消化器内視鏡学会

九州支部例会	

古賀大介、西	 眞範、飯田千晶、田

代克弥、野口	 亮、古川浩二郎、松

尾宗明	

多量の心嚢液貯留を契機に診断された右心房原発血管肉腫

の 1 例．	

第 74 回佐賀小児科地方会	

江橋	諒,高瀬	幸徳,下川	尚子,緒方	

敦之,吉岡	史隆,中原	由紀子,増岡	

淳,河島	雅到,阿部	竜也	

短期間に出血を繰り返した小児 pial	AVF の一例.	 第 7 回佐賀脳血管内治療懇話会	

江口啓意、古賀大介、西眞範、松尾

宗明	

頭蓋内腫瘤を合併した急性巨核芽球性白血病の一例．	 第 76 回佐賀小児科地方会	

江口啓意、田代克弥、山元芽衣、七

条正英、熊本崇、小野晋康、松尾宗

明	

急性心筋炎を2回発症したBecker型筋ジストロフィーの男

児例．	

第 75 回佐賀小児科地方会・第 199

回日本小児科学会長崎地方会合同

地方会	

江口有一郎	 高橋宏和、兵庫秀幸	

小野正文、安西慶三、江口有一郎	

肥満診療に潜む NASH と NASH 診療に潜む肥満症	 第 38 回日本肥満学会	

江川紀幸、河野博、岩崎寛智、平木

将紹、與田幸恵、能城浩和	

一般演題	 胃・十二指腸 1	 腹腔鏡下胃全摘術後の挙上空

腸食道裂孔部狭窄	 	

第 107回日本消化器病学会九州支部

例会第 101回日本消化器内視鏡学会

九州支部例会	

江川紀幸、下西智徳、浅井雅子、川

嶋裕資、田中雅之、檜垣賢作、廣橋

喜美	

一般演題 34	 大腸悪性（体腔内吻合）手術手技	 結腸悪性

腫瘍に対する結腸腹腔内吻合術後の短中期成績	

第 29 回日本内視鏡外科学会総会	

江川紀幸、河野博、平木将紹、與田

幸恵、能城浩和	

一般演題（ポスター）胃：鏡視下手術 5（胃全摘）	 第 71 回日本消化器外科学会総会	

江頭宗宏、有働由樹、柚木純二、吉

田恭平、浅香真知子、挽地裕、野出

孝一、森田茂樹	

TAVI患者への術前後およびアプローチ別でのFrailty評価	 第 80 回日本循環器学会学術集会

/The	80th	Annual	Scientific	

Meeting	of	the	Japanese	

Circulation	Society	(JCS2016)	
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溝口	義人，祖川	倫太郎，下村	由

貴，南	智香子，丸尾	譲二，國武	裕，

川島	敏郎，門司	晃，原	英夫	

アリピプラゾール単剤投与による低プロラクチン血症への

懸念	

第 112回日本精神神経学会学術総会	

溝口達弘、岩永晃、荻原俊、小野晋

康、田島大輔、佐藤忠司、山本修一、

高柳俊光、松尾宗明、在津正文	

エンテロウイルス D68 流行期における佐賀県の喘息入院例

の動向について．	

第 74 回佐賀小児科地方会	

溝口達弘、岩永晃、荻原俊、中村拓

自、小野晋康、西川小百合、佐藤忠

司、在津正文、辻功介、西村真二、

山本修一、高柳俊光、松尾宗明、馬

場常嘉	

2013-2015 年度佐賀市休日夜間こども診療所における吸入

実施例の検討．	

第 75 回佐賀小児科地方会・第 199

回日本小児科学会長崎地方会合同

地方会	 	

甲斐	敬太	 頬粘膜腫瘍	 第 351 回日本病理学会九州・沖縄支

部スライドコンファレンス	

甲斐	敬太	 著明な肝脾腫を呈し、急激な転帰を辿った剖検例	 第 89 回九州病理集談会	

甲斐	 敬太,	増田	 正憲,	相島	 慎

一	

Tissue	microarray	および	画像解析ソフトを用いた胆嚢

癌浸潤部の炎症細胞浸潤と腫瘍細胞における E-cadherin

発現に関する解析	

第 27 回日本消化器癌発生学会総会	

甲斐	敬太,	中村	光男,	次富	久之,	

山崎	真希子,	橋口	真理子,	増田	

正憲,	高瀬	ゆかり,	相島	慎一	

細胞診による良悪性判定が困難であった頬粘膜発生 MASC

の一例	

第 55回	日本臨床細胞学会秋期大会	

甲斐	敬太,	與田	幸恵,	能城	浩和,	

相島	慎一	

胃癌外科切除標本における HER-2 発現とホルマリン固定時

間の関連性の検討	

第 105 回日本病理学会総会	

甲斐敬太、古賀浩木、相島慎一、山

地康大郎、井手貴雄、上田純二、能

城浩和	

非 B 非 C 肝細胞癌と喫煙習慣：手術例における検討	 第 107回日本消化器病学会九州支部

例会第 101回日本消化器内視鏡学会

九州支部例会	

荒金	尚子、佐藤	明美、渡邉	達郎、

末岡	栄三朗、木村	晋也		

肺扁平上皮がんにおける Discoidin	domain	receptor	2 の

機能	解析	

第 75 回日本癌学会学術総会	

荒木薫、原めぐみ、松尾宗明	 Case	Population	Study（スクリーニング法）によるロタウ

イルスワクチンの有効性評価．	

第 26 回日本外来小児科学会年次集

会		

荒木薫、原めぐみ、松尾宗明	 症例対照研究によるロタウイルスワクチンの有効性評価.	 第 20 回日本ワクチン学会学術集会	

荒木薫、原めぐみ、松尾宗明	 症例対照研究によるロタウイルスワクチンの有効性評価．	 第 69 回九州小児科学会	

高橋	宏和,	北島	陽一郎,	安西	慶

三,	江口	有一郎.	

NAFLD に対する食事運動療法では骨格筋の肥大よりも脂肪

化の改善を目指すことが重要である	

第 38 回日本肥満学会	

高橋	宏和、北島陽一郎	、安西慶三	

江口有一郎	

NAFLD に対する食事運動療法の効果に骨格筋量と脂肪量が

与える影響	

第 108回日本消化器病学会九州支部

例会/第 102 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

高橋	宏和、北島陽一郎	、江口有一

郎	

非アルコール性脂肪肝に対する食事運動療法における骨格

筋量と脂肪沈着の変化	

第 41 回肝臓学会東部会	

高橋宏和	 運動で脂肪を“鍛える”ことができるのか？-運動惹起性ア

ディポカインの探索・創薬研究	

FUIPA セミナー（福岡大学研究推進

部主催研究会）	

高橋宏和	 運動療法に学ぶ新たな糖尿病・肥満・脂肪肝の治療	 佐賀県医師会学術講演会	

高橋宏和	 肝臓代謝疾患と建築にかかわること	 リフォームドクター講習会	

高橋宏和	 肥満における運動療法の問題点と運動惹起性アディポカイ

ンの検索・創薬研究	

第５回 Kyushu	Diabetes	Research	

Conferrence	

高橋宏和、江口有一郎、Laurie	J	

Goodyear,	安西慶三	

脂肪組織における運動効果と運動惹起性アディポカインの

探索	

第 38 回日本肥満学会	

高橋宏和、片桐さやか、江口有一郎	 歯周病原細菌が	NAFLD/NASH に及ぼす影響	 第 41 回肝臓学会東部会	

高原光平,有働和馬,東武昇平,野口

満	

Urinary	tract	dilation	classification	system は無症候

性水腎症の外科的治療介入予測に有用か？	 	

第 25 回日本小児泌尿器科学会総

会・学術集会	

高口	素史、中原	由紀子,	伊藤	寛,	

若宮	富浩,	森崎	郁子,	籾井	泰朋,	

札場	博貴,	藤木		稔,	阿部	竜也	

低酸素状態における薬剤耐性遺伝子発現の検討．	 第 34 回日本脳腫瘍学会学術集会	
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高瀬	幸徳,	河島	雅到,	増岡	淳,	

下川	尚子,	中原	由紀子,	緒方	敦

之,	吉岡	史隆,若宮	富浩,	劉	軒,	

江橋	諒,	阿部	竜也	

内頸動脈-後交通動脈部分岐部動脈瘤による動眼神経麻痺

に対する瘤内コイル塞栓術の機能的予後．	

一般社団法人	日本脳神経外科学会	

第 75 回学術総会	

高島	毅，佐藤	早恵，吉崎	真衣，大

塚	伸，岸知哉，宮園素明，池田裕次	

ネフローゼ症候群（NS）における 99mTc-HSAD	scintigraphy

の意義	

第 59 回日本腎臓学会学術総会	

高島	利，塚野美和，河野	史	 食物摂取が下部食道括約筋に及ぼす影響と看護ケアに関す

るラットを用いた基礎研究―食後の誤嚥防止のために必要

な上体挙上時間に関する考察―	

第６回国際医療福祉大学学会学術

大会	

高島毅,佐藤早恵,吉崎真衣,大塚伸,

蒲池紗央里,岸知哉,宮園素明,池田

裕次	

左外腸骨静脈への門脈大循環シャントによる

hemodialysis-relatedportal-systemicencephalopathy(HR

PSE)の 1 例	

第 61 回日本透析医学会学術集会・

総会	

高島毅,平田早恵,吉崎真衣,松本圭

一郎,桂資泰,福田誠,宮園素明,池田

裕次	

咽後膿瘍を合併した溶連菌感染後糸球体腎炎(PSAGN)の 1

例	

第 46 回日本腎臓学会西部学術大会	

高良吉廸	 田中賢一	 中野	 良	 遠

藤	 広貴	 千布	 裕	

多重感染症の既往がアメーバ腸炎の診断の一助となった一

例	

第 107回日本消化器病学会九州支部

例会/第 101 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

合島怜央奈，吉本怜子，曹愛琳，森

啓輔，張旌旗，大崎康吉，檀上敦，

山下佳雄，清島保，城戸瑞穂	

ヒト口腔癌細胞株における TRP	チャネルの機能解析	 第 58 回歯科基礎医学会学術大会	

今村	 義臣、溝口	 義人、鍋田	 紘

美、原口	 祥典、松島	 淳、川島	 敏

郎、小島直	 樹、山田	 茂人、門司	

晃	

高齢者における宗教性と生化学的指標との関連	 第 31 回日本老年精神医学会	

今村秀明、此元隆雄、阪口嘉美、織

田真悠子、大塚泰史、吉田瑶子、加

藤秀樹、南学臣、宮田敏行、布井博

幸	

エクリズマブが著効した抗 H 因子抗体陽性非典型溶血性尿

毒症症候群(DEAP-HUS)の 1 例．	

第 59 回日本腎臓学会学術総会	

今村秀明、山元綾子、阪口嘉美、織

田真悠子、此元隆雄、南学正臣、宮

田敏行、大塚泰史、布井博幸	

非典型溶血性尿毒症症候群を合併した NEMO 遺伝子異常症

の 1 例．	

第 119 回日本小児科学会学術集会	

今長谷尚史、阪本雄一郎、小網博之、

三池徹、八幡真由子、太田美穂、梅

香満、永嶋太、岩村高志、井上聡、

山田クリス孝介	

敗血症患者の SOFA	分析から考える重症度評価について	 第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(口演 33：敗血症，重症度評価

と予後判定 1)	

今長谷尚史、阪本雄一郎、永嶋太、

櫻井良太、太田美穂、八幡真由子、

三池徹、小網博之、岩村高志、井上

聡	

敗血症患者の初期治療における優先事項は循環管理である	 第 31 回日本救命医療学会・学術集

会（一般演題 07-6）	

佐藤ゆき，加藤忠明，鈴木智惠子，

顧	艶紅	

4 歳児の母親の心の状態と子どもへの関わり方との関連	 第 63 回日本小児保健協会学術集会	

佐藤ゆき，鈴木智惠子，鴫原美智子	 学童の食生活習慣とその関連要因に関する疫学研究－パイ

ロット調査の進捗結果－	

第 63 回日本小児保健協会学術集会	

佐野	晴彦,	安藤	寿彦,	久保田	

寧,	西岡	敦二郎,	木塚	遥菜,	嬉野	

博志,	進藤	岳郎,	小島	研介,	大島	

孝一,	木村	晋也	

脾摘後に自然寛解し 2 年後に再発した CD5 陽性びまん性大

細胞型 B 細胞リンパ腫	

第 78 回日本血液学会学術集会	

佐野	晴彦,	久保田	寧,	北村	浩

晃,	嬉野	博志	

少量リバビリン経口投与により軽快した臍帯血移植後播種

性アデノウイルス感染症	 －末梢血リンパ球数と治療効果

の関連－	

第 90 回日本感染症学会総会・学術

講演会	

斎藤	真貴子,	鈴木	久美子,	門司	

幹男,	島津	倫太郎,	佐藤	慎太郎,	

倉富	勇一郎	

当科における中咽頭癌症例の検討	 第 117回日本耳鼻咽喉科学会通常総

会・学術講演会	

在津正文、溝口達弘、松尾宗明	 レストランでの外食や対面販売用惣菜で除去食品を摂取し

発症したアナフィラキシー症例.	

第 119 回日本小児科学会学術集会	

坂井	絢,	甲斐	敬太,	山崎	真希子,	

楢崎	さやか,	中村	光男,	川久保	

洋晴,	坂田	資尚,	河野	博,	野村	

明成,	相島	慎一	

肉腫あるいは癌肉腫との鑑別を要した大腸低分化腺癌の一

例	

第 32 回佐賀県臨床細胞学会地方会	
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坂田資尚、下田	 良、岩切龍一	 次世代に向けた消化器内視鏡とその周辺機器の開発の現

況：Wavelet 変換による画像処理に基づいたコンピュータ

ー支援診断システムの開発	

第 91 回日本消化器内視鏡学会総会	

坂田資尚、下田	 良、岩切龍一	 早期癌の拾い上げ診断におけるコンピューター支援画像診

断システムの有用性	

第 24 回	 日本消化器関連学会週間

（JDDW	2016）	

坂田資尚、下田良、岩切龍一	 コンピューター支援画像診断による癌の検出に関する検討	 第 107回日本消化器病学会九州支部

例会/第 101 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

坂本佳子、柚木順二、秋吉妙美、秋

吉重康、梅木俊春、大島まゆみ、挽

地裕、下村光洋、井上洋平、小松愛

子、琴岡紀彦、森田茂樹、野出孝一.	

重症大動脈弁狭窄症患者におけるＴＡＶＩ術前の大動脈弁

輪計測：ＣＴと心エコー図検査の比較検討	

一般社団法人日本心エコー図学会

第 27 回学術集会	

笹栗智子,	八坂敏一,	石川亜佐子,	

村田祐造,	原	 博満,	平川奈緒美,	

吉田裕樹	

痛み行動における IL-27 の役割	 第 81 回日本インターフェロン・サ

イトカイン学会学術集会	

三根圭介，小野大帝，林	信哉，合島

怜央奈，山下佳雄，後藤	昌昭	

誘電体バリア放電により生成した活性種による口腔内がん

細胞の不活化効果	

第 77 回応用物理学会秋季学術講演

会	

三池徹、阪本雄一郎、岩村高志、永

嶋太、小網博之、山田クリス孝介、

八幡真由子、今長谷尚史、太田美穂、

櫻井良太、井上聡	

感染症患者における血小板機能の変化（T-TAS®の解析から）	 第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(口演 34：敗血症，重症度評価

と予後判定 2)	

三池徹、阪本雄一郎、岩村高志、永

嶋太、小網博之、山田クリス孝介、

八幡真由子、今長谷尚史、太田美穂、

櫻井良太、井上聡	

高気圧酸素治療が一酸化炭素中毒患者の凝固系に及ぼす影

響（TEG6s	を用いて）	

第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(口演 30：中毒)	

山下佳雄、合島怜央奈、森	 啓輔、

靏岡祥子、下平大治、檀上	 敦	

ヒト口腔癌細胞株に対するプラズマの抗腫瘍効果の検討	 第 61 回	公益社団法人	日本口腔外

科学会総会・学術大会	

山口彩絵,野中康徳,松本圭一郎,實

松麻衣,福田誠,岸知哉,宮園素明,池

田裕次	

透析患者における結核菌特異的インターフェロンγ遊離試

験(IGRA)の有用性	

第 61 回日本透析医学会学術集会・

総会	

山崎	真希子,	甲斐	敬太,	坂井	絢,	

楢崎	さやか,	中村	光男,	川久保	

洋晴,	坂田	資尚,	河野	博,	野村	

明成,	相島	慎一	

経胃的 EUS-FNA が診断に有用であった大腸低分化腺癌の一

例	

第 57 回日本臨床細胞学会総会（春

期大会）/第 19 回国際細胞学会議

（ICC2016）	

山崎孝太	 松田やよい	 山口美幸	

中村紗耶嘉	 松尾有菜	 安西慶三	

河田望美	 寺坂喜子	 小島基靖	

入院患者に対し、カナグリフロジンを用い、インスリン減

量、離脱を測った４症例の検討	

第 59 回日本糖尿病学会年次学術集

会	

山崎政虎,力武修一,中村恵,松本圭

一郎,福田誠,岸知哉,宮園素明,池田

裕次	

溶連菌感染後に急性糸球体腎炎を呈した IgA 腎症の 1 例	 第 314 回日本内科学会九州地方会	

山地康大郎、甲斐敬太、相島慎一、

古賀浩木、井手貴雄、上田純二、能

城浩和	

非 B 非 C 肝細胞癌に外科切除例におけるオカルト HBV 感染

の状況	

第 107回日本消化器病学会九州支部

例会第 101回日本消化器内視鏡学会

九州支部例会	

山田クリス孝介、小網博之、永嶋太、

岩村高志、三池徹、八幡真由子、今

長谷尚史、太田美穂、櫻井良太、井

上聡、阪本雄一郎	

佐賀県における救急医療への ICT	の応用	 第 44 回日本救急医学会総会	(パネ

ルディスカッション 1)	

山田麻里江，山田尚友，中尾真実，

東谷孝徳，久保田寧，木村晋也，末

岡榮三朗	

抗 D 自己抗体を保有した患者への輸血の対応について	 日本輸血・細胞治療学会九州支部会	

第 63 回総会・第 84 回例会	

山田麻里江，山田尚友，中尾真実，

東谷孝徳，久保田寧，木村晋也，末

岡榮三朗	

同種血輸血における免疫担当細胞の動態に関する解析	 第 64 回日本輸血・細胞治療学会総

会	

山内康平、下田	 良、川久保洋晴、

松浦聡子、鶴岡ななえ、坂田資尚、

坂田祐之、岩切龍一、藤本一眞	

高齢者（80 歳以上）の早期胃癌に対する	endoscopic	

submucosal	dissection	の安全性、および非治癒切除症例

の長期予後	

第 91 回日本消化器内視鏡学会総会	

山本	 忍，松本	 明子，宮崎	 博喜，

市場	 正良，保利	 一	

N,N-ジメチルアセトアミド尿中代謝物測定法の開発～液体

クロマトグラフを用いた分析条件の検討～	

第 89 回日本産業衛生学会	

山本忍，松本	 明子，由井	 夕湖，

宮崎	 将太，重黒木	 明，宮崎	 博

喜，市場	 正良，保利	 一	

液体クロマトグラフ法による N,N-ジメチルアセトアミド

の尿中代謝物測定法の開発	

平成 28 年日本産業衛生学会九州地

方会学会	

山本美保子、青木茂久、小池英介、

米満伸久、杉原甫、戸田修二	

３次元培養における濾胞細胞の濾胞構築に与える脂肪組織

の影響		

久留米佐賀甲状腺研究会	
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山野優子、長野嘉介，祖父江友孝，

市場正良、原	邦夫、山内武紀、武林	

亨	

化学物質の発がん性分類比較の枠組みの検討	 第 89 回日本産業衛生学会	

山﨑	真希子、中尾	嘉修、山地	康大

郎、橋口	真理子、増田	正憲、高瀬	ゆ

かり、甲斐	敬太、多田	芳史、相島	慎

一	

血栓性微小血管症に肺胞出血を合併し急死した１剖検例	 第 13 回日本病理学会カンファレン

ス	

実松麻衣，泉	枝理子，淡浪由希，山

﨑	政虎，山口彩絵，松本圭一郎，福

田誠，岸知哉，宮園素明，池田裕次	

当院における過去20年間のANCA関連血管炎の前後10年間

における比較検討	

第 59 回日本腎臓学会学術総会	

柴宮夏子、山内盛泰、島津倫太郎、

倉富勇一郎	

嚥下困難症に対して手術を行った Forestier 病の 1 例	 第 111回日本耳鼻咽喉科学会佐賀県

地方部会学術講演会	

柴宮夏子、門司幹男、嶋崎絵里子、

峯崎晃充、島津倫太郎、倉富勇一郎	

当科における喉頭亜全摘症例の検討	 第 31 回日本耳鼻咽喉科学会九州連

合地方部会学術講演会	

若宮	富浩	 鞍結節部髄膜腫と内頚動脈―前脈絡叢動脈分岐部動静脈瘤

の一例．	

第 31 回筑後・佐賀脳神経外科懇話

会ビデオカンファランス	

朱蘭、藤田亜美、王翀、余婷、平尾

崚、鈴木里佳、熊本栄一	

シトラールは TRPA1 を活性化してラット脊髄膠様質ニュー

ロンの自発性興奮性シナプス伝達を促進する.	

第 37 回脊髄機能診断研究会	

重松正仁,	中野	稔也,	檀上敦,	山

下佳雄，後藤昌昭	

インプラント埋入部位に近接して副オトガイ孔が認められ

た２症例	

公益社団法人日本口腔インプラン

ト学会	 第 33 回九州支部学術大会	

重松正仁、西	智子、小峰隆一、埴原

恒彦、山下佳雄	

現代日本人の下顎骨形態について	 第 56 回全国国保地域医療学会	

緒方	敦之,田中	達也,	溝上	泰一

朗,	河島	雅到,	若宮	富浩,	増岡	

淳,中原	由紀子,	下川	尚子,	高瀬	

幸徳,	吉岡	史隆,	劉	軒,	江橋	諒,	

桃崎	宣明,坂田	修治,	阿部	竜也	

頸動脈狭窄症のプラーク内出血におけるペリサイト関与の

可能性．	

一般社団法人	日本脳神経外科学会	

第 75 回学術総会	

緒方	敦之,田中	達也,溝上	泰一朗,

河島	雅到,若宮	富浩,増岡	淳,中原	

由紀子,下川尚子,高瀬		幸徳,吉岡

史隆,劉	軒,江橋	諒,桃﨑	宣明,坂

田	修治,阿部	竜也	

頸動脈狭窄症のプラーク内出血におけるペリサイト関与の

可能性	

第 17 回日本分子脳神経外科学会	

徐祥赫,	白木誠,	蒲原麻菜,	菖蒲池

健夫,	久木田敏夫,	久木田明子	

zBTB タンパク質 LRF/OCZF の破骨細胞分化における機能と

骨吸収中の破骨細胞における発現の解析	

第 34 回日本骨代謝学会学術集会・

第 3 回アジア太平洋骨代謝学会議	

小宮一利、中村朝美、栗原有紀、平

川治樹、貞松宏典、中島千穂、高橋

浩一郎、木村晋也、荒金尚子	

ALK 陽性肺癌に対する ALK 阻害剤の有効性と安全性の後方

視的研究.	

第 56 回日本呼吸器学会学術講演会	

小島	 基靖	 「1 型糖尿病と患者会活動について」	 	 平成 28 年 DM ユース佐賀患者・家族

交流会	

小島	 基靖	 「小児 1 型糖尿病について	～学校生活が不安なく過ごせ

るように～」	 	 	 	 	

第22回	 DMユース佐賀	学校連絡会	 	 	 	 	

小島	 基靖	 「病診連携で週 1 回	GLP-1 受容体作動薬を開始し、血糖改

善を認めた 1 例」	 	

第 45 回唐津糖尿病臨床カンファレ

ンス	

小島	 基靖	 １型糖尿病	 佐賀県糖尿病療養指導公開講座	

小島	 基靖	 ＳＧＬＴ２阻害薬の肝、腎機能に与える影響に関する検討	 多久・小城地区医師会学術講演会	

小島	 基靖	 肝硬変のある糖尿病患者の血糖管理	 鳥栖地区肝炎コーディネーター糖

尿病療養指導士共同研究会	

小島	 基靖	 先進ディバイスによるインスリン療法	 日本 IDDM ネットワークサイエンス

フォーラム	

小部亜紗美、祖川倫太郎、山口美紗

子、古賀大介、西	 眞範、松尾宗明、

成澤	 寛	

乳児血管腫に対する長期的なプロプラノロール使用の安全

性．	

第 26 回日本医療薬学会年会	

小網博之、阪本雄一郎、太田美穂、

今長谷尚史、八幡真由子、梅香満、

三池徹、永嶋太、岩村高志、山田ク

リス孝介、井上聡	

重症外傷患者に対する MTP を補完するために

Thromboelastometry	をいかに活用すべきか？	

第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(パネルディスカッション 6)	

小網博之、阪本雄一郎、櫻井良太、

太田美穂、今長谷尚史、八幡真由子、

梅香満、三池徹、永嶋太、岩村高志、

井上聡	

当院集中治療室での遺伝子組み換えアンチトロンビン製剤

の使用状況ならびにその効果	

第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(口演 35：敗血症，治療 1)	
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小網博之、阪本雄一郎	 全血凝固能検査で解析した遺伝子組み換えトロンボモジュ

リン製剤の抗凝固作用について.	

第 10 回日本血栓止血学会学術標準

化委員会(Scientific	

Standardization	Committee:	SSC)	

2016 シンポジウム	

小網博之、阪本雄一郎、櫻井良太、

太田美穂、今長谷尚史、八幡真由子、

梅香満、三池徹、永嶋太、岩村高志、

井上聡	

Thrombelastograph（TEG®6s）と Thromboelastometry	

（ROTEM®	delta）は相関すか？	

第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(口演 47：ME・医療機器)	

小網博之、阪本雄一郎、櫻井良太、

太田美穂、今長谷尚史、八幡真由子、

梅香満、三池徹、永嶋太、岩村高志、

井上聡	

Thrombelastograph（TEG6®s）の線溶亢進の診断能について	 第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(口演 69：血液凝固異常線溶異

常)	

小野	大帝、大坪	哲也、林	信哉、合

島	怜央奈、山下	佳雄、後藤	昌昭	

大気圧プラズマによって生成される活性種を用いた口腔が

ん細胞の不活化	

The	33rd	International	Conference	

of	Photopolymer	Science	and	

Technology	

小野尚文		 五反田	 香	 濱岡和宏	

江口尚久	 大枝	 敏	 江口有一郎	

高橋宏和	 安西慶三	

肝疾患（腫瘍性病変）に対する Strain	 Imaging	 日本超音波医学会第 26 回九州地方

会学術集会	

小林	孝臣,	野下	祥太郎,	窪津	祥

仁,	吉岡	航,	村山	賢一郎,	秋山	

巧,	高橋	宏和,	安西	慶三,	江口	

有一郎	

肝硬変患者において猫咬傷を契機に Pasteurella 感染症を

きたした 2 例	

第４１回肝臓学会東部会	

小林孝臣,藏田彩,有働和馬,東武昇

平,野口満	

当院におけるカバジタキセルの初期投与経験．	 日本泌尿器科学会第 81 回佐賀地方

会	

松永純子，山口直子，溝口直晃，大

川内美樹，岩橋好子，福田由里絵，

鈴木智惠子	

混合病棟における看護ケア向上のためのカンファレンスの

改善―システム改善と教育的効	

果―	

日本小児看護学会第 26 回学術集会	

松永拓也、竹下枝里、松浦聡子、白

井慎平、川久保洋晴、山内康平、鶴

岡ななえ、坂田資尚、下田	 良、坂

田祐之、岩切龍一、藤本一眞	

保存的加療で軽快した腸間膜脂肪織炎の 1 例．	 第 107回日本消化器病学会九州支部

例会/第 101 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

松倉史朗、北川浩、中城博見	 一般演題	 その他	 当院にて高気圧酸素療法を行ったイレ

ウスの治療戦略	

第 107回日本消化器病学会九州支部

例会第 101回日本消化器内視鏡学会

九州支部例会	

松田知也、岩村高志、太田美穂、今

長谷尚史、八幡真由子、梅香満、三

池徹、小網博之、永嶋太、井上聡、

阪本雄一郎	

Damage	Control	戦略を用いることで，救命できた広範大腸

虚血の 1	例	

第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(ポスター13：消化器感染症)	

松尾	和紀,	相島	慎一,	青木	茂久,	

増田	正憲,	高瀬	ゆかり,	甲斐	敬

太	

大唾液腺に発生した扁平上皮癌の 2 例	 第 105 回日本病理学会総会	

蒋昌宇、藤田亜美、王翀、平尾崚、

鈴木里佳、馬郡信弥、熊本栄一	

ラット脊髄膠様質におけるオキシトシンの鎮痛作用機序の

性差と生後発達.	

第 67 回西日本生理学会	

蒋昌宇、藤田亜美、王翀、余婷、平

尾崚、鈴木里佳、熊本栄一	

オキシトシンによるラット脊髄膠様質ニューロンのシナプ

ス伝達の修飾の性差と生後発達.	

第 37 回脊髄機能診断研究会	

蒋昌宇、藤田亜美、王翀、余婷、平

尾崚、鈴木里佳、熊本栄一	

ラット脊髄膠様質ニューロンにおけるシナプス伝達のオキ

シトシンによる修飾は性差と生後発達を示す.	

第 93 回日本生理学会大会	

上原範久、久本由香里、久木田明子、

久木田敏夫	

骨転移性乳癌細胞由来エクソソームは破骨細胞分化を促進

する	

第 34回日本骨代謝学会学術集会	第

3 回アジア太平洋骨代謝学会議	

上原範久、久本由香里、久木田明子、

久木田敏夫	

分泌型 miRNA を介した骨転移性癌細胞-破骨細胞コミニュ

ケーション	

第 121回日本解剖学会総会全国学術

集会	

城戸瑞穂	 温度感受性イオンチャネルによる口腔粘膜上皮の維持	 日本解剖学会第 72 回九州支部学術

集会	

城戸瑞穂	 顎顔面の痛みとイオンチャネル	 第 58 回日本顕微鏡学会九州支部学

術講演会	

城戸瑞穂、吉住潤子、高尾知佳、吉

本怜子、大山順子、合島怜央奈、高

岡裕、豊福明	

口腔粘膜の痛みと TRPV1 チャネル	 第 58 回歯科基礎医学会学術大会	

城戸瑞穂、木附智子、合島	怜央奈、

吉本怜子、張旌旗、大崎康吉	

口腔粘膜バリアに関わる温度感受性 TRPV4 チャネル	 第 121回日本解剖学会総会全国学術

集会	
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森	 啓輔,	靏岡祥子,	下平大治,檀

上	 敦,	山下佳雄	

顎関節円板障害（Ⅲ型）患者に対する	 顎間牽引療法の効

果検討	

第 29回	一般社団法人日本顎関節学

会総会・学術大会	

森	 仁恵	 肝硬変のある糖尿病患者の血糖管理	 佐賀地区肝炎コーディネーター糖

尿病療養指導士共同研究会	

森啓輔、合島怜央奈、檀上敦、山下

佳雄	

新規 KATP	チャネル開口薬ZD0947	の平滑筋型KATP	チャネ

ルに対する効果	

第 58 回歯科基礎医学会学術大会	

森田	 駿、陣内久美子、岩永	 学、

田代克弥、松尾宗明	

同時期に経験した 13 トリソミー2 例比較(家族の心情の変

化なども含めて)．	

第 119 回日本小児科学会学術集会	

森田	 駿、大塚泰史、大串栄彦、陣

内久美子、岡	 政史、佐藤忠司、青

木茂久、久野	 敏	

Tip	Variant を呈した巣状分節性糸球体硬化症の 1 例．	 第 74 回佐賀小児科地方会	 	

水田敏彦，井手康史，西田裕一郎	 肝硬変における有酸素運動が運動耐用能，糖脂質代謝に与

える影響	

第 35 回日本臨床運動療法学会学術

集会	

星野	有紀,吉岡航、	野下	祥太郎,	

窪津	祥仁,		村山	賢一郎,	秋山	

巧,	高橋	宏和,江口有一郎,芥川	

剛至	青木	 茂久	 戸田修二	 江口	

有一郎	

ステロイド減量中に自己免疫性膵炎の増悪、IｇG４関連硬

化性胆管炎を発症した IgG4 関連疾患の一例	

第 108回日本消化器病学会九州支部

例会/第 102 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

西	 眞範、古賀大介、辻	 百々子、

七條正英,	尾形善康、森田	 駿、辻	

功介、松尾宗明	

不明熱に対して特徴的な FDG-PET/CT 所見が診断に有用で

あった全身型若年性特発性関節炎(sJIA)の 1 例．	

第 75 回佐賀小児科地方会	

西山	哲,	橋口	真理子,	福田	亜紗

子,	大隈	恵美,	花島	克幸,	野口	

光代,	内山	倫子,	山崎	文朗,	山崎	

真希子,	甲斐	敬太,	中尾	佳史,	横

山	正俊	

卵巣小細胞癌の一例	 第 55回	日本臨床細胞学会秋期大会	

西山	哲,	福田	亜紗子,	大隈	恵美,	

橋口	真理子,	野口	光代,	内山	倫

子,		甲斐	敬太,	中尾	佳史,	横山	

正俊	

非定型的な経過をたどった子宮頸癌の一例	 第 32 回佐賀県臨床細胞学会地方会	

西山	 哲、橋口真理子、福田亜紗子、

大隈恵美、花島克幸、野口光代、内

山倫子、山崎文朗、山崎真希子、甲

斐敬太、中尾佳史、横山正俊	

卵巣小細胞癌の一例．	 第 55 回日本臨床細胞学会秋期大会	

西山	 哲、相原聡美、福田亜紗子、

花島克幸、大隈恵美、野口光代、中

尾佳史、横山正俊	

再発部位による化学療法の効果が異なった子宮平滑筋肉腫

の 1 例．	

第 54 回日本癌治療学会学術集会．	

西山	 哲、津村圭介、福田亜紗子、

大隈恵美、山本徒子、橋口真理子、

中橋弘顕、中尾佳史、横山正俊	

入局員確保に関する当科の現状と課題～継続的な地域医療

を担う拠点病院として～（ワークショップ）．	

第 73回九州連合産科婦人科学会/第

67 回九州ブロック産婦人科医会	

西山	 哲、福田亜紗子、大隈恵美、

橋口真理子、相原聡美、野口光代、

中尾佳史、横山正俊	

最近経験した子宮頸部小細胞癌の 2 例．	 第 58 回日本婦人科腫瘍学会学術講

演会	

西山	 哲、福田亜紗子、大隈恵美、

橋口真理子、野口光代、内山倫子、

甲斐啓太、中尾佳史、横山正俊	

非典型的な経過を辿った子宮頸癌の一例．	 第 32 回佐賀県臨床細胞学会地方会	

西純平、小網博之、阪本雄一郎、太

田美穂、今長谷尚史、八幡真由子、

梅香満、三池徹、永嶋太、岩村高志、

井上聡	

早期からの集学的治療により救命し得たマイコプラズマ肺

炎による重症 ARDS	の 1	例	

第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(ポスター90：呼吸器感染症)	

西田有毅,	前田綾,	久保田寧,	木村

晋也,	小島研介	

The	novel	BMI-1	inhibitor	PTC596	induces	apoptosis	in	

a	p53-independent	manner	and	targets	immature	AML	cells	

第 20 回日本がん分子標的治療学会

学術集会	

西田有毅,	前田綾,	久保田寧,	木村

晋也,	小島研介	

The	novel	BMI-1	inhibitor	PTC596	induces	

p53-independent	apoptosis	in	AML	progenitor	cells	

第 78 回日本血液学会学術集会	

西田裕一郎	 スロージョギングとは－その理論と効果－	 運動療法講座プログラム「第 2 回ラ

ンニグで糖を制す」	

西田裕一郎	 抗肥満・抗糖尿病に関与する骨格筋代謝物質の探索―リポ

蛋白リパーゼトランスジェニックウサギを用いた検討―	

第８回分子骨格筋代謝研究会		
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西田裕一郎，彌冨美奈子，富永広貴，

桧垣靖樹，田中宏暁，堀田美加子，

大坪広実，原めぐみ，田中恵太郎	

PPARD 遺伝子多型が身体活動・食事指導による減量効果に

及ぼす影響	

第 26 回日本疫学会学術総会	

青木	洋介，浦上	宗治	 行動変容につながる Antimicrobial	Stewardship	 シオノギ Web カンファレンス	

青木早織、東元	 健、樋高秀憲、大

塚泰史、渡邊英孝、三嶋博之、吉浦

孝一郎、大場	 隆、片渕秀隆、副島

英伸	

間葉性異形成胎盤のゲノム・エピゲノム解析．	 第 10 回日本エピジェネティクス研

究会年会	

青木早織、東元健、樋高秀憲、大塚

泰史、渡邊英孝、三嶋博之、吉浦孝

一郎、八木ひとみ、西岡憲一、城圭

一郎、大場	 隆、片渕秀隆、副島英

伸	

間葉性異形成胎盤のゲノム・エピゲノム解析．	 三大学次世代コンソーシアム	 	

石川亜佐子,	八坂敏一,	笹栗智子,	

平川奈緒美,	村田祐造,	三宅靖延,	

山崎	 晶,	原	 博満,	吉田裕樹	

脊髄の疼痛誘導性サイトカインには C 型レクチン受容体が

必要である.	

第 81 回日本インターフェロン・サ

イトカイン学会学術集会	

石川亜佐子,	八坂敏一,	平川奈緒

美,	村田祐造,	原	 博満,	吉田裕樹	

Mincle(macrophage	inducible	C-type	 lectin)ノックアウ

トマウスの疼痛行動解析	

日本麻酔科学会	第 63 回学術集会	

石川慎一郎	 ピカピカリンク活用事例	ケース 3	遠距離通院患者の眼科

検査情報を連携先病院で参照	

国際モダンホスピタルショウ 2016	

（第 43 回）	

石川慎一郎	 眼科における PACS サーバーを介した地域医療連携システ

ムについての検討	

第 1 回ピカピカリンク研究会	

石川慎一郎	 眼科医からみる糖尿病	 伊万里・有田地区三師学術講演会,	

佐賀		

石川慎一郎	 教育セミナー②電子クリテイカルパスの現状と課題	佐賀

大学眼科におけるクリテイカルパスの運用	

日本医療マネジメント学会	第 15回

九州・山口連合大会	

石川慎一郎	 佐賀大学の病診連携システムについて		 鳥栖三養基眼科勉強会	

石川慎一郎	 電子カルテの功罪	 第 86 回九州眼科学会/第 32 回九州

緑内障カンファレンス/第 29回九州

眼科医会従業員教育講座	

石川慎一郎	 糖尿病～眼科医からの視点～		 第 2 回糖尿病勉強会,	伊万里	

石川慎一郎	 糖尿病～限科医からの視点～		 第 94 回佐賀大学医学部附属病院糖

尿病療養指導公開講座（佐賀県糖尿

病療養指導土認定講座）	

石川慎一郎	 糖尿病網膜症	 第 3回佐賀糖尿病療養指導士認定研

修会	

石川慎一郎	 落屑緑内障のアップデート	 長崎緑内障セミナー	

石川慎一郎	 緑内障アップデート	 三水会	

石川慎一郎	 緑内障治療オーダーメイド時代に向けて	 第 15 回福岡緑内障カンファレンス	

石川慎一郎	 緑内障治療を究める	 第 86 回九州眼科学会/第 32 回九州

緑内障カンファレンス/第 29回九州

眼科医会従業員教育講座	

石川慎一郎	 緑内障診断の分岐点～こんな時、あなたならどうする～		 うちなー緑内障道場	沖縄	

石川慎一郎	 緑内障薬物治療のアップデート 2016	 第 170 回宮崎県眼科医会講習会	

石川慎一郎	 緑内障薬物療法のアップデート	 別府市眼科セミナー	

石川慎一郎，	江内田寛	 当院におけるリパスジル点眼液の中期使用成績	 第 27 回日本緑内障学会	

石川慎一郎，吉永幸靖，三根正，中

村大輔，岡田龍雄，	石橋達朗，江内

田寛	

ODR 値の変化による，眼底酸素飽和度の定量的解析法の確

立	

第 70 回日本臨床眼科学会		

石川慎一郎，江内田寛	 当院におけるリパスジル点眼液の中期使用成績	 第 86 回九州眼科学会/第 32 回九州

緑内障カンファレンス/第 29回九州

眼科医会従業員教育講座	

川久保洋晴、山内康平、鶴岡ななえ、

坂田資尚、下田	 良、坂田祐之、岩

切龍一	

食道アカラシアの治療戦略：食道アカラシアのおけるボツ

リヌス菌毒素局注療法の治療効果とその位置付け	

第 12 回日本消化管学会総会学術集

会	

川村紗奈江，柚木純二，麓	 英征，

古川浩二郎，田中厚寿，木塚貴浩，

野上英次郎，野口	 亮，森田茂樹	

慢性 B 型解離の TEVAR 後、リークが残存し偽腔が拡大した

一例	

第 53 回九州外科学会/第 53 回九州

小児外科学会/第 52回九州内分泌外

科学会	
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川﨑佳奈子、島津倫太郎、倉富勇一

郎	

喉頭全摘術に際し頤下部筋皮弁再建術を施行した一例	 第 31 回日本耳鼻咽喉科学会九州連

合地方部会学術講演会	

泉枝理子,松本圭一郎,淡浪由希,山

口彩絵,實松麻衣,福田誠,岸知哉,宮

園素明,池田裕次	

急速進行性糸球体腎炎にて透析導入となった 15 例の検討	 第 61 回日本透析医学会学術集会・

総会	

泉枝理子,力武修一,中村恵,室雅巳,

福田誠,宮園素明,池田裕次	

妊娠を契機に発症した fullhousenephropathy の 1 例	 第 46 回日本腎臓学会西部学術大会	

前田寿幸、冨野広通、平原恵子、田

島大輔、松尾宗明、小杉雅史、中根

俊成、樋口理	

自己免疫性自律神経節障害（Autoimmune	autonomic	

ganglionopathy：AAG）の 2 症例．	

第 58 回日本小児神経学会学術集会	

前田寿幸、平原恵子、松尾宗明	 出生時より腰部に dimple を認め、脊髄脂肪腫より脊髄係留

症候群を呈した 1 例．	

第 360 回福岡小児神経研究会	

前田寿幸、米良智子、平原恵子、田

島大輔、松尾宗明	

重症心身障害児における腕頭動脈気管瘻の発症予測．	 第 75 回佐賀小児科地方会・第 199

回日本小児科学会長崎地方会合同

地方会	 	

祖川	 倫太郎	 佐賀大学における吸入指導について	 佐賀 COPD	Forum	

祖川	 倫太郎，前田	 美由紀，久保	

陽平，本岡	 千佳，江口	 弘晃，木

村	 早希子，田崎	 正信，成澤	 寛	

薬剤師による処方修正のアウトカム	 第 26 回日本医療薬学会年会	

曹愛琳、吉本怜子、合島怜央奈、張

旌旗、城戸瑞穂	

OVA	喘息モデルマウスにおける機械的アロディニア	 第 58 回歯科基礎医学会学術大会	

相原聡美、橋口真理子、大隈恵美、

西山	 哲、中尾佳史、横山正俊	

卵巣がん患者における終末期についての話し合いと終末期

医療の状況．	

第 21 回日本緩和医療学会学術大会	

相原聡美、山本徒子、西山	 哲、大

隈恵美、中尾佳史、横山正俊	

医学科学生における遺伝性婦人科癌についての意識調査．	 第 58 回日本婦人科腫瘍学会学術講

演会	

相原聡美、山本徒子、大隈恵美、西

山	哲、中尾佳史、横山正俊	

医学科学生における遺伝性婦人科癌についての意識調査．	 第 54 回日本癌治療学会学術集会	

相原聡美、福田亜紗子、久富万智子、

野口光代、西山	 哲、中尾佳史、横

山正俊	

タキサン系薬剤によると考えられた顔面の皮膚症状につい

ての検討．	

第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会	

草野脩平,有働和馬,東武昇平,野口

満	

ロボット支援下前立腺全摘除術における術後尿禁制につい

ての解析．	

第 8回日本ロボット外科学会学術集

会	

草野脩平,藏田彩,有働和馬,東武昇

平,野口満	

腸管利用造膣術の経験．	 第 13 回九州小児泌尿器科研究会	

増岡	淳,	松島	俊夫,	吉岡	史隆,	

緒方	敦之,	高瀬	幸徳,	中原	由紀

子,	下川	尚子,河島	雅到,	阿部	竜

也	

椎骨動脈の関連した片側顔面痙攣の治療成績．	 一般社団法人	日本脳神経外科学会	

第 75 回学術総会	

増岡	淳、河島雅到、下川尚子、中原

由紀子、高瀬幸徳、緒方敦之、吉岡

史隆、阿部竜也	

椎骨動脈の関連した片側顔面痙攣の治療成績．	 第 18 回日本脳神経減圧術学会	

増岡	淳、吉岡史隆、緒方敦之、高瀬

幸徳、中原由紀子、下川尚子、河島

雅到、阿部竜也	

内視鏡下経鼻手術における術前腰椎ドレナージの有用性．	 第 21 回日本脳腫瘍の外科学会	

増田	正憲,	山地	康太郎,	橋口	真

理子,	山崎	真希子,	高瀬	ゆかり,	

甲斐	敬太,	相島	慎一	

胆管癌における periostin 発現の検討	 第 105 回日本病理学会総会	

村田	祐造、本田	裕子	 GK ラット腎臓におけるグルコーストランスポーターの分

布	

第 121回日本解剖学会総会全国学術

集会	

村田和久，都合亜記暢，太田啓介，

中村桂一郎，	江内田寛，	平田	憲	

FIB/SEM を用いたマウス強膜内の腺維芽細胞間ネットワー

クの観察	

第 120 回日本眼科学会総会	

大隈恵美、西山	哲、福田亜紗子、橋

口真理子、中尾佳史、横山正俊	

子宮頸癌早期再発症例と高い放射線感受性を示した長期無

再発症例における neutrophil-to-lymphocyte	ratio（NLR）

と病理学的特徴の比較．	

第 68 回日本産科婦人科学会学術講

演会	

大塚伸,平田早恵,山口彩絵,吉崎真

衣,斧沢幸司,高島毅,岸知哉,宮園素

明,池田裕次	

シャント感染の後に感染性大動脈瘤破裂に至った維持血液

透析患者の一例	

第 61 回日本透析医学会学術集会・

総会	

大塚泰史,岡政史,大串栄彦,陣内久

美子,松尾宗明,東武昇平,野口満	

Anti‐VUR 手術後に一過性偽性低アルドステロン症を合併

した prune	belly 症候群の一例．	

第 13 回九州小児泌尿器研究会	
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大塚泰史,在津正文,陣内久美子,大

串栄彦,岡政史,佐藤忠司,東武昇平,

野口満,布井博幸,松尾宗明	

MERS を合併した急性巣状細菌性腎炎一症例におけるサイ

トカインの検討．	

第 24 回日本逆流性腎症フォーラム	

大塚泰史、佐藤忠司、飯田千晶、岡	政

史、陣内久美子、大串栄彦、田代克

弥、松尾宗明	

ADCK4 遺伝子異常によるステロイド抵抗性ネフローゼ症候

群の兄弟例．	

第 51 回日本小児腎臓病学会学術集

会	

大塚泰史、田代克弥、陣内久美子、

大串栄彦、佐藤忠司、松尾宗明	

LAMP 法を用いた Yersinia	pseudotuberculosis 感染症の解

析．	

第 119 回日本小児科学会学術集会	

大島侑子、西山	 哲、橋口真理子、

福田亜紗子、花島克幸、大隈恵美、

中尾佳史、横山正俊	

卵巣小細胞癌の一例	 第 73回九州連合産科婦人科学会/第

67 回九州ブロック産婦人科医会	

大島侑子、西山	哲、福田亜紗子、花

島克幸、大隈恵美、橋口真理子、中

橋弘顕、津村圭介、中園貴彦、中尾

佳史、横山正俊	

卵巣小細胞癌の一例	 JSAWI2016(第 17 回シンポジウム)	

淡浪由希,山崎政虎,野中康徳,実松

麻衣,福田誠,宮園素明,池田裕次	

悪性胸膜中皮腫に合併した微小変化型ネフローゼ症候群の

1 例	

第 46 回日本腎臓学会西部学術大会	

淡浪由希,松本圭一郎,泉枝理子,山

口彩絵,實松麻衣,福田誠,岸知哉,宮

園素明,池田裕次	

人工血管シャント感染症を発症した 21 例の検討	 第 61 回日本透析医学会学術集会・

総会	

淡浪由希、山崎政虎、野中康徳、實

松麻衣、福田誠、宮園素明、樋渡敦、

挽地裕、池田裕次	

鎖骨下静脈狭窄に対する経皮的血管拡張術施行時にステン

トが脱落し、右室内へ迷入した１例	

第 49 回九州人工透析研究会総会	

池田貯、久保洋、古賀浩木、姉川剛、

三好篤、隅健次、田中聡也、北原賢

二、佐藤清治	

一般演題（ポスター）胃：鏡視下手術 5（胃全摘）腹腔鏡

下胃全摘術における食道空腸機能的端々吻合の工夫～自動

吻合器を用いた安全で確実な共通孔閉鎖手技～	

第 71 回日本消化器外科学会総会	

竹下枝里、坂田資尚、鶴岡ななえ、

松永圭司、岩切龍一、藤本一眞、草

野元康	

人間ドック受診者の上部消化管症状に対する性別、年齢、

ピロリ菌の関与―人間ドック受診者における F スケール問

診票と内視鏡検査による評価	

第 18 回日本神経消化器病学会	

竹下枝里、坂田資尚、藤本一眞	 機能性消化器疾患の新展開、基礎から臨床まで：検診受診

者における FD 様症状の特徴	

第 102 回日本消化器病学会総会	

竹下枝里、松浦聡子、白井慎平、川

久保洋晴、山内康平、鶴岡ななえ、

坂田資尚、下田	 良、古賀靖大、野

村明成、坂田祐之、岩切龍一、藤本

一眞、岩下明徳	

心タンポナーゼを伴った潰瘍性大腸炎の 1 例	 第 107回日本消化器病学会九州支部

例会/第 101 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

竹内耕治、久保陽平、祖川倫太郎、

前田美由紀、	江本晶子、木村早希

子、田崎正信、成澤	 寛	

佐賀大学病院での病棟薬剤業務における腎機能低下患者へ

の薬学的介入状況調査		

医療薬学フォーラム2016	第24回ク

リニカルファーマシーシンポジウ

ム	

中原	由紀子	 自施設でのアバスチン投与の検討．	 脳腫瘍最新セミナー	

中原	由紀子,	江橋	諒,	劉	軒,	若

宮	富浩,	吉岡	史隆,	緒方	敦之,	

高瀬	幸徳,下川	尚子,	前田	健二,	

増岡	淳,	河島	雅到,	阿部	竜也	

髄膜腫 WHO	grade	Ｉの再発および異型髄膜腫 gradeⅡにつ

いて、臨床および分子生物学的因子の検討．	

一般社団法人	日本脳神経外科学会	

第 75 回学術総会	

中原	由紀子,	高口	素史,	伊藤	寛,	

若宮	富浩,	森崎	郁子,	籾井	泰朋,	

札場	博貴,	藤木		稔,	阿部	竜也	

低酸素状態における薬剤耐性遺伝子発現の検討．	 第 17 回日本分子脳神経外科学会	

中原	由紀子,高口	素史,伊藤	寛,若

宮	富浩,森崎	郁子,籾井	泰朋,札場	

博貴,藤木	稔,阿部	竜也	

低酸素状態における薬剤耐性遺伝子発現の検討．	 第 75 回日本癌学会学術総会	

中原	由紀子、伊藤	寛、飛田	修康、

江橋	諒、劉	軒、若宮	富浩、吉岡	史

隆、緒方	敦之、高瀬	幸徳、下川	尚

子、増岡	淳、河島	雅到、阿部	竜也	

当科におけるレベチラセタムの使用経験.		 佐賀てんかん診療連携会．	

中原	由紀子、若宮富浩、伊藤寛、高

口素史、下川尚子、増岡淳、河島雅

到、阿部竜也	

悪性神経膠腫に対するベバシズマブ療法の効果と増悪所見

についての検討．	

第 21 回日本脳腫瘍の外科学会	

中原	由紀子、若宮富浩、内橋和芳、

相島慎一、増岡淳、河島雅到、阿部

竜也	

病理診断に苦慮した壁在結節を伴う嚢胞性腫瘍の一例．	 第 34 回日本脳腫瘍病理学会	
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中山愛子、垣内俊彦、松尾宗明	 タクロリムスで寛解維持できず、インフリキシマブにスイ

ッチした難治性潰瘍性大腸炎の 1 例．	

第 43 回日本小児栄養消化器肝臓学

会	

中山愛子、垣内俊彦、松尾宗明	 治療に難渋した潰瘍性大腸炎の 1 例．	 第 75 回佐賀小児科地方会・第 199

回日本小児科学会長崎地方会合同

地方会	

中山愛子、岩永学、松尾宗明	 オクトレオチドを使用した先天性乳び胸の１例．	 第 52 回佐賀周産期カンファレンス	

中山愛子、平原恵子、前田寿幸、松

尾宗明	

ムンプス罹患後にふらつきを来した 1 例．	 第 119 回日本小児科学会学術集会	

中山賢人、小網博之、阪本雄一郎、

櫻井良太、太田美穂、今長谷尚史、

八幡真由子、三池徹、永嶋太、岩村

高志、井上聡	

血液浄化を行わずに救命し得たパラコート中毒の 1	例	 第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(ポスター109：中毒 6)	

中村	光男,	甲斐	敬太,	高瀬	ゆか

り,	北村	捷,	西	眞範,	古賀	大介,	

溝端	理恵,	古川	浩二郎,	森田	茂

樹,	相島	慎一	

小児に発生した心原発血管肉腫の細胞像と組織像	 第 55回	日本臨床細胞学会秋期大会	

中村恵,泉枝理子,力武修一,徳田倫

章,吉村達,室雅己,福田誠,宮園素

明,池田裕次	

妊娠後期に腎機能低下を認めた生体腎移植後患者の一例	 第 46 回日本腎臓学会西部学術大会	

中村恵、泉枝理子、力武修一、杉森

宏、福田誠、宮園素明、池田裕次	

当院における透析患者の脳血管障害	 第 49 回九州人工透析研究会総会	

中村晃子,藤崎大整,池田裕次,安芸

雅史,中村晃二,藤崎雅史,金子新,成

清武文,湊亮詠,宮園素明	

デノスマブ投与による低Caに関して～維持透析患者2例の

経験	

第 61 回日本透析医学会学術集会・

総会	

中村淳、江川紀幸、岩崎寛智、上田

純二、能城浩和	

一般演題（ポスター）ヘルニア：鏡視下手術 2	 高齢者鼠

径ヘルニア治療における TAPP の妥当性	

第 71 回日本消化器外科学会総会	

中村拓自、小野晋康、松尾宗明	 視覚失認、尿閉で発症した急性辺縁系脳炎の 13 歳女児例．	 第 365 回福岡小児神経研究会	

中村拓自、森田駿、須山ゆかり、阿

部淳、辻功介、松尾宗明	

インフルエンザ感染を契機に辺縁系脳症を来した男児例．	 第 361 回福岡小児神経研究会	

中村朝美、中島千穂、小林直美、小

宮一利、木村晋也、荒金尚子	

血漿分子マーカーを用いた afatinib 耐性化機序と効果予

測因子の検討	

第 57 回日本肺癌学会学術集会	

中村朝美、中島千穂、小林直美、梅

口仁美、小宮一利、木村晋也、荒金

尚子	

第一世代 EGFR-TKI 獲得耐性例における afatinib 治療効果

と血漿分子マーカー測定結果の検討	

第 77 回日本呼吸器学会・日本結核

病学会/日本サルコイドーシス／肉

芽腫性疾患学会	九州支部	夏季学

術講演会	

中島	千穂、安部友範、佐藤	明美、

加藤潤一、末岡栄三朗、木村	晋也、

荒金	尚子	

高感度EGFR遺伝子変異検出系におけるDNA自動抽出装置の

有用性	

日本臨床検査自動化学会第 48 回大

会	

中島	千穂、安部友範、佐藤	明美、

加藤潤一、末岡栄三朗、木村	晋也、

荒金	尚子	

高感度EGFR遺伝子変異検出系におけるDNA自動抽出装置の

有用性	

第 57 回日本肺癌学会学術集会	

中島	千穂、佐藤	明美、木村	晋也、

荒金	尚子	

肺癌転移動物モデルを用いたリンパ節転移機構の検索	 第 75 回日本癌学会学術総会	

中島千穂、安部友範、木村晋也、荒

金尚子	

高感度EGFR遺伝子変異検出法におけるDNA自動抽出法の有

用性	

第 57 回日本肺癌学会九州支部学術

集会/第 40回日本呼吸器内視鏡学会

九州支部総会	

中尾佳史、大隈恵美、相原聡美、西

山	 哲、福田亜紗子、橋口真理子、

横山正俊	

大学病院での集学的リンパ浮腫診療―これからの課題．	 第 58 回日本婦人科腫瘍学会学術講

演会	

中尾佳史、福田亜紗子、西山	哲、橋

口真理子、大隈恵美、野口光代、横

山正俊	

大学病院でのリンパ浮腫診療―これまで，そしてこれから．	 第 68 回日本産科婦人科学会学術講

演会	

中尾佳史、福田亜紗子、西山	哲、大

隈恵美、野口光代、相原聡美、橋口

真理子、横山正俊	

増える若年発症子宮頸癌の診断過程における問題点．	 第 54 回日本癌治療学会学術集会	

張旌旗、白鳥卓麻、久木田明子、山

座孝義、古谷野潔、久木田敏夫	

破骨細胞形成過程における細胞融合と細胞質分裂の形態学

的解析	

第 58 回歯科基礎医学会学術大会	

朝長絵理子、永瀬浩太郎、木村裕美、

井上卓也、成澤寛	 	

セツキシマブ・パクリタキセル併用療法が有効であった難

治性転移性有棘細胞癌の 1 例	

第 32 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術

大会	
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長崎啓祐、東元健、相馬規子、今村

勝、齋藤昭彦、副島英伸	

DIS3L2複合ヘテロ変異を同定した長期生存Perlman症候群

の１例．	

第 39 回日本小児遺伝学会学術集会	 	

陳	 文瀚、田中雄一郎、山本甲二、

鶴岡ななえ、坂田資尚、下田	 良、

岩切龍一、藤本一眞	

関節炎で初発した若年クローン病の 1 例	 第 108回日本消化器病学会九州支部

例会/第 102 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

鶴岡ななえ、坂田資尚、岩切龍一	 抗血栓療法は憩室出血患者における再出血のリスクとはな

らない	

第 91 回日本消化器内視鏡学会総会	

鶴岡ななえ、松浦聡子、白井慎平、

竹下枝里、川久保洋晴、山内康平、

坂田資尚、下田	 良、岩切龍一、藤

本一眞	

機能性ディスペプシア診療ガイドラインを見直す：当院総

合外来を初診した機能性ディスペプシアの現状	

第 12 回日本消化管学会総会学術集

会	

鶴岡ななえ、白井慎平、芥川加代、

坂田祐之、岩切龍一、藤本一眞、水

口昌伸	

		

佐賀県における最近 4 年間の検診発見胃癌の特徴	 第 24 回	 日本消化器関連学会週間

（JDDW	2016）	

貞松宏典、高橋浩一郎、平川治樹、

栗原有紀、田代宏樹、中島千穂、渡

邊直美、小宮一利、田中将英、中村

朝美、木村晋也、荒金尚子	

IgG4 関連疾患の肺病変に関する解析	 第 56 回日本呼吸器学会学術講演会	

貞松宏典、田中将英、辻百々子、栗

原有紀、平川治樹、田代宏樹、安部

友範、中島千穂、小宮一利、中村朝

美、高橋浩一郎、木村晋也、荒金尚

子	

血栓性微小血管障害症に合併した肺胞出血の 1 例	 第 77 回日本呼吸器学会・日本結核

病学会/日本サルコイドーシス／肉

芽腫性疾患学会	九州支部	夏季学

術講演会	

田代宏樹、高橋浩一郎、加藤剛、林

真一郎、木村晋也、荒金尚子	

単球由来 IL-33 は HDM による気道炎症に関与する	 第 56 回日本呼吸器学会学術講演会	

田代宏樹、高橋浩一郎、辻百々子、

平川治樹、栗原有紀、安部友範、中

島千穂、小宮一利、中村朝美、田中

将英、木村晋也、荒金尚子	

顕微鏡的多発血管炎に合併する気管支拡張症の予後解析	 第 77 回日本呼吸器学会・日本結核

病学会/日本サルコイドーシス／肉

芽腫性疾患学会	九州支部	夏季学

術講演会	

田代宏樹、高橋浩一郎、辻百々子、

平川治樹、栗原有紀、安部友範、中

島千穂、小宮一利、田中将英、中村

朝美、荒金尚子	

長期経過を観察できた Multicentric	Castleman’s	Disease

の一例	

第 78 回日本呼吸器学会日本結核病

学会九州支部春季学術講演会	

田代宏樹、髙橋浩一郎、梅口仁美、

平川治樹、栗原有紀、貞松宏典、中

島千穂、小宮一利、田中将英、中村

朝美、荒金尚子	

大葉性肺炎を呈した肺クリプトコッカス症の 1 例	 第 76 回日本呼吸器学会・日本結核

病学会	九州支部	春季学術講演会	

田代克弥	 上腸間膜動脈の門脈穿破により心不全を来した

Ehlers-Danlos 症候群の一例．	

第 24 回佐賀心不全研究会	

田代克弥	 糖原病に続発した肺高血圧症の一例．	 第 2 回九州肺高血圧症研究会	

田代克弥、飯田千晶	 上室性頻拍による循環不全を来した TCPC 術後症例．	 第 29 回九州小児不整脈研究会	

田代克弥、飯田千晶、熊本崇	 当院における cyclosporin	A 投与例のまとめ．	 九州川崎病研究会		

田中	 賢一	 柳田公彦	 高良吉廸	

中野	 良	 遠藤広貴、千布	 裕	

Ｍｉｘ	 Ｇｅｎｏｔｙｐｅ	 のＣ型慢性肝炎に対してレデ

ィパスビル（ＬＤＶ）＋ソフォスブビル（ＳＯＦ）を投与

した一例	

第 107回日本消化器病学会九州支部

例会/第 101 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

田中	敦史,	多胡	素子,	尾山	純一,	

野出	孝一	

降圧目標値未達成の高血圧患者に対する従来の ARB からア

ジルサルタンへの切替えは、良好な降圧と同時に健康関連

QOL スコアを改善する	 	

第 5 回臨床高血圧フォーラム	

田中	敦史、	東	幸仁、	冨山	博史、	

山科	章、	野出	孝一	

血清尿酸値と血管機能の連関解析	 FMD-J 研究(B)	 第 39 回日本高血圧学会総会	

田中賢一	 B 型肝炎の治療について	 唐津松浦地区肝疾患研究会	

田中敦史、尾山純一、野出孝一	 職場検診における NT-ｐroBNP の測定からみえてくる患者

像と心血管リスク因子との関連		

第 39 回日本高血圧学会総会	

田中雄一郎、川久保洋晴、坂田資尚、

岩切龍一、藤本一眞	

若年健康成人におけるピロリ菌感染と逆流性食道炎：背景

因子と臨床症状の検討	

第 18 回日本神経消化器病学会	

田島大輔、平原恵子、前田寿幸、松

尾宗明、岩永晃、飯田千晶、岡本伸

彦、友納優子、辻功介	

新生児期に異常眼球運動・髄液糖低下をきたすもグルコー

ストランスポーター1 異常症ではなかった 3 例．	

第 50回	日本てんかん学会学術集会

（静岡）	
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渡部	 宏、大隈恵美、福田亜紗子、

花島克幸、西山	 哲、中尾佳史、横

山正俊	

当科におけるマイクロ波子宮内膜アブレーション手術の施

行経験	

佐賀産婦第 214 回学術研修会	

渡邊英孝、東元健、三宅紀子、前田

寿幸、樋高秀憲、青木早織、八木ひ

とみ、西岡憲一、城圭一郎、松本直

通、副島英伸	

ソトス症候群とベックウィズ・ビーデマン症候群でオーバ

ーラップする表現型の原因探索．	

第 39 回日本小児遺伝学会学術集会	 	

渡邊英孝、東元健、三宅紀子、前田

寿幸、樋高秀憲、青木早織、八木ひ

とみ、西岡憲一、城圭一郎、森田純

代、堀居拓郎、木村美香、畑田出穂、

松本直通、副島英伸	

NSD1ハプロ不全はDNAメチル化インプリント異常と遺伝子

発現異常を惹起する．	

第 39 回日本分子生物学会年会	 	

島ノ江	千里、原	めぐみ、市場正良、

田中	恵太郎、松本明子	

LC-MS/MS による尿中グルココルチコイド類の同時測定法

の確立	

第 86 回日本衛生学会学術総会	

島ノ江	千里、原	めぐみ、西田	裕一

郎、大塚康子、南里	妃名子、堀田	美

加子、安方	淳、三好信行、山田陽介、

Yun-Shan	Li、河井一明、葛西	宏、

桧垣靖樹、田中	恵太郎	

長期的な自覚ストレスとDNA酸化損傷	(尿中 8OHdG)との関

連は抑うつの高さによって異なる：J-MICC	study	SAGA	

第 26 回日本疫学会学術総会	

島津倫太郎、倉富勇一郎	 胃液・十二指腸液逆流による咽喉頭および食道の病理学的

変化	

第 28 回日本喉頭科学会総会・学術

講演会	

島津倫太郎、倉富勇一郎	 胃液・十二指腸液逆流モデルにおける咽喉頭の病理学的変

化の検討	

第 40 回日本頭頸部癌学会	

島津倫太郎、倉富勇一郎	 胃食道逆流症(GERD)と口腔疾患の関連性と検討-動物モデ

ルを用いて-	

第 29 回日本口腔・咽頭科学会総会

ならびに学術講演会	

島内啓太、白井慎平、竹下枝里、鶴

岡ななえ、坂田資尚、下田	 良、坂

田祐之、岩切龍一、藤本一眞	

長時間の低アルブミン血症を契機に発見された	

Blind-loop	症候群の 1 例	

第 107回日本消化器病学会九州支部

例会/第 101 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

島内浩太，野口	 亮，古川浩二郎，

木塚貴浩，迎	 洋輔，野上英次郎，

伊藤	 学，麓	 英征，柚木純二，田

中厚寿，森田茂樹	

大腿動静脈廔根治術後に発生した外腸骨静脈の巨大慢性拡

張性血腫の一手術例	

第 107回日本血管外科学会九州地方

会	

嶋崎絵里子、門司幹男、峯崎晃充、

斎藤真貴子、鈴木久美子、佐藤慎太

郎、島津倫太郎、倉富勇一郎	

原発性甲状腺機能亢進症 30 例に対する手術症例の検討	 第 26 回日本頭頸部外科学会総会な

らびに学術講演会	

嶋崎絵里子、門司幹男、鈴木久美子、

島津倫太郎、倉富勇一郎	

当科における下咽頭扁平上皮癌の治療成績の検討	 第 40 回日本頭頸部癌学会	

東元健、八木ひとみ、副島英伸	 DNA メチル化異常不一致を示す一卵性 2 絨毛膜 2 羊膜双胎

の Beckwith-Wiedemann	syndrome.		

第 23 回遺伝性疾患に関する出生前

診断研究会	

東武昇平	 間欠自己導尿導入の同意取得困難症例の背景因子の検討．	 第 104 回日本泌尿器科学会総会	

東武昇平	 女性過活動膀胱患者の真の姿を知って日常診療に取り組む

ために．	

Female	Patient's	Insight	 検討会	

東武昇平,永瀬圭,高原光平,有働和

馬,野口満	

二分脊椎症例において膀胱形態異常を来す症例の背景因子

は？．	

第 23 回日本排尿機能学会		

東武昇平,草野脩平,藏田彩,有働和

馬,野口満	

膀胱尿管移行部狭窄が術前診断できなかった両側腎盂尿管

移行部狭窄症の一例．	

第 13 回九州小児泌尿器研究会	

藤井昌志、平木将紹、江川紀幸、河

野博、井手貴雄、上田純二、能城浩

和	

一般演題	 胆 3	 重複胆嚢管を伴う胆嚢結石症に対する腹

腔鏡下胆嚢摘出術	

第 107回日本消化器病学会九州支部

例会第 101回日本消化器内視鏡学会

九州支部例会	

藤田亜美、康欽、王翀、余婷、平尾

崚、鈴木里佳、熊本栄一	

構造異性体によるラット脊髄膠様質における TRP チャネル

の活性化−カルバクロール、チモールおよびカルボンの作

用.	

第 93 回日本生理学会大会	

藤田亜美、朱蘭、王翀、余婷、平尾

崚、鈴木里佳、熊本栄一	

TRPA1 活性化を介したシトラールによる成熟ラット脊髄膠

様質ニューロンの自発性興奮性シナプス伝達の促進.	

第 39 回日本神経科学大会	

徳丸直郎、若月	優、宇野	隆、兼安

祐子、	楮本智子、		播磨洋子、	野

田真永、新部	譲	、	島ノ江千里、	戸

板孝文		

骨盤リンパ節転移を有する子宮頸癌術後放射線療法/化学

放射線療法：全国調査	

第 54 回日本癌治療学会学術集会	
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内海沙織,野中康徳,金谷晶子,福成

健一,池田裕次	

当院における維持透析患者の感染症症例の検討	 第 61 回日本透析医学会学術集会・

総会	

内田雄基,	森啓輔,	下平大治,	檀上

敦,	重松正仁,	陣内重雄,	野口信

宏,	山下佳雄	

翼突上顎領域に骨内インプラントを埋入するための CT	と

解剖による計測:解剖体を用いた研究	

第 46 回公益社団法人日本口腔イン

プラント学会学術大会/第 37回公益

社団法人日本口腔インプラント学

会中部支部学術大会併催	

内田雄基、檀上敦、重松正仁、山下

佳雄、後藤昌昭	

上顎骨から蝶形骨翼状突起領域に骨内インプラントを埋入

する際に留意すべき解剖学的構造：解剖体による研究	

公益社団法人日本口腔インプラン

ト学会	 第 33 回九州支部学術大会	

内野美穂、西山	哲、大隈香奈、福田

亜紗子、橋口真理子、大隈恵美、野

口光代、中尾佳史、横山正俊					

原発不明癌の術前診断の結果，開腹手術で確定診断に至っ

た結核性腹膜炎の一例．	

第 68 回日本産科婦人科学会学術講

演会	

南里麻己	 膀胱癌にとって脂肪は味方か敵か？	(特別講演）	 第 74 回佐賀県泌尿器科懇話会	

楠田詞也、佐々木和美、髙﨑光浩、

中尾佳史、横山正俊	

佐賀県における子宮がん死亡率高値の原因分析．	 地域がん登録全国協議会	第 25回学

術集会「テーマ:全国がん登録の保

健・医療への貢献」	

梅木俊晴、	小松愛子、坂本佳子、秋

吉妙美、秋吉重康、琴岡憲彦、古川

浩二郎、末岡榮三朗、森田茂樹、	野

出孝一	 	

化膿性心膜心筋炎に伴う左心室瘤の術後に心エコー図で心

破裂を診断しえた 1 例	

一般社団法人日本心エコー図学会

第 27 回学術集会	

白井慎平、坂田資尚、岩切龍一	 薬剤性消化管障害の現状と対策：高齢者における薬剤起因

性上部消化管出血の特徴	

第 102 回日本消化器病学会総会	

白井慎平、坂田資尚、岩切龍一、藤

本一眞、水口昌伸	

佐賀県における胃癌集団検診成績	 第 55 回日本消化器がん検診学会総

会	

白井慎平、松浦聡子、竹下枝里、川

久保洋晴、内田匡彦、山内康平、鶴

岡ななえ、坂田資尚、岩切龍一、藤

本一眞	

当院における上部消化管出血の非抗血栓療法患者と抗血栓

療法患者の比較検討	

第 12 回日本消化管学会総会学術集

会	

白井慎平、鶴岡ななえ、坂田資尚	 潰瘍性大腸炎の白血球除去療法による寛解導入療法と粘膜

評価	

第 24 回	 日本消化器関連学会週間

（JDDW	2016）	

白鳥卓麻、久木田明子、上原範久、

久本由香里、張旌旗、山座孝義、古

谷野潔、久木田敏夫	

病的に活性化された破骨細胞:形成条件の検討と蛍光プロ

ーブを用いた骨吸収イメージング	

第 58 回歯科基礎医学会学術大会	

白鳥卓麻、上原範久、久本由香里、

久木田明子、徐祥赫、古谷野潔、久

木田敏夫	

病的骨破壊の特異的成語を目指して:炎症性サイトカイン

刺激で形成された破骨細胞は病的に活性化された破骨細胞

か？	

第 34回日本骨代謝学会学術集会	第

3 回アジア太平洋骨代謝学会議	

白木誠,	徐祥赫,	蒲原麻菜,	馬渡正

明,	久木田明子	

ストレス応答タンパク質 Nuclear	protein	1/p8 の破骨細胞

における新たな機能	

第 34 回日本骨代謝学会学術集会・

第 3 回アジア太平洋骨代謝学会議	

飯田千晶、田代克弥、倉岡彩子	 主肺動脈拡張による左肺動脈狭窄により急性右心不全を発

症した Large	ASD の 1 例.	

第 52 回日本小児循環器学会総会・

学術集会	

樋高秀憲、東元健、青木早織、渡邊

英孝、前田寿幸、古賀靖大、岩切龍

一、能城浩和、藤本一眞、副島英伸	

大腸癌におけるインプリント DMR の包括的メチル化解析．	 第 10 回日本エピジェネティクス研

究会年会	

尾形善康、古賀大介、西眞範、久富

万智子、須山ゆかり、松尾宗明	

毛細血管拡張性肉芽腫より出血し外科的切除を行ったイン

ヒビター陽性重症血友病 B の幼児例.		

第 38 回日本血栓止血学会学術集会	

尾形善康、須山ゆかり、米良智子、

市丸智浩、松尾宗明	

コルヒチンを使用してステロイド減量が可能となった TNF

受容体関連周期性症候群の一例.		

第 26 回日本小児リウマチ学会総

会・学術集会	

尾形善康、須山ゆかり、米良智子、

市丸智浩、松尾宗明	

当科における家族性地中海熱以外の自己炎症性疾患へのコ

ルヒチンの使用経験.		

第 52 回九州リウマチ学会	

冨野広通、溝端理恵、岩永	 学、松

尾宗明	

性分化疾患の初期対応をした総排泄腔外反症の 1 例．	 第 76 回佐賀小児科地方会	

冨野広通、大塚泰史、在津正文、陣

内久美子、大串栄彦、岡	 政史、佐

藤忠司、布井博幸、松尾宗明	

MERSを合併した急性巣状細菌性腎炎の1例におけるサイト

カインの検討．	

第 75 回佐賀小児科地方会・第 199

回日本小児科学会長崎地方会合同

地方会	

冨野広通、田島大輔、前田寿幸、田

代克弥、松尾宗明	

けいれんで発症した自己免疫性自律神経節障害の一例．	 第 119 回日本小児科学会学術集会	

冨野広通、田島大輔、田代克弥、前

田寿幸、松尾宗明、小杉雅史、中根

俊成	

けいれん，発作性上室性頻脈で発症した自己免疫性自律神

経節障害の 1 例．	

第 80 回日本小児神経学会九州地方

会	
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武下	剛,	中園	貴彦,	山口	健,	入

江	裕之,	西山	哲,	橋口	真理子,	

横山	正俊,	内橋	和芳,	甲斐	敬太	

Chemical	shift	imaging にて脂肪が検出された卵巣セルト

リ・ライディク細胞腫の 1 例	

第 75 回日本医学放射線学会総会	

副島英伸	 Genomic	imprinting:	Beckwith-Wiedemann	syndrome	and	

related	disorders	 ゲノムインプリンティング	—	

Beckwith-Wiedemann 症候群と関連疾患	—	

平成２７年度熊本大学医学・生命科

学セミナー	 	

副島英伸	 インプリンティング疾患の原因と臨床的特徴．	 New	Insights	of	Molecular	

Genetics	on	Growth	Disorders.		

副島英伸	 ゲノムインプリンティング異常と関連疾患．	 愛媛大学セミナー	 	

副島英伸	 ゲノムインプリンティング異常の原因と関連疾患．	 TARA	Life	Science	Center	of	

Tsukuba	Advanced		Research	

Alliance	TARA	Seminar	

福地	絢子,江橋	諒,高瀬	幸徳,吉岡	

史隆,下川	尚子,劉	軒,若宮	富浩,

緒方	敦之,増岡	淳,河島	雅到,阿部	

竜也,小宮山	雅樹	

軟膜動静脈瘻破裂に対し経動脈的塞栓術を施行した 1	例．	 第 122回一般社団法人日本脳神経外

科学会九州支部会	

福地絢子、今長谷尚史、阪本雄一郎、

西純平、太田美穂、八幡真由子、梅

香満、三池徹、永嶋太、岩村高志、

井上聡	

複数の症候を合併した神経因性食思不振症の集学的治療に

成功した 1 例	

第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(学生・研修医セッション	 ポ

スター7)	

福田亜紗子、橋口真理子、甲斐敬太、

西山	 哲、大隈恵美、野口光代、内

山倫子、中尾佳史、相島慎一、横山

正俊	

捺印細胞診を行った Atypical	polypoid	adenomyoma(APAM)

の 1 例．	

第 32 回日本臨床細胞学会九州連合

会学会	

福田亜紗子、西山	 哲、橋口真理子、

大隈恵美、野口光代、内山倫子、中

尾佳史、横山正俊	

子宮頸部細胞診で判断しえた子宮頸部小細胞癌の 2 例．	 第 55 回日本臨床細胞学会秋期大会	

福田誠,淡浪由希,山崎政虎,野中康

徳,實松麻衣,宮園素明,池田裕次	

当院における多発性嚢胞腎の実態 ICD-10 を用いた検討	 第 46 回日本腎臓学会西部学術大会	

福田誠，淡浪由希，泉枝理子，山口

彩絵，松本圭一郎，実松麻衣，岸知

哉，宮園素明，安西慶三，池田裕次	

33 年間の糖尿病性腎症の透析導入症例の特徴	 第 59 回日本腎臓学会学術総会	

福田智子、白武弥紗、岡田直子、大

野明博、坂田資尚、鶴岡ななえ、下

田良、岩切龍一	

大腸内視鏡治療時の適切な機器の使用を目指して	 高周波

装置使用における有用な対極版の貼付部位に関する検討	

第 24 回日本大腸検査学会九州支部

会	

平原恵子,	松尾宗明	 神経線維腫症 1 型の中枢神経合併症について．	 第 58 回日本小児神経学会学術集会	

平原恵子、前田寿幸、松尾宗明	 TRH 療法を施行した Lennox-Gastaut 症候群の 4 例．	 第 50回	日本てんかん学会学術集会

（静岡）	

平川治樹、小宮一利、栗原有紀、中

島千穂、田中将英、中村朝美、髙橋

浩一郎、木村晋也、荒金尚子	

再々生検にてT790M陽性を確認し得たEGFR遺伝子変異陽性

肺癌の 1 例	

第 57 回日本肺癌学会九州支部学術

集会/第 40回日本呼吸器内視鏡学会

九州支部総会	

平川治樹、小宮一利、貞松宏典、中

島千穂、中村朝美、木村晋也、荒金

尚子	

導入化学療法後に急速に進行した縦隔原発混合型胚細胞腫

瘍の 1 例	

第 56 回日本肺癌学会九州支部学術

集会/第 39回日本呼吸器内視鏡学会

九州支部総会	

平田静香、山内康平、芥川剛至、鶴

岡ななえ、坂田資尚、下田	 良、岩

切龍一、藤本一眞．	

繰り返す小腸出血に対し、大動脈弁置換術により症状の改

善を得た	Heyde	症状群の 1 例	

第 107回日本消化器病学会九州支部

例会/第 101 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

平田早恵,吉崎真衣,松本圭一郎,福

田誠,大塚伸,高島毅,宮園素明,池田

裕次	

運動後に急性腎不全を繰り返した 1 例	 第 312 回日本内科学会九州地方会	

平田早恵,吉崎真衣,松本圭一郎,福

田誠,大塚伸,高島毅,谷口啓輔,宮園

素明,池田裕次	

慢性腎不全の経過中に尿管癌による水腎症、急性腎盂腎炎

を来した一例	

第 46 回日本腎臓学会西部学術大会	

平尾崚、藤田亜美、坂井愛子、王翀、

余婷、鈴木里佳、熊本栄一	

蛙坐骨神経の複合活動電位に及ぼす抗うつ薬の抑制作用.	 第 93 回日本生理学会大会	

平尾崚、藤田亜美、坂井愛子、王翀、

余婷、鈴木里佳、熊本栄一	

抗うつ薬による蛙坐骨神経の複合活動電位の抑制.	 第 38 回日本疼痛学会	

平尾崚、藤田亜美、坂井愛子、王翀、

余婷、鈴木里佳、熊本栄一	

様々な種類の抗うつ薬による蛙坐骨神経の複合活動電位の

抑制.	

第 39 回日本神経科学大会	

平尾崚、藤田亜美、坂井愛子、鈴木

里佳、馬郡信弥、王翀、熊本栄一	

抗うつ薬は蛙坐骨神経の複合活動電位を抑制する.	 第 67 回西日本生理学会	
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平木将紹、北川浩、與田幸恵、能城

浩和	

一般演題（ポスター）胃：鏡視下手術 4（胃全摘）腹腔鏡

下胃全摘術後の内ヘルニアの発症に対する検討と対策	

第 71 回日本消化器外科学会総会	

米倉直美、永瀬浩太郎、小川始主夏、

木村裕美、井上卓也、成澤寛	

左頬部に生じた紅色結節の 1 例	 第 68 回日本皮膚科学会西部支部学

術大会	

米良智子、西	 眞範、古賀大介、辻

百々子、七條正英、尾形善康、森田	

駿、辻	 功介、松尾宗明	

思春期発症の全身型若年性特発性関節炎の 1 例.		 第 74 回佐賀小児科地方会	

別府	宏一郎,	野下	祥太郎,	窪津	

祥仁,	吉岡	航,	村山	賢一郎,	秋山	

巧,	高橋	宏和,	安西	慶三,	江口	

有一郎	

肝硬変患者において猫咬傷を契機に Pasteurella 腹膜炎を

来した一例	

第 108回日本消化器病学会九州支部

例会/第 102 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

峯崎晃充、嶋崎絵里子、鈴木久美子、

門司幹男、島津倫太郎、倉富勇一郎	

当科における進行舌癌症例の検討	 第 40 回日本頭頸部癌学会	

北川浩、松倉史郎、中城博見、鶴安

浩、湯ノ谷誠二	

一般演題	 大腸 6	 S 状結腸癌との鑑別に苦慮した魚骨潰

瘍の一例	

第 107回日本消化器病学会九州支部

例会第 101回日本消化器内視鏡学会

九州支部例会	

北島	陽一郎,	高橋	宏和,	窪津	祥

仁,	濱岡	和宏,	小野	尚文,	江口	

尚久,	江口	有一郎,	安西	慶三	

非代償性肝硬変患者への分岐鎖アミノ酸療法と骨格筋の関

与	

第 24 回日本消化器関連学会週間

（JDDW）2016	

北島	陽一郎,	高橋	宏和,	江口	有

一郎	

NAFLD、T2DM 合併 NAFLD への食事運動介入による筋の質と

量の改善は慢性腎臓病の進行を抑制する	

第 52 回日本肝臓学会総会	

北島陽一郎	 窪津祥仁	 濱岡和宏	

小野尚文	 江口尚久	 高橋宏和	 安

西慶三	 江口有一郎	

NAFLD、T2DM 合併 NAFLD への食事運動介入は肝筋腎連関で

慢性腎臓病を抑制する	

第 24 回肝病態生理研究会	

北島陽一郎	 高橋宏和	 窪津祥仁	

濱岡和宏	 小野尚文	 江口尚久	 角

田	 圭雄	 兵庫	 秀幸	 江口有一郎	

安西慶三	

ＮＡＳＨ進展におけるサルコペニア肥満と筋脂肪化、膵β

細胞機能低下との関係	

第 3 回肝臓と糖尿病・代謝研究会	

牧尾誠二郎、濵田洋平、浦上宗治、

於保恵、草場耕二、青木洋介	

血液培養陽性検体での菌種推定が困難であった市中敗血症

の 1 例	

第 86 回日本感染症学会西日本地方

会学術集会/第 59回日本感染症学会

中日本地方会学術集会/第 64回日本

化学療法学会西日本支部総会		

堀いくみ、河村理恵、中林一彦、家

田大輔、大橋圭、根岸豊、服部文子、

杉尾嘉嗣、涌井敬子、黒澤健司、秦

健一郎、副島英伸、齋藤伸治	

CTCF遺伝子欠失を認めた2女児の臨床的および遺伝学的検

討．	

第 39 回日本小児遺伝学会学術集会	 	

堀田千恵子、池田貯、松藤祥平、久

保洋、古賀浩木、姉川剛、三好篤、

隅健次、田中聡也、北原賢二、佐藤

清治	

専修医発表	 大腸 1	 原発性虫垂重積症の一例	 第 107回日本消化器病学会九州支部

例会第 101回日本消化器内視鏡学会

九州支部例会	

末岡榮三朗、中村秀明、柘植薫	 Indolent	ATL を対象とした総合的診療体制の構築	 第 3 回日本 HTLV-1 学会学術集会	

木村直也,東武昇平,草野脩平,永瀬

圭,南里麻己,有働和馬,野口満	

骨盤内腫瘍に対する腹腔鏡下腫瘍生検．	 日本泌尿器科学会第 81 回佐賀地方

会	

木塚雅之、白井慎平、伊東陽一郎、

坂田資尚、岩切龍一、藤本一眞	

ESD で治療しえた異所性胃腺原発早期胃癌の 1 例	 第 108回日本消化器病学会九州支部

例会/第 102 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

門司幹男、島津倫太郎、鈴木久美子、

斎藤真貴子、倉富勇一郎	

当科における声門癌の治療成績	 第 117回日本耳鼻咽喉科学会通常総

会・学術講演会	

野下	祥太郎,	窪津	祥仁,吉岡航		

村山	賢一郎,	秋山	巧,	高橋	宏和,

相島慎一江口有一郎,安西慶三	

多発限局性結節性過形成を合併した再発肝細胞癌の一例	 第 108回日本消化器病学会九州支部

例会/第 102 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

野口光代、相原聡美、西山	哲、大隈

恵美、橋口真理子、内山倫子、中尾

佳史、横山正俊	

プラチナ耐性再発卵巣がんに対するベバシズマブ+トポテ

カン併用療法．	

第 54 回日本癌治療学会学術集会．	

野口満,南里麻己,藏田彩,有働和馬,

東武昇平	

Managing	OAB	with	underlying	comorbidity	in	children	 第 25 回日本小児泌尿器科学会総

会・学術集会	

野上英次郎，古川浩二郎，七條正英，

木塚貴浩，古舘	 晃，髙松正憲，柚

木純二，田中厚寿，森田茂樹	

Cleft による僧帽弁閉鎖不全症に対して外科治療を行った

２例	

第 120回日本循環器学会九州地方会	

野上英次郎，古川浩二郎，七條正英，

木塚貴浩，古舘	 晃，髙松正憲，柚

オープンステントグラフトを併用した弓部大動脈置換術～

自作及び企業製の早期、中期成績の比較～	

第 69 回日本胸部外科学会定期学術

集会	
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木純二，田中厚寿，森田茂樹	

野上英次郎，柚木純二，木塚貴浩，

迎	 洋輔，野口	 亮，伊藤	 学，麓	

英征，田中厚寿，古川浩二郎，森田

茂樹	

当科における胸部大動脈緊急疾患へのステントグラフト治

療の早期および中期成績	

第 46 回日本心臓血管外科学会学術

総会	

野上英次郎，柚木純二，木塚貴浩，

野口	 亮，麓	 英征，田中厚寿，古

川浩二郎，森田茂樹	

大動脈弁生体弁置換術後弓部瘤に心尖部アプローチで

TEVAR を施行した１例	

第 44 回日本血管外科学会学術総会	

野中	小百合,川人	学,山田	クリス

孝介,	藤井	進,	福島	常浩,	末岡	

榮三朗,宮﨑	耕治	

自己疾病管理を目的とした PHR カードの発行とサービスの

開始と評価	 ―佐賀 MIRCA―	

第 36 回医療情報学連合大会	 （第

17 回日本医療情報学会学術大会）	

野中康徳、淡波由希、實松麻衣、福

田誠、宮園素明、池田裕次	

カンジダ菌血症加療後に生じたカンジダ性脊椎炎の透析患

者の一例	

第 49 回九州人工透析研究会総会	

野田岩男,	宮本比呂志,	古畑友基,	

上野雅也,	河野俊介,	園畑素樹,	馬

渡正明	

次世代型抗菌性ハイドロキシアパタイトコーティング-銀

イオンの溶出特性とバイオフィルム形成阻害効果に対する

持続性評価-	

日本防菌防黴学会第 43 回年次大会	

野田岩男,	宮本比呂志,	上野雅也,	

江頭秀一,	塚本正紹,	河野俊介,	園

畑素樹,	馬渡正明	

次世代型抗菌性ハイドキシアパタイトコーティング-銀イ

オン溶出特性とバイオフィルム形成阻害効果の長期評価-	

第 46 回日本人工関節学会	

柳田公彦	 田中賢一	 高良吉廸	 中

野	 良	 遠藤広貴、千布	 裕	

血液透析患者における C 型肝炎治療の経験	 第 107回日本消化器病学会九州支部

例会/第 101 回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会	

有働和馬,永瀬圭,藏田彩,南里麻己,

東武昇平,野口満	

ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術の手術時間延長に影

響する因子の検討．	

第 30 回日本泌尿器内視鏡学会	

柚木純二、挽地裕、下村光洋、坂本

佳子、野上英次郎、井上洋平、古川

浩二郎、野出孝一、森田茂樹	

TAVI	における Corevalve	の使用経験	 第 120回日本循環器学会九州地方会	

李銀姫、久木田明子、久本由香里、

久木田敏夫	

活発に機能する破骨細胞における Wilms’	Tumor-1	(WT1)	

アンチセンス RNA の高発現と破骨細胞分化制御	

日本解剖学会第 72 回九州支部学術

集会	

立川	温子,	若宮	富浩,	下川	尚子,	

河島	雅到,	江橋	諒,	劉	軒,	吉岡	

史隆,	緒方	敦之,	高瀬	幸徳,	中原	

由紀子,	増岡	淳,	阿部	竜也	

妊娠３４週に発症したくも膜下出血の 1 例．	 第 123回一般社団法人日本脳神経外

科学会九州支部会．	

劉	軒,	河島	雅到,	江橋	諒,	若宮	

富浩,	吉岡	史隆,	緒方	敦之,	高瀬	

幸徳,中原	由紀子,	下川	尚子,	増

岡	淳,	阿部	竜也	

出血発症した脳幹部海綿状血管腫に対して Anterior	

Transpetrosal	Approach で摘出術を行った１例．	

第 124回一般社団法人日本脳神経外

科学会九州支部会．	

劉	軒,	江橋	諒,	若宮	富浩,	吉岡	

史隆,	緒方	敦之,	高瀬	幸徳,	中原	

由紀子,増岡	淳,	下川	尚子,	河島	

雅到,	阿部	竜也	

頭蓋頚椎移行部硬膜動静脈瘻の脳内出血例の臨床的特徴．	 一般社団法人	日本脳神経外科学会	

第 75 回学術総会	

劉	軒，江橋	諒，若宮	富浩，吉岡	史

隆，緒方	敦之，高瀬	幸徳，中原	由

紀子，増岡	淳，下川	尚子，河島	雅

到，阿部	竜也	

脳幹部病変に対する外科的アプローチ．	 第 48 回佐賀脳神経外科懇話会	

龍	 由希子,	甲斐	 敬太,楢﨑	 さ

やか,	中村	光男,次富	久之,	久保

田	 寧,木村	晋也,	末岡	 榮三朗,

相島	慎一	

腺癌と Mantle	cell	lymphoma を同時に胸水中に認めた一例	 第 32 回日本臨床細胞学会九州連合

会学会	

林	 久雄、金井督之、佐護直人、山

﨑文朗、中尾佳史、横山正俊	

赤色変性筋腫による急性腹症を疑った一例．	 第 58 回日本婦人科腫瘍学会学術講

演会	

鈴木智惠子，鈴木敏江	 皮膚清潔ケアを見直してみませんか？―看護学生によるス

キンケア教室を通して―	

日本小児看護学会第 26 回学術集会	

脇山幸大、北島吉彦、田中智和、金

木正夫、馬塲耕一、佐藤博文、中村

淳、柳原五吉、能城浩和	

P-1223	 HIF-1α阻害剤 YC-1＋GI 併用療法は、ワールブル

グ効果をターゲットとした胃癌の新規薬物療法となりうる	

第 75 回日本癌学会学術総会	



 97 

脇山幸大、北島吉彦、田中智和、金

木正夫、馬塲耕一、佐藤博文、奥山

桂一郎、北川浩、中村淳、柳原五吉、

能城浩和	

Warburg 効果をターゲットとした胃癌に対する新規薬物療

法～HIF-1α阻害剤 YC-1+GI 療法の機序解析と臨床応用へ

の可能性	

第 4回がんと代謝研究会	in	鹿児島	

櫻井良太、永嶋太、梅香満、太田美

穂、今長谷尚史、八幡真由子、小網

博之、三池徹、岩村高志、井上聡、

阪本雄一郎	

明らかな胸腹部外傷の合併なく発症した横隔膜ヘルニアの

一例	

第 44 回日本救急医学会総会・学術

集会	(ポスター72：外傷一般 3)	

濱田	 献,	平川奈緒美,	石川亜佐

子,	笹栗智子	

治療に難渋した薬剤の使用過多による頭痛の 1 症例	 第 45 回日本慢性疼痛学会	

續啓史、有信洋二郎、宮脇恒太、高

木綾子、大田俊一郎、植木尚子、大

田友里、Siamak	T、赤星光輝、新納

宏昭:、塚本浩、堀内孝彦、太田昭一

郎、出原賢治、福井裕行、赤司浩一	

苦参は好酸球造血及び遊走を阻害することで好酸球性気道

炎症を抑制する	

第 89 回日本薬理学会年会	

藏田彩,	有働和馬,東武昇平,野口満	 二分脊椎患者の膀胱尿管逆流症に対するＤｅｆｌｕｘ注入

療法の手術成績．	

第 25 回日本小児泌尿器科学会総

会・学術集会	

藏田彩,一番ヶ瀬優佳,柿木寛明,有

働和馬,東武昇平,野口満	

尿管ステント留置中に尿管動脈瘻を来たした 1 例．	 第 30 回日本泌尿器内視鏡学会総会	

藏田彩,高原光平,南里麻己,有働和

馬,東武昇平,野口満	

下部尿管腫瘍に対する尿管・膀胱部分切除術の試み．	 第 74 回佐賀県泌尿器科懇話会	

靏岡祥子,	森	啓輔,	 合島怜央奈,	

下平大治,	檀上	敦,	山下佳雄	

当科における口腔顔面痛患者に対する治療法の検討	 佐賀痛みを考える会	

山岡禎久、山本壮理、高橋英嗣	 光音響法を用いた超音波トランスデューサ指向性評価に関

する検討	

日本超音波医学会第 89 回学術集会	

基礎１シンポジウム	 光と超音波

の融合によるイメージングモダリ

ティの新展開,	201605	

Takahashi	E	 Imaging	of	oxygen	in	single	cardiac	myocyte	reveals	

intracellular	trafficking	of	energy	

Ireland-Japan	Joint	Seminar:	

Membrane	trafficking,	cilia	and	

oxygen	sensing,	201610	

高橋英嗣	 がんの遠隔転移：がん細胞は酸素をもとめて遊走するか？	 酸素ダイナミックスに関するセミ

ナー,	201610	

Takahashi	E	 Life	with	less	oxygen:	how	mitochondria	sustain	

membrane	potential	in	metabolic	reprogramming	

UCC,	School	of	Biochemistry	and	

Cell	Biology	Seminar,	201704	

藤原隆祐,	大久保魁馬,	靏野雄介,	

井上海大,	山岡禎久，高橋英嗣	

MDA-MB-231 細胞の遊走方向を決める細胞外因子	 第 21 回酸素ダイナミクス研究会	

オーガナイズドセッション 1	酸素

ダイナミクスへの工学的アプロー

チ,	201709	

Takahashi	E.	 Anoxic	core	in	single	cardiac	myocyte:	how	the	cell	

survives	in	hypoxia.	

群馬大学理工学府分子科学部門大

学院セミナー,	201711	

花本猛士	 含フッ素ビニルスルホニウム塩の合成と展開	 有機合成化学講演会,	201706	

半田	賢司	 Hierarchical	coagulation-fragmentation	equations	 研究集会「マルコフ過程とその周

辺」，とくぎんトモニプラザ（徳島

市）,	201701	

石渡洋一,	石井啓文,	南任真史,	木

田徹也	

V2O3 ナノ結晶の不純物誘起金属絶縁体転移	 第 26 回日本 MRS 年次大会,	201612	

川喜田英孝	 流れや膜を用いた粒子の分離	 県立広島大学	 特別講義,	2016	

Tsugio	Kitamura	 Hypervalent	Iodine-Mediated	Fluorination:	Catalytic	

and	Stoichiometric	Approaches	

5th	International	Conference	on	

Hypervalent	Iodine	Chemistry,	

201607	

坂口	幸一	 印刷技術を利用した電子素子ものづくり	 佐賀環境フォーラム,	201605	

坂口	 幸一	 溶媒親和性炭素材料の合成と評価	 2016 物理化学インターカレッジ,	

201611	

M.	Tominaga,	 Energy	Conversion	Systems	Using	Biocatalytic	Fuel	Cell	 Inveited	Talk	in	the	Research	

Quality	Circle,	Gandhigram	Rural	

Institute	–	Deemed	University,	

201612	

M.	Tominaga	 High	Potential	Oxygen	Reduction	at	Laccase-Modified	

SWCNT	Electrode		

for	Enzyme	Catalytic	Fuel	Cel	

Abstracts	of	the	First	

International	Conference	on	

Advanced	Materials,	(SCICON	16),	

Amrita	Vishwa	Vidyapeetham	

(Amrita	University),	201612	
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M.	Tominaga	 Energy	Conversion	Systems	with	Biocatalytic	Fuel	Cells	 Abstract	Book	of	the	3rd	

International	Seminar	on	

Fundamental	and	Application	of	

Chemical	Engineering	(ISFACHE	

2016),	Sheraton	Surabaya	Hotel&	

Towers,	Surabaya,	Indonesia	

(2016),	201611	

M.	Tominaga	 Fast	Direct	Electron	Transfer	Reaction	of	Laccase	at	

Biosurfactant-Modified	Single-Walled	Carbon	Nanotubes	

Abstracts	of	France-Japan	Meeting	

on	(bio)-functionalization	of	

nanostructured	carbon	and	

(bio)-electrocatalytic	

applications,	University	of	

Grenoble	Aopes,	Grenoble	Alpes,	

France,	201609	

M.	Tominaga	 Mud	Battery	for	Power	Generation	and	Clean	Up	 International	Guest	Lecture	of	

Chemical	Engineering	Department,	

Institute	Teknologi	Sepuluh	

Nopember	Surabaya,	Indonesia,	

201605	

冨永昌人	 単層カーボンナノチューブ界面の酵素触媒機能化	 機能性有機・無機材料フォーラム–

中嶋直敏先生御退職記念講演会-,

高分子学会九州支部	 有機材料研

究グループ研究会,	201703	

冨永昌人	 電気化学測定から解ること〜これまでの研究例を交えて〜	 工学系高度人材育成コンソーシア

ム佐賀、佐賀大学,	201610	

冨永昌人	 ラッカーゼとの電子移動反応速度に及ぼすナノカーボンの

サイズ効果	

第 65 回高分子討論会要旨集,	

201609	

冨永昌人	 生物電気化学からの展開―酵素パワー、泥の電池まで	 新学術領域「分子ロボティクス」定

例研究会講演会,	201607	

竹下道範	 光スイッチとしてのフォトクロミックシクロファン類の開

発	

化学関連支部合同九州大会,	201607	

Shintaro	Morisada,	 Fabrication	of	Non-Close-Packed	Colloidal	Layers	by	

Convective	Self-Assembly	Using	

Polyelectrolyte-Grafted	Silica	Particles	

The	International	Symposium	on	

Preparative	Chemistry	of	Advanced	

Materials	(ISPCAM	2016),	L01,	

Liaoning	University,	Shenyang,	

China,	201612	

森貞真太郎	 機能性高分子を用いた液相吸着剤の開発	 第 27 回吸着シンポジウム:	吸着夏

の学校，ホテルメイプルイン幕張，

千葉,	201708	

K.	Ohto	 Preparation	history	of	phosphonic	acid	type	extraction	

reagents	for	rare	earth	metals	

German-Japanese	Symposium		

"Bridge	Dresden-Japan“,	201605	

K.Ohto	 Precious	metal	separation	with	calixarene	derivatives	

using	microreactor	system	

4nd	International	conference	on	

methods	and	materials	for	

separation	processes	 SEPARATION	

SCIENCE	-	THEORY	AND	PRACTICE		

2016,	201609	

K.	Ohto	 Size-discriminative	coextraction	of	sodium	and	other	

metal	ions	with	calix[4]arene	derivatives	

Daegu	University	Seminar,	201701	

K.	Ohto	 Metal	separation	with	macrocyclic	compounds	and	

application	

Lecture	at	Superhoo	Industries	

Company	Ltd.,	201611	

大渡啓介	 金属分離剤の分子設計のための構造効果と弱い相互作用に

対する理解と応用	

第３回「貴金属抽出分離研究会」,	

201701	

高椋利幸	 イオン液体と分子性液体の混合状態と遷移金属イオンの錯

形成平衡に対するその効果	

第 29 回九州分析化学若手の会春の

講演会，福岡,	201605	

高椋利幸	 ヘキサフルオロイソプロパノールの溶媒和挙動と生体関連

分子に対するその影響	

研究会「分子を使った寄せ木細工」	

～自己組織化したソフトマテリア

ルが織りなす「かたち」と機能～，

松江,	201605	

高椋利幸	 量子ビームを用いたイオン液体の物性分析	 第 54回化学関連支部合同九州大会，

北九州,	201707	
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木村拓馬	 最適化問題に関連する精度保証付き数値計算法について	 第 28 回ＲＡＭＰシンポジウム,	

201610	

Tomo	Takahashi	 How	can	we	probe	inflation	and	the	origin	of	density	

fluctuations?	

JGRG26,	Osaka	City	University,	

201610	

Tomo	Takahashi	 Dark	matter	and	bounds	on	the	reheating	temperature	 HPNP2017	(The	3rd	International	

Workshop	on	"Higgs	as	a	Probe	of	

New	Physics"),	201703	

梅木辰也	 CO2 化学吸収液の探索と分子間相互作用の解明	 第 32 回緑陰セミナー,	201607	

梅木辰也	 CO2 化学吸収液の探索と反応機構解明	 第 19 回連携大学院産学官交流セミ

ナー,	201701	

海野雅司	 ラマン円偏光二色性分光を用いた色素タンパク質の構造解

析	

第四回	分子設計研究会,	201606	

Unno,	M	 Raman	Optical	Activity	of	Photoreceptor	Proteins	under	

Pre-resonance	and	Resonance	Conditions	

Fifth	International	Conference	on	

Vibrational	Optical	Activity,	

201609	

山岡禎久、山本壮里、高橋英嗣	 光音響法を用いた超音波トランスデューサ指向性評価の検

討	

第 89 回日本超音波医学会学術集会	

シンポジウム「光と超音波融合によ

るイメージングモダリティの新展

開」,	201605	

山岡禎久	 Improvement	of	imaging	speed	and	contrast	in	two-photon	

photoacoustic	microscopy	(TP-PAM)	

Biomedical	Imaging	and	Sensing	

Conference	2016（BISC’16）,	201605	

山岡禎久	 医療応用を目指した生体深部光音響イメージング技術	 第１４１回微小光学研究会「メディ

カル・バイオフォトニクスに革新を

もたらす微小光学」,	201609	

山岡禎久	 生体深部観察のための光音響顕微鏡と非線形光学の融合	 第 11 回 NIBB バイオイメージングフ

ォーラム,	201702	

山岡禎久	 深部観察のための光音響顕微鏡	 －光と超音波の融合ー	 埼玉大学『脳科学セミナー・ミニシ

ンポジウム』,	201703	

山岡禎久	 生体光音響顕微鏡	 ―高空間分解能化、高深達距離化への

試み―	

レーザー学会学術講演会	第 38回年

次大会,	201801	

Takehiko	Yamato	 Advanced	Pyrene-Based	Luminescent	Materials	 特別講演会	西北大学材料科学院

（School	of	Chemistry	and	

Materials,	Northwest	

University,Xi’an,	China）,	201607	

Takehiko	Yamato	 Calixarene	Based	Fluorescent	Chemosensors	 特別講演会	カーテイン大学化学科

（Curtin	University,	Australia）	

2016 年 11 月 17 日〜18 日,	201611	

Takehiko	Yamato	 Calixarene-based	Fluorescent	Chemosensors	via	Click	

Chemistr	

The	7th	Liaoning	University-Saga	

University	Joint	Seminar

（International	Seminar,				

Liaoning	University,	(Shenyang,	

China),	2016年 12月 8–9日,	201612	

Takehiko	Yamat	 Advanced	Pyrene-Based	Luminescent	Materials	 特別講演会シンガポール国立大学

化学科（National	University	of	

Singapore）	(Singapore)	2017 年 1

月 5 日,	201701	

Takehiko	Yamato	 Brief	Guide	of	Saga	University,	National	University	

Corporation,	Japan	

特別講演会	マンダレー大学				

(Mandalay	University)	Myanmar	

2017 年 2 月 22 日–23 日,	201702	

永尾晃治	 食品の機能性について-佐賀の特産食材を中心に-	 「食道楽さが」研修会,	201606	

永尾晃治	 コレステロール代謝と食事	 第 118 回食用加工油脂技術研究会,	

201609	

永尾晃治､柳田晃良	 脂質構造異性体とメタボリックシンドローム	 第 71 回日本栄養・食糧学会大会シ

ンポジウム,	201705	

永尾晃治	 メタボ予防における佐賀県産品の可能性	 「さがフード＆コスメラボ」キック

オフセミナー,	201707	

Mitsutomi	M.,	Y.	Nishiyama,	S.	

Mitsuyuki.	and	K.	Seki.	

Characterization	of	an	exo-chitobiohydrolase,	a	new	

exo-type	chitosanase,	from	Gongronella	butleri	

11th	Asia	Pacific	Chitin	&	

Chitosan	Symposium	(India),	

201609	

大島一里	 植物ウイルスの分子進化：起源そして農業史との関連性	 福岡県保健環境研究所,	201612	
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光武	 進	 細胞膜脂質と食品機能	 日本農芸化学会 2016 年度西日本支

部会,	201609	

権藤圭祐、小山田重蔵、北村二雄	 トリメチルシリルアレーン類のアシルオキシ化反応	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

中森晴香、小山田重蔵、北村二雄	 アルキンの臭素化反応による３-ブロモチオフェン誘導体

の簡便合成	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

三宅あずさ、小山田重蔵、北村二雄	 新規環状超原子価ヨウ素化合物の合成	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

江口伸夫、小山田重蔵、北村二雄	 1,2-ビス(トリメチルシリル)ベンゼンの機能基変換	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

水野翔太、小山田重蔵、北村二雄	 超原子価ヨウ素を用いるアルキン類の簡便フッ素化反応の

開発	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

田中英彦、小山田重蔵、北村二雄	 超原子価ヨウ素を用いるトリメチルシリル置換アントラセ

ンの合成	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

山田	 蓮、小山田重蔵、北村二雄	 アルキンのヒドロアリール化反応の新規触媒の開発	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

前田太成、小山田重蔵、北村二雄	 二酸化炭素を原料とする環状カルボナート及びカルバメー

トの合成	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

山崎雄輝、小山田重蔵、北村二雄	 かさ高い置換基をもつ超原子価ヨウ素化合物の合成と反応	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

光冨大貴、小山田重蔵、北村二雄	 超原子価ヨウ素ベンザイン発生剤とアジリジンの反応	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

江口伸夫、北村二雄、小山田重蔵	 2.1,2-ビス(トリメチルシリル)ベンゼンの官能基変換	 2016	ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

林田和也、小山田重蔵、北村二雄	 ポリチオフェン及びオリゴチオフェンに関する研究	 2016	ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

田中英彦、山田凛、小山田重蔵、北

村二雄	

超原子価ヨウ素を用いるトリメチルシリル置換アントラセ

ンの合成	

2016	ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

中森晴香、森田一弘、小山田重蔵、

北村二雄	

[1]ベンゾチエノ[3,2-b][1]ベンゾチオフェン(BTBT)誘導

体の新しい合成方法	

2016	ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

三宅あずさ、、牟田健祐、小山田重蔵、

北村二雄	

超原子価ヨウ素によるアルケンの分子内アミノフッ素化反

応	

2016	ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

光富大貴、小山田重蔵、北村二雄	 超原子価ヨウ素ベンザイン発生剤とアジリジンの反応	 2016	ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

山田	 蓮、小山田重蔵、北村二雄	 アルキンのヒドロアリール化反応の新規触媒の開発	 2016	ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

水野翔太、牟田健祐、小山田重蔵、

北村二雄	

超原子価ヨウ素を用いたアルキン類の簡便フッ素化反応の

開発	

2016	ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

権藤圭祐、小山田重蔵、北村二雄	 トリメチルシリルアレーン類の脱シリル化/アシルオキシ

化反応の開発	

2016	ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

山崎雄輝、小山田重蔵、北村二雄	 嵩高い置換基をもつ超原子価ヨウ素化合物の合成と反応	 2016	ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

榎田	祐也,	矢原	大裕,	吉田	拓磨,	

靏野	雄介,	大久保	魁馬,	馬場	嵐,

山岡	禎久,	高橋	英嗣	

MDA-MB-231 細胞遊走の pH 依存性	 第 55 回日本生体医工学会大会,	

201604	

山岡禎久、宇野友貴、山本壮里、原

田義規、高松哲郎、高橋英嗣	

２光子光音響顕微鏡高速化のための光学系最適化	 第 55 回日本生体医工学会大会,	

201604	

Takahashi	E	 Mitochondrial	membrane	potential	in	DMOG	model	of	

metabolic	reprogramming.	

ISOTT2016,	201607	

Enokida	Y,	Tsuruno	Y,	Okubo	K,	

Yamaoka	Y,	Takahashi	E	

Directional	migration	of	MDA-MB-231	cells	under	O2/pH	

gradients.	

ISOTT2016,	201607	

高橋英嗣	 酸素を必要としないミトコンドリア呼吸の可能性	 第 67 回西日本生理学会,	201610	

靏野雄介,	大久保魁馬,	藤原隆祐,	

榎田祐也,	高橋英嗣	

MDA-MB-231 細胞は metabolic	gradient 下で方向性に遊走

する	

第 14回がんとハイポキシア研究会,	

201611	

靏野雄介,	大久保魁馬,	藤原隆祐,	

榎田祐也,	山岡禎久，高橋英嗣	

Metabolic	gradients 下の細胞遊走	 第 20 回酸素ダイナミクス研究会,	

201611	
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遠藤大輔,	吉田克己，多々見純一，

高橋英嗣，山岡禎久	

セラミックス内部欠陥評価を目指した光音響イメージング

技術の開発	

レーザー学会学術講演会第 37 回年

次大会	 E207pI04,	201701	

山本壮里，高橋英嗣，山岡禎久	 光音響イメージングにおける相互相関法を用いた光音響信

号の選択的検出	

レーザー学会学術講演会第 37 回年

次大会	 I408pVII02,	201701	

大久保魁馬、靏野雄介、藤原隆祐、

榎田祐也、山岡禎久、高橋英嗣	

培養細胞培地に形成される O2 勾配のイメージング	 日本生体医工学会九州支部学術講

演会	2A2,	201703	

Tsuruno	Y,	Okubo	K,		Fujiwara	T,	

Yamaoka	Y,	Takahashi	E	

An	in	vitro	model	for	determining	tumor	cell	migration	

under	metabolic	gradients.	

ISOTT2017,	201708	

Takahashi	E,	Inoue	U	 Dimethyloxalylglycine-induced	changes	in	mitochondria	

morphology	and	respiration	

ISOTT2017,	201708	

Yamaoka	Y,	Yamamoto	A,	Noutsuka	Y,	

Endo	D,	Takahashi	E	

Generation	of	photoacoustic	signals	using	femtosecond	

optical	pulses	for	photoacoustic	imaging	

The	24th	Congress	of	the	

International	Commission	for	

Optics	(ICO-24),	201708	

遠藤大輔,	山本壮里，多々見純一，

高橋英嗣，山岡禎久	

光音響イメージングを用いた窒化ケイ素の表面欠陥評価	 第 78 回応用物理学会秋季学術講演

会,	201709	

山本壮里，高橋英嗣,	山岡禎久	 波形の選択的検出による光音響イメージングの高感度化	 第 78 回応用物理学会秋季学術講演

会,	201709	

能塚雄介,	山本壮里，栗原	誠，橋本

信幸，高橋英嗣，山岡禎久	

補償光学素子を用いた光音響顕微鏡の高空間分解能化	 第 78 回応用物理学会秋季学術講演

会,	201709	

黒里郁仁、石川卓也、山田泰教、花

本猛士	

2-CF2H-N-Ts アジリジンを用いたβ-CF2H-トリプタミン誘

導体の簡便合成	

第 26 回万有福岡シンポジウム,	

201604	

道城正和、花本猛士	 β-ブロモ-β-(トリフルオロメチル)ビニルスルホニウム

塩の合成と応用	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

中村祐輝、花本猛士	 官能基化されたβ-トリフルオロメチルオレフィンの簡便

合成	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

道城正和、花本猛士	 含フッ素不飽和スルホニウム塩の合成と反応	 第 39 回フッ素化学討論会,	201609	

中村祐輝、花本猛士	 トリフルオロエチリデンマロン酸エステルの合成と反応	 中村祐輝^M,	201609	

廣瀧謙亮、山口浩平、花本猛士	 2-CF3-N-Ns-アジリジンとインドールの熱による開環反応	 第 39 回フッ素化学討論会,	201609	

花本猛士	 Regioselective	ring-opening	reactions	of	

2-difluoromethyl-N-Ts-aziridine	

18th	European	Symposium	on	

Fluorine	Chemistry,	201608	

中村祐輝、花本猛士	 β-（トリフルオロメチル）ビニル誘導体の簡便合成	 第 27 回万有福岡シンポジウム,	

201706	

Kensuke	Hirotaki,	Kohei	

Yamaguchi,	Akiko	Irie,	Yuki	

Nakamura,	Takeshi	Hanamoto	

Ring-opening	reaction	of	

2-trifluoromethyl-N-nosyl-aziridine	under	neutral	

conditions	

The	10th	Japanese-French	Joint	

Seminar	on	Fluorine	Chemistry,	

Ishikawa,	Japan,	September	27-29,	

2017,	201709	

安敏志,	稲垣祐次,	河江達也,	石井

啓文,	Yen-Fa	Liao,	木田徹也,	南任

真史,	石渡洋一	

Coドープ ZnOナノ粒子とノンドープ ZnOナノ粒子の混合体

の磁性	

第 122 回日本物理学会九州支部例

会,	201612	

牛島幸輝,	石井啓文,	Yen-Fa	Liao,	

Ku-Ding	Tsuei,	今村真幸,	高橋和

敏,	稲垣祐次,	河江達也,	木田徹

也,	南任真史,	石渡洋一	

NiS ナノ結晶の金属絶縁体転移	 第 122 回日本物理学会九州支部例

会,	201612	

丸山徹,	今村真幸,	高橋和敏,	石井

啓文,	Yen-Fa	Liao,	Ku-Ding	Tsuei,	

稲垣祐次,	河江達也,	木田徹也,	南

任真史,	石渡洋一	

Fe3O4 ナノ結晶の不純物誘起金属絶縁体転移	 第 122 回日本物理学会九州支部例

会,	201612	

川喜田英孝、岩崎渉、寺崎正	 管内に充填したゲル粒子による糖の吸着	 第１８回連携大学院産学官交流セ

ミナー,	産総研九州センター,	

201601	

川喜田英孝、永田大貴、森貞真太郎、

大渡啓介	

磁性粒子に導入したデキストランによる水性二相抽出	 分離技術会年会 2016,	2016	

川喜田英孝	 デキストランを孔内部に導入した膜によるコロイド粒子の

分離	

分離技術会年会 2016,	2016	

梶原孝文、森貞真太郎、大渡啓介、

川喜田英孝	

高分子溶液に分散したパラジウムの回収	 分離技術会年会 2016,	2016	
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梶原孝文、森貞真太郎、大渡啓介、

川喜田英孝	

高分子溶液に分散したパラジウムの樹脂や膜を用いた連続

回収	

第 53 回	 化学関連支部合同九州大

会,	2016	

川喜田英孝	 佐賀大学で考えた研究教育	 平成２８年度	 九州地区大学ー高

専若手研究者研究・教育セミナー,	

2016	

坂本寛宗、川喜田英孝、野口英行、

森貞真太郎、大渡啓介	

アミン化合物の酸化グラファイトへの吸着とそれを利用し

た膜の流束制御	

化学工学会第 48 回秋季大会,	2016	

川喜田英孝、田中東紀、永田大貴、

森貞真太郎、大渡啓介	

マグネタイト集積膜を用いたコロイド粒子のろ過	 化学工学会第 48 回秋季大会,	2016	

高岡祐士、森貞真太郎、大渡啓介、

川喜田英孝	

積層ゲル変形による流れと粒子ろ過	 第	16	回産学連携フェア	若手研究

者のためのポスターセッション発

表募集,	2016	

江崎翔平、高岡祐士、森貞真太郎、

大渡啓介、川喜田英孝	

ゲルの局所的変形を用いた粒子ろ過	 第	16	回産学連携フェア	若手研究

者のためのポスターセッション発

表募集,	2016	

川喜田英孝、梶原孝文、森貞真太郎、

大渡啓介	

高分子の沈殿を用いた高粘度高分子溶液に分散したパラジ

ウムの回収	

第 35 回溶媒抽出討論会,	2016	

Takafumi	Kajiwara,	Shintaro	

Morisada,	Keisuke	Ohto,	Hidetaka	

Kawakita	

Recovery	of	palladium	in	high-concentrated	polymer	

solution	by	precipitation	of	water-soluble	polymer	

The	29th	International	Symposium	

on	Chemical	Engineering,	2016	

中森晴香、小山田重蔵、北村二雄	 アルキンの臭素化反応による３-ブロモチオフェン誘導体

の簡便合成	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

三宅あずさ、小山田重蔵、北村二雄	 新規環状超原子価ヨウ素化合物の合成	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

江口伸夫、小山田重蔵、北村二雄	 1,2-ビス(トリメチルシリル)ベンゼンの機能基変換	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

水野翔太、小山田重蔵、北村二雄	 超原子価ヨウ素を用いるアルキン類の簡便フッ素化反応の

開発	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

田中英彦、小山田重蔵、北村二雄	 超原子価ヨウ素を用いるトリメチルシリル置換アントラセ

ンの合成	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

山田	 蓮、小山田重蔵、北村二雄	 アルキンのヒドロアリール化反応の新規触媒の開発	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

前田大成、小山田重蔵、北村二雄	 二酸化炭素を原料とする環状カルボナート及びカルバメー

トの合成	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

山崎雄輝、小山田重蔵、北村二雄	 かさ高い置換基をもつ超原子価ヨウ素化合物の合成と反応	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

光冨大貴、小山田重蔵、北村二雄	 超原子価ヨウ素ベンザイン発生剤とアジリジンの反応	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

権藤圭祐、小山田重蔵、北村二雄	 トリメチルシリルアレーン類のアシルオキシ化反応	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

水野翔太^M	、牟田健祐^M、小山田重

蔵、北村二雄	

超原子価ヨウ素を用いるアルキン類の簡便フッ素化反応	 第 19 回ヨウ素学会シンポジウム,	

201609	

三宅あずさ、牟田健祐、小山田重蔵、

北村二雄	

超原子価ヨウ素によるアルケンの分子内アミノフッ素化反

応	

第 39 回フッ素化学討論会,	201609	

水野翔太^M、牟田健祐^M、小山田重

蔵、北村二雄	

超原子価ヨウ素を用いるアルキン類の簡便フッ素化反応	 第 39 回フッ素化学討論会,	201609	

三宅あずさ、牟田健祐、小山田重蔵、

北村二雄	

超原子価ヨウ素によるアルケンの分子内アミノフッ素化反

応	

第 19 回ヨウ素学会シンポジウム,	

201609	

権藤圭祐、北村二雄、小山田重蔵	 トリメチルシリルアレーン類の脱シリル化/アシルオキシ

化反応の開発	

第 6 回 CSJ 化学フェスタ 2016,	

201611	

江口伸夫、北村二雄、小山田重蔵	 1,2-ビス(トリメチルシリル)ベンゼンの官能基変換	 2016 ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

林田和也、小山田重蔵、北村二雄	 ポリチオフェン及びオリゴチオフェンに関する研究	 2016 ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

田中英彦、山田凜、小山田重蔵、北

村二雄	

超原子価ヨウ素を用いるトリメチルシリル置換アントラセ

ンの合成	

2016 ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

中森晴香、森田一弘、小山田重蔵、

北村二雄	

[1]ベンゾチエノ[3,2-b][1]ベンゾチオフェン(BTBT)誘導

体の新しい合成方法	

2016 ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	
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三宅あずさ、牟田健祐、小山田重蔵、

北村二雄	

超原子価ヨウ素によるアルケンの分子内アミノフッ素化反

応	

2016 ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

光富大貴、小山田重蔵、北村二雄	 超原子価ヨウ素ベンザイン発生剤と	アジリジンの反応	 2016 ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

山田	 蓮、小山田重蔵、北村二雄	 アルキンのヒドロアリール化反応の新規触媒の開発	 2016 ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

水野翔太、牟田健祐、小山田重蔵、

北村二雄	

超原子価ヨウ素を用いたアルキン類の簡便フッ素化反応の

開発	

2016 ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

権藤圭祐、小山田重蔵、北村二雄	 トリメチルシリルアレーン類の	脱シリル化/アシルオキシ

化反応の開発	

2016 ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

山崎雄輝、小山田重蔵、北村二雄	 嵩高い置換基をもつ超原子価ヨウ素化合物の	合成と反応	 2016 ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

北村二雄、山崎雄輝、小山田重蔵、

松尾	 司	

立体的にかさ高い超原子価ヨウ素化合物の合成と反応	 第 43 回有機典型元素化学討論会,	

201612	

Megumi	Yoshitake,	Yasumasa	Ogata,	

Momoko	Nishihashi,	Ko	Yoneda,	

Yasunori	Yamada,	Hiroshi	

Sakiyama,	and	Masayuki	Koikawa	

SYNTHESES,	STRUCTURES,	AND	MAGNETIC	PROPERTIES	OF	

TETRANUCLEAR	COBALT	AND	NICKEL	COMPLEXES	WITH	

ONO-TRIDENTATE	LIGANDS	

第 15 回分子磁性国際会議

（ICMM2016）,	201609	

梅本	祐介・米田	宏・山田	泰教・鯉

川	雅之	

長鎖アルキル連結型配位子による多核金属錯体の合成と性

質	

錯体化学会第 66 回討論会,	201609	

緒方	康真・吉武	恵・米田	宏・山田	

泰教・鯉川	雅之	

N-(2-ヒドロキシメチルフェニル)サリチリデンイミンによ

る Co-Ni	ヘテロ金属多核錯体の構造と磁性	

錯体化学会第 66 回討論会,	201609	

大竹	 亜紗美、内野	 聖子、福田伸

子、坂口	 幸一	

Synthesis	and	Evaluation	of	Graphene	Derivatives	by	

using	Fluoro	Alkyl	Chain	Silane	Coupling	Reagent	

9th	International	Symposium	on	

Organic	Molecular	Electronics	

(ISOME	2016)	,	201605	

内野	 聖子、白鳥	 武、黒木	惟、、

梶山	 孝太郎、城尾	 実咲、大竹	 亜

紗美、滝澤	 登、坂口	 幸一	

Synthesis	and	Electrical	Evaluation	of	Hydrophilic	

Graphite	Oxide	via	Atmospheric	Pressure	Plasma	Process	

9th	International	Symposium	on	

Organic	Molecular	Electronics	

(ISOME	2016)	,	201605	

内野	聖子，大竹	亜紗美，滝澤	登,	

坂口	幸一	

過酸化水素を用いた酸化グラフェン合成法の検討	 第 6 回酸化グラフェンシンポジウ

ム,	201606	

大竹	 亜紗美、内野	 聖子、福田伸

子、坂口	 幸一	

フッ化アルキル付加酸化グラフェンの撥水性および電気特

性評価	

第 6 回酸化グラフェンシンポジウ

ム,	201606	

牛島	政也,、中野	安優美、	園田	航

大、	滝澤	登、	坂口	幸一	

界面活性剤の鎖長変化による酸化グラフェンの相互作用の

変化	

第 6 回酸化グラフェンシンポジウ

ム,	201606	

平川	あい、島	靖卓、大竹	亜紗美、

坂口	幸一	

長鎖アルキルを持つ酸化グラフェン誘導体のエステル化反

応による合成	

第 6 回酸化グラフェンシンポジウ

ム,	201606	

内野	聖子，大竹	亜紗美，滝澤	登,	

坂口	幸一	

Synthesis	of	Graphite	Derivatives	with	Solvent	Affinity	

using	H2O2	

KJF	International	Conference	on	

Organic	Materials	for	Electronics	

and	Photonics	2016	(KJF-ICOMEP	

2016),	201609	

大竹	 亜紗美、内野	 聖子、坂口	 幸

一	

Fabrication	and	Demonstration	of	Dispersibility	

Evaluation	System	for	Graphene	Oxide	

KJF	International	Conference	on	

Organic	Materials	for	Electronics	

and	Photonics	2016	(KJF-ICOMEP	

2016),	201609	

牛島	政也,、中野	安優美、	河津誠

二、園田	航大、	滝澤	登、	坂口	幸

一	

A	change	in	the	interaction	of	graphene	oxide	by	chain	

length	variation	of	the	surfactant	

KJF	International	Conference	on	

Organic	Materials	for	Electronics	

and	Photonics	2016	(KJF-ICOMEP	

2016),	201609	

平川	あい、島	靖卓、大竹	亜紗美、

坂口	幸一	

Synthesis	of	graphene	derivatives	with	long	alkyl	chain	

by	esterification	

KJF	International	Conference	on	

Organic	Materials	for	Electronics	

and	Photonics	2016	(KJF-ICOMEP	

2016),	201609	

坂口	 幸一、白鳥	 武、黒木	 惟、

松尾	 大樹、内野	 聖子、大竹	 亜

紗美、滝澤	 登	

Synthesis	of	Graphite-like	Dispersible	Carbon	Material	

by	using	Atmospheric	Plasma	Method	

KJF	International	Conference	on	

Organic	Materials	for	Electronics	

and	Photonics	2016	(KJF-ICOMEP	

2016),	201609	

大竹	 亜紗美、内野	 聖子、福田伸

子、坂口	 幸一	

フッ化アルキルを付加した導電酸化グラフェン膜の合成と

評価	

フッ素化学討論会,	201609	
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牛島	政也,、中野	安優美、	河津誠

二、園田	航大、	滝澤	登、	坂口	幸

一	

Analysis	of	hydrophobic	interaction	of	graphene	oxide	

and	surfactant	by	using	a	potentiometric	titration	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Symposium,	

201611	

白鳥	 武、内野	 聖子、松尾	 大樹、

坂口	 幸一	

Synthesis	and	analysis	of	hydrophilicity	carbon	

material	by	using	Atmospheric	Pressure	Plasma	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Symposium,	

201611	

島	靖卓、平川	あい、大竹	亜紗美、

坂口	幸一	

Synthesis	of	GO	derivative	with	long	alkyl	chain	by	

esterification	reaction	on	targeting	OH	groups	in	

graphene	oxide	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Symposium,	

201611	

平川	あい、島	靖卓、大竹	亜紗美、

坂口	幸一	

Synthesis	of	GO	derivative	by	esterification	reaction	

into	graphene	oxide	for	introducing	some	functional	

groups	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Symposium,	

201611	

大竹	 亜紗美、内野	 聖子、坂口	 幸

一	

Fabrication	and	characterzation	of	Dispersibility	

Evaluation	System	for	Graphene	Oxide	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Symposium,	

201611	

大竹	 亜紗美、内野	 聖子、福田伸

子、坂口	 幸一	

Fabrication	of	Conductive	Graphene	Oxide	derivative	

films	with	Fluoro	Alkyl	Chain	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Symposium,	

201611	

大竹	 亜紗美、内野	 聖子、福田伸

子、坂口	 幸一	

フッ素化アルキル鎖付加による撥水導電性酸化グラフェン

薄膜の評価	

ハロゲン利用ミニシンポジウム,	

201611	

島	靖卓、藤戸	 昭典、大竹	亜紗美、

坂口	幸一	

シランカップリングによる有機溶媒に分散可能な GO 誘導

体の合成	

ハロゲン利用ミニシンポジウム,	

201611	

牛島政也、中野安優美、園田航大、

滝澤登、・坂口幸一.	

電位差滴定法を用いたハロゲン分子を含む界面活性剤と酸

化グラフェンの相互作用の検証	

ハロゲン利用ミニシンポジウム,	

201611	

園田航大、牛島政也、河津誠二、滝

澤登、坂口幸一	

ハロゲン含有界面活性剤を用いた異なる酸化法で作成した

酸化グラフェンの表面構造解析	

ハロゲン利用ミニシンポジウム,	

201611	

大竹	 亜紗美、内野	 聖子、福田伸

子、坂口	 幸一	

アルキル付加グラフェン誘導体の合成と機能性の評価	 2016 物理化学インターカレッジ,	

201611	

島	靖卓、大竹	亜紗美、平川	 あい、

坂口	幸一	

	GO表面の OH基へのエステル化反応を利用した有機溶媒親

和性のある GO 誘導体の合成	

2016 物理化学インターカレッジ,	

201611	

白鳥	 武、内野	 聖子、松尾	 大樹、

坂口	 幸一	

大気圧プラズマ法による親水性炭素材料の合成および分析	 2016 物理化学インターカレッジ,	

201611	

牛島	政也,、中野	安優美、	園田	航

大、	滝澤	登、	坂口	幸一	

界面活性剤の鎖長変化により生じる酸化グラフェンとの相

互作用変化の解析	

2016 物理化学インターカレッジ,	

201611	

清永つかさ、黒木惟、梶山孝太郎、

白鳥武、内野聖子、坂口幸一	

大気圧プラズマ法を用いて合成した親水化酸化グラファイ

トの電気特性評価	

2016 物理化学インターカレッジ,	

201611	

松尾大樹、内野聖子、白鳥武、梶山

孝太郎、坂口幸一	

原料粒子サイズの異なる親水性炭素材料の電気特性	 2016 物理化学インターカレッジ,	

201611	

坂口	幸一、大竹亜紗美	 Synthesis	and	evaluation	of	various	graphene	like	

materials	with	solvent	affinity	by	using	plasma	and	

chemical	reaction	

The	International	Symposium	on	

Preparative	Chemistry	of	Advanced	

Materials,	201612	

平川	あい、島	靖卓、大竹	亜紗美、

坂口	幸一	

Study	on	synthesis	route	for	graphene	oxide	derivatives	

via	esterification	reaction	

The	International	Symposium	on	

Preparative	Chemistry	of	Advanced	

Materials,	201612	

大竹	 亜紗美、内野	 聖子、坂口	 幸

一	

レーザー光源分散性評価装置による GO	の分散性評価	 第 7 回酸化グラフェンシンポジウ

ム,	201612	

平川	あい、島	靖卓、大竹	亜紗美、

坂口	幸一	

エステル化反応を用いた酸化グラフェンへの官能基導入の

検討	

第 7 回酸化グラフェンシンポジウ

ム,	201612	

筒井源文,	冨永昌人	 金属錯体をプローブとしたカーボン電極界面へのバイオサ

ーファクタント分子吸着の解析	

第	54 回化学関連支部合同九州大

会,	201707	

N.	S.	K.	Gowthaman,	M.	Tominaga,	S.	

Abraham	John	

Fabrication	of	Gold-Platinum	Bimetallic	Nanoparticles	

on	the	Jungle-Gym	Structured	Single-Walled	Carbon	

Nanotubes	

Abstract	of	the	International	

Conference	on	Materials	for	

Sutinable	Future	(ICMSF	2016),	

201607	
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Raden	Darmawan,	Arief	Widjaja,	Sri	

Rachmania	Juliastuti,	Nuniek	

Hendrianie,	Chanifah	Hidaya,	

Dessy	Rosita	Sari,	Suwito,	Shigeru	

Morimura,	and	Masato	Tominaga	

Study	o	Mud	Utilization	as	an	Alternative	Electricity	

Source	Using	Microbial	Fuel	Cells	

Abstracts	of	the	3rd	

International	Seminar	on	

Fundamental	and	Application	of	

Chemical	Engineering	(ISFACHE	

2016),	Sheraton	Surabaya	Hotel	&	

Towers,	Surabaya,	Indonesia	

(2016),	201611	

鷹取拓弥，仁科勇太，冨永昌人	 高電流密度バイオカソード開発のための SWCNT/GO コンポ

ジット電極の作製	

第 77 回日本分析化学討論会,	

201705	

冨永昌人，鷹取拓弥，筒井源文	 コール酸修飾炭素界面上でのラッカーゼの電子移動反応な

らびにその修飾に及ぼす炭素界面の影響	

第 77 回日本分析化学討論会,	

201705	

音谷隼平,	冨永昌人	 「泥の電池」の発電に及ぼす外部抵抗の影響	 第	54 回化学関連支部合同九州大

会,	201707	

鷹取拓弥,	仁科勇太,	冨永昌人	 酵素触媒型燃料電池のカソード開発を目指した GO コンポ

ジット電極の開発	

第	54 回化学関連支部合同九州大

会,	201707	

音谷隼平,	冨永昌人	 「泥の電池」の外部抵抗に誘導されるアノード電位と発電

との相関	

第 35 回九州分析化学若手の会夏季

セミナー,	201707	

筒井源文,	冨永昌人	 カーボン電極界面へのバイオサーファクタント分子吸着の

解析	

第 35 回九州分析化学若手の会夏季

セミナー,	201707	

冨永昌人	 「泥の電池」化による先導的環境保全システム	 イノベーション･ジャパン 2017〜大

学見本市〜	 ショートプレゼン,	

201708	

M.	Takeshita,	T.	Hirowatari,	A.	

Takedomi	

E/Z	isomerization	of	a	thermally	bistable	photochromic	

dithienylethene	

International	Symposium	on	

Organic	Photochromism	2016,	

201611	

Y.		Suetsugu,	R.	Yamashita,	M.	

Takeshita	

Development	of	photochromic	rotaxanes	composed	of	a	

thiophenophane	shuttle	and	an	axis	

International	Symposium	on	

Organic	Photochromism	2016,	

201611	

K.	Tokushige,	M.	Takeshita	 Photoreversible	supramolecular	polymer	with	triple	

hydrogen	bonding	and	diarylethene	photoswitch	

International	Symposium	on	

Organic	Photochromism	2016,	

201611	

末次裕介、山下力也	、	竹下道範	 フォトクロミックロタキサンの開発	 化学関連支部合同九州大会,	201607	

武富敦、廣渡拓也、竹下道範	 熱不可逆な EZ 光異性化をおこなうジチエニルエテン化合

物の開発	

化学関連支部合同九州大会,	201607	

Yusuke	Suetsugu,	Rikiya	

Yamashita,	Michinori	Takeshita	

Development	of	photochromic	rotaxanes	composed	of	a	

thiophenophane	shuttle	and	an	axis	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Symposium,	

201610	

Keita	Tokushige,	Michinori	

Takeshita	

Photoreversible	supramolecular	polymer	with	triple	

hydrogen	bonding	and	diarylethene	photoswitch	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Symposium,	

201610	

高倉将一、山本勇、東純平、市川聡

夫、友清芳二、田中鍈士、真木一	

層状コバルト酸化物の電子構造における構造不整合性の影

響	

第 10	回九州シンクロトロン光研究

センター研究成果報告会,	201608	

中庭翔、柳瀬拓哉、岡優希、湯浅貴

裕、沼野壮、山内一宏、真木一、鄭

旭光	

水酸塩化物 Co2(OH)3Cl/Co2(OD)3Cl	の創製と評価	 2016 年応用物理学会九州支部学術

講演会,	201612	

Sho-ichi	Takakura,	Isamu	

Yamamoto,	Junpei	Azuma,	Makoto	

Maki	

Temperature	dependent	Fermi	surface	in	misfit	

cobaltites	studied	by	ARPES	

The	1st	Asian	Applied	Physics	

Conference,	201612	

松尾一輝、中島和貴、高倉将一、真

木一	

K0.3MoO3	単結晶の熱電能測定	 第 122 回日本物理学会九州支部例

会,	201612	

中島和貴、松尾一輝、高倉将一、真

木一	

熱電能でみる KTaO3	における不純物の影響	 第 122回日本物理学会九州支部例会

プログラム,	201612	

Miki	Hayashi,	Hidetaka	Kawakita,	

Keisuke	Ohto,	and	Shintaro	

Morisada	

Effect	of	the	Substrate	Hydrophilicity	on	Colloidal	

Layers	Prepared	by	Convective	Self-Assembly	Process	

The	International	Symposium	on	

Preparative	Chemistry	of	Advanced	

Materials	(ISPCAM	2016),	P03,	

Liaoning	University,	Shenyang,	

China,	201612	

森貞真太郎，堀口洋佑，川喜田英孝，

大渡啓介	

温度応答型界面活性マイクロゲルの開発	 化学工学会第 85 年会，F304，芝浦

工業大学,	201703	

森貞真太郎	 高分子電解質修飾シリカ粒子を用いた非最密充填コロイド

粒子膜の作製	

国際粉体工業展東京 2016，15，東京

ビッグサイト,	201612	
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林	 実樹，川喜田英孝，大渡啓介，

森貞真太郎	

高分子修飾シリカ粒子を用いた移流集積における粒子-基

板間相互作用の影響	

第 27 回九州地区若手ケミカルエン

ジニア討論会，32，休暇村志賀島,	

201607	

林	 実樹，川喜田英孝，大渡啓介，

森貞真太郎	

高分子電解質修飾シリカ粒子および疎水性基板を用いた非

最密充填単粒子膜の作製	

第 54回化学関連支部合同九州大会，

CE-1-022，北九州国際会議場,	

201707	

林	 実樹，川喜田英孝，大渡啓介，

森貞真太郎	

高分子電解質修飾シリカ粒子の鎖長制御と非最密充填単粒

子膜の作製	

第 28 回九州地区若手ケミカルエン

ジニア討論会，22，ホテル湯の児	海

と夕やけ,	201707	

大久保夏輝，川喜田英孝，大渡啓介，

森貞真太郎	

非最密充填単粒子膜を用いたメゾレンズアレイの作製	 第 28 回九州地区若手ケミカルエン

ジニア討論会，24，ホテル湯の児	海

と夕やけ,	201707	

畑田日奈子，川喜田英孝，大渡啓介，

森貞真太郎	

温度応答性を示す界面活性マイクロゲルの開発	 第 28 回九州地区若手ケミカルエン

ジニア討論会，25，ホテル湯の児	海

と夕やけ,	201707	

福田幸太郎，川喜田英孝，大渡啓介，

森貞真太郎	

トリアミノ型三脚状分子を修飾したシリカゲル吸着剤の開

発	

第 28 回九州地区若手ケミカルエン

ジニア討論会，26，ホテル湯の児	海

と夕やけ,	201707	

Tokunaga	Shota,	Yushi	Oishi	and	

Takayuki	Narita	

A	Study	of	alginate-gelatine	Janus	particles	having	

enzyme	activities	

The11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Honami	Takajo,	Kazuya	Furusawa,	

Yushi	Oishi	and	Takayuki	Narita	

Band	pattern	formed	through	the	gelation	of	collagen	

solution.	

The11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Takahiro	Honda,	Hirokazu	

Takakura,	Yushi	Oishi,	and	

Takayuki	Narita	

Preparation	and	characterization	of	the	

sugar-triggering	beating	capsule.	

The11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Hiroki	Yamada,	Yushi	Oishi,	and	

Takayuki	Narita	

Novel	desiccant	cooling	system	using	functional	

fabrics.	

The11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Ryo	Okazaki,	Natsumi	Nakashima,	

Yushi	Oishi	and	Takayuki	Narita	

Membrane	area	and	volume	of	DMPC/cholesterol	liposomes	

deformed	by	pH	changes.	

The11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Shunsuke	Nakamura,	Shohei	Onimaru	

Takayuki	Narita	and	Yushi	Oishi	

A	challenge	to	the	light	driven	oscillator	using	

light-heat	conversion	hydrogels.	

The11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Akemi	Kubo,	Eri	Tsukamoto,	

Toshiyuki	Takamuku,	Takayuki	

Narita,	Masanao	Era	

Efficient	preparation	method	of	lead-based	layered	

perovskite	thin	films	and	their	optical	measurements.	

The11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Shohei	Morita,	Toshiyuki	

Takamuku,	Takayuki	Narita,	

Masanao	Era,	Yushi	Oishi	

Molecular	aggregation	behavior	of	alkylammonium	

monolayer	on	an	aqueous	solution	of	sodium	bromide.	

The11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Misaki	Kondo1,	Takayuki	Narita1,	

Masayuki	Tokita2,	Yushi	Oishi1	

Self-organized	patterns	obtained	by	gelation	of	

polysaccharide	solution.	

The11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

光武	 祐希・黒田裕介・成田貴行・

大石祐司	

AFM を用いた DMPC 系ベシクルの開裂機構の検討	 平成 28年度	物理化学インターカレ

ッジセミナー,	201611	

Misaki	Kondo,	Honami	Takajo,	Yushi	

Oishi	and	Takayuki	Narita	

A	Novel	Pattern	Obtained	through	the	Gelation	of	

Collagen	Solution	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Yuki	Takazaki,	Takahiro	Honda,	

Hirokazu	Takakura,	Yushi	Oishi,	

and	Takayuki	Narita	

Chitosan	Containing	Self-Beating	Capsule	Triggered	by	

Glucose	Recognition	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Hiroki	Yamada,	Yushi	Oishi,	and	

Takayuki	Narita	

A	New	Desiccant	Cooling	System	using	Functional	Fabrics	 The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Ryo	Okazaki,	Natsumi	Nakashima,	

Yushi	Oishi	and	Takayuki	Narita	

pH	Induced	Liposome	Deformation	Caused	by	the	Membrane	

Aarea	and	Volume	Change.	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Shunsuke	Nakamura,	Shohei	Onimaru	

Takayuki	Narita	and	Yushi	Oishi	

Light	Driven	Self-oscillation	Gel	using	Hysteresis	of	

Temperature	Responsive	Hydrogel	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Kiyotaka	Fujise,	Shota	Tokunaga,	

Yushi	Oishi,	Takayuki	Narita		

Preparetion	of	Alginate-Gelatine	Janus	Perticles	for	

Bio-Active	Targeting	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Shohei	Morita,	Toshiyuki	

Takamuku,	Takayuki	Narita,	

Masanao	Era,	Yushi	Oishi	

Molecular	aggregation	behavior	of	alkyl	amine	

monomolecular	film	on	an	aqueous	solution	of	NaBr	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

山田	 裕貴,成田貴行,大石祐司	 脱着材を使用した冷却デバイスの検討	 平成 28年度	物理化学インターカレ

ッジセミナー,	201611	



 107 

岡崎涼,中島夏実,成田貴行,大石祐

司	

π-A 曲線と共焦点顕微鏡観察による DMPC 系リポソームの

形状評価	

平成 28年度	物理化学インターカレ

ッジセミナー,	201611	

近藤	 美咲,高上穂奈美,成田	貴行,

大石	祐司	

微小空間でのゲル化で生じるコラーゲンゲルの形態形成	 平成 28年度	物理化学インターカレ

ッジセミナー,	201611	

高﨑夕希,本田	貴浩,	大石	祐司,	

成田	貴行	

グルコース応答性自律振動カプセルの創製	 平成 28年度	物理化学インターカレ

ッジセミナー,	201611	

森田	 祥平,成田	 貴行,江良	 正

直,大石	 祐司	

原子間力顕微鏡を用いた水面上アルキルアミン単分子膜の

崩壊挙動の評価	

平成 28年度	物理化学インターカレ

ッジセミナー,	201611	

藤瀬	 清貴,	徳永	翔太,	成田	貴

行,	大石	祐司	

バイオポリマーを用いた JANUS 型粒子の調製と応用	 平成 28年度	物理化学インターカレ

ッジセミナー,	201611	

中村	 駿介,成田貴行,大石祐司	 光駆動型自律振動ゲルシステムの構築	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201611	

近藤美咲、大石祐司、成田貴行	 アルギン酸カルシウムゲルの形態形成とポリマー濃度依存

性	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201611	

Shunsuke	Nakamura,	Takayuki	

Narita	and	Yushi	Oishi	

Self-Oscillating	Hydrogel	System	Driven	by	Light	Sause	 The	11th	SPSJ	International	

Polymer	Conference	(IPC	2016),	

201612	

Misaki	Kondo,Honami	Takajo,	

Kazuya	Furusawa,	Yushi	Oishi,	

Takayuki	Narita		

Novel	pattern	of	Collagen	Gel	Through	Ionotropic	

Gelation	

The	11th	SPSJ	International	

Polymer	Conference	(IPC	2016),	

201612	

Kiyotaka	Fujise,	Shota	Tokunaga,	

Yushi	Oishi,	Takayuki	Narita		

Study	of	bio-active	Janus	particles	consist	of	

alginate-gelatine	matrix.	

The	11th	SPSJ	International	

Polymer	Conference	(IPC	2016),	

201612	

Yuki	Takazaki,	Takahiro	Honda,	

Hirokazu	Takakura,	Yushi	Oishi,	

and	Takayuki	Narita	

Preparation	of	Bioactive	Janus	Particles	Using	

Biopolymer	Templates		

The	11th	SPSJ	International	

Polymer	Conference	(IPC	2016),	

201612	

Kouichirou	Tatebayashi,	Takayuki	

Narita	and	Yushi	oishi	

Effect	of	self-seeding	process	on	single	crystal	shape	

of	polyethylene	

The	11th	SPSJ	International	

Polymer	Conference	(IPC	2016),	

201612	

近藤	 美咲,高上穂奈美,成田	貴行,

大石	祐司	

アルギン酸ゲルに現れる巨視的パターン形成原理の解明	 ,	201610	

高﨑夕希,本田	貴浩,	大石	祐司,	

成田	貴行	

グルコースを認知して拍動する機能性微粒子の創製	 ,	201610	

光武	 祐希・黒田裕介・成田貴行・

大石祐司	

ＡＦＭを用いたリン脂質ベシクル膜の形態観察	 ,	201610	

Honami	Takajo,	Kazuya	Furusawa,	

Yushi	Oishi	and	Takayuki	Narita	

Patterns	formed	through	the	gelation	of	collagen	

solution	

The11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Keisuke	Ohto,	Hiroshi	Murakami,	

Hiromasa	Murashima,	Shintaro	

Morisada,	Hidetaka	Kawakita,	Jan	

Weigand,	Karsten	Gloe	

Solvent	extraction	of	trivalent	rare	earths	with	acidic	

organophosphorus	trident	molecules	

Rare	Earths	2016	in	Sapporo,	

Japan,	201606	

黒岩春乃，森貞真太郎，川喜田英孝，

大渡啓介	

カリックス[4]アレーンモノホスホン酸誘導体によるアル

カリ金属抽出挙動の検討	

第 53 回化学関連支部合同大会,	

201607	

宮井翔太，森貞真太郎，川喜田英孝，

大渡啓介	

クエン酸を母体とした抽出試薬による金属イオンの抽出挙

動の検討	

第 53 回化学関連支部合同大会,	

201607	

K.	Ohto,	B.	B.	Adhikari,	H.	

Sadamatsu,	S.	Morisada,	H.	

Kawakita,	H.	Endou	

Gas	adsorption	property	of	calixarenes	 The	8th	ISNSC	(International	

Symposium	on	Nano	&	

Supramolecular	Chemistry,	201607	

黒岩春乃，森貞真太郎，川喜田英孝，

大渡啓介	

カリックス[4]アレーン誘導体をもちいたアルカリ金属抽

出における構造解析	

第 33回九州分析化学若手の会	夏季

セミナー,	201607	

宮井翔太，森貞真太郎，川喜田英孝，

大渡啓介	

クエン酸を母体としたアミド基・カルボキシル基混合型抽

出試薬の開発および金属イオンの抽出挙動の検討	

第 33回九州分析化学若手の会	夏季

セミナー,	201607	

Y.	Ueda,	S.Morisada,	H.	Kawakita,	

K.Ohto	P53	

Extraction	of	platinum	group	metals	with	nitrogenous	

extractants	and	its	extraction	mechanism	analysis	

4nd	International	conference	on	

methods	and	materials	for	

separation	processes	 SEPARATION	

SCIENCE	-	THEORY	AND	PRACTICE		

2016,	201609	

Y.	Ueda,	E.	Mizuki,	S.	Morisada,	H.	

Kawakita,	F.		Hennersdorf,	M.	

Extraction	of	Platinum	Group	Chlorometalates	from	HCl	

solution	with	Tripodal	Extractants	

Mitteldeutsches	Anorganiker	

Nachwuchs	Symposium	(MANS-14),	
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Wenzel,	J.J.	Weigand,	K.	Ohto	 201609	

Y.	Ueda,	E.	Mizuki,	S.	Morisada,	H.	

Kawakita,	F.	Hennersdorf,	M.	

Wenzel,	J.J.	Weigand,	K.	Ohto	

Tripodal	Extractants	for	Platinum	Group	

Chlorometalateds	

Whler-Tagung,	201609	

Yuki	Ueda,	Erina	Mizuki,	Shintaro	

Morisada,	Hidetaka	Kawakita,	Jan	

J.	Weigand,	Keisuke	Ohto	

Extraction	of	Platinum	Group	Metals	with	Tripodal	Ex

tractants	

The	11th	Saga	University	-	Daegu	

University	Joint	Seminar,	201611	

Ramachandra	Rao	Sathuluri,	

Yehezkiel	S.	Kurniawan,	Wataru	

Iwasaki,	Keisuke	Ohto	

Microreactor	System	for	Precious	Metal	Ion	Recovery	

with	Calixarene	Derivatives	

The	11th	Saga	University	-	Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

K.	Ohto	 Functionality	and	application	of	calixarene	compounds	

for	metal	extraction	

The	11th	Saga	University	-	Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Takenori	Shimojo,	Shintaro	

Morisada,	Hidetaka	Kawakita,	

Keisuke	Ohto	

Phenylketone	Functionalized	p‐

tert-Octylcalix[4]arene	as	Ionophore	

for	Silver		Ion-selective	Electrode	

The	11th	Saga	University	-	Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Yoga	Priastomo,	Keisuke	Ohto,	

Hidetaka	Kawakita,	Shintaro	

Morishada	

Preparation	of	Palladium-Resin	based	on	Calix[4]aren

e	for	Solid-State	Hydrogen	Storage	

The	11th	Saga	University	-	Daegu	

University	Joint	Seminar,	201610	

Clemens	Taube,	Marco	Wenzel,	

Keisuke	Ohto,	Jan	J.	Weigand	

Salen-type	ligands	for	rare	earth	metal	extraction	 The	11th	Saga	University	-	Daegu	

University	Joint	Seminar,	201611	

大渡啓介、上田祐生、森貞真太郎、

川喜田英孝、近江健太郎、藤田光晴	

アミドおよびウレア型抽出試薬による塩酸媒体からの白金

(Ⅳ)の抽出	-	工業的な観点における研究	

第 35 回溶媒抽出討論会,	201611	

上田祐生、森貞真太郎、川喜田英孝、

近江健太郎、藤田光晴、Jan	J.	

Weigand、大渡啓介	

アミドおよびウレア型抽出試薬による塩酸媒体からの白金

(Ⅳ)の抽出	-	抽出機構の分光学的解析	

第 35 回溶媒抽出討論会,	201611	

Takenori	Shimojo,	Shintaro	

Morisada,	Hidetaka	Kawakita,	

Keisuke	Ohto	

Preparation	of	silver	ion-selective	electrodes	

containing	calix[4]arene	derivatives	as	an	ionophores	

The	29th	International	Symposium	

on	Chemical	Engineering	(ISChE	

2016),	201612	

Yoga	Priastomo,	Shintaro	

Morisada,	Hidetaka	Kawakita,	

Keisuke	Ohto	

Preparation	of	resin	based	on	calix[4]arene	for	

palladium	adsorption	

The	7th	Liaoning	University–	Saga	

University	Joint	Seminar,	201612	

Y.	S.	Kurniawan,	R.	R.	Sathuluri,	

K.	Ohto,	H.	Kawakita,	S.	Morisada,	

W.	Iwasaki,	M.	Miyazaki	

Mutual	extractive	separation	of	precious	metals	with	

calixarene	derivatives	using	microreactor	system	

第 19 回連携大学院産学官交流セミ

ナー,	201701	

上田祐生、森貞真太郎、川喜田英孝、

近江健太郎、藤田光晴、Jan	J.	

Weigand、大渡啓介	

アミドおよびウレア型抽出試薬による 4 価白金の抽出機構

に関する分光学的解析	

化学工学会	第 82 年会,	201703	

時貞雄成,兒玉浩明,長田聰史	 モノフルオロオレフィンを有する翻訳後修飾リジンミミッ

クの合成研究	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

古川	 旺,平	 順一,兒玉	 浩明,長

田	 聰史	

トリアゾール含有 peptide	deformylase 阻害剤の合成と評

価	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

児玉	 美瑳,平	 順一,兒玉	 浩明,

長田	 聰史	

Peptide	deformylase に認識されるトリアゾール含有擬ペ

プチド性基質の探索	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

甲斐	涼太,栗原	滉季,長田	聰史,兒

玉	浩明	

ホルミルペプチドヘテロ二量体の生物活性における架橋残

基の効果	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

矢津田	 祐介,栗原	 滉季,兒玉	 浩

明,長田	 聰史	

光架橋アミノ酸を含む FPR2 アンタゴニストの構造活性相

関	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

渡邉	裕大,長田	聰史,兒玉	浩明	 両性イオンをもつ環状テトラペプチドの合成とイオンチャ

ネル活性	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

甲斐	涼太,栗原	滉季,片渕友加里,	

古賀脩一朗,	長田	聰史,	Masood	

Jelokhani-Niaraki,	兒玉	浩明	

Syntheses	and	biological	activities	of	hetero	dimeric	

formyl	peptides	cross-linked	with	amino	acid	residues	

第 53 回ペプチド討論会,	201611	

渡邉裕大,	川節あかね,	長田聰史,	

Masood	Jelokhani-Niaraki,	兒玉浩

明	

Effect	of	hinge	sequence	on	the	ion	channel	activity	of	

Aib-containing	synthetic	peptides	

第 53 回ペプチド討論会,	201611	

甲斐	涼太,長田	聰史,兒玉	浩明	 Glu	残基で架橋したホルミルペプチドヘテロ二量体の合成

と生物活性評価	

H28 日本生化学会九州支部例会,	

201605	

渡邉	裕大,	長田	聰史,	兒玉	浩明	 環状テトラペプチドの持つ官能基とイオン選択性	 2016 年日本化学会中国四国支部大
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会,	201611	

時貞雄成,	兒玉浩明,	長田聰史	 モノフルオロオレフィンを有する翻訳後修飾リジンミミッ

クの合成研究	

2016 ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

成原明宏,	松坂慧,	兒玉浩明,	長田

聰史	

分子内アシル転位による In	situ 活性化型 Psammaplin	A-1

前駆体	

2016 ハロゲン利用ミニシンポジウ

ム,	201611	

Yusei	Tokisada,	Hiroaki	Kodama,	

Satoshi	Osada	

Synthetic	studies	of	monofluoroalkene-based	mimetics	

of	post-translationally	modified	lysine		

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Symposium,	

201611	

西郡大・山口明徳・松高和秀・長田

聡史・坂口幸一・福井寿雄・髙森裕

美子・園田泰正・兒玉浩明	

多面的・総合的評価に向けたタブレット入試の検討～「佐

賀大学版 CBT」の実現に向けて～	

平成	28	年度全国大学入学者選抜

研究連絡協議会大会,	201606	

本山武士，武富紳也，萩原世也	 α鉄中の水素拡散係数に及ぼす応力勾配の影響	 第 19 回分子動力学シンポジウム,	

201405	

片山慧士，丹羽郁帆，武富紳也，萩

原世也	

α鉄のパイエルす障壁と表面エネルギーに及ぼす静水圧の

影響に関する分子静力学解析	

第 19 回分子動力学シンポジウム,	

201405	

萩原世也、府本翔、武富紳也、只野

裕一	

弾塑性 SPH 法の検討	 日本計算工学会計算工学講演会,	

201406	

白濱智大,	萩原世也,	武富紳也,	只

野裕一,	田中智行	

SPH 法を用いた構造弾塑性シミュレーション	 第 27 回計算力学講演会,	201411	

萩原世也,	富永陽介,	白濵智大,	武

富紳也	

有限要素法によるキャスタブル耐火物の乾燥工程における

三次元熱―圧力連成解析	

耐火物技術協会第 28 回年次学術講

演会,	201506	

萩原世也,	白濱智大,	武富紳也,	只

野裕一,	田中智行	

SPH 法による弾塑性構成則の検討	 日本計算工学会計算工学講演会,	

201506	

白濱智大,	萩原世也,	武富紳也,	只

野裕一,	田中智行	

SPH 法による弾塑性解析 2015 年 11 月	 日本機械学会第 28 回計算力学講演

会,	201511	

S.Hagihara,	S.Fumoto,	

T.Shirahama,	S.Taketomi,	Y.Tadano	

and	S.Tanaka	

Smoothed	particle	hydrodynamics	method	for	

elastic-plastic	structure	

International	Conference	on	

Computational	Methods	2014	

(ICCM2014),	201404	

S.Hagihara,	Y.Hayama,	S.Taketomi	

and	Y.Tadano	

Meshfree	method	with	restricting	bubble	radius	for	

nodal	relocation	method	

11th	World	Congress	on	

Computational	Mechanics	

(WCCMXI),	201407	

Seiya	Hagihara,	Tomohiro	

Shirahama,	Shinya	Taketomi,	

Yuichi	Tadano,	Satoyuki	Tanaka	

Smoothed	particle	hydrodynamics	method	for	

fluid-structure	interaction	analysis	-	elastic-plastic	

analysis	of	structure	-	

1st	Pan	American	Congress	on	

Computational	Mechanics,	201504	

Seiya	Hagihara,	Yutaka	Hayama,	

Shinya	Taketomi,	Yuichi	Tadano	

Calculation	of	Stress	Intensity	Factor	Using	Meshfree	

Method	with	Dynamic	Bubble	System	

13th	U.S.	National	Congress	on	

Computational	Mechanics,	201507	

Seiya	Hagihara,	Tomohiro	

Shirahama,	Shinya	Taketomi,	

Yuichi	Tadano,	Satoyuki	Tanaka	

Elastic-plastic	smoothed	particle	hydrodynamics	method	

for	fluid-structure	interaction	analysis	

IV	International	Conference	on	

Particle-Based	Methods,	

Fundamentals	and	Applications,	

Particles	2015,	201509	

武富紳也，萩原世也	 α鉄中の{112}<111>刃状転位の運動速度に及ぼす水素の影

響に関する原子シミュレーション	

日本鉄鋼協会第 172 回秋季講演大

会,	201609	

T.	Takamuku,	Y.	Kawazu,	H.	

Sakurai,	H.	Hoke,	Y.	Yamada,	T.	

Umecky,	K.	Ozutsumi	

Thermodynamics	for	Complex	Formation	of	Transition	

Metal	Ions	in	Imidazolium-based	Ionic	Liquid-Molecular	

Liquid	Binary	Solutions	

EMLG/JMLG	Annual	Meeting	2016,	

Platanias-Chania,	Crete,	Greece,	

201609	

櫻井裕之，川頭祐太郎，梅木辰也，

小堤和彦，高椋利幸	

イミダゾリウム系イオン液体-分子性液体混合溶液中にお

ける遷移金属イオンの錯形成に対するイオン液体アルキル

鎖長依存性	

第 53回化学関連支部合同九州大会，

小倉,	201607	

藤	 貴弘，波戸本洋平，戸根川順子，

堤	 陽一，梅木辰也，高椋利幸	

水溶液中のアミノ酸およびジペプチドの溶媒和に対するフ

ッ化アルコール添加の効果	

第 39 回フッ素化学討論会，佐賀,	

201609	

高椋利幸，堀川裕加，德島	 高，高

橋	 修，保家宇宙	

軟 X 線吸光および発光分光法で観測するイミダゾリウム系

イオン液体の電子構造	

第 39 回溶液化学シンポジウム，つ

くば,	201611	

梅木辰也，後藤瑛裕，林	 直樹^B，

高椋利幸	

グアニジンを用いた Deep	Eutectic	Mixtures の CO2 化学吸

収	

第 39 回溶液化学シンポジウム，つ

くば,	201611	

藤	 貴弘，波戸本洋平，戸根川順子，

堤	 陽一，梅木辰也，高椋利幸	

アルコール添加による水溶液中のアミノ酸およびジペプチ

ドの溶媒和構造の変化	

第 39 回溶液化学シンポジウム，つ

くば,	201611	

櫻井裕之，川頭祐太郎，山田泰教，

梅木辰也，小堤和彦，高椋利幸	

イミダゾリウム系イオン液体－分子性液体混合溶液中にお

ける CO2+，Ni2+の錯形成に対するイオン液体アルキル鎖長

依存性	

,	201611	
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渡辺日香里，梅木辰也，高椋利幸，

亀田恭男，梅林泰宏	

擬プロトン性イオン液体の構造と特異なプロトン伝導機構	 第 48 回溶融塩化学討論会，新潟,	

201611	

小川	 輝，川頭祐太郎，櫻井裕之，

貞包浩一郎，岩瀬裕希，梅木辰也，

小堤和彦，高椋利幸	

C2mimTFSA-アルコール混合溶液中における Ni2+の錯形成

平衡と熱力学	

第 54回化学関連支部合同九州大会，

北九州,	201707	

河野雅大，梅木辰也，高椋利幸	 イミダゾリウム系イオン液体 C4mimTFSA とシクロエーテル

のミクロスコピックな混合状態	

第 54回化学関連支部合同九州大会，

北九州,	201707	

原口知也，宝蔵寺佑輔，櫻井裕之，

貞包浩一朗，岩瀬裕希，梅木辰也，

高椋利幸	

アルコール-水混合溶液中における Lysozyme の高次構造変

化の観測	

第 54回化学関連支部合同九州大会，

北九州,	201707	

櫻井裕之、川頭祐太郎、梅木辰也、

小堤和彦、高椋利幸	

イミダゾリウム系イオン液体-分子性液体混合溶液中にお

ける遷移金属イオンの錯形成に対するイオン液体アルキル

鎖長依存性	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

藤貴弘、波戸本洋平、戸根川順子、

堤陽一、梅木辰也、高椋利幸	

水溶液中のアミノ酸およびジペプチドの溶媒和に対するフ

ッ化アルコール添加の効果	

第 39 回フッ素化学討論会,	201609	

藤貴弘、波戸本洋平、戸根川順子、

堤陽一、梅木辰也、高椋利幸	

アルコール添加による水溶液中のアミノ酸およびジペプチ

ドの溶媒和構造の変化	

第 39 回溶液化学シンポジウム,	

201611	

櫻井裕之、川頭祐太郎、山田泰教、

梅木辰也、小堤和彦、高椋利幸	

イミダゾリウム系イオン液体－分子性液体混合溶液中にお

ける Co2+，Ni2+の錯形成に対するイオン液体アルキル鎖長

依存性	

第 39 回溶液化学シンポジウム,	

201611	

梅木辰也、後藤瑛裕、林直樹、高椋

利幸	

グアニジンを用いた Deep	Eutectic	Mixtures の CO2 化学吸

収	

第 39 回溶液化学シンポジウム,	

201611	

渡辺日香里、梅木辰也、高椋利幸、

亀田恭男、梅林泰宏	

擬プロトン性イオン液体の構造と特異なプロトン伝導機構	 第 48 回溶融塩化学討論会,	201611	

藤澤知績、Ryan	L.	Leverenz、Cheryl	

A.	Kerfeld、海野雅司	

ラマン光学活性に基づくオレンジカロテノイドタンパク質

の活性部位における発色団の立体構造変化	

第	43	回	生体分子科学討論会,	

201606	

原口	翔次郎、新ヶ江	貴仁、笠井	紀

貴、熊内	雅人、藤澤	知績、花本	猛

士、Wouter	D.	Hoff、海野	雅司	

Photoactive	Yellow	Protein 発色団の面外方向への歪みに

敏感な C-H 面外変角振動モードの帰属	

九重分子科学セミナー2016,	201609	

渡邉	亘平、小副川	晋介、広瀬	 侑、

藤澤	知績、池内	昌彦、海野	雅司	

紫外共鳴ラマン分光法によるシアノバクテリオクロム

RcaE の光変換機構の解析	

九重分子科学セミナー2016,	201609	

Tomotsumi	Fujisawa、Ryan	L.	

Leverenz、Cheryl	A.	Kerfeld、

Masashi	Unno	

Chromophore	conformation	in	active	site	of	orange	

carotenoid	protein	from	Raman	optical	activity	

Fifth	International	Conference	on	

Vibrational	Optical	Activity,	

201609	

Takashi	Nagai,	Tatsuya	Iwata,	

Shota	Ito,	Mineo	Iseki,	Masakatsu	

Watanabe,	Masashi	Unno,	Shinya	

Kitagawa,	Hideki	Kandori	

Analysis	of	a	hydrogen	bonding	network	of	the	BLUF	

domain	using	isotope-labeled	samples	

第 54 回日本生物物理学会年会,	

201611	

Tomotsumi	Fujisawa、Masashi	Unno、

Ryan	L.	Leverenz、Cheryl	A.	Kerfeld	

Chromophore	conformation	in	active	site	of	orange	

carotenoid	protein	from	Raman	optical	activity	

spectroscopy	

第 54 回日本生物物理学会年会,	

201611	

Kouhei	Watanabe,	Shinsuke	

Osoegawa,	Yuu	Hirose,	Tomotsumi	

Fujisawa,	Masahiko	Ikeuchi,	and	

Masashi	Unno	

Photoconversion	Mechanism	of	Cyanobacteriochrome	RcaE	

Studied	by	Ultraviolet	Resonance	Raman	Spectroscopy	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Symposium,	

201611	

Masahiro	Abe,	Tomotsumi	Fujisawa,	

Takashi	Kikukawa,	Masashi	Unno	

Low	temperature	Raman/ROA	measurement	of	photoreceptor	

protein	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Symposium,	

201611	

○渡邉	 亘平、小副川	 晋介、広瀬	

侑、藤澤	 知績、池内	 昌彦、海野	

雅司	

紫外共鳴ラマン分光法を用いたシアノバクテリオクロム

RcaE の光変換機構の解明	

日本化学会	第 97春季年会	(2017),	

201703	

○渡邉	 亘平、小副川	 晋介、広瀬	

侑、藤澤	 知績、池内	 昌彦、海野	

雅司	

Assignment	of	Raman	Optical	Activity	Spectra	of	

Photoactive	Yellow	Protein	by	Isotopic	Labeling	

日本化学会	第 97春季年会	(2017),	

201703	

FUJISAWA,	Tomotsumi;	LUNNO,	

Masashi	

Searching	for	anhamonic	low	frequency	mode	in	green	

fluorescent	protein	

日本化学会	第 97春季年会	(2017),	

201603	

Mitsunori	Yada,	Tateaki	

Yamanoi^M,	Takashi	Miura^M,	

Toshio	Torikai,	Takanori	Watari	

Simple	Template-Free	Synthesis	of	Bi2O3	Microflowers	

composed	of	microrods	

AMEC-2016	The	10th	Asian	Meeting	

on	troceramics,	201612	
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三浦高史，藤木祐太，鳥飼紀雄，渡

孝則，矢田光徳	

リン酸チタ及びナトウムノ粒子の合成と	Na イオン電池特

性	イオン電池特性	イオン電池特性	

平成 28 年度九州支部秋季合同研究

発表会,	201611	

渡邉大貴^M，宮口貴史^M，鳥飼紀雄，

渡孝則，矢田光徳	

Er3+と	Yb3+をドープした	をドープした CeO2 中空粒子の

合成とアップコンバージョ発光特性	

平成 28 年度九州支部秋季合同研究

発表会,	201611	

権藤未来，藤木祐太，矢田光徳，井

上	侑子，周致霆	

液相法を用いたニッケル化合物の成と特性評価	 平成 28 年度九州支部秋季合同研究

発表会,	201611	

藤木祐太,	 鳥飼紀雄,	 渡孝則,	

矢田光徳	

リン酸チタンナノ粒子の形態制御とリチウムイオン電池へ

の応用	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

大坪由佳,	磯野健一,	矢田光徳	 Li-Cu-Ni-Mn-O スピネル系正極材料の合成と評価	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

前田みさき,	鳥飼紀雄,	渡孝則,	矢

田光徳	

チタンメッシュ表面上でのリン酸チタン薄膜の合成	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

山岡禎久、宇野友貴、山本壮里、原

田義規、髙松哲郎、高橋英嗣	

２光子光音響顕微鏡高速化のための光学系最適化	 第 55 回日本生体医工学会大会,	

201604	

榎田裕也、矢原大裕、吉田琢磨、鶴

野雄介、大久保魁馬、馬場嵐、山岡

禎久、高橋英嗣	

MDA-MB-231 細胞遊走の pH 勾配依存性	 第 55 回日本生体医工学会大会,	

201604	

榎田祐也、靏野雄介、大久保魁馬、

山岡禎久、高橋英嗣	

Directional	migration	of	MDA-MB-231	cells	under	O2/pH	

gradients	

ISOTT	2016,	201607	

南川丈夫、小倉隆志、中嶋善晶、山

岡禎久、美濃島薫、	安井武史	

ファイバー光コム共振器型ひずみセンサーの開発	 第	57	回光波センシング技術研究

会,	201606	

南川丈夫，小倉隆志，増岡孝，中嶋

善晶，山岡禎久，	

美濃島薫，安井武史	

ファイバー光コム共振器によるひずみセンシング	 2015 年度精密工学会秋季大会,	

201609	

Takeo	Minamikawa,	Takashi	

Ogura,Takashi	Masuoka,Eiji	Hase,	

Yoshiaki	Nakajima,	Yoshihisa	

Yamaoka,	Kaoru	Minoshima,	and	

Takeshi	Yasui	

Optical-frequency-comb	based	ultrasound	sensor	 Photonics	West	BiOS	2017,	201701	

南川丈夫，増岡孝，小倉隆志，中嶋

善晶，山岡禎久，美濃島薫，安井武

史	

光コムセンシングキャビティによる超音波計測	 Optics	and	Photonics	Japan	2016,	

201610	

靏野雄介,	大久保魁馬,	藤原隆祐,	

榎田祐也,	山岡禎久，高橋英嗣	

Metabolic	gradients 下の細胞遊走	 第 20 回酸素ダイナミクス研究会,	

201611	

遠藤大輔，吉田克己，多々見	純一，

高橋英嗣，山岡禎久	

セラミックス内部欠陥評価を目指した光音響イメージング

技術	の開発	

レーザー学会学術講演会第	37	回

年次大会,	201701	

山本	壮里，高橋	英嗣，山岡	禎久	 光音響イメージングにおける相互関法を用いた信号の選択

的検出	

レーザー学会学術講演会第	37	回

年次大会,	201701	

増岡孝、小倉隆志、南川丈夫、中島

善晶、山岡禎久、美濃島薫、安井武

史	

光音響波検出のための RF 変換ファイバー光コムの開発	 レーザー学会学術講演会第	37	回

年次大会,	201701	

遠藤大輔、山本壮里、多々見純一、

高橋英嗣、山岡禎久	

光音響イメージングを用いた窒化ケイ素の表面欠陥評価	 第 78回応用物理学会	秋季学術講演

会,	201709	

山本壮里、高橋英嗣、山岡禎久	 波形の選択的検出による光音響イメージングの高感度化	 第 78回応用物理学会	秋季学術講演

会,	201709	

能塚雄介、山本壮里、栗原誠、橋本

信幸、高橋英嗣、山岡禎久	

補償光学素子を用いた光音響顕微鏡の高空間分解能化	 第 78回応用物理学会	秋季学術講演

会,	201709	

山岡禎久、山本壮里、能塚雄介、遠

藤大輔、高橋英嗣	

Generation	of	photoacoustic	signals	using	femtosecond	

optical	pulses	for	photoacoustic	imaging	

ICO-24	(the	24th	General	Congress	

of	International	Commission	for	

Optics),	201708	

増岡孝、小倉隆志、南川丈夫、中嶋

善晶、山岡禎久、美濃島薫、安井武

史	

ファイバー型光コム共振器を用いたマルチダイナミックレ

ンジひずみセンシング	

第 78 回応用物理学会秋季学術講演

会,	201709	

大久保魁馬、靏野雄介、藤原隆祐、

井上海大、山岡禎久、高橋英嗣	

Ru 錯体による培養細胞組織中の酸素濃度勾配イメージン

グ法の検討	

ME とバイオサイバネティックス研

究会（2018.1）,	201801	

増岡	孝、小倉	隆志、南川	丈夫、	中

嶋	善晶、山岡	禎久、美濃島	薫、	安

井	武史	

超音波センシング型ファイバー光コムの特性評価	 Optics	&	Photonics	Japan	2017,	

201710	
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山岡禎久、木村優香、原田義規、高

松哲郎、高橋英嗣	

Fast	focus-scanning	head	in	two-photon	photoacoustic	

microscopy	with	electrically-controlled	liquid	lens	

SPIE	Photonics	West	2018,	201801	

能塚雄介，栗原誠，橋本信幸，原田

義規，高橋英嗣，山岡禎久	

補償光学素子を用いた光音響顕微鏡による組織標本観察	 レーザー学会学術講演会第 38 回年

次大会,	201801	

藤原隆祐、大久保魁馬、靏野雄介、

井上海大、山岡禎久、高橋英嗣	

MDA-MB-231	細胞の遊走方向を決める細胞外因子	 第２１回酸素ダイナミクス研究会,	

201709	

Takeo	Minamikawa,	Takashi	

Masuoka,	Ryo	Oe,Yoshiaki	

Nakajima,	Yoshihisa	Yamaoka,	

Kaoru	Minoshima,	Takeshi	Yasui	

Multi-dynamic	range	compressional	wave	detection	using	

optical-frequency-comb	

SPIE	Photonics	West	2018,	201801	

趙	 江林・大和武彦	 チアカリックス[4]アレーンを基盤とするヘテロダイトピ

ックレセプターの合成と包接挙動	

第 14 回ホスト・ゲスト化学シンポ

ジウム	高知市	 2016年 6月 4–5日,	

201606	

○坂口滉弥・大和武彦	 ピレンを基盤とした新規青色発光材料の合成と光学特性の

評価	

第 53 回化学関連支部合同九州大会	

北九州、2016 年 7 月 2 日,	201607	

○木原理絵・大和武彦	 ピレンを構成単位とするヘリセン型分子の合成と光学特	 第 53 回化学関連支部合同九州大会	

北九州市、2016 年 7 月 2 日,	201607	

○中嶋貴広・大和武彦	 フルオレニル基を導入したピレン類の合成と光学特性	 第 53 回化学関連支部合同九州大会	

北九州市、2016 年 7 月 2 日,	201607	

○一柳弥志・大和武彦	 ピレンを構成要素とする青色燐光物質の合成と評価	 第 53 回化学関連支部合同九州大会	

北九州市、2016 年 7 月 2 日,	201607	

○Chuan-Zeng	Wang,	Takehiko	

Yamato	

Regioselective	substitution	at	the	1,3-	and	

5,9-positions	of	pyrene	for	the	construction	of	small	

dipolar	molecules	

第 53 回化学関連支部合同九州大会	

北九州市、2016 年 7 月 2 日,	201607	

Chuan-Zeng	Wang	,	Kouya	Sakaguchi	

and	○Takehiko	Yamato	

Regio-selective	Synthesis	and	Photophysical	Properties	

of	Asymmetrically	Tetrasubstituted	Pyrene	Derivatives	

with	Electron	Donors	and	Acceptors	

第 27 回基礎有機化学討論会	 広島

市	 2016 年 9 月 1–3 日,	201609	

趙	 江林・○大和武彦	 アントラセン部位を持つチアカリックス[4]アレーン誘導

体の光化学反応	

第 46回	複素環化学討論会	 金沢市	

2016 年 9 月 26-28 日,	201609	

○Hisashi	Ichiyanagi,	Koya	

Sakaguchi	and	Takehiko	Yamato	

Synthesis	and	fluorescence	emission	properties	of	novel	

pyrene-based	blue	light-		emitting	monomer	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar

（International	Seminar,	Saga	

University	(Saga),	2015 年 11 月 1

日,	201611	

○Nakashima	Takahiro,	Takehiko	

Yamato	

Synthesis	and	photophysical	properties	of	

1,3-diarylpyrenes	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar

（International	Seminar,	Saga	

University	(Saga),	2015 年 11 月 1

日,	201611	

○Noda	Yuki	and	Takehiko	Yamato	 Synthesis	and	photophysical	properties	of	extended	π

-conjugated	giant	molecules	based	pyrene	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar

（International	Seminar,	Saga	

University	(Saga),	2016 年 11 月 1

日,	201611	

○Chong	Wu	and	Takehiko	Yamato	 Triazole-Modified	Hexahomotrioxacalix[3]arene	as	

Fluorescent	Chemosensor	for		2,4,6-trinitrophenol	

(TNP)	Explosive	Through	CH	Hydrogen	Bonding	Interaction	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University		Joint	Seminar

（International	Seminar,	Saga	

University	(Saga),	2015 年 11 月 1

日,	201611	

○Chuan-Zeng	Wang	and	Takehiko	

Yamato	

Regioselective	substitution	at	the	1,3-	and	

5,9-positions	of	pyrene	for	the		construction	of	small	

dipolar	molecules	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Seminar

（International	Seminar,	Saga	

University	(Saga),	2016 年 11 月 1

日,	201611	

○Akisumi	Ageno,	Jiang-Lin	Zhao	

and	Takehiko	Yamato	

A	Rare	and	Exclusive	Endoperoxide	Photoproduct	Derived	

from	Thiacalix[4]arene			Crown-shaped	Derivative	

Bearing	9,10–Substituted	Anthracene	Moiety	

The	7th	Liaoning	University-Saga	

University	Joint	Seminar

（International	Seminar,		

Liaoning	University,	(Shenyang,	

China),	2016年 12月 8–9日,	201612	
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石橋弘樹，佐藤善紀，伊藤卓哉，張

波	

プラズマ溶射アルミナ被膜の摩擦摩耗特性に及ぼす pH の

影響	

,	201605	

佐藤善紀，秋吉元，馬渡俊文，張波	 インパクトフレッティング試験による SUS304 ステンレス

鋼の腐食摩耗に関する研究	

日本機械学会 2016 年度年次大会,	

201609	

佐藤善紀，中川雄太，馬渡俊文，張

波	

Na2SO4 溶液中における SUS304 鋼のインパクトフレッティ

ング摩耗特性	

,	201610	

Mwangi	Jessee	Njora,	Yoshiki	Sato,	

Bo	Zhang	

The	performance	of	(Al,	Ti)N	－	PVD	coated	and	uncoated	

carbide	tools	in	high	speed	finish	turning	of	Inconel	

718	

,	201610	

Mwangi	Jessee	Njora,	Yoshiki	Sato,	

Bo	Zhang	

Tool	life	and	surface	integrity	in	high	speed	turning	

of	Inconel	718	alloy	with	PVD-TiAlN	coated	carbide	tools	

,	201612	

坂本洋平，馬渡俊文，張波，佐藤善

紀，大野信義	

ライスオイルの高圧物性に関する研究	 ,	201609	

中庭翔,	柳瀬拓哉,	岡優希,	湯浅貴

裕,	沼野壮,	山内一宏,	真木一,	鄭

旭光	

水酸塩化物 Co2（OH）3Cl/Co2(OD)3Cl	の創製と評価	 応用物理学会九州支部講演会	

2016	年 12	月 3	日(土)	～	4	日

(日)	 対馬市交流センター,	201612	

岡	優希^M,	中庭	翔^M,	柳瀬	拓哉

^M,	沼野	壮^B,	湯浅	貴裕^B,	山内	

一宏,	鄭	旭光,	郭	其新	

新規強誘電特性を示す水酸塩化物 Co2(OH)3Cl/Co2(OD)3Cl	

における選択的サイト置換効果	

応用物理学会九州支部講演会	

2016	年 12	月 3	日(土)	～	4	日

(日)	 対馬市交流センター	 ,	

201612	

X.	L.	Xu,	X.	G.	Zheng,	I.	Yamauchi,	

I.	Watanabe	

A	novel	approach	to	ferroelectrics	study	utilizing	

muon-spin-relaxation	

SAP	Kyushu	Chapter	Annual	Meeting	

2016	Int’l	Session:	The	1st	Asian	

Applied	Physics	Conference,	

Tsushima	Civic	Center,	Tsushima,	

Japan,	Dec.	3-4,	2016,	201612	

柳瀬	拓哉,	中庭	翔,	岡	優希,	徐	

興亮,	鄭	旭光,	松田	直樹,	徐	超

男	

水酸塩化物新奇強誘電体の薄膜化	 第 19 回連携大学院産学官交流セミ

ナー,	佐賀大学本庄キャンパス,	

2017 年 1 月 18 日,	201701	

ZHENG,	Xu-Guang	 Observation	of	critical	slowing	of	quantum	atomic	H/D	

in	hydroxyl	salts.	Co2(OD)3X/Co2(OH)3X	[X=Cl,	Br].	

The	14th	International	Conference	

on	Muon	Spin	Rotation,	Relaxation	

and	Resonance	(µSR2017)	 Sunday	

25	June	2017	-	Friday	30	June	2017	

Hokkaido	University,	201706	

(AIST)	Dong	Tu,	(AIST,	Kyushu	

University)	Chao-Nan	Xu,	(AIST)	

Masayoshi	Fujihala,	(Saga	

University)	Xu-Guang	Zheng	

Sensitive	Piezoluminescence	in	the	Multipiezo	Material	

LiNbO3:Pr3+	

日本セラミックス協会秋季講演会,	

201709	

鄭旭光、山内一宏、李相賢、神山崇	 粉末中性子回折とミュオンスピン回転による三角格子物質

CuODCl の磁気構造決定	

日本物理学会	 2017 年秋季大会	

岩手大学,	201709	

畑中悠花、萱島知子、筆本悠希、柴

田紗知、上野純弥、永尾晃治、松原

主典	

ローズマリー成分カルノシン酸の摂取が拘束ストレス負荷

マウスに与える影響	

日本家政学会第 68 回全国大会,	

201605	

別府史章、浅沼公晴、河村芳徳、永

井利治、吉永和明、溝部帆洋、小島

浩一、笠井聡、永尾晃治、久保篤史、

神田穣太、後藤直宏	

トランス脂肪酸異性体間の組織への蓄積と異化効率の違い	 第 70 回日本栄養・食糧学会大会,	

201605	

城内文吾、梅ヶ谷南、白石彩、森田

有紀子、甲斐俊一、永尾晃治、柳田

晃良、小川哲弘、門岡幸男、佐藤匡

央	

Lactobacillus	gasseri	SBT2055 摂取がラットのエネルギ

ー代謝および糖代謝に及ぼす影響	

第 70 回日本栄養・食糧学会大会,	

201605	

藤川彩美、佐藤友哉、浜島弘史、柳

田晃良、光武進、永尾晃治、中山二

郎、北垣浩志	

麹グルコシルセラミドの腸内細菌叢への影響	 第 68 回日本生物工学会大会,	

201609	

酒谷真以、Ferdouse	Jannatul、阪本

真由美、浜島弘史、柘植圭介、西向

めぐみ、柳田晃良、永尾晃治、光武

進、北垣浩志	

日本の伝統発酵食品に含まれている麹グルコシルセラミド

含量の解析	

日本農芸化学会 2017 年度大会,	

201703	

Nong	Quynh	Nga、萱島知子、畑中悠

花、柴田紗知、上野純弥、永尾晃治、

松原主典	

拘束ストレス負荷マウスに対するカルノシン酸の抗ストレ

ス効果の検討	

日本家政学会第 69 回大会,	201705	
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N.	Gotoh,	S.	Kagiono,	K.	

Yoshinaga,	H.	Mizobe,	T.	Nagai,	A.	

Yoshida,	F.	Beppu,	K.	Nagao	

Characteristic	of	trans	fatty	acid	isomers	in	liquid	oil	

formed	by	heating.	

The	Asian	conference	on	Oleo	

Science	2017,	201709	

N.	Gotoh,	S.	Kagiono,	K.	

Yoshinaga,	H.	Mizobe,	T.	Nagai,	A.	

Yoshida,	F.	Beppu,	K.	Nagao	

Distribution	of	trans	fatty	acid	isomers	in	meat,	

butter,	and	milk	derived	from	ruminants	provided	in	

Japanese	market.	

The	Asian	conference	on	Oleo	

Science	2017,	201709	

K.	Yoshinaga,	Y.	Katoh,	H.	Mizobe,	

T.	Nagai,	A.	Yoshida,	F.	Beppu,	K.	

Nagao,	N.	Gotoh	

Distribution	of	trans	fatty	acid	isomers	in	processed	

foods	provided	in	Japanese	market.	

The	Asian	conference	on	Oleo	

Science	2017,	201709	

K.	Nagao,	K.	Yoshinaga,	T.	Nagai,	

H.	Mizobe,	A.	Yoshida,	F.	Beppu,	N.	

Gotoh	

Comparison	of	the	effect	of	trans	fatty	acid	isomers	on	

apolipoprotein	A1	and	B	secretion	in	HepG2	cells.	

The	Asian	conference	on	Oleo	

Science	2017,	201709	

吉田祥耀^M、前田良枝^B、森田祥平

^B、大石祐司、関	 清彦、光富	 勝、

宗	 伸明、上田敏久	

芳香族アミノ酸残基を含む環状ジペプチドの生理活性評価	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

関	 清彦，下田祐実，末次	伊久磨，

光富	 勝	

大腸菌における放線菌キトサナーゼの菌外分泌に関わる外

膜タンパク質	

第 30 回日本キチン・キトサン学会

大会（川越）,	201608	

光富	 勝，池田恵莉，浜崎志帆，櫻

井俊輔*，関	 清彦，上田光宏	

Ralstonia	sp.	A-471 由来 GH	Family	23 キチナーゼの作用

様式	

第 30 回日本キチン・キトサン学会

大会（川越）,	2016	

一瀬大樹・関	 清彦・光富	 勝・宗	

伸明・上田敏久	

芳香族アミノ酸の抗真菌活性に対する側鎖構造の影響	 日本農芸化学会 2016 年度西日本支

部大会（長崎）,	201609	

南川朋花、坂口優紀、上田敏久、鎌

田	海、宗	伸明	

蛍光性無機ナノシート/酵素複合体を用いた過酸化水素並

びにグルコース検出系の開発	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

牟田典恵、廣瀬莉央、上田敏久、鎌

田	 海、宗	 伸明	

無機ナノシート/酵素/磁気ビーズ複合体によるコリン検出

系の開発	

第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

吉田祥耀、前田良枝、森田祥平、大

石祐司、関	 清彦、光富	 勝、宗	 伸

明、上田敏久	

芳香族アミノ酸残基を含む環状ジペプチドの生理活性評価	 第 53回化学関連支部合同九州大会,	

201607	

南川朋花、坂口優紀、上田敏久、鎌

田	 海、宗	 伸明	

酵素を複合化した蛍光性無機ナノシートによるグルコース

の検出	

日本分析化学会第 65 年会,	201609	

湯井敏文、青野桃子、宇都卓也、関

清彦、上田敏久	

分子シミュレーション計算による Ac-AMP2 の糖鎖基質認識

の解析	

日本応用糖質科学会平成 28 年度大

会（第 65 年会）,	201609	

一瀬大樹、関	清彦、光富	勝、宗	伸

明、上田敏久	

抗真菌活性に対する芳香族アミノ酸の側鎖構造の影響	 日本農芸化学会 2016 年度西日本支

部大会（西日本支部第 316 回講演

会）,	201609	

一瀬大樹、関	 清彦、光富	 勝、宗	

伸明、上田敏久	

芳香族アミノ酸誘導体の抗菌作用	 平成 29 年度日本生化学会九州支部

例会,	201705	

坂口優紀・山室麻由子・上田敏久・

鎌田	 海・宗	 伸明	

ユウロピウムをドープした無機ナノシートと酵素の複合体

による燐光モードでのグルコース検出に関する検討	

第 54回化学関連支部合同九州大会,	

201707	

山下舞美・上田敏久・鎌田	 海・宗	

伸明	

無機ナノシート/酵素/磁気ビーズ複合体によるコリン検出

系の開発と磁気ビーズの粒径が及ぼす影響の検討	

第 54回化学関連支部合同九州大会,	

201707	

中島慶子・廣瀬莉央・山本茉由・上

田敏久・宗	 伸明	

アクリジン標識 TEMPO を用いたビタミン C 測定法の開発と

応用	

第 54回化学関連支部合同九州大会,	

201707	

一瀬大樹、関	 清彦、光富	 勝、宗	

伸明、上田敏久	

芳香族アミノ酸誘導体の抗菌作用	 第 54回化学関連支部合同九州大会,	

201707	

赤瀬公亮	・	草場基章	 野生 Setaria 属植物いもち病の発生開始時期とその気象条

件	

平成 28年度日本植物病理学会大会,	

201603	

田原佳代子・中馬いづみ・土佐幸雄・

草場基章	

日本産メヒシバいもち病原因菌の分類学的位置づけに関す

る検討	

平成 28年度日本植物病理学会大会,	

201603	

Shuhei	Adachi・Tomoki	Honma・

Ryosuke	Yasaka・Kazusato	Ohshima・

Makoto	Tokuda	

Seasonal	occurrence	of	TuMV	and	potential	aphid	vectors	

in	Kyushu,	Japan	

,	201606	

高橋宏幸、中嶋正敏、小川愛海、根

津修、八坂亮祐、大島一里、宇垣正

志、鈴木匡	

ラッカセイ矮化ウイルス P1 系統は外被タンパク質がジベ

レリンの減少を介してラッカセイを矮化させる	

日本植物病理学会本大会,	201603	

岡村輝太・八坂亮祐・大島一里	 ノビルにおけるシャロット潜在ウイルスの初発生	 日本植物病理学会九州部会,	201611	
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八坂亮祐・大島一里	 小アジアとその周辺諸国におけるカブモザイクウイルスの

拡散時期	

日本植物病理学会九州部会,	201611	

八坂亮祐,	大島一里	 カブモザイクウイルス侵入時期の年代推定:	長崎産の一分

離株を例として	

九州病害虫研究会,	201702	

安達修平・尋木優平・吉田一貴・八

坂亮祐・大島一里・徳田誠	

野生宿主植物からダイコンへの TuMV の伝搬時期と広食

性・狭食性アブラムシが果たす役割	

九州病害虫研究会,	201702	

八坂亮祐,	大島一里	 カブモザイクウイルスの同義置換部位を用いた塩基置換速

度および分岐年代の推定	

,	201704	

Ryosuke	Yasaka・Savas	Korkmaz・

Alireza	Golnaraghi・Nikolaos	

Katis・Simon	Ho・Adrian	Gibbs・

Kazusato	Ohshima	

The	time	of	emergence	and	dissemination	of	turnip	mosaic	

virus	

,	201707	

辻田有紀・山本航平 2・平山裕美子・

海老原淳・山田明義・今市涼子	

シダ植物リュウビンタイとゼンマイの配偶体におけるケカ

ビ亜門感染の探索	

日本菌学会第 60 回大会	 ポスター

発表,	201609	

Yuki	Ogura-Tsujita,	Gerhard	

Gebauer,	Hui	Xu,	Yu	Fukazawa,	

Hidetaka	Umata,	Kenshi	Tetsuka,	

Masayuki	Maki,	Shiro	Isshiki,	

Satoshi	Yamashita,	Nitaro	

Maekawa,	Tomohisa	Yukawa	

A	giant	mycoheterotrophic	orchid,	Erythrorchis	

altissima,	is	associated	with	a	wide	range	of	

wood-decaying	fungi	

9th	International	Conference	on	

Mycorrhiza,	201707	

	 	 ラン科オニノヤガラにおける種子発芽時の菌根菌相	 環境微生物系合同大会2017,	201708	

辻田有紀・G.	Gebauer・手塚賢至・

遊川知久	

菌従属栄養植物タカツルランに栄養供給する菌を安定同位

体比から探る	

日本植物学会第 81 回大会,	201709	

蘭光健人・山下由美・遊川知久・辻

田有紀	

無葉着生植物クモランにおける共生菌相解明と共生培養下

での種子発芽	

日本植物学会第 81 回大会,	201709	

世古智一・金子修治・綱島健司・徳

田	 誠・小原慎司	

飛ばないナミテントウの施設利用を促進し露地利用へと拡

張する代替餌システムの開発	

第 26 回天敵利用研究会徳島大会,	

201608	

吉岡裕哉・明石夏澄・木下智章・副

島和則・安田雅俊・徳田	 誠	

九州北西部におけるヤマネの生息状況と活動の季節性	 日本哺乳類学会 2016 年度大会,	

201609	

Tokuda,	M.	 The	mechanism	and	adaptive	significance	of	host	

manipulation	by	insects	

XXV	International	Congress	of	

Entomology,	Orland,	Florida,	USA.	

Recent	Advances	in	Entomology	in	

Japan	–	Ecology	and	Reproductive	

biology	(Satellite	Symposium	

organized	by	Union	of	Japanese	

Societies	for	Insect	Sciences),	

201609	

Mochioka,	Y.,	Kinoshita,	M.,	

Ohashi,	H.	and	Tokuda,	M.	

Oviposition	site	selection	by	Arhopara	bazalus	

(Lepidoptera:	Lycaenidae)	

XXV	International	Congress	of	

Entomology,	Orland,	Florida,	

USA.,	201609	

Adachi,	S.,	Honma,	T.,	Yasaka,	R.,	

Ohshima,	K.	and	Tokuda,	M.	

Seasonal	occurrence	of	TuMV	and	potential	aphid	vectors	

in	Kyushu,	Japan	

XXV	International	Congress	of	

Entomology,	Orland,	Florida,	

USA.,	201609	

Elsayed	A.	K.,	Ogata,	K.,	

Kaburagi,	K.,	Yukawa,	J.	and	

Tokuda,	M.	

Taxonomic	status	of	a	gall	midge	(Diptera:	

Cecidomyiidae)	associated	with	Symplocos	

cochinchinensis	(Symplocaceae)	in	Japan:	the	first	

example	of	Rabdophaga	on	a	host	plant	other	than	

Salicaceae	

XXV	International	Congress	of	

Entomology,	Orland,	Florida,	

USA.,	201609	

Tokuda,	M.,	Kai,	S.,	Kumashiro,	

S.,	Suzuki,	Y.	and	Adachi,	S	

Life	history,	host-use	pattern	and	host	manipulation	by	

a	gall-inducing	psyllid	Stenopsylla	nigricornis	

XXV	International	Congress	of	

Entomology,	Orland,	Florida,	

USA.,	201609	

藤田将平・安達修平・Ayman	K.	

Elsayed・口木文孝・白石祥子・徳田	

誠	

コナカイガラムシ類の土着天敵フジコナタマバエの発生消

長と野生寄主	

第 92 回九州病害虫研究発表会,	

201611	

吉田一貴・松田浩輝・徳田	 誠	 人工飼料を用いたオリーブアナアキゾウムシの室内飼育法

の開発	

第 92 回九州病害虫研究発表会,	

201611	

大石寛貴・喜多章仁・野間口眞太郎・

徳田	 誠	

佐賀平野のトンボ相：2016 年の野外調査から見えてきた傾

向	

日本昆虫学会九州支部第	64 回大

会,	201611	

手塚絢美・安達修平・喜多章仁・徳

田	 誠	

塩生植物を寄主とするイソマツヒゲナガアブラムシの生活

史と海水耐性（予報）	

日本昆虫学会九州支部第	64 回大

会,	201611	
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尋木優平・藤田将平・安達修平・徳

田	 誠	

ハバチ幼虫の大発生によるカシワの葉の消失が植物の形質

と植食者群集に及ぼす影響	

日本昆虫学会九州支部第	64 回大

会,	201611	

中林ゆい・望岡佑佳里・末松俊二・

徳田	 誠	

アリ随伴性ムラサキシジミ幼虫に対する捕食寄生蜂

Cotesia	inducta の寄生戦略	

日本昆虫学会九州支部第	64 回大

会,	201611	

古川直希・安達修平・遠藤信幸・徳

田	 誠	

ホソヘリカメムシは吸汁により寄主植物の生理状態を操作

しているか	

日本昆虫学会九州支部第	64 回大

会,	201611	

松田浩輝・白濱祥平・徳田	 誠	 オオイヌタデの被食防御形質二型は環境不均一性で維持さ

れているか（予報）	

日本昆虫学会九州支部第	64 回大

会,	201611	

友澤佑斗・Ayman	K.	Elsayed・原本

すみれ・徳田	 誠	

カヤツリグサ科スゲ属を寄主とするタマバエの生活史と寄

主範囲	

日本昆虫学会九州支部第	64 回大

会,	201611	

 

 

外部資金 

 

代表者氏名	
補助金（研究助成）

等の名称	
種目	 研究課題等	 交付金額（千円）	

青木茂久	 科学技術振興機構	
大学発新産業創出プロ

グラム（START）	

コラーゲンビトリゲルの形状加工技術を活用し

た医療機器および創薬支援ツールの開発	
10,829	

青木茂久	
祐徳薬品工業株式会

社	
共同研究	 コラーゲンビトリゲルを用いた人工皮膚開発	 3,685	

青木茂久	 科学研究費助成事業	 基盤研究(C)	

食道癌の広範囲内視鏡的粘膜層剥離術を可能と

する高密度コラーゲン治療デバイスの開発	

研究課題	

1,820	

合島怜央奈	 科学研究費助成事業	
平成 28 年度	研究活動

スタート支援	

TRP チャネルを標的とした口腔癌に対する新規診

断・治療法の探索	
1,300		

合島怜央奈	 科学研究費助成事業	
基盤研究(B)	

（分担）	
歯-歯肉付着上皮の封鎖を標的とした歯周病制御	 100	

合島怜央奈	 科学研究費助成事業	
挑戦的萌芽研究	

（分担）	

メカノセンサーを標的とした新たな口腔粘膜バ

リア薬開発	
100	

伊藤	 学	 科学研究費助成事業	 基盤研究（C)	
新規組織工学による次世代型血管外科再生治療

法の開発	
1,690	

伊藤	 学	
日本透析医会研究助

成事業	
	 	

バイオ 3D プリンタを用いた次世代型透析用人工

血管の開発	
2,000	

太田昭一郎	
ノバルティスファー

マ研究助成	
	 	

喘息を特異的に検出する次世代ぺリオスチン測

定キットの開発	
1,000	

太田昭一郎	 科学研究費補助金	 基盤研究（Ｃ）（代表）	
ペリオスチンのシグナル伝達機構の解明による

アレルギー性炎症に対する治療基盤の構築	
1,715	

大塚泰史	
アレキシオンファー

マ受託研究費	
	 	

造血幹細胞移植後血栓性微小血管症（HSCT-TMA）

における補体機序の解析	
500	

小川雅弘	 科学研究費補助金	 若手研究（B)（代表）	
ペリオスチンを基盤とした間質性肺炎における

線維化機序の解明と新規治療薬の開発	
1,560	

小野伸之	
平成２８年度科学研

究費補助金	
基盤研究（C)	 新規多発血管炎性肉芽腫症モデルマウスの確立	 1,000	

垣内俊彦	
未来へ向けた胃がん

対策推進事業	
佐賀県委託事業費	 	 	 31,982	

柿原奈保子	
文部科学省科学研究

費（代表）	
若手（Ｂ）	

精油を用いた看護技術のエビデンス確立‐照射

性潰瘍に対する治癒力促進のメカニズム-	
260	

柿原奈保子	
文部科学省科学研究

費（分担）	
基盤（C)	

母子分離による脳の形成不全に対する代理母の

効果-ラットを用いた形態機能学的解析-	
100	

城戸瑞穂	 花王株式会社	 	 	 歯周組織の治癒及び再生機序に関する研究	 2,106	

城戸瑞穂	 科学研究費助成事業	 挑戦的萌芽研究	
メカノセンサーを標的とした新たな口腔粘膜バ

リア薬開発	
1,300	

城戸瑞穂	 科学研究費助成事業	 基盤研究(B)	 歯-歯肉付着上皮を標的とした歯周病制御	 7,100	
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城戸瑞穂	 科学研究費補助金	 基盤研究 C（分担）	 メカノセンサー欠損によるエナメル質形成不全	 100	

城戸瑞穂	 科学研究費補助金	 基盤研究 C（分担）	
メカノセンサー制御による象牙質・歯髄複合体形

成機序の解明	
100	

城戸瑞穂	
京都大学霊長類研究

所	
一般個人研究	 	 	 88	

熊本栄一	
平成28年度科学研究

費助成事業	

学術研究助成基金助成

金(基盤研究(C)（一

般）)	

脊髄後角における痛み伝達のオレキシンによる

制御機構のパッチクランプ法による解析.	
600	

倉田里穂	 科学研究費助成事業	 若手研究(B)	
新規ベーチェット病感受性遺伝子TRIM39Rにおけ

る IFN 制御機構の解明	
1,430	

小荒田秀一	
平成２８年度科学研

究費補助金	
基盤研究（C)	

全身性自己免疫疾患に対する新樹B細胞標的療法

の開発	
800	

笹栗智子	 科学研究費助成事業	 基盤研究（C）	
慢性疼痛モデルに対するインターロイキン-27 投

与の効果	
2,470	

島津倫太郎	 科学研究費助成事業	 基盤研究(C)	 胃酸逆流と気道疾患-動物モデル用いた検討-	 1,000	

島ノ江千里	 科学研究費助成事業	 基盤研究（C)	
生活習慣病のリスクを予防する精神ストレスマ

ーカーの疫学的検討	
260	

鈴木智惠子	

地（知）の拠点整備

事業（大学 COC 事業）

地域志向教育研究経

費	

	 	
看護学生による小児アトピー性皮膚炎予防のた

めにスキンケア教育	
20	

副島英伸	 科学研究費助成事業	 	挑戦的萌芽研究	
ヒストンメチル化異常症の標的遺伝子探索と病

態解明に基づく創薬基盤の確立	
1,040		

副島英伸

（分担）	
AMED		

難治性疾患実用化研究

事業	

エピジェネティック希少疾患の治療に向けた研

究および原因未解明な希少疾患に対する解析技

術展開研究	

4,940		

副島英伸

（分担）	
科学研究費助成事業	 	基盤研究（Ｃ）	

間葉性異形成胎盤の診断・管理指針作成に関する

研究	
500		

副島英伸

（分担）	

厚生労働科学研究費

補助金	
成育医療研究開発費	

「原因不明先天異常・産科異常の総合診断体系の

構築」	
2,000		

副島英伸

（分担）	

厚生労働科学研究費

補助金	

難治性疾患等政策研究

事業	

国際標準に立脚した奇形症候群領域の診療指針

に関する学際的・網羅的検討	
1,000		

多田芳史	

平成28年度日本医療

研究開発機構（AMED)

研究費	

	 	
突発性大腿骨頭壊死症の治療法確立と革新的予

防法開発にむけた全国学祭研究	
750	

檀上	 敦	 科学研究費補助金	 基盤研究（Ｃ）（継続）	
口腔癌の骨浸潤モデルにおけるカテプシンＫ阻

害剤の機能解析	
1,440	

南里康弘	 科学研究費補助金	
研究活動スタート支援

（代表）	

ペリオスチンのシグナル伝達機構の解明による

アレルギー性炎症に対する治療基盤の構築	
1,430		

西岡憲一	 科学研究費助成事業	 	基盤研究	(C)	
ポリコームサイレンシングを制御する新規タン

パク質複合体の解析	
1,500		

西田裕一郎	 科学研究費助成事業	 挑戦萌芽（分担）	
ケニア農村地域における女性高齢者ケアに関す

る人類学的研究	
100	

西田裕一郎	 科学研究費助成事業	 基盤研究（C）（分担）	
運動効果におけるリポ蛋白リパーゼの作用：ノッ

クアウトウサギを用いた研究	
65	

西田裕一郎	 科学研究費助成事業	 基盤研究（C）	
運動誘発性オートファジーにおける運動中およ

び運動後の脂質代謝亢進の役割	
1,300	

布村聡	 科学研究費補助金	 基盤研究（Ｃ）（代表）	
FcℇRI 会合の競争的阻害によるマスト細胞の活性

化制御	
863	

布村聡	 科学研究費補助金	 基盤研究（Ｃ）（代表）	
Periostin によるマスト細胞の活性化とその制御

機構の解明	
1,950	

本田裕子	 科学研究費補助金	 基盤研究 C（分担）	

ヘアケラチン K85 の機能解析-なぜ K85 の遺伝子

変異は貧毛症を引き起こす	

のか	

400	
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松尾宗明	

日本医療研究開発機

構（AMED）「ICT を活

用した診療支援技術

研究開発プロジェク

ト」（分担）	

	 	
注視点検出技術を活用した発達障がい診断シス

テムの開発	
3,500	

松尾宗明	
平成28年度科学研究

費補助金（代表）	
基盤研究（C）	 	

血流ストレスと血管内皮から見たもやもや病の

病態解析	
1,200	

松尾宗明	
平成28年度科学研究

費補助金（分担）	 	
基盤研究（C）		

生体適合性脂質担体を用いたニーマンピック病 C

型の治療法開発	
100	

松尾宗明	
平成28年度厚生労働

科学研究費補助金	

難治性疾患等政策研究

事業（分担）	

神経皮膚症候群に関する診療科横断的検討によ

る科学的根拠に基づいた診療指針の確立	
900	

松尾宗明	
平成28年度厚生労働

科学研究費補助金	

難治性疾患等政策研究

事業（分担）	

早老症の実態把握と予後改善を目指す集学的研

究	
500	

松本明子	 科学研究費助成事業	 若手研究（B)	
肥満・耐糖能異常を合併したアルコール性肝障害

における ALDH2 遺伝子多型の影響	
515	

松本明子	
大和証券ヘルス財団

の研究助成	

中高年の医学・医療、

保健及び福祉・介護に

関する調査研究	

慢性炎症予防における生活習慣と遺伝的個体差

の影響の検討	
1,000	

見市（三田

村）文香	
科学研究費	 若手研究(B)	 赤痢アメーバ“シスト形成”の分子機構の解明	 1,600		

見市（三田

村）文香	
科学研究費	

新学術領域研究(研究

領域提案型)	「脂質ク

オリティが解き明かす

生命現象」、公募研究	

腸管寄生原虫“脂肪酸代謝”の特殊性の解明―寄

生適応戦略について―	
3,700		

見市（三田

村）文香	

第 11内藤記念女性研

究者研究助成	
	 	

新規抗赤痢アメーバ薬創世のための赤痢アメー

バシスト形成分子機構の解明	
2,000		

見市（三田

村）文香	

大山健康財団第42回

学術研究助成金	
	 	

赤痢アメーバ“シスト形成	”を標的とする新規

薬剤の探索	
1,000		

見市（三田

村）文香	

武田科学振興財団

「医学系研究奨励

（感染症）」	

	 	

ミトコンドリア関連オルガネラと寄生適応―コ

レステロール硫酸による	赤痢アメーバ“シスト

形成制御”の全容解明―	

2,000		

見市（三田

村）文香	

平成28年度長崎大学

熱帯医学研究拠点一

般共同研究	

	 	
赤痢アメーバにおけるコレステロール硫酸とシ

スト形成との関連性の証明	
400	

溝口	 義人	
MSD 株式会社研究事

業	
	 	

うつ病治療における抗うつ薬の選択に有用な生

物学的指標の検討ならびに抗うつ薬作用機序解

明	

50	

宮本比呂志	 共同研究	 京セラメディカル	 フッ素イオン注入チタン表面の抗菌特性評価	 488	

宮本比呂志	 共同研究	 京セラメディカル	
表面に損傷を受けたMPCポリマー処理金属の抗菌

特性評価	
488	

宮本比呂志	
医療機器開発推進研

究事業	

日本医療研究開発機構

（AMED）事業	

細菌付着および感染抑制効果の評価（流体環境下

における細菌付着抑制効果の検討）	
5,200	

宮本比呂志	 科学研究費補助金	
基盤研究(C)	

（分担）	

アメーバ共培養法で検出したレジオネラの遺伝

子型と棲息環境との関連性解析	
50	

迎	 洋輔	 科学研究費助成事業	 若手研究（B)	
組織工学を用いたiPS細胞由来心筋組織の神経細

胞配合による心機能改善効果の検討	
1,950	

村田祐造	 科学研究費補助金	 基盤研究 B（分担）	
ダメージ関連分子パターン受容体の神経障害性

痛における役割		
100	

山下	 佳雄	 科学研究費補助金	
新学術領域研究

MK2410800A（分担）	

プラズマ・ナノマテリアル動態学の創成と安全安

心医療科学の構築	
500	

吉田裕樹	 科学研究費	 基盤研究（Ｃ）	
IL-27 を産生する新規制御性Ｔ細胞の分化と生理

的機能解析	
1,500		

河野	 史	
文部科学省科学研究

費（代表）	
基盤（Ｃ）（一般）	

母子分離による脳の形成不全に対する代理母の

効果－ラットを用いた形態機能学的解析	
1,300	

久保田	 寧	 科学研究費助成事業	 基盤研究（C)	
細胞内コレステロールを標的とする白血病治療

法の開発	
1,400	
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久保田	 寧	 日本白血病研究基金	 一般研究賞	
細胞内コレステロールを標的として急性骨髄性

白血病幹細胞根絶を目指す新規治療法の開発	
500	

久木田明子	 科学研究費補助金	
基盤研究(C)	

（分担）	

新たなHMG関連タンパク質の骨吸収活性制御にお

ける役割	
400	

久木田明子	 科学研究費補助金	
基盤研究(C)	

（分担）	

分泌型miRNAを介した骨転移癌細胞ー骨代謝細胞

間コミュニケーション	
30	

久木田明子	 科学研究費補助金	 基盤研究(C)	
膜トラフィッキング制御分子による破骨細胞分

化と骨吸	
1,300	

甲斐	 敬太	 科学研究費補助金	 基盤研究	C	
胆嚢癌におけるムチンコア蛋白および CD1a 蛋白

発現の意義と免疫機構への影響	
1,430	

高橋宏和	 化学研究費助成事業	 研究活動スタート支援	
運動惹起性アディポカインによる非アルコール

性脂肪肝治療の探索	
143	

若宮	 富浩	 科学研究費助成事業	 若手研究（B)	
グリオーマと脂肪酸代謝関連分子の関係につい

て	
1,950	

小網博之、

野口亮、阪

本雄一郎	

科研費	 基盤（C)	
熱傷創部の植皮術に適した3次元培養皮膚作成に

おける脂肪由来間葉系幹細胞の機能解析	
1,400	

中原	 由紀

子	
科学研究費助成事業	 基盤研究（C）（一般）	

癌の代謝とエピゲノム異常をつなぐDNA脱メチル

化酵素 TET の神経膠腫における役割	
2,210	

中山	功一	

※実施メン

バー	

阪本雄一

郎、山田ク

リス孝介、

佐藤三郎、

大島千佳	

救急救命センターと

連携する交通事故自

動通報システムによ

る交通弱者の被害軽

減	

	 	 	 	 2,500	

東元	 健	 科学研究費助成事業	 	基盤研究	(C)	
Sotos 症候群の治療基盤確立のためのモデルマウ

ス樹立と発症メカニズムの解明	
1,560	

東元	 健	

平成28年度群馬大学

生体調節研究所共同

利用・共同研究拠点

共同研究	

通常課題	
間葉性異形成胎盤（PMD)におけるゲノムインプリ

ンティングの役割	
300	

板村英和	 かなえ医薬振興財団	 研究助成	
MEK	阻害剤を用いた造血幹細胞移植における選

択的免疫調整	
1,000	

大渡	 啓介	 日本学術振興会	 基盤研究(C)	
金属錯体中の未脱水和水との水素結合まで考慮

した抽出試薬の設計とイオン認識評価	
1,300	

大和	 武彦	 日本学術振興会	 基盤研究(C)	
カリックスアレーンを基盤とするピコレベルで

の生体機能物質識別蛍光センサーの開発	
2,200	

北村	 二雄	 日本学術振興会	 基盤研究(C)	
フッ素化反応の原料転換を目指した新規フッ素

化反応の開発	
1,500	

花本	 猛士	 日本学術振興会	 基盤研究(C)	
フルオロメチル基とジフルオロメチル基を有す

る有機分子の合成研究	
1,700	

光武	 雄一	 日本学術振興会	 基盤研究(C)	
高温面非定常冷却中のぬれ面形成とぬれ面先端

境界位置挙動の解明	
1,700	

古藤田	 信

博	
日本学術振興会	 基盤研究(C)	 果樹類の花成タンパク質ネットワーク	 2,000	

永尾	 晃治	 日本学術振興会	 基盤研究(C)	
メタボリック症候群発症時のコレステロール逆

転送系低下機序の解明と食環境による制御	
1,500	

早川	 洋一	 日本学術振興会	 挑戦的萌芽研究	 昆虫のストレス耐性を決める遺伝子の同定	 1,400	

大島	 一里	 日本学術振興会	 挑戦的萌芽研究	 植物ウイルス病原体間の共進化機構の解明	 1,500	

鈴木	 章弘	 日本学術振興会	 挑戦的萌芽研究	
光伝送によって地上部から根へ到達した遠赤色

光が微生物共生を促進する可能性	
1,800	

海野	 雅司	 日本学術振興会	 基盤研究（Ｃ）	
近赤外ラマン円偏光二色性分光法を用いて光受

容タンパク質中間体の構造を明らかにする	
1,000	

高椋	 利幸	 日本学術振興会	 基盤研究（Ｃ）	
軟X線分光法によるイオン液体中における金属錯

体の構造と電子状態	
500	
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鯉川	 雅之	 日本学術振興会	 基盤研究（Ｃ）	
カプセル状分子集合体を形成する環状三核錯体

を用いた新規磁性イオン液体の開発	
900	

兒玉	 浩明	 日本学術振興会	 基盤研究（Ｃ）	
単量体と二量体の動的平衡状態にある GPCR が伝

達する生物活性情報の特定	
1,000	

森貞	 真太

郎	
日本学術振興会	 基盤研究（Ｃ）	

高分子ブラシによる表面改質を利用した非最密

充填コロイド粒子膜の創製とその構造制御	
1,200	

高橋	 英嗣	 日本学術振興会	 基盤研究（Ｃ）	 がん細胞の酸素走性に関する研究	 600	

光武	 進	 日本学術振興会	 基盤研究（Ｃ）	
消化管分泌細胞の細胞膜機能変化を介しインク

レチン分泌量を変化させる食品成分の研究	
1,100	

徳田	 誠	 日本学術振興会	 若手研究（Ｂ）	
植物と昆虫の形質多型に着目した生物における

資源配分戦略の解明	
1,000	

長田	 聡史	 日本学術振興会	 基盤研究（Ｃ）	
ペプチドデホルミラーゼによって活性化される

生物種選択的 MetAP 阻害剤の創成	
1,100	

渡	 孝則	 日本学術振興会	 基盤研究（Ｃ）	
赤外線を可視光へ変換するセラミック蛍光体の

高変換メカニズムの解明	
500	

福田	 伸二	 日本学術振興会	 基盤研究（Ｃ）	
次世代シーケンサーによるビワ連鎖地図の構築

と果実形質等を選抜できるマーカーの獲得	
1,100	

辻田	 有紀	 日本学術振興会	 若手研究（Ｂ）	
植物の菌根菌遷移への適応戦略とその進化過程

の解明	
1,500	

早川	 洋一	 日本学術振興会	 基盤研究（Ａ）	 ストレス順応性獲得分子機構の解析	 5,800	

辻田	 忠志	 日本学術振興会	 若手研究（Ａ）	
環境転写因子 Nrf1 による基礎抗酸化力の底上げ

と加齢トレンド変換	
11,900	

武富	 紳也	 日本学術振興会	 若手研究（Ａ）	 水素脆化素過程モデルの構築とその応用	 7,800	

鈴木	章弘	 日本学術振興会	 基盤研究（Ｂ）	
ダイズ窒素固定関連遺伝子 SEN1 の多様性と収量

性に与える影響	
2,200		

鄭	 旭光	 日本学術振興会	 基盤研究（Ｂ）	
新奇量子原子効果に起因する新型マルチフェロ

強誘電体の開発と機構解明	
2,200	

辻田	 有紀

（分担）	
日本学術振興会	 基盤研究(B)	

*菌根菌の変化が植物の寄生性進化をもたらした

か？	
180	

徳田	 誠

（分担）	
日本学術振興会	 基盤研究(C)	

*昆虫資源から見た伊豆・薩南諸島の進化・遺伝

的重要性の検証と保全のための基盤研究	
250	

辻田	 有紀

（分担）	
日本学術振興会	 基盤研究(C)	

*原始的繊管束植物「シダ植物」の配偶体の異特

性進化と菌共生	
150	

辻田	 有紀

（分担）	
日本学術振興会	 挑戦的萌芽研究	

*植物-菌共生系を使った菌従属栄養植物の保全

技術の確立	
200	

徳田	 誠

（分担）	
日本学術振興会	 基盤研究(C)	

*ヒメトビウンカの生殖様式を操作する共生細菌

２種と病原性ウイルスとの相互作用の解明	
500	

徳田	 誠

（分担）	
日本学術振興会	 基盤研究(C)	

*発生が相次ぐ果樹害虫タマハエの分類学的・生

態学的特性の解明と防除対策への応用	
380	

武富	 紳也

（分担）	
日本学術振興会	 基盤研究(C)	

*水素環境における単純組成鋼中の格子欠陥挙動

の統計熱力学的状態規定に基づく解析	
300	

石渡	 洋一

（分担）	
日本学術振興会	 基盤研究(B)	

*半導体ナノ結晶のpn接合による高度ガス認識界

面の創出	
300	
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（５）センター教職員による業績および外部資金 
 

原著論文	

著者名 題目 雑誌名,巻,号,頁 

Niimi M, Yang D, Kitajima S, Ning B, 

Wang C, Li S, Liu E, Zhang J, Chen 

Y-E, Fan J 

ApoE knockout rabbits: a novel model for 

the study of human hyperlipidemia.  

Atherosclerosis 245: 

187-193,2016. 

松久葉一, 松尾  完, 西島和俊, 

秋吉俊明, 森本正敏, 北嶋修司 

ウサギ精子凍結保存における卵黄代替物

としての大豆由来レシチン分別レシチンの

有効性に関する検討 

九州実験動物雑誌

32: 19-22,2016. 

Srimawong P, Sawajiri M, Terato H, 

Maruyama K, Tanimoto K 

Effects of carbon ion irradiation via 

periostin on breast cancer cell invasion of 

the microenvironment 

J Radiol Radiat 

Therapy,4(1): 

1060,2016. 

Tshering Penjor, Takashi Mimura, 

Nobuhiro Kotoda, Ryoji Matsumoto, 

Atsushi J. Nagano, Mie N. Honjo, 

Hiroshi Kudoh, Masashi Yamamoto, 

Yukio Nagano 

RAD-Seq analysis of typical and minor 

Citrus accessions, including Bhutanese 

varieties 

Breeding Science, 

66, 797-807 

Sayaka Iizasa, Ei'ichi Iizasa, Sawako 

Matsuzaki, Hiroyuki Tanaka, Yutaka 

Kodama,Keiichi Watanabe, and 

Yukio Nagano 

Arabidopsis LBP/BPI related-1 and-2 bind 

to LPS directly and regulate PR1 

expression 

Scientific reports, 6, 

27527 

 

一般講演	

発表者	 題目	 学会（会議等）名	

Okamoto	S,	Fukusima	R,	Ueda	Y,	

Akiyoshi	T,	Yamaguchi	A	Eguchi	J,	

Yokoyama	H	

Clinical	Significance	of	Introduction	Y	chromosome	

Microdeletion	Sceening	in	Assisted	Reproductive	

Technology	Clinics.		

The	13th	International	

Congress	of	HumanGenetics.	

Kitajima	S,	Nishijima	K,	Liu	E,	

Maeda	T,	Matsuhisa	F,	Matsuo	K,	

Akiyoshi	T,	Morimoto	M,	Fan	J	

Cryopreservation	of	rabbit	sperm.		
The	3rd	Japan	China	Joint	

Rabbit	Biotechnology	Forum.	

Nishida	Y,	Nishijima	K,	Mi-ichi	F,	

Yamada	Y,	Tanaka	H,	Fan	J,	Kitajima	

S,	Tanaka	K	

Skeletal	muscle	metabolites	potentially	involved	in	

favorable	energy	metabolism	in	anti-obesity	

lipoprotein	lipase	transgenic	rabbits.	

International	Conference	on	

Obesity	&	Chronic	Disease.	

岡本純英,	秋吉俊明,	上田泰子,	南	

志穂,	松尾	完,	西垣みなみ,	金子亜

絵理,	古川晋也,福嶋	倫子,	山口敦

巳	

Trigger直前のletrozole屯服でestradiol産生は直接抑

制され OHSS が回避出来る	
第 61 回日本生殖医学会			

岡本純英,	松尾	完,	西垣みなみ,	南	

志穂,	池田	聡,	福嶋倫子,	上田泰

子,	山口敦巳,	秋吉俊明	

ART 臨床成績からみた多嚢胞性卵巣様形態	（PCOM）を呈

する ART 調節卵巣刺激 high	responder 症例の卵および胚

の質についての検討	

第 11 回日本生殖再生医学会	

新見	学,	北嶋修司,	松久葉一,	Ning	

B,	Wang	C,	Yang	D,	Zhang	J,	Chen	E	

-	Y,	範	江林	

新規高脂血症及び、動脈碩化性疾患モデル：アポ E 欠損

ウサギの樹立	
第 63 回日本実験動物学会	
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西垣みなみ,	秋吉俊明,	南	志穂,	松

尾	完,	金子亜絵理,	古川晋也,	上田

泰子,	福嶋倫子,	山口	敦己,	岡本純

英	

妊娠率および流産率からみた移植用培養液の比較検討		 第 19 回日本 IVF 学会	

松久葉一,	秋吉俊明,	新見	学,	森本

正敏,	範	江林,	北嶋修司	
ウサギ胚凍結におけるデバイスおよび凍結液の比較検討	 第 63 回日本実験動物学会	

Wang	C,	Nishijima	K,	Kitajima	S,	

Niimi	M,	Ning	B,	Fan	J	

Hepatic	overexpression	of	endothelial		

lipase	reduces	plasma	HDL	levels	in	transgenic	

rabbits.		

第 48 回日本動脈硬化学会	

秋吉俊明,	松久葉一,	松尾	完,	森本

正敏,	北嶋修司	
若齢ウサギにおける過排卵処置および卵子回収の試み	

第 4 回ウサギバイオサイエンス

研究会	

Nishida	Y,	Nishijima	K.	Mi	ichi	F,	

Yamada	Y,	Tanaka	H,	Fan	J,	Kitajima	

S,	Tanaka	K.	

Muscle	me	tabolites	potentially	involved	in	enhanced	

insulin	action	in	lipoprotein	lipase	transgenic	

rabbits.	

第 4 回ウサギバイオサイエンス

研究会	

松尾	完,	松久葉一,	秋吉俊明,	森本

正敏,	西島和俊,	北嶋修司		

大豆レシチン由来各種構造物によるウサギ精子の凍結保

存	

第 4 回ウサギバイオサイエンス

研究会	

Terato	H,	Tokuyama	Y,	Mori	K	
Repair	for	clustered	DNA	damage	induced	by	heavy	ion	

beam	irradiation.	
The	10th	3R	Symposium.	

森加奈恵	 デジタル PCR を用いた DNA 損傷分析法の確立		 第 38 回生理学技術研究会	

森加奈恵	 放射線 DNA 損傷のデジタル PCR による分析	
平成 27 年度実験・実習技術研究

会	in	西京	

森加奈恵,	徳山由佳	
佐賀大学総合分析実験センターにおける LC-MS 装置の導

入について	

2016 年度名古屋大学機器・分析

技術研究会	

徳山由佳,	平山亮一,	寺東宏明	
重粒子放射線により生じるクラスターDNA 損傷の修復動

態と変異解析	

日本放射線影響学会-第 59 回大

会	

徳山由佳,	工藤健一,	境	智弘,	伊藤

博則,	猪原	哲,	寺東宏明	
水中放電プラズマによる酸化 DNA 損傷と突然変異	 日本環境変異原学会第 45 回大会	

境智弘,	猪原	哲,	徳山由佳,	寺東宏

明	

水中キャビテーション・放電プラズマ併用型リアクタ	に

よる殺菌特性について	

プラズマ/パルスパワー/放電合

同研究会	

吉田祐紀,	境		智弘,	猪原		哲,	寺

東宏明	

水中キャビテーション・放電プラズマ併用型リアクタ	の

水処理効果の改善について	

プラズマ/パルスパワー/放電合

同研究会	

森加奈恵	 デジタル PCR を用いた放射線 DNA 損傷分析	 平成 27 年度佐賀大学技術研究会	

徳山由佳	 重粒子放射線により生じる DNA 変異解析	 平成 27 年度佐賀大学技術研究会	

栗山恵輔	
佐賀大学総合分析実験センターの教育活動について（担

当講義・実習の紹介）	

第 34 回国立大学法人生命科学研

究機器施設協議会	

Yuga	Otsuka,	Masasuke	Ryuda	

Bitter	compounds	inhibit	feeding	behavior	in	

polyphagous	insect	pest,	Spodoptera	litura	larva	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Symposium	

Yui	Kawano,	Masasuke	Ryuda	

Analysis	of	Anorexia	gene	which	regulates	feeding	

behavior	via	insulin	signaling	in	Drosophila	

melanogaster	

The	11th	Saga	University-Daegu	

University	Joint	Symposium	

小野雄大,	龍田勝輔	

キイロショウジョウバエにおける味覚受容体のリガンド

解析	

日本農芸化学会西日本支部会大

会	

Jyun	MIYAMOTO,	Keisuke	DZUSH,	

Hiroki	KODAMA	and	Tohru	MIYAJIMA	 On	the	rice	growth-promoting	effect	of	dam	sediment	

18th	 IHSS	 conference	(in	

Kanazawa)	Sep.	11-16	
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兒玉宏樹、廣松将平、鳥井翼、中田弘

太郎	 滴定三次元蛍光測定によるフルボ酸標準試料の特性評価	

日本腐植物質学会第 32 回講演会

（名古屋）2017 年３月 16 日	

馬、右田麻由美、兒玉宏樹	

鉄ー腐植物質複合体の海水中における沈降、および拡散

挙動	

日本腐植物質学会第 32 回講演会

（名古屋）2017 年３月 16 日	

溝口拓人、兒玉宏樹	

正電荷色素をプローブとして用いた滴定分光法によるフ

ルボ酸の結合特性の評価	

日本腐植物質学会第 32 回講演会

（名古屋）2017 年３月 16 日	

 

 

外部資金	

代表者氏名 
補助金（研究助成）

等の名称 
種目 研究課題等 

交付金額（千

円） 

北嶋修司 科学研究費補助金 
基盤研究(B) 

（分担） 

遺伝子改変ウサギモデルによる動脈硬化

の発生におけるアポ蛋白 CⅢの機能解析 
1,000 

徳山由佳 

クリタ水・環境科学

振興財団 2016 年

度国内助成 

  
水中キャビテーション放電プラズマによる

水浄化技術の確立 
1,000 

寺東宏明 

放射線災害・医科

学研究拠点共同研

究 

  

高感度 DNA 損傷分析による低線量・ 

低線量率放射線生物影響の分子機構解

明 

500 

永野幸生 科学研究費補助金 
基盤研究

（Ｃ） 

次世代 DNA シークエンサーによるカンキ

ツおよびその近縁植物の遺伝的分化過

程の解析 

1,300 

兒玉宏樹 眞崎商店 共同研究 
鉄理論による藻場育成プランテーション

システムの試作開発 
800 

兒玉宏樹 電力中央研究所 共同研究 
有機物特性評価による地下水混合の

評価法検討 
1,500 

永野幸生 

公益財団法人 浦

上食品・食文化振

興財団 

  

日本における山椒利用の体系化 -遺

伝的分類による食味特性・官能特性の

特徴づけと食文化的考察 

3,000 
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９. 外部評価委員による評価結果・意見                            

 
 

 

国立大学法人佐賀大学総合分析実験センター

自己点検評価報告書 (平成 28年 度)に 対する評価 ・検証

氏名

検証日 平成30年 /月
ゾ
日

1,評 価手法 	(適 切であった 。改善すべき点があった)

意見 ・具体的改善点など

抱す沖で し砕。

2,評 価基準 	(適 切であった ・改善すべき点があった)

意見 ・具体的改善点など

地 ・河宅算し作 。

3,評 価の妥当性 	(妥 当である ・妥当でない点がある)

意見 ・具体的改善点など

を考毛dあ)。

平成28年 度佐賀大学総合分析実験センター自己点検評価報告書について

検証者 所属									ゼ

その他
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